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(医療と安全管理総集版掲載記事分類表〉

医
療
従
事
者

医
師

看
護
師
・
そ
の
他
医
療
従
事
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養
成
・
研
修
・
学
会

資
格
・
試
験
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体
・
労
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環
境

医
師
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辺
の
事
件

医
療
技
術
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療
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査
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介
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療
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植
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医
療
費
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診
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医
療
保
険

医
療
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医
協
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央
社
会
保
険
医
療
協
議
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医
療
保
障
制
度

地
域
医
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医
薬
品

薬
害

副
作
用
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薬

医
療
業
界

社
説
・
意
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医
療
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医
療
事
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医
療
訴
訟

-
医
療
安
全
一
般

行
政
の
取
り
組
み

病
院
の
取
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技
術
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器
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込
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修
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修
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へ
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H
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起
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日
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員
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や
し
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人
数
授
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医
師
県
内
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へ
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験
談
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崎
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」
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医
師
が
残
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21 
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8 

8 
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科
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に
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i
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-
-
6

・
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守
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ヒ
ポ
ク
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・

日

毎
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つ
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目
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追
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送
届
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・
8
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9

・

m
愛
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つ
け
医
カ

l

ド
で
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介
・
:
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8

・
6

6 
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殺
防
止
へ
医
師
ネ
ッ
ト

7 

解
剖
医
足
り
な
い

8 

8 

19 

6 

23 

次
北
海
道

• 真
相
究
明

壁

24 

8 

激
務
敬
遠
進
む
高
齢
化

9 

5
-
m

朝

中
国
製
入
れ
歯
技
工
士
反
発

j
i
-
-
9

・

5

説

9 

良
い
歯
科
医
教
え
ま
す

10 

歯
科
医
数
「
適
正
化
」
へ
議
論

12 

「
医
師
求
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」
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治
体
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名
ば
か
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医
療
現
場
に
も
8

・
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9
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4

琉
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県
外
か
ら
の
看
護
師
急
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9
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朝
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19 

8 
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朝
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(
福
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園

神

戸

毎
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(
稲
岡
)

日
(
栃
木
)

売
(
東
京
)

日
(
東
京
)

日
本
経
済

読

売
(
大
阪
)
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日

目
次
は
、
記
事
「
見
出
し
」
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表
記
し
て
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ま
す
・

間
頁
の
「
索
引
」
で
「
主
婆
話
旬
」
の
倹
索
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で
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ま
す
.

14 

疲
れ
果
て
る
看
護
師

16 

噌
え
る
者
殺
大

16 

「
看
護側
に
」
社
会
人
続
々

18 

V
医
療
按
術
企

19 

党
限
状
態
で
脳
殉
脈
痛
手
術

9

・
幻
朝

口
(
京
京
)

7 

7 

中

口
:
:
:
:

・

匁

9

・
9

朝

日
(
石
川
)

山

協ー

9 

6 

20 

大
動
脈
痛
手
術
に
新
手
法

21 

体
に
低
負
担
普
及
へ
全
力

不
整
脈
仕
組
み
解
明

22 23 

重
症
で
も
歩
行
の
可
能
性

23 

尿
崩
症
の
仕
組
み
解
明

自
身
の
脂
肪
で
乳
房

24 

9

・
ロ
沖
純
タ
イ
ム
ス
・

:
:
-
M

9

・

5
福
島
民
報

8
-
m
-
口
小

都

8 

26 

日
本
経
済

8

・

ロ
毎

円

(
東
京
)

9
-
M
A朝

日
(
東
京
)

25 

再
生
軟
骨
非
破
壊
で
評
価

神
経
の
再
生
医
療
医
学
の
常
識
覆
す
か
8

・
幻

9 

II 

日
刊
工
業

血
管
再
生
治
療
は
良
好

26 27 

登
録
者
最
後
の
社
会
-
一
以
献

献
体
登
録
狭
き
門

27 

遠
隔
医
療
対
象
を
拡
大

28 29 

医
師
不
足
、
医
療
費
増
に
対
応

30 

ネ

γ

ト
診
療
好
評

日
経
産
業

9

・
お
古
小

都

9 

16 
吐,i'i: 

売
(
大
阪
)

9 

14 

毛ヌミ
ロI}L

売
(
大
阪
)

7 

31 

日
本
経
済

8

・

ω

山
梨
日
日

9 

II 

北
海
道

2 
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男
性
不
妊
症
で
顕
微
授
精
成
功

誘
発
剤
と
人
工
授
精
「
効
果
な
し
」:
8

・

m

高
度
化
す
る
妊
培
養
技
術

救
急
出
動
過
去
2

番
目

救
急
車
出
動
附
件

め
ざ
せ
!

未
来
の
救
急
車

「
命
の
リ
レl
」
限
界

安
全
に
ギ
プ
ス
切
断

医
療
機
器
の
審
査
迅
速
に

義
手
、
義
足
は
消
耗
品

怠
者
の
ベ
ァ
ド
で
動
き
犯
撮

脱
C
T

技
術
が
ん
発
見

が
ん
検
知
の
小
型
セ
ン
サ
ー

自
律
ロ
ポ
病
院
を
行
く

医
療
ロ
ボ
実
用
化
へ
必
々

V
医
療
倫
理
企

社
会
合
脅
芸
ふ
と
め
る
組
織
を

-
4
u
-

q
J
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9 

9 

9 

9 

9 

12 

9 7 

31 

7 

16 

9 

13 

8 

26 

7 

10 

8 

15 

9 

2 

8 

19 

8 

Il 

医
療
倫
理
い
ろ
ん
な
視
点
を
:
:
:
:
・
9

・

l

8 

21 

娘
の
子
山
山
歳
が
代
理
出
産

代
理
出
産
学
ム
E
で
初
公
表

8 

29 

生
命
倫
理
で
議
論
高
ま
る

エ
イ
ズ
感
染
夫
婦
体
外
受
精

:
:
;
:
7
-
m

6 

28 

高
額
な
不
妊
治
療

危
険
な
お
産
別
人
に
l

人

8 

9 

9 

4 

読

売
(
東
京
)

岐

♀ 

長

崎

神
奈
川
(
共
同
)

徳

島

熊
本
日
日

毎

日
(
高
知
)

北
日
本

日
本
経
済

山

陥

日
経
産
業

朝

日
(
大
阪
)

日
経
産
業

尽

都

日
経
産
業

東

尽

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

:
:
:
m
n

朝

日
(
東
京
)

毎

日
(
ぃ
出
企
尽
)

読

売
(
東
京
)

日
本
経
済

円
本
経
済

福

井

44 44 45 46 46 47 48 52 52 53 54 54 55 56 57 58 60 60 61 61 61 62 

幸
せ
な
死
に
万
と
は

苫
悩
す
る
家
族

連
載
・
臓
鑓
移
値
現
状
と
際
題 6

・
ぉ
毎

7
・
幻
毎

途
上
国
で
の
「
売
買
」
に
嘗
告

8

・
8

上下

ド
ナ
ー
に
精
神
的
支
援
を
:
:
:
8

・
何
日

V
病
院
関
連
企

連
載
・
全
国
病
院
調
査

-
医
師
不
足
、
6

割
が
診
療
縮
小

医
療
提
供
体
制
緬
:
j
i
-

-
:
:

・
7

・

6
日
本
経
済
新
聞

患
者
サ
ー
ビ
ス
編

・:
:
:
:

7

・

M
M

2 3 

新
型
イ
ン
フ
ル
対
策
編
:
:
・
:
:
7

・

初

4 

経
営
・
財
務
緬
:
・
j
i
-

-・:
:

7

・

m

V
患
者
関
連
企

希
望
取
り
戻
す
過
程
見
守
る

が
ん
体
験
者
原
則
3

割

が
ん
患
者
3

割
転
職

心
地
い
い
タ
オ
ル
帽
子

治
療
の
不
安
解
消
し
て

「
私
の
カ
ル
テ
」
配
布

安
心
箱
で
安
心
を

遺
族
ケ
ア
専
門
職
益
成

支
え
る
「
ベ
テ
ラ
ン
」
患
者

7

・
日
毎

9

・
幻
朝

8

・
ロ
毎

6

・
げ
山
タ
ャ
ナ
日
報

6 

24 

9

・
ロ
毎

5
・
幻

室
蘭
民
報

9

・
ロ
神

8

・
ロ
朝

日
(
大
阪
)

日
(
大
阪
)

毎

日
(
東
京
)

日
(
東
京
)

日
(
東
京
)

日
(
東
京
)

寺実
l:iJL 

売
(
東
京
)

日
(
大
阪
)

}-' 日
(
広
烏
)

64 65 66 

連
載

多

一
緒
φ
を
支
え
z
w

輔
融
島
か
ら:
・
:
・

:
:
:
:
:

8

・
叩 沖
縄
タ
イ
ム
ス

上下

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

:
:
:
8

・
叩

V
医
療
費
• 
保
険
企

国
民
医
療
費
な
お
高
止
ま
り

:
・

・
・
・8
m

9

・
初
毎

67 68 68 72 74 76 78 79 79 

「
包
括
払
い
」
係
数
廃
止

7

・
日
朝

8
-
n
朝

9 

8 

8

・
幻
産

6

・

8

朝

「
命
の
薬
」間
に
合
っ
た
よ

-
7

・
8

佐

8

・

5

朝

V
医
療
業
界
企

開
発
力
成
長
の
カ
ギ

地
方
に
合
わ
ぬ
改
革

サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
治
療
薬
と
認
め
る
の?9

・

n
朝

J

I

 

Q
J
・

H
h

川
札

80 82 82 83 84 84 

V
医
療
行
政
企

医
学
部
定
員
日
僚
に

-
勤
務
医
負
担
緩
和
へ
提
言

日
本
経
済

86 

3 

日
(
東
京
)

日
(
長
野
)

円

(
東
」
口
ル
)

87 88 88 89 90 90 

医
学
部
の
定
只
を
は
倍
に

90 

数
急
勤
務
、
分
娩
、
僻
地
に
手
当

英
国
ど
ん
底
か
ら
改
革

V
医
薬
品
企

危
険
伴
う
抗
が
ん
薬
の
扱
い

サ
リ
ド
マ
イ
ド
再
販
売
へ

V
社
説
• 
意
見
企

医
療
の
再
生
は
可
能
か
ワ

8 

23 

8 

19 

日
本
経
済経

(
東
京
)

日

(
東
京
)

賀
(
共
同
)

日
(
熊
本
)

陽
(
共
同
)

日

(
東
京
)

日
本
経
済

中

日

91 92 94 95 96 97 98 98 



V
医
療
安
全
管
理
企

マ
医
療
事
故
ム

医
療
事
故
、
昨
年
度
削
件

8

・

お
朝

二
酸
化
炭
素
を
誤
投
与

8

・

n

毎

注
射
凶
分
後
罪
且
把
握

9
-
ω

朝

栄
養
剤
漏
れ
腹
膜
炎
に

9 

20 

「
医
療
事
故
ゼ
ロ
」
2割

9

・

3

毎

医
療
事
故
身
内
調
査
6

割

10 

3 

マ
医
療
訴
訟
ム

救
急
鍛
送
の
遅
れ
削
万
円
で
和
解
:

・
8

・
ぉ

患
者
同
意
と
ら
ず
手
術

8 

30 

日
(
群
馬
)

日
(
福
岡
)

日
(
青
森
)

朝

日
(
神
奈
川
)

日
(
東
京
)

日
本
経
済

読

売
(
東
京
)

朝

日
(
愛
知
)

100 

「
母
の
苦
痛
証
明
で
き
た
」

医
療
ミ
ス
側
万
円
賠
償

点
滴
後
に
障
害
和
解
金
支
払
い

開
万
円
支
払
い
で
和
解

9

・

3

朝

:
:
9

・

9

朝

9

ロ
奈

医
師
の
過
失
を
認
め
卯
万
円
支
払
い
命
令
9・
日

県
立
広
島
病
院
の
ミ
ス
で
男
性
死
亡

マ
医
療
安
全
一
般

ム

101 

産
科
医
療
見
直
す
契
機
に

102 

9 

14 

8
m

熊
本
日
日

102 

安
全
か
利
便
か
国
民
議
論
を

・
:
:
:
:
9

・
6

過
酷
な
環
境
改
善
必
要

103 

助
け
ら
れ
る
可
能
性
検
証
を
し
て
ほ
し
い

103 

福
島
の
大
野
病
院
医
療
事
故

リ
ス
ク
説
明
妊
婦
に
戸
惑
い

104 

拘
束
病
院
に
賠
償
命
令

104 

8 

27 

9

・
引
朝

9
-
U

朝

8 

30 

9 

6 

9 

6 

日
(
鳥
取
)

日
(
大
阪
)

良

朝

日
(
徳
島
)

読

売
(
広
島
)

朝

日
(
大
阪
)

中

国日
(
群
馬
)

日
(
群
馬
)

読

売
(
東
京
)

朝

日
(
大
阪
)

朝

日
(
愛
知
)

104 104 105 105 105 106 107 108 109 110 111 112 112 

「
尊
厳
」
拘
束
で
き
ぬ

9 

14 

「
社
説
」
身
体
を
縛
る

9

・

n

朝

虚
偽
の
死
因
放
置
5

年

9

・

m
朝

マ
行
政
の
取
り
組
み

ム

C
T
+

捜
査
で
3

剖
特
定

9

・
引

官
同

異
状
死
解
剖
「
5

年
で
倍
増
」
j
i

-
-
-
8

・

幻
読

C
T

、

M
R
I

で
死
因
解
明

8 

28 

マ
病
院
の
取
り
組
み

ム

重
複
投
与
を
防
止

8

・
日

茨

医
療
事
故
防
止
に
訓
練
セ
ン
タ
ー

8 

19 

中

日

114 

4 

日
(
東
京
)

日
(
東
京
)

知
(
共
同
)

売
(
東
京
)

南
日
本
(
共
同
)

城

114 115 116 116 117 118 118 

索
引

20 

下

野



|
|

医
師
不
足
が
叫
ば
れ
、
へ

き
地
や
産
税
、
小
児
糾
、
救
急
な

ど
の
医
師
は
特
に
足
り
な
い
よ
う

で
す。
政
府
も
よ
う
や
く
大
学
医

学
部
の
定
員
増
を
認めま
し
た。

こ
う
し
た
状
況
に
ご
意
見
を
お
持

ち
だ
と
か。

「
定員
を
増
や
し
て
も
学
生
が

医
学
部
を
卒
業
す
る
の
に
六
年
か

か
り
ま
す。
国
家
資
格
を
取
得
し

臨
床
研
修
な
ど
を
受
け
て
い
る

と
、
一
人
前
の
医
師
に
な
る
の
に

十
年
以
上
か
か
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
で
は
現
在
の
医
師
不
足
の
解
決

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
医
師

を
取
り
巻
く
環
境
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
、
い
く
ら
医
学
部
定
員
を
増

は
っ
た
・
え
い
じ
幼

年
生
ま
れ
。
弘
同
一
経
済
学
部
長
な
ど
を
経
て
、
撃
か
ら
議
。

ぷ
社
大
経
済
学
部
卒
、
竹
川
年
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
一
専
門
は
原
業
組
織
繍

・

計
屋
経
済
学
。
日
本
私

ア
ト
八
バ
ー
ク
レ

ー

校
大
学
院
修
了
。
同
志
社
大

一
司
大
学
迎
凶
刷
会
長
な
ど
も
務
め
る
。

同志社大学学長

八田 英二氏

余しちものらま部海い すもも
地なよら給だし希をく 「か大検
怪いうつ料雪た望訪ぺ主主ら幅言寸
め移なてはっ 。 者れき国 」 にに
る療日は得で医がたで人 不倒

意窓喜ぎ完宅君主主注露 号年
与芸努さ音き強 Y ボ弓童 三宅
宅主意さ否 l宅荏主君昔 2 ゑ露
こ用要 。 来ーい知医、ん け糾
ののと流て定かり学上で で医

足号三雲寺話 Raz 告さ「 2理学毒薬撃露室叢足葉樹
旨示 24 宅む事警霊 Z 嚢里 二事是主祭量議議喜J王室 |閉
三最露零屡 E4 義援三室美 獲量処 Li挙5g翌窓会学童 li
はは医のる治付地し免学 . 委民負必ででつ b に謙る自市 戸手

惹五堂義お喜宅事て号室 員室富豪雪を示警ミ票屡 lミ|争
しの育性と大もへそ、学 山勢を医こ、る部て出関一 1 1::>

建設23 ど戟塁手 : 時議長官重量揺号室

研
修
の
う
え
麻
酔
科
医
に

や
し
て
も
、
激
務
の
病
院
勤
務
を

嫌
が
っ
た
り
、
女
性
医
師
が
出
産

を
機
に
離
職
し
た
り
す
る
傾
向
は

変
え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
」

「
今
打
ち
出
す
べ
き
対
策
は
潜

在
的
な
医
師
の
予
備
軍
を
積
極
的

に
取
り
込
ん
で
い
く
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

考
え
ら
れ
る
の

が
医
師
に
比
べ
て
多
す
ぎ
る
と
さ れ

る
歯
税
医
の
活
用
で
す
。

歯
学

部
の
学
生
は
医
学
部
同
様
、
六
年

間
大
学
で
勉
強
し
ま
す
。

基
礎
医

学
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な

内
容
を
学
び
ま
す」

|
|

患
者
か
ら
す
る
と
不
安
な

面
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
熱
意
が
あ
っ
て
希
望
す
る
歯

判
明
医
を
選
抜
し
、
二
年
ほ
ど
改
め

て
研
修
を
受
け
て
も
ら
え
ば
よ
い

と
思
い
ま
す。
品閤
判
明
医
は
麻
酔
の

扱
い
に
も
慣
れ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
歯
料
口
腔
(
こ
う
く
う
)
外

糾
で
は
手
術
時
に
全
身
麻
酔
を
か

け
る
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
す

。

そ

う
い
う
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
一

定
の
研
修
の
う
え
で
麻
酔
剃
医
と

し
て
の
限
定
免
許
を
与
え
る
こ
と

医
療
を
取
り
巻
く
規
制
も
で
き
る
だ
け
少
な
い
方
が
よ
い
。

ほ
か
、
女
性
医
師
が
培
え
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
彼
女
た
ち
が
出
産

し
て
も
仕
事
を
続
け
て
い
け
る
よ

う
な
保
育
所
の
整
備
、
待
遇
の
改

善
を
進
め
る
べ
き
で
す
」

|
|
医
師
が
憎
唱
え
た
と
し
て

も
、
地
方
や
へ
き
地
に
行
き
た
が

ら
な
い
と
い
う
問
題
へ
の
対
策
は

あ
り
ま
す
か。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
沼
田
{
月
)

5 



医
療
従
事
者

一
一偏

在
是
正

，、、

金也
ノヨ

都
市
部
定
員
を
削
減

%
を
超
え
た
。
一
方
、
島
根
(
但

.
1
%
)
や
鳥
取
(
位
・
8
%
)
、
富

山
(
位
・
ワ
%
)
な
ど
8
県
は
定

員
の
半
分
に
満
た
な
か
っ
た
。

病
院
別
で
も
、
慶
応
大
病
院

(
東
京
)
が
定
員
印
人
に
対
し

町
人
、
京
都
大
病
院
が
1
0
0

人
に
対
し
引
人
を
確
保
す
る
な

ど
都
市
部
の
有
名
病
院
は
定
員

充
足
率
が
9

割
を
超
え
た
が
、

ヨ
医
師
臨
床
研
修
制
度
2
0
0
4
年
度
に
導

E

入
。
そ
れ
ま
で
研
修
医
の
大
半
は
大
学
病
院

に
所
属
し
て
い
た
が
、
原
則
自
由
に
研
修
先
を
選

べ
る
よ
う
に
な
り
、
都
市
部
の
病
院
が
選
ば
れ
る

傾
向
が
強
ま
っ
た
。
こ
の
影
響
で
入
手
不
足
に
陥

っ
た
地
方
の
大
学
病
院
が
、
各
地
の
公
立
病
院
に

派
遣
し
て
い
た
医
師
を
引
き
揚
げ
た
こ
と
が
医
師

不
足
の
一
因
と
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
同
省
は
地
方
厚
と
に
検
討
す
る
が
、
近
畿
厚
生

生
局
に
対
し
、
「
研
修
医
が
多
く
局
は
、
大
阪
や
京
都
、
兵
庫
各

医
療
施
設
の
医
師
数
が
多
い
都
府
県
な
ど
で
各
病
院
の
定
員
を

道
府
県
に
あ
る
研
修
病
院
は
定
「
昨
年
度
の
受
け
入
れ
実
数
プ

員
数
削
減
に
努
め
る
」
と
通
知
。
ラ
ス
2
人
程
度
」
に
抑
制
し
、

人
口
比
で
医
師
数
の
多
い
東
京
昨
年
度
約
2
0
0
0
人
だ
っ
た

や
大
阪
な
ど
お
程
度
の
都
道
府
管
内
の
総
定
員
を
約
2
6
0
人

県
の
病
院
が
対
象
に
な
る
異
通

し
で
、
同
省
は
、
研
修
病
院
の
新

規
指
定
や
研
修
医
の
定
員
婚
を

医
師
臨
床
研
修
制
度
固
で
全
国
の
病
院
に
配
置
さ
れ
る
研
修
医
に
つ
い

て
、
都
道
府
県
別
の
定
員
充
足
率
に
最
大
で
倍
以
上
の
格
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
厚
生
労
働
省
は
こ
う
し
た
偏
在
状
態
が
地
方
の
医

師
不
足
を
招
い
て
い
る
と
み
て
、
研
修
医
の
多
い
都
道
府
県
の
病
院
を
中

心
に
、
来
年
度
か
ら
受
け
入
れ
定
員
を
削
減
す
る
方
針
。
地
方
へ
の
誘
導
を

図
る
こ
と
で
偏
在
を
是
正
す
る
考
え
で
、
地
域
に
よ
っ
て
は
定
の
1
割

超
を
カ
ッ
ト
す
る
。

厚労省方針

冒研修医の定員に対する希望者の割合
(2∞7年度)

削
減
す
る
方
針
。

同
省
医
事
課
は
「
都
市
部
集

中
を
是
正
し
、
相
対
的
に
地
方

で
の
定
員
を
増
や
す
こ
と
で
、

研
修
医
を
地
方
に
誘
導
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

6 

0
人
に
の
ぼ
る
が
、
定
員
充
足

率
が
全
国
平
均
(
印
%
)
を
超
え

た
の
は
東
京
、
大
阪
な
ど
を
中

心
に
同
都
府
県
に
と
ど
ま
る
。

研
修
医
は
研
修
先
病
院
の
あ

る
府
県
で
勤
務
先
を
選
ぶ
ケ
ー

ス
が
多
い
と
さ
れ
、
厚
労
省
は
、

都
市
部
の
定
員
を
減
ら
す
こ
と

で
地
方
へ
の
医
師
定
着
を
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
府

県
単
位
で
の
定
員
削
減
が
、
医

師
の
偏
在
解
消
に
つ
な
が
る
か

ど
う
か
は
不
透
明
だ
。

地
方
の
厚
生
局
は
「
定
員
の

適
正
化
は
必
要
だ
が
、
同
じ
府

県
内
で
も
都
市
や
郡
部
が
あ

り
、
病
院
ご
と
の
事
情
を
考
慮

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
困

惑
す
る
。
深
刻
化
す
る
医
師
不

足
の
中
で
研
修
医
は
貴
重
な
戦

力
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、

都
市
部
の
病
院
で
は
定
員
削
減

へ
の
抵
抗
感
が
強
い
と
い
う
。

地
域
医
療
に
詳
し
い
本
田
宏

.
埼
玉
県
済
生
会
栗
橋
病
院
副

院
長
は
「
小
手
先
の
定
員
調
鐙

で
は
都
市
と
地
方
の
格
差
は
解

消
で
き
な
い
。
医
師
数
を
増
や

す
の
が
先
決
だ
」
と
指
摘
し
て

研
修
医
は
大
学
病
院
な
ど
で

2
年
間
の
研
修
を
受
け
る
が
、

ス
タ
ッ
フ
や
設
備
の
盤
う
都
市

部
の
病
院
を
希
望
す
る
傾
向
が

あ
る
。
研
修
希
望
者
と
研
修
病

院
と
の
組
み
合
わ
せ
を
行
う
医

療
研
修
推
進
財
団
(
東
京
)
に
よ

る
と
、
昨
年
度
の
研
修
医
定
員

に
対
す
る
希
望
者
の
割
合
は
大

学
病
院
の
多
い
東
京
都
(
邸・6

医
師
数
増

、

か
先
決



%
)
や
京
都
府
(引
・
5
%
)

な
ど
で
高
く
、
日
都
府
県
で
叩地
方
で
は
希
望
者
が
ゼ
ロ
の
公

立
病
院
も
あ
る
と
い
う。

認
め
な
い
こ
と
も
決
め
た。

削
減
数
は
七
つ
の
厚
生
局
ご
-
r
a
研
修
医
の
受
け
入
れ
病

'
E

院
は
全
国
に
約
1
1
0

日乎ひ~Qとめ

研修医

0
か
所
あ
り
、
昨
年
度
に
募
集

し
た
総
定
員
は
約
1
万
1
5
0

一福
井
県
の
市
立
敦
賀
病
院
の
担

一当
者
だ。
3
年
前
に
医
師6
人

一が
退
職
し
、
こ
れ
を
研
修
医
(定

一員
6

人
)
で
補
お
う
と
、
固
定

深
刻
化
す
る
医
師
不
足
の
中
で
、
全
国
の
病
院
は
医
師
の
卵

で
あ
る
臨
床
研
修
医
に
も
「即
戦
力
」
と
し
て
の
期
待
を
込
め

る
。

都
市
部
の
大
学
病
院
な
ど
に
集
中
し
が
ち
な
研
修
医
の
目

を
引
き
つ
け
よ
う
と
、
地
方
の
公
立
病
院
は
1
0
0
0
万
円
近

い
年
収
を
保
証
し
た
り
、
海
外
短
期
留
学
の
制
度
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
り
、
知
恵
を
凝
ら
し
て
人
材
鵠
致
を
図
っ
て
い
る
。

〈
食
堂
に
ウ
ニ
ご
飯〉
〈
ホ

一ろ
う
?
〉
。
研
修
医
向
け
に
、

一修
医
に
選
ん
で
も
ら
う
に
は
、

テ
ル
な
ら
五
つ
星〉
〈
給
料
は

一ネ
ッ
ト
上
でP
R

す
る
の
は
青

一施
設
の
環
境
面
も
大
切
な
要

桁
万
円。
ど
う
だ
い
、
十
分
だ一森
県
八
戸
市
立
市
民
病
院
。
「
研

一葉
」
と
担
当
者
は
説
明
す
る
。

一一
医
療
従
事
者

毎
年
、
定
員
(同
人
)
に
近

い
数
を
受
け
入
れ
る。
麻
酔
科

で
は
4
人
い
た
常
勤
医
が
次
々

と
退
職
し
て
お
り
、
研
修
医
に

同
科
で
の
3
か
月
間
の
研
修
を

義
務
付
け
る
こ
と
で
、
ス
タ
ッ

フ
不
足
を
補
っ
て
い
る。
研
修

を
終
え
、
そ
の
ま
ま
就
職
す
る

ケ
l

ス
も
多
い
と
い
う。

「
研
修
医
は
欠
か
せ
ぬ
戦

力
」
。

そ
う
強
調
す
る
の
は
、 給

を
1
・
5

倍
、

ボ
ー
ナ
ス
も

倍
増
さ
せ
た
。

宿
直
手
当
な
ど
を
含
め
月
給

は
約
店
万
円
で
、
年2
回
の
ボ

ー
ナ
ス
は
朗
万
i
1
3
8
万

円
。

年
収
は
最
高
で
約
9
4
0

万
円
。
患
者
の
血
圧
測
定
か
ら

診
断
書
作
成
ま
で
多
肢
に
わ
た

る
診
療
補
助
業
務
を
担
う
。

今

年
は
初
め
て
関
東
か
ら
も
研
修

医
を
受
け
入
れ
、
過
去
最
多
の

い
る
。

(社
会
部
医
療
取
材
班)

3
人
を
確
保
し
た。

研
修
匿
の
定
員
充
足
率
が
印

%
を
下
回
る
富
山
県で
、
ほ
ほ

毎
年
、
希
望
者
で
埋
ま
る
の

は
黒
部
市
民
病
院。
理
由
は
米

国
へ
の
短
期
留
学
制
度。
研
修

2

年
目
に
米
国
の
病
院で4
週

間
、
飯
先
端
の
医
療
を
学
べ
る
。

旅
費
な
ど
約
印
万
円
は
す
べ
て

病
院
負
担
で
、
こ
れ
ま
で
叩
人

以
上
が
参
加
し
た
と
い
う
。

救
急
患
者
が
年
間
約
2

万
人

の
同
病
院
は
「毎
日
が
修
羅
場

の
現
場
に
と
っ
て
、
研
修
医
確

保
は
死
活
問
題
と
い
っ
て
い

い
。

今
後
も
独
自
の
誘
致
作
戦

で
研
修
医
に
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

読

官
冗
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
6

月
お
日
(
日
)
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医
療
従
事
者

一一

地
方
大
学
病
院
で
の
研
修
希

望
者
を
増
や
し
、
産
婦
人
税
、

小
児
制
な
ど
特
定
安
媛
制

で
深
刻
化
す
る
医
師
不
足
を

改
善
す
る
狙
い
。

集
中
研
修
の
対
象
は
地
域

医
療
に
直
接
的
な
影
響
が
あ

る
分
野
。
救
急
救
命
や
外
制

な
ど
に
つ
い
て
も
大
学
病
院

が
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

め
る
よ
う
に
な
る
田
邦
通
し
。

研
修
医
制
度
が
導
入
さ
れ
、

臨床研修

小
児
科
な
ど
特
化

長
額
杭
医
師
不
足
の
改
善
狙
う

若
手
医
師
の
臨
床
研
修
制

度
を
見
直
し
て
い
る
厚
生
労

働
省
は
十
八
日
、
大
学
病
院

に
限
っ
て
、
産
制
、
小
児
料

な
ど
に
特
化
し
た
臨
床
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
認
め
る
方
針

を
決
め
た。
同
日
の
医
道
審

議
会
に
提
案
し
、
了
京
さ
れ

た
。
来
春
か
ら
一
部
の
大
学

病
院
で
、
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
先
行
的
に
導
入
す
る
。

現
行
の
制
度
で
は
、
医
師

免
許
を
取
得
後
、
研
修
医
は

二
年
間
を
か
け
て
、
各
診
療

制
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
集
中
的
な
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
解
禁
す
る
こ
と
で
、

内
科
・
外
科
・
救
急
・
小
児
科

志
望
診
療
科
で
重
点
研
修

弘
大
・
来
年
度
医
師
の
確
保
狙
う

弘
前
大
学
医
学
部
付
属

病
院
は
ニO
O
九
年
度
の

臨
床
研
修
か
ら
、
厚
生
労

働
省
の
モ
デ
ル
事
業
を
活

用
し
て
、
志
望
子
Jる
卦
ノ
語

科
を
重
点
的
に
学
べ
る
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す

る
。
研
修
医
の
募
集
定
員

(
四
十
人
)
の
中
に
、
内

科
、
外
科
、
救
急
、
小
児

科
の
四
つ
の
特
別
コ
ー
ス

を
設
け
た
。
研
修
医
が
指

導
医
を
H

指
名
H
す
る
ユ

子
ク
な
制
芋
む
取
り
入

れ
る
な
ど
特
色
を
持
た
せ

る
こ
と
で
、
本
県
医
療
に

貢
献
す
る
医
師
を
一
人
で

も
確
保
し
た
い
ー
と
の
狙

い
が
あ
る
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
医

師
不
足
地
域
の
大
学
病
院

を
支
援
す
る
た
め
、
現
行

の
研
修
制
度
に
弾
力
性
、

多
様
性
を
持
た
せ
て
運
用

す
る
。
厚
労
省
は
今
年
八

月
、
全
国
各
大
学
に
、
内

科
、
外
科
、
産
婦
人
科
な

ど
九
つ
の
重
点
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
示
。
今
月
十
日
ま

で
に
全
国
の
四
十
大
学
か

ら
、
計
百
二
十
四
の
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
(
定
員
三
百

九
十
七
人
)
の
申
笥
か
あ

っ
た
。

弘
前
大
は
、
研
修
医
の

募
集
定
員
四
十
人
の
う

ち
、
肉
料
(
三
人
)
、
外

科
(
三
人
)
、
救
急
(
二

人
)
、
小
児
(
二
人
)
の

四
つ
の
科
で
計
十
人
分
の

特
別
コ
l

ス
を
設
定
し

た
。
救
急
コl
ス
に
、
麻

酔
科
研
修
む
奇
霊
れ
て
い

る
。

研
修
一
年
目
の
一
カ
月

間
、
研
修
医
は
、
目
指
す

診
療
科
の
指
導
医
を
指
名

し
、
志
担
-
諺
療
科
の
基
礎

を
学
ぶ
。
そ
の
後
、
内
科
、

外
科
、
小
児
科
な
ど
の
必

修
科
目
を
学
び
、
研
修
二

年
目
に
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療

科
で
集
中
的
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
積
む
。

産
婦
人
科
の
特
別
コ
ー

ス
は
設
け
り
れ
な
か
っ
た

が
、
既
存
の
基
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
柔
軟
に
運
用
し
て

対
応
す
る
方
針
。

同
大
卒
後
臨
床
研
修
セ

ン
タ
ー
の
加
藤
博
之
セ
ン

タ
ー
長
は
「
従
来
よ
り
柔

軟
性
が
増
し
、
研
修
医
の

一
一
l

ズ
に
応
え
る
も
の
と

市
中
病
院
で
の
研
修
が
可
能

に
な
っ
て
以
降
、
地
方
大
学

病
院
で
研
修
を
受
げ
る
医
師

は
激
減
。
都
市
部
の
病
院
に

研
修
希
望
者
が
集
中
す
る
傾

向
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
、
地

方
な
ど
で
の
医
師
不
足
を
加

速
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。

厚
労
省
は
来
春
の
モ
デ
ル

事
業
開
始
に
向
け
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
募
集
す
る
。
特
色
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
打
ち
出
す
地

な
っ
た
の
で
、
一
歩
前
進

と
一
事
え
る
。
た
だ
、
県
内

で
は
あ
勺
ゆ
る
診
療
科
で

医
師
が
足
り
な
い
の
で
、

さ
り
に
地
方
の
実
情
に
応

じ
た
制
度
に
な
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」
と
語
っ
た
。

県
医
療
薬
務
課
の
石
岡

博
文
課
長
は
「
研
修
医
の

志
向
に
応
じ
て
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
弾
力
性
、
多
様
性

を
持
た
せ
る
こ
と
は
良
い

こ
と
」
と
話
し
た
。

O
四
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
臨
床
研
修
制
度
は
、
新

卒
医
師
に
、
大
学
病
院
や

指
定
病
院
で
二
年
間
、
内

科
、
外
科
な
ど
各
診
療

科
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で

回
る
こ
と
を
義
務
づ
け

8 

方
大
学
に
研
修
医
を
集
め
た

い
思
惑
だ
が
、
審
議
会
で
は

「
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
え
て
も

医
師
不
足
解
消
に
つ
な
が
る

か
は
未
知
数
」
な
ど
懐
疑
的

な
意
見
も
出
た

。

引自
己|本
笠経
すき
月|理事I

1悶|

一
一ι日i

た
。幅

広
い
診
療
境
術
と
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

目
的
だ
が
、
厳
し
い
勤
務

環
境
を
目
の
当
子
山
ノ
に
し

て
当
初
志
し
た
卦
援
科
を

変
更
す
る
ケ
ー
ス
が
出
た

り
、
進
む
べ
き
診
療
科
が

定
ま
っ
て
い
る
研
修
医
か

ら
「
志
望
診
療
科
を
も
っ

と
集
中
的
に
学
立
~
い
」

と
い
う
葦
-
一
が
出
た
り
す

る
な
ど
、
制
度
の
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。

引東
引奥
引日
号 報
一会|朝
s 刊



在
宅
医
療
の

専
門
家
育
成

「
か
か
り
つ
け
医
」
の

充
実
策
と
し
て
岡
山
大
は

十
月
、
大
学
院
に
「
高
齢

者
・

在
宅
・

緩
和
医
療
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
育
成

コ
ー
ス
」
を
開
設
す
る
。

幅
広
い
専
門
知
識
を
身
に

付
け
な
が
ら
他
の
医
療
機

関
や
介
護
職
な
ど
と
連
携

で
き
る
医
師
を
育
て
る
の

が
狙
い
。
同
大
に
よ
る
と
、

在
宅
医
療
を
中
心
と
し
た

専
門
家
養
成
コl
ス
は
全

国
的
に
珍
し
い
と
い
う
。

(
阿
部
光
希
)

一一
医
療
従
事
者

岡山大大学院にコース開設

叩
月
か
ら

患
者
を
適
切
に
専
門
医

に
紹
介
し
た
り
、
退
院
後

の
自
宅
で
の
ケ
ア
、
み
と

り
な
ど
を
担
う
「
か
か
り

つ
け
医
」
の
機
能
強
化
が

地
域
で
求
め
ら
れ
る
一

方
、
具
体
的
な
養
成
策
は

乏
し
い
の
が
現
状
。
診
療

制
の
枠
を
超
え
て
総
合
的

に
学
べ
る
場
と
し
て
、
新

た
に
設
け
る
こ
と
に
し

た
。

コ
ー
ス
は
四
年
間。
岡

山
市
民
病
院
、
岡
山
済
生

会
総
合
病
院な
ど
拠
点
病

院
で
各
診
療
制
を
回
る
ほ

葬品喜多職種と連携目指す
か
、
講
轄
で
口
腔
ケ
ア
や

認
知
症
へ
の
対
応、

緩
和

医
療
な
ど
臨
床
に
求
め
ら

れ
る
斜
自
を
履
修
す
る
。

さ
ら
に
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
態
勢
を
築
く
た

め
、
医
師
や
看
護
師
、
ヶ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ら
と
と
も

に
、
血
思
者
退
院
時
の
ケ
ア

計
画
会
議
も
担
当
。
多
職

種
チ
ー
ム
に
よ
る
在
宅
医

療
の
体
制
を
築
い
て
い
る

岡
山
市
内
の
診
療
所
や
尾

道
市
医
師
会
な
ど
で
も
研

修
を
予
定
し
て
い
る
。

募
集
は
数
人
。
入
学
資

格
は
医
学
部
率
業
後
の
初

期
研
修
修
了
者
で
、
卒
業

後
の
年
数
は
問
わ
な
い
。

同
コ
ー
ス
を
担
当
す
る

同
大
大
学
院
の
土
居
弘
幸

教
授
(
疫
学・
衛
生
学
)

は

「
実
践を
通
し
て
在
宅

医
療
が
患
者
へ
ど
う
い
う

効
果
を
も
た
ら
す
か
検
証

し
、
(
国
に
対
し
て
)
政

策
提
言
も
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

判
大
学
に
特
別
コ
i

ス

験
終
医
師
不
足
問
題
に
対
応

い
た
と
い
う
。
岡
部
は
入

手
先
な
ど
を
追
及
、
大
戸

川
ダ
ム
工
事
事
務
所
も
捜

索
す
る
方
針
。

調
べ
で
は
、
藤
田
容
疑

者
は
九
日
朝
、
自
宅
の
官

舎
で
鉢
植
え
の
大
麻
草
五

臨床研修厚
生
労
働
省
は8
目
、

新
人
医
師
に2
年
間
義
務

付
廿
ら
れ
て
い
る
臨
床
研

修
制
度
に
つ
い
て
、
来
年

度
か
ら
医
師
不
足
問
題
に

対
応
し
た
特
別
コl
ス
を

ω
大
学
に
導
入
す
る
と
と

を
明
色
か
に
し
た
。
定
員

3
9
7

人
で
、
不
足
が
著

し
い
小
児
科
や
産
婦
人
科

な
ど
に
重
点
を
霞
い
た
研 十

五
本
を
栽
宿
し
て
い
た

疑
い
。
藤
田
容
疑
者
は
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
種
を
買

い
、
二
年
ぐ
ら
い
前
か
ら

栽
培
し
て
い
た。
官
舎で

自
分
で
も
吸
っ
て
い
た
」

と
供
述。
大
麻
草は
こ
れ

ま
で
に
二
回
収
穫
し
、
委

合
一
ら
も
一
緒
に
吸
引
し
て

い
た
と
い
う
。

し田町明開明・・-弘一

引山
引陽
守 新
月 1 __

1ゆけ苛

一ーさ日i

修
を
受
け
る
。

-
短
縮
す
る
。

内
訳
はマ
小
兜
科
却
コ

一

大
学
病
院
は
来
年
度
か

l

ス
(
伺
人
)
マ
外
科
釘一
ち
蝉
力
的
な
研
修
プ
ロ
グ

コ
1

ス
(
朗
人
)
マ
産
婦-

ラ
ム
を
組
め
る
よ
う
に
な

人
科
部
コl
ス
(
白
人
)
っ
た
。

【清
水
健
二】

マ
内
科
辺
コl
ス
(
1
1

2

人
)
マ
教
急
、
麻
酔
科

目
コ
l

ス
(
計
人
)
ー
ー

な
ど
。
量
点
を
霞
い
た
診

療
科
の
研
修
期
聞
を
延
長

し
、
そ
れ
以
外
の
研
修
は
ヲE
劃日

引き
五割

9 



医
療
従
事
者

一一患
部
だ
け
で
は
な
く
、
人
を
診
た
い
|
。

医
療
の
高

度
化
、
専
門
化
が
進
む
中
で
、
厳
島
で
行
わ
れ
る
セ
ミ

ナ
ー
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

幅
広
い
医
療
が
で
き
る

医
師
を
育
成
す
る
の
が
目
的
だ
が
、
長
崎
県
の
五
島
列

島
に
結
集
し
た
医
師
や
医
学
生
た
ち
は
離
島
・
へ
き
地

医
療
に
伺
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

管
り
の
熱
い

患
い
を
追
っ
た。

(
片
山
夏
子
)

「ま
ず
は
肝
臓
の
縦
切
り
を
習
得
し
て
も
ら
い
た
い
」

ね
」
。
厳
島
医
療
研
究
所
の
と
前
田
所
長
は
一
吉
田
う

。

前
田
隆
治
所
長(四
八
)
が
腹
部
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
、
青

エ
コ
ー
の
手
本
を
見
せ
る
。

森
、
石
川
、
車
泉
、
佐
賀
な

患
者
役
の
医
学
生
の
腹
部
に
ど
全
国
各
地
の
医
学
生
や
研

ス
キ
ャ
ナー
を
滑
ら
す
と
、
修
医
、
医
師
、
開
業
医
と
幅

モ
ニ
タ
ー

の
画
像
が
次
々
と
広
い。
学
生
や
研
修
医
を
対

変
わ
る
。
「
簡
単
や
ろ」
。

象
に
考
え
て
い
た
が
、
ベ
テ

学
生
た
ち
が
苦
笑
す
る
。

ラ
ン
医
師
か
ら
も
問
い
合
わ

長
崎
県
五
島
列
島
の
福
江
せ
が
相
次
い
だ
。

定
員
枠
は

島
。

二
年
前
か
ら
、
長
崎
大
三
十
人
だ
が
応
募
が
殺
到
、

学
は
同
研
究
所
を
中
心
に
、
途
中
で
募
集
を
打
ち
切
り
、

家
庭
医
療
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
最
終
的
に
は
三
十
三
人
が

参

毎
年
開
催
。
家
庭
医
療
と
い
加
し
た。

つ
で
も
、
プ
ラ
イ
マ
リl
ケ

「専
門
を
突
き昔話
る
よ

ア
(初
期
診
療
)
か
ら
高
度
り
人
を
診
た
い
」
。
鹿
児
島

専
門
医
療
に
つ
な
ぐ
ま
で
の
大
医
学
部
五
年
の
小
林
真
介

幅
広
い
診
療
を
学
ぶ
。

さ
ん
つ
一
八
)
は
医
者
の
道
を
あ

「離
島
や
へ
き
地
で
は
、
き
ら
め
ら
れ
ず
、
文
学
部
を

ど
ん
な
患
者
が
来
る
か
分
か

ら
な
い。
外
科
、
内
科
、
小

児
科
・
:
。

幅
広
い
知
識
や
技

術
が
要
求
さ
れ
る
。

地
域
医

療
を
担
う
医
師
の
基
礎
技
能

腹
部
エ
コ
ー
を
学ぶ医
学
生
ら。
「
ど
ん
な
診
療
所
に
も
あ

り
、
患
者
に
負
担
な
く
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
分
か
る

」
と
前

田
所
長⑮
U

い
ず
れ
も
長
崎
県
五
島
市
で

「
人
を
診
た
い
」

卒
業
し
た
後
、
医
学
部
に
入

っ
た。

与
論
島
の
診
療
所
で

何
で
も
診
る
医
者
を
み
て
、

か
っ
こ
い
い
と
思
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、救
急
対

応
や
婦
人
科
内
診
、
外
科
の

基
本
と
も
い
え
る
縫
合
、
眼

底
鏡
を
使
っ
た
診
察
な
ど
す

ぐ
使
え
る
技
術
を
学
ぶ
。

講

義
も
骨
折・
ね
んざ
の
初
期

治
療
や
禁
煙
指
導
、
小
児
治

療
の
実
際
な
ど
幅
広
い
。

小
林
さ
ん
は
「
大
学
で
は

学
べ
な
い
現
場
が
学
べ
る

。

日
本
で
は
家
庭
医
が
広
く
認

め
ら
れ
て
お
ら
ず
、『専
門

が
な
い
と
大
学
に
戻
れ
な
い

か
も
」
と
い
う
不
安
は
あ
る

が
、
地
域
医
療
に
興
味
が
あ

る
」
と
話
す。

千
葉
県
船
橋
市
の
病
院
で

研
修
中
の
酒
井
友
子
さ
ん

合
七
)
も「大
学
病
院
で
は
、

患
者
と
接
す
る
こ
と
が
あ
ま

り
な
い。

小
児
科
や
産
婦
人

科
が
で
き
る
医
者
に
な
り
た

か
っ
た
が
、
専
門
性
が
高

く
、
特
定
の
患
者
や
病
気
だ

け
を
診
る
こ
と
に
な
る
。

専

門
は
欲
し
い
け
れ
ど
、
専
門

だ
け
と
い
う
の
は

」
。

、力、学び合う幅広L外科、内科
小児科…

「
専
門
だ
け
で
は
=
・
」

地
域
医
療
と
い
え
ば
、

い
く
ら
給
料
を
積
ん
で
も

医
師
が
来
な
い
、
と
か
暗

い
話
ば
か
り。
そ
ん
な
中

で
、
地
域
を
担
お
う
と
い

う
人
が
こ
ん
な
に
も
いる

と
は
驚
い
た。
医
療
の
原

点
を
探
し
に
来
て
い
る
こ

と
も
心
強
い。
医
師
(
病

院
)
と
患
者
(
遺
族
)
は

「不
信
」
の
関
係
に
な
る

ケ
l

ス
も
多
い
が
、
「
尊

敬
」
に
変
わ
れ
ば
、
ひ
ょ

っ
と
す
る
とl
。
(
剛
)

医
師
三
年
目
の
議
開
俊
之

さ
ん
(
-Z)は
、
研
修
医
時
代

は
心
臓
外
科
を
目
指
し
、
東

京
の
大
学
病
院
の
医
療
セン

タ
ー

で
過
ご
し
た。
「
心
臓

外
科
に
進
ん
で
も
、
実
際
に

心
臓
手
術
が
で
き
る
人
は
少

な
い
。

大
学
病
院
の
現
場
を

見
て
、
研
修
医
で
特
殊
な
症

例
ば
か
り
み
て
も
・
・
・
と
思

っ

た
」
と
話
し
、
地
域
医
療
を

学
び
、
将
来
は
医
者
の
少
な

い
所
で
役
に立
ち
た
い
と
考

え
て
い
る。

佐
賀
県
鹿
島
市
の
病
院
で

働
く
角
田
光
子
さ
ん(
Z一
一
)
は

医
師
六
年
目。
「
初
期
研
修

で
各
科
を
回
っ
た
が
専
門
性

が
高
く
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気

を
み
る
診
療
は
学
べ
な
か
っ

た
。

島
の
医
療
に
医
療
の
原

点
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
」
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一
参
加
者
は
、
大
学
率
業
後

に
医
師
を
目
指
し
た
り
、
海

外
の
医
療
現
場
を
見
て
く
る

な
ど
意
識
が
高
い。

弘
前
大
四
年
の
村
上
祐
介

さ
ん
つ-
Z
)
は
北
大
薬
学
部
を

出
て
研
究
者
と
し
て
英
国
留

学
。

そ
こ
で
医
師
に
な
ろ
う

と
決
心
し
た。
「
留
学
中
、

大
学
の
後
輩
が
自
殺
。

後
か

ら
考
え
る
と
兆
候
は
た
く
さ

ん
あ
っ
た
。

心
も
ケ
ア
で
き

る
医
者
に
な
り
た
い
」

青
森
で
も
産
婦
人
科
や
小

児
科
、
麻
酔
科
の
医
師
不
足

は
深
刻
だ。
研
修
先
を
関
東

や
関
西
の
大
学
病
院
に
選
ぶ

学
生
も
多
く
、
現
状
は
厳
し

一一
医
療
従
事
者

ぃ
。
「
碍
門
医
も
必
要
だ

が
、
日
本
で
は
もっ
と
地
域

を
診
る
医
者
が
必
要。
僕
は

「
抗
コ
トl
」
の

モ
デ
ル
も
講
演

森
で
踏
ん
張
り
た
い」

自
治
医
大
の
中
嶋
秀
治
さ

ん
合
ら
は
体
を
峻
し
、
五
島

に
戻
っ
て
離
島
医
療
研
究
所

で
働
い
た
こ
と
が
人
生
を
変

え
た
。
「
島
で
働
く
医
師
の

姿
に
心
打
た
れ
た
。

島
生
ま

れ
じ
ゃ
な
い
の
に
、
な
ぜ
一

生
懸
命
な
の
か
と。
僕
は
一

度
人
生
を
失
敗
し
か
け
た
。

人
に
求
め
ら
れ
る
喜
び
が
ほ

外科の基本ともいえる纏合や被糸などを学ぶ

員
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
長
急
対
若
者
医
師
の
聖
ひ
は
な
い

。

信
頼

h
'
ム
凶圃
圃
・
圃2
・
・
・
・
関
係
が
な
い
と
医
療
が
成
り

コ
a
t
a
-
-
-
-
E圃
圃
園
立
た
な
い。
「
住
民
の
回
線

一

h
‘
.
E・
・
・
圃
・
・
可
申

で
離
島
医
療
を
見
て
、
島
の

一
L
F晶
司
割
嗣H
・
司
込
‘
.
人
た
ち
と
語
り
、
円
聞
の
人
た

ζ
p
d

時
間
宮
司
圃
置

ち
か
ら
学
ぶ。
地
域
が
違
え

-
u
r

・

4
S
E

E
L

ば
求
め
ら
れ
る
医
療
も
違

Fl
J

-
1
4
乃
a
g岳
民
百
岨
・
圃
う
。

離
島
医
療
は
厳
し
い

寸l
a
'

-L
R
圃
・・
圃
圃
が
、
夢
が
あ
る」
と
語
る。

'
L画
・
・
・
『
‘
1

4岨
岨
画
・
・
ア
フ
リ
カ
や
タ
イ
で
治
療

E

，
‘
，

R
ド
E
E
置

を
し
て
き
た
長
崎
大
熱
帯
医

「
凶圃
圃
・
・
岡I
L
-
-
咽
学
研
出
前
の
有
吉
紅
也
教
授

;
'
v
-

ム
・

r
-

ま
な
症
状
を
訴
え
ら
れ
る
。
(
回
れや
は
、
日
本
で
一
人
の
態

度
通
し
官
っ
て
側
数

勉
強
し
な
が
ら
や
る
し
か
な

Z

状
別
に
導
つ
医
師
が

7
τ
、

1
p
t

三
"
司
五
月
剖

U

-

d
i

\

，
ぃ

。

一
人
で
病
院
に
行
け
な診
て
、
大
量
に
策
が
処
方
さ

し
い
。

五
島
に
限
ら
ず
離
島
ん(二九)は
「
や
る
気
あ
る
人
い
高
齢
者
が
い
て
も
、
動
か
れ
て
い
る
の
に
が
く
ぜ
ん
と

医
療
に
機
わ
り
た
い」

だ
け
が
来
る。
全
国
か
ら
熱
な
い
家
族
も
多
い
。

高
齢
化
し
た
。
「
一人
の
人
と
し
て

長
崎
大
六
年
の
三
好
康
広
い
医
師
や
学
生
が
大
勢
来
て
が
進
み
、
都
会
で
も
専
門
医
診
れ
ば
、
処
方
の
仕
方
も
変

さ
ん
合
四)は
二
年
前
、
一
年
い
る」
。
二
年
連
続
参
加
の
に
つ
な
ぐ
ま
で
の
幅
広
い
診
わ
る

。

離
島
や
へ
き
地
医
療

休
学
し
て
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
広
島
大
六
年
の
安
永
洋
美
さ
療
が
で
き
る
医
師
が
も
っ
と
の
中
に
、
今
の
日
本
の
医
療

カ
諸
国
を
回っ
た
。
「
貧
し
ん
(
=
るは
「会
う
人
会
う
人
必
要
に
な
る
。

学
べ
る
場
は
を
変
え
て
い
く
芽
が
あ
る
よ

く
て
も
明
る
く
温
か
い
人
々
刺
激
を
受
ォ
る

。

来
年
も
来
貴
重。
学
び
続
け
た
い
」
う
に
感
じ
る
」

に
魅
せ
ら
れ
た」
。
将
来
は
た
い。

ま
ず
地
元
を
知
り
た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
漫
画
離
島
医
療
研
究
所
の
前
回

途
上
国
や
隊
烏
で
医
者
を
し
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
「防
コ
ト
l

診
療
所」
の
モ
所
長
は
言
う。

た
い
。

ま
ず
は
五
島
で
研
修
た」
。

デ
ル
と
な
っ
た
鹿
児
島
県
・
「離
島
で
専
門
医
育
成
は

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ベ
テ
ラ
ン
医
師
も
参
加
し
下
甑
島
の
診
療
所
を
三
十
年
で
き
な
い
が
、
地
域
医
療
を

参
加
者
は
、
講
義
や
実
技
た
。

都
内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
間
守
る
瀬
戸
上
健
二
郎
所
長
担
う
医
師
を
育
て
る
こ
と
は

の
後
も
夜
通
し
語
り
合
う
。

内
科
医
女
性(
五回
)
は
、
高
齢
(
六
七
)
も
特
別
講
演
し
た
。

で
き
る。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

そ
の
相
互
の
刺
激
も
参
加
の
者
の
家
に
往
診
に
行
く
よ
う
瀬
戸
上
所
長
は
、
島
で
手
ど
れ
だ
け
合
わ
せ
ら
れ
る

動
機
に
な
っ
て
い
る
。

に
な
り
、
地
域
医
療
の
必
要
術
を
受
け
る
と
言
い
張
っ
た
か

。

隆
島
発
の
医
療
を
考
え

佐
賀
大
四
年
の
尾
崎
真
さ
性
を
痛
感
し
た

。
「
さ
ま
ざ
男
性
の
言
葉
が
今
で
も
忘
れ
て
い
き
た
い

」

ら
れ
な
い。

「
命
は
神
様
に
、
病
気
は

先
生
に
任
せ
ま
す
」

患
者
の
喜
び
な
く
し
て
、

福
江
島
中
央
に
あ
る
山
内
診
療
所
を
訪
問

。

治
療
や
締
飯
に
つ

い
て
の
説
明
を
聞
く

「
高
齢
化
進
み
、
都
会
で
も
必
要
」

東
京
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
沼
田
{
月
)
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医
療
従
事
者

度
\

止
巾
一

ほ
皆
一

π汁
一

床
一

臨

一

富
山
市
の
県
立
中
央
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
研
修
医
の
指
導
に
あ
た
る

室
林
医
師
(
左
)。
同
病
院
は
研
修
医
確
保
に
向
け
た
新
体
制
を
導
入
し
た

医
学
生
の
見
学
充
実

県
内
の
病
院
で
、
臨
床
研
修
医
の
確
保
が
課
題
と
な
る
中
、
県
立
中
央
病
院
(
富

山
市
西
長
江
、
飯
田
博
行
院
長
)
は
、
若
手
医
師
の
研
修
や
医
学
生
の
病
院
見
学
な

ど
を
主
に
担
当
す
る
医
師
を
配
置
す
る
新
し
い
体
制
を
導
入
し
た

。

担
当
医
師
は
将

来
的
に
他
病
院
で
も
医
師
研
修
の

H

指
南
役H
を
務
め
る
予
定
で
、
県
は
「県
全
体

の
研
修
レ
ベ
ル
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」
と
し
て
い
る

。

首23

県
内
病
院
ヘ
助
言
も
計
画

県立中央病院平
成
十
六
年
度
に
導
入
さ
れ
た

新
医
師
臨
床
研
修
制
度
で
、
医
師

免
許
取
得
後
二
年
間
の
研
修
先

を
、
医
学
生
の
希
望
に
応
じ
て
決

め
る
マ
ッ
チ
ン
グ
方
式
が
導
入
さ

れ
た
。

県
内
で
は
十
九
年
、
十
五
病
院

が
研
修
医
を
計
百
十
七
人
募
集
し

た
が
、
マ
ッ
チ
ン
グ
で
決
ま
っ
た

の
は
わ
ず
か
五
+
人

。

全
体
の
充

足
率
は
位
・7
rで
全
国
ワ
ー
ス

ト

二
位
と
な
り
、
県
内
で
は
研
修

医
の
確
保
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
る。

各
病
院
で
は
、
魅
力
あ
る
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
し
よ
う
と
、
海
外

研
修
を
取
り
入
れ
る
な
ど
工
夫
し

て
い
る。
し
か
し
、
全
国
的
に
研

修
医
の
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
っ

て
お
り
、
県
立
中
央
病
院
は
研
修

を
統
括
す
る
医
師
を
配
置
し
、
研

修
医
確
保
の
入
り
口
と
な
る
医
学

生
の
病
院
見
学
か
ら
充
実
し
た
体

制
を
取
る
こ
と
に
し
た
。

配
置
さ
れ
た
の
は
、
県
出
身
の

室
林
治
医
師
合
一
八
)
。
富
山
大
付
属

病
院
総
合
診
療
部
か
ら
、
七
月
に

研
修
部
医
長
・
救
命
救
急
セ
ン
タ

l

医
長
と
し
て
県
立
中
央
病
院
に

着
任
し
た。
車
県
な
ど
の
病
院
で

も
医
師
研
修
に
取
り
組
ん
で
き
た

経
験
を
持
つ
。
将
来
的
に
、
県
全

体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
業

務
を
行
う
た
め
県
職
員
も
兼
務
す

る
。

室
林
医
師
は
第
一
段
階
と
し

て
、
医
学
部
五
年
生
が
研
修
先
を

遺
ぷ
際
の
参
考
に
す
る
病
院
見
学

の
受
け
入
れ
に
着
手

。

学
生
の
希

望
を
取
り
入
れ
た
見
学
メ
ニ
ュ
ー

を
組
ん
だ。
勤
務
す
る
先
輩
研
修

医
の
姿
を
間
近
で
見
て
、
実
際
に

話
が
聞
廿
る
よ
う
な
仕
組
み
も
つ

く
っ
た
。
室
林
医
師
は
「
こ
の
見

学
の
受
け
入
れ
を
し
っ
か
り
し
な

い
と
、
卒
後
の
臨
床
研
修
先
と
し

て
は
遺
ば
れ
な
い
」
と
話
す。

九
月
か
ら
は
一
、
二
年
目
の
研

修
医
と
面
談
し
、
理
付
の
研
修
シ

ス
テ
ム
の
課
題
を
検
討
す
る
。
県

医
務
課
は「い
ず
れ
は
県
内
の
ほ か

の
病
院
に
も
出
向
き
、
指
導
医

と
情
報
交
換
す
る
な
ど
し
て
、
県

全
体
の
研
修
体
制
強
化
に
努
め
て

ほ
し
い」
と
し
て
い
る。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
お
日
(
火
)
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タ
l

部
長
の
岡
田
邦
彦
医
師
(必
)は

「
病
院
に
到
肴
ず
る
前
の
救
命
士
の

動
・
き
を
、
研
修
医
の
時
期
に
見
て
お

く
こ
と
で
、
よ
り
救
命
士
と
の
関
係

が
密
に
な
れ
る」
と
狙
い
を
説
明
す

る
。

「
男
の
料
理
で
す
ゐ
」

。

男
性
ば

か
り
の
署
員
と
一
緒
に
取
っ
た
食
事

で
は
、
大‘ぎ
な
鍋
で
警
」
そ
ば
を
作

る
様
子
に
警
」
も
し
た
石
原
『
」
ん

。

研
修
最
後
の
あ
い
さ
つ
で
「病
院
で

は
(急
病
人
が
運
ば
れ
て
)
込
み合

っ
て
く
る
と
大
変
さ
を
実
感
す
る

が
、
こ
れ
か
ら
は
救
命
士
が
最
良
の

判
断
を
し
て
搬
送
し
て
く

る
ん
だ
と

恩
つ
よ
う
に
し
た
い」と
話
し
た。

い
ず
れ
は
小
児
科
医
に
な
り
た
い
ー

と
い
う
石
原
さ
ん
は
、
患
者
が
病
院

に
運
ば
れ
る
ま
で
に
妻
宅
￥
定
過

程
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
4
2
~。

記
者
も
入
社二
年
目。
事
故
や
災

害
の
現
湯
を
取
材
す
る
こ
と
も
あ

る
。

負
傷
者
宗
」
乗
せ
た
救
急
車
が

病
院
に
入
る
そ
の
時
、
救
急
救
命
士

「ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
」
。

午
後

一時
ら
佐
久
総
合
病
院
へ
転
院
要
請

。

タ
と
医
師
の
聞
に
信
頼
関
係
が
あ
れ

三
十
二
分
、
は
し
ご
車
の
説
明
が
蔓
食
後
の
同
七
時
十
五
分
に
は

「六
十
ぱ
、
ど
れ
ほ
ど
心
強
い
こ
と
だ
る
つ

。

け
て
い
る
と
出
動
要
請
が
入
っ
た

。

代
の
男
性
の
意
識レベ
ル
が
低
下
し
石
原
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
を
聞
き
、

今

緊
張
し
た
様
子
で
マ
ス
ク
と
帽
平
安

}
て
い
る
」
と
の
通
報
|

。
深
夜
も
含
後
も
研
修
を
通
し
、
救
急
現
場
の
連

身
に
着
け、

救
急
車
へ。

岡
市
野
沢
め
計
四
回
出
動
し
、
石
原
さ
ん
は
「
ス
携
を
深
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
つ

で
四
十
代
男
性
の
鼻
血
が
止
ま
り
な
ト
レ
ッ
チ
ャ

l

が
入
ら
な
い
老
あ
た。

い
!
と
の
通
報
だ
。
救
急
救
命
士
の
り
、
搬
送
す
る
大
変
さ
を
実
感
し

指
示
に
従
い
、
血
圧
や
脈
拍
測
定
を
た
」
。

手
伝
い
な
が
ら
佐
久
総
合
病
院
へ
搬
消
防
署
研
修
は
、
佐
久
総
合
病
院

送
し
た
。
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー

に
配
属
さ
れ
た

午
後
五
時
四
分
、
市
内
の
病
院
か二年
目
の
研
修
医
が
対
象
。

同
セ
ン

救
急
救
命
士
と
信
頼
関
係

佐久市の佐久消防署に研修医の姿があった。 岡

市の県厚生連佐久総合病院の石原万理子さん(25)

だ。救急現場の研修で朝から24時間、署員 11人と一

緒に過ごすという。白衣から活動服に着替え、救急

出動からロープ登り訓練、食事準備一。若い医師が

何を感じるのか、奮闘ぶりを見た。(岡田健一)

盟露

置自Z闘医書島軍司踊師藍当面白[I~ヨE

十
一
日
午
前
八
時
半
、
体
操
か
ら

研
修
が
始
ま
っ
た
。

午
前
九
時
半
、

救
急
車
に
救
急
救
命
士
と
入
り
、
包

帯
や
管
聞
の
点
検
。

午
前
十
時
、
長

袖
で
厚
手
の
救
助
服
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
ブー
ツ
を
身
に
着
け
、
炎
天
下

の
駐
車
場
に
出
た
。

奇
い
七
肘
の
や
ぐ
ら
に
ロ
ー

プ
で

よ
じ
登
る。
「
高
い
所
は
苦
手
じ
ゃ

な
い
」
と
石
原
さ
ん。
腰
の
安
全
帯

に
命
綱
を
確
保
し
、
一
つ
一
つ
の
動

作
を
復
唱。
だ
が
、
両
手
で
ロ
i

プ

を
つ
か
み
約
一M登
る
と
、
「-
bつ

駄
目
で
す」
。
「駄
目
、
駄
目
、
そ

れ
じ
ゃ
あ」
と
角
田
雅
幸
消
防
士
長

(幻
)
。署
員
の
力
安
借
り
て
登
っ
た

。

石
原
さ
ん
は「体
を
動
か
す
の
は

久
々
。
き
っ
か
っ
た」
。
角
田
さ
ん

は
「自
分
の
限
界
を
知
ら
な
い
と
、

救
助
に
行
っ
て
、
救
助
さ
れ
る
側
に

回
る
危
険
性
が
あ
る
。
人
を
助
け
る

と
い
う
同
じ
仕
事
と
し
て
自
分
の
限

界
を
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
」
と
ぴ

し
や
り
。
石
原
さ
ん
ぎ
つ
な
ず
い
た

。

動出
、

回
.

4
 

め含夜深 大変さ実感

一一
医
療
従
事
者 p

a

佐
久
総
合
病
院
の
消
防
署
研
修は
5

月
か
ら
来
年3月
ま
で
白
人
が
受
け

タ

救
急
救
命
士
宮
伝
え
ら
れ
る
搬
る
予
定
。
防
火
服
を
着
て
の
放
水
体
験

送
患
者
の
容
体
や
現
場
の
状
況
を
研
修
医
な
ど
の
訓
練
場
ほ
じ
め
、
消
防
署
の
ス
ケ

自
身
が
観
察
し
、
患
者
受
ワ
入
れ
を
ス
ム
ジ
ュ
ー
ル
安
茎
本
に
行
動
し
、
出
動
要
請

l

ズ
に
行
え
る
よ
う
に
ー
と
佐
久
消
防
署
が
入
り
次
第
、
救
急
車
に
同
乗
し
て
出
動

で
は2
0
0
6

年
か
ら
実
施
。
本
年
度
す
る
・

出
動
要情
が
入
り
、
救
急車に

乗
り
込
も
う
と
走
る
石
原
さ
ん

H

佐
久
市
の
佐
久
消
防
署

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2

0
0
8

年
8

月
お
日

{月
)
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医
療
従
事
者

一一
浜
医
大

県

屋
媛
人
材
担
保
へ
盟
題

高綬の進路指導担当者に大学入践の概要を説明する浜松

医大の職員=浜松市東区の浜松自体高

奨学金、高校訪問
医
師
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
、
浜
松
医
糾
大
(
浜
松
市

東
区
)
や
県
が
、
大
学
を
率

策
し
た
医
師
の
県
内
へ
の
定

着
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た

。

地
元
定
着
率
の
高
い
県
内
在 け

る
な
ど
、
将
来
の
地
域
医

療
を
温
う
人
材
の
「
闘
い
込

み
」
多
歯
る。

全
国
的
な
医
師
不
足
の
要

因
と
し
て
は
、
医
大
宮
中
業
後

の
若
手
医
師
が
研
修
先
と
し 県

内
出
身
者
手
蚕
め
た
人
材

確
保
に
躍
起
だ

。

昨
年
か
ら

は
、
地
元
へ
の
定
着
率
が
高

い
県
内
出
身
の
学
生
の
受
験

者
多
増
や
そ
う
と
、
大
学
幹

部
が
県
内
の
高
校
を
回
っ
て

入
恕
概
要
や
地
方
医
税
大
の

役
割
な
ど
手
説
明
し
、
受
験

手
紙
め
て
い
る
。

そ
の
効
果
も
あ
っ
て
か
、

本
年
度
の
入
学
者
は
県
内
出

県
内
出
身
入
学
者
が
増
加

住
の
入
学
者
の
確
保
や
、
県

内
医
療
機
関
へ
の
赴
任
を
条

件
に
し
た
奨
学
金
制
度
を
叡

浜松医科大(医学科)の
入学者の内訳

入学年度 県内出身 目黒外出身

平成16 36 59 
17 31 65 
18 41 54 
19 41 54 
20 49 46 講座も

地
域
医
療
の
担
い
手
育
成
を
目
指
し
、

道
立
高
の
医
学
部
受
験
を
支
援
す
る

て
地
方
を
敬
遠
し
、
東
京
な

ど
の
大
都
市
部
に
集
中
す
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ほ

か
、
本
県
の
場
合
、
医
師
養

成
機
関
が
浜
松
医
糾
大
の

一

校
だ
け
で
、
人
口
に
対
す
る

医
師
養
成
数
が
少
な
い
と
の

指
摘
も
あ
る。

こ
の
た
め
、
聞
大
は
来
年

度
の
入
学
定
員
を
少
な
く
と

も
五
人
引
『
王
げ
る
な
ど
、

を
設
け
て
レ
ベ
ル
の
高
い

授
業
を
行
う
こ
と
も
検
討

し
た
が
、
進
路
変
更
に
柔

軟
な
対
応
が
で
き
な
い
な

ど
と
し
て
見
送
っ
た
。
医 身

者
が
県
外
出
身
者
を
初
め

て
上
回
っ
た
。

説
明
手
受
け

た
高
校
の
進
路
指
導
担
当
者

は
「
直
接
話
を
聞
く
と
、
生

徒
に
大
学
を
勧
め
や
す
く
な

る
」
と
隠
る。
国
公
立
大
の

入
獄
担
当
者
に
よ
る
高
校
回

り
は
異
例
と
い
う
。

今
年
は
さ
ら
に
校
数
を
拡

大
し
、
聞
大
へ
の
進
学
者
が

い
る
高
校
を
中
心
に
県
内
三

他
の
指
定
校
は
、
六
校

が
間
様
に
理
系
ク
ラ
ス

で
、

理
数
科
の
あ
る
室
蘭

栄
と
釧
路
湖
陵
は
理
数
科

ク
ラ
ス
で
、
そ
れ
ぞ
れ
少

土
ハ
校
、
愛
知
県
内
+
校
を

訪
問
す
る
。
同
大
の
田
中
穏

入
鼠
課
長
は
「
高
校
側
と
情

報
交
換
し
て
受
験
し
や
す
い

環
境
手
整
え
た
い
。
そ
れ
が

畏
い
目
で
見
れ
ば
地
域
医
療

を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
憲
気
込
む
。

奨
学
金
制
度
も
充
実
さ
せ

る
。

県
は
国
の
緊
急
医
師
確

保
対
策
に
基
づ
き
、
来
年
度

の
同
大
入
学
者
五
人
を
対
象

に
新
制
度
を
殴
け
る
。
卒
業

後
に
貸
与
期
間
の
一
・
五
倍

(
最
長
九
年
間
)
、
県
内
の

公
的
病
院
へ
勤
務
す
れ
ば
奨

学
金
返
還
を
免
除
す
る
方
向

で
調
護
中
。

県
医
療
人
材
室

は
「
(
勤
務
先
の
)
鯵
療
制

や
地
繊
手
絞
る
か
は
検
酎
中

だ
が
、
一
定
の
効
果
は
あ
る

の
で
は」
と
見
込
む。

静
岡
新
聞
・
夕
刊

2
0
0
8

年
9

月
5

日
(
金
)

域
の
優
秀
な
中
学
生
が
大

学
受
験
を
見
越し
て
札
幌

や
私
立
の
高
校
に
流
れ
る

動
き
に
危
機
感
が
持
っ
て

お
り
、
医
進
指
定
を
「
千
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教員増やし少人数授業
旭
川
市
県
高
の
3

年
理
系

ク
ラ
ス
で
行
わ
れ
て
い

る
生
物
の
少
人
数
授

業
。
教
員
が
生
徒
全
員

に
目
配
り
し
な
が
ら
鋭

明
を
進
め
る

臨床研修制度

医'
療
従
事
者

道
教
委
の
「
医
進
類
剖
宿
定
校
」
制
度
が
本
年
度
か
ら
始
ま
り
、
指
定
券
忽
ム
け

た
九
校
が
新
た
な
取
的
組
み
を
始
め
て
い
る
。
内
容
は
、
学
習
支
援
と
、
医
師

を
目
指
す
動
機
付
け
を
図
る
講
座
開
催
の
二
本
立
て
。
学
習
面
で
は
各
校
と
も
、

志
望
者
が
多
く
な
い
と
シ
涯
と
か
ら
医
学
部
砂
否
む
理
系
大
学
受
験
の
指
導
強

化
シ
並
置
づ
け、

少
人
数
授
業
と
個
別
指
導
の
徹
底
で
生
徒
歩
与

Jポ
l

卜
す
る
。

指
定
校
の
一
つ
、
旭
川
っ
け
な
い
と
」
と
、
指
導

東
高
(
富
樫
一
憲
校
長
)
強
化
を
歓
迎
す
る
。

は
九
校
の
中
で
最
も
医
学
道
教
委
は
、
少
人
数
授

部
志
望
者
が
多
く
、
今
年
業
で
き
め
細
か
い
指
導
を

の
三
年
生
は
約
三
十
五
人
行
う
た
め、

指
定
校
に
教

に
上
る
。
北
大
を
目
指
す
員
を
追
加
配
置
。
数
学
と

女
子
生
徒
(}
七
)
は
「
現
役
理
科
の
計
二
人
が
配
置
さ

生
は
難
易
度
の
高
い
二
次
れ
た
同
校
は、
医
学
部志

試
験
で
浪
人
生
に
差
を
つ
望
者
が
在
籍
す
る
三
年
理

p
p
れ
る
。
も
っ
と
力
を
系
の
計
四
ク
ヨ
ス
で
合
わ せ

て
週
三
十
二
時
間
、
少

人
数
授
業
を
猶
や
し
た
。

医
学
部
の
入
試
問
題
は

難
し
く
、
理
科三
科
目
を

課
す
大
掌
が
多
い
。
小
論

文
で
医
療
の
時
事
問
題
が

出
る
と
と
も
あ
り
、
十
分

な
受
験
対
策
が
必
要
だ
。

医
学
部
受
験
指
摘
特
に
力

を
入
れ
る
同
校
は
、
指
定

砂
受
け
医
進
単
独
ク
ラ
ス

動機付け図る個別指導に力

学
部
窓
望
者
の
み
授
業
数

を
泡
や
す
ζ
と
も
放
課
後

の
都
活
動
に
支
障
が
出
る

た
め
否
定
的
だ
。

進
路
指
導
主
事
の
元
村

治
郎
教
諭
は
「
個
別
指
導

を
強
化
し
て
対
応
す
る
」

と
話
す
。
そ
の
上
で
「
厳

し
い
医
学
部
受
験
に
臨
む

に
は
、
生
徒
が
自
分
に
医

師
の
適
性
が
あ
る
か
を
見

極
め
、
動
機
を
し
っ
か
り

持
つ
乙
と
が
大
切
」
と
し

て
今
後
、
道
教
委
の
窃
業

以
外
に
も
、
旭
川
医
大
教

苧
り
の
講
座
な
ど
を
学
校

独
自
で
行
う
考
え
だ
。

人
数
授
業
を
行
っ
て
い

る
。い

ず
れ
も
医
学
部
志
望

者
が
数
人
か
ら二
十
人
程

度
と
一
ク
ラ
ス
の
定
員

(
四
十
人
)
に
及
ば
な
い
。

「
五
、
六
人
な
の
で
、
他

の
理
系
難
関
大
を
目
指
す

生
徒
と
切
酔
頭
骨

c
せ
た

い
」
(
函
館
中
部
)
、
「
保
護

者
の
中
に
不
公
平
感
の
な

い
ク
ラ
ス
分
け
を
弱
音
声

が
あ
る
」
〈
帯
広
柏
葉
)
な

ど
と
し
て
、
医
学
部
を
合

む
理
系
大
学
受
験
の
指
導

強
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

一
部
の
指
定
校
は
、
地

医
師
不
足
対
策
長
期
的
視
点
で

「
医
進
類
型
指
定
校
」
制
度

は
、
地
域
の
医
師
不
足
対
策
に

長
期
的
視
点
で
取
り
組
も
・
ヌ
}

い
う
試
み
だ
。
地
域
医
療
の
担

い
手
育
成
と
い
う
事
業
の
趣
旨

か
ら
、
指
定
校
は
函
館
中
部
、

小
樽
潮
陵
、
岩
見
沢
東

、

旭
川

東
、
北
見
北
斗
、
室
蘭
栄
、
苫

小
牧
束
、
帯
広
柏
葉
、
釧
路
湖

陵
で
、
札
幌9
除
く
道
内
各
地

の
進
学
校
が
選
ば
れ
た
。

道
教
委
は
学
習
支
援
だ
け
で

体
験
通
じ
て

な
く
「
医
師
に
ふ
さ
わ
し
い
人

間
性
の
育
成
」
を
重
視
。
具
体

的
な
取
り
組
み
と
し
て
①
医
学

部
出
前
講
義
②
地
域
医
療
体
験

寧
業
③
メ
デ
ィ
カ
ル・
キ
ャ
ン

プ
・

セ
ミ
ナ
ー
-
9
行
い
、
医

師
の
仕
取
に
対
す
る
理
解
を
促

す
。セ

ミ
ナ
ー
は
八
月
、
希
望
す

る
道
立
高
の二
年
生
百人
を
、

上
川
管
内
美
瑛
町
の
施
設
に
集

め
て
開
催
す
る
。三泊
四
日
で
、

「
仕
事
」

指
導
力
の
高
い
教
員
に
よ
る
授

業
の
ほ
か
、
旭
医
大
に
出
向
い

て
見
学
や
医
療
に
関
す
る
討
論

を
行
う
。
出
前
講
義
と
体
験
事

業
は
指
定
校
の
な
い
管
内
で
も

実
施
す
る
。

出
前
講
義
へ
の
教
授
派
遣
な

ど
、
事
業
に
協
力
す
る
北
大
、

札
幌
医
大
、
旭
医
大
も
、
学
生

の
入
学
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消

に
期
待
す
る
。
旭
医
大
の
山
内

一
也
副
学
長
は
「
医
学
は
人
を

誠
一
過
の
チ
ャ
ン
ス
」
(
苫

小
牧
東
)
と
受
け
止
め
る
。

今
後
の
課
題
は
、
指
灘

効
果
9
-高
め
る
た
め
少
人

数
授
業
を
カ
け
手
ュ
一
フ
ム

に
ど
う
割
り
振
る
か
。
本

年
度
は
教
育
課
程
を
編
成

し
終
え
た
年
明
け
に
教
員

の
追
加
配
置
が
決
ま
っ
た

た
め
、
時
間
不
足
で
十
分

な
検
討
や
工
夫
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。
各
校
と

も
来
年
度
に
向
け
て
情
報

交
換
し
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
教
育
課
程
の
編

成
や
指
導
改
善
砂
目
指
し

て
い
る
。

理
解

対
録
と
す
る
総
合
的
学
問
。
学

力
が
高
い
だ
け
で
は
医
師
は
務

ま
ら
な
い
」
と
強
調
。
学
内
に

高
大
連
携
推
進
チl
ム
を
つ
く

る
な
ど
し
て
積
極
的
に
対
応
し

て
い
く
考
え
だ
。

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
引
日
(
月
)
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医
療
従
事
者

一一県内定着ヘ体験談医師
富山大医学部不足解消願い先輩ら

次回の鶴演会に向け準備を進める害事島さん(右から 2人目)

ら医学部の学生たち=富山市の寓山大杉谷キャンパス

議
構
師
に
は
、
学
生
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
で
希
望
の
多
か
っ
た
学

内
の
医
師
を
招
い
て
い
る

。

こ
れ

ま
で
富
山
大
付
属
病
院
の
小
林
正

院
長
、
脳
神
経
外
糾
の
遠
藤
俊
郎

教
授
、
病
理
部
の
福
岡
順
也
診
療

教
授
、
小
児
循
麗
器
内
斜
の
市
田

蕗
子
診
療
教
授
ら
が
講
師
を
務

め
、
仕
事
へ
の
情
熱
や
失
敗
談
、

海
外
留
学
、
家
族
と
の
時
間
な
ど
、

学
生
が
普
段
聞
く
こ
と
の
で
き
な

い
話
を
披
露
し
て
い
る
。

一
方
、
講
師
と
し
て
招
か
れ
た

医
師
の
中
に
は
、
富
山
で
の
体
験

を
話
す
こ
と
で
、
将
来
、
富
山
に

残
り
た
い
と
思
う
学
生
を
一
人
で

も
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
。

同
病
院
は
、
学
生
の
希
望
に

応
じ
て
二
年
間
の
研
修
先
を
決
め

る
医
師
臨
床
研
修
制
度
の
マ
ッ
チ

ン
グ
結
果
で
、
平
成
十
九
年
度
は

富
山
大
医
学
部
の
学
生
グ
ル
ー

プ
が
、
今
後
の
進
路
の
参
考
に
し

よ
う
と
、
学
内
の
先
輩
医
師
の
経

験
談
を
聞
く
講
演
会
を
開
い
て
い

る
。

県
内
で
も
医
師
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
講
師
と
し
て
招
か
れ

た
医
師
側
は
、
富
山
で
腕
を
磨
い

て
き
た
経
緯
を
話
す
こ
と
で
、
医

師
と
し
て
富
山
に
定
着
す
る
学
生

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

。

講
演
会
は
平
成
十
九
年
十
月
に

ス
タ
ー
ト
。

本
年
度
は
、
先
輩
か

ら
企
画
を
引
き
継
い
だ
医
学
部
六

年
の
勢
島
妻
子
さ
ん
さ
七
)
、
山
本

奈
緒
さ
ん
。
一
回
)
ら
が
こ
れ
ま
で
に

四
回
開
催
し
、
現
在
は
九
月
の
実

施
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る

。る
」
と
、
両
者
に
意
義
の
あ
る
場

に
な
っ
て
い
る
と
語
る
。

望
月
さ
ん
は
「
県
内
で
は
二
十

代
や
三
+
代
の
医
師
が
少
な
く
、

こ
の
売
と
ん
な
状
況
に
な
る
の
か

想
像
に
難
く
な
い
。
研
修
匿
を
県

内
に
残
す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

か
。
現
場
と
若
者
の
感
覚
の
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
て
い
く
の
が
僕
ち
の

画面

E;若

園

「
医
療
崩
壊
」
「
医
師
不
足
」
な
ど
深
刻
な
言
葉
が
飛
ひ
交
う
中
、
医
蹟
従
事
者
を
志
す
県
内
の

学
生
た
ち
が
元
気
だ
。

県
医
師
会
の
広
報
委
員
(
十
二
人
)
に
、
四
月
か
ら
初
め
て
宮
崎
大
医
学
部

の
学
生
四
人
が
起
用
さ
れ
、
広
報
誌
の
編
集
な
ど
に
活
躍
。
ま
た
、
同
学
部
や
県
立
看
護
大
な
ど
医

五
十
人
を
募
集
し
た
が
、

二
十
七

人
し
か
き
ま
ら
な
か
っ
た

。

講
師

を
務
め
た
福
岡
診
療
教
授
は

「ブ

ラ
ン
ド
名
に
ひ
か
れ
て
東
京
な
ど

に
行
き
た
い
と
考
え
る
学
生
も
多

い
が
、
富
山
で
目
標
を
実
現
し
て

い
る
姿
を
見
て
ほ
し
い
」と
話
す。

多
い
時
に
は
百
人
を
超
え
る
学

生
が
参
加
し「医
師
に
な
る
こ
と

へ
の
迷
い
が
な
く
な
っ
た
」
「方

向
性
が
定
ま
っ
た」な
ど
の
感
想

が
寄せ
ら
れ
て
い
る
。

実
行
委
代

表
の
勢
島
さ
ん
は「身
近
な
先
輩

の
実
体
験
を
聞
く
こ
と
が
最
も
進

路
の
参
考
に
な
る
。

今
後
も
企
画

を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
0

8

年
7

月
8

日

(
火
)

ど
、
各
自
の
目
標
が
語
ら
れ
た

。

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
医
宙
開
の
実
現

に
つ
い
て
も
話
題
と
な
っ
た。

「
指
示
を
守
ら
な
い
患
者
も
い

る
。

『
な
ぜ
守
れ
な
い
?

』
と
い

う
視
点
で
な
く
、
『
な
ぜ
守
れ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
っ
』
と
患
者
の
生

活
習
慣
や
人
生
背
景
に
思
い
が
寄

せ
た
い
。
共
感
し
て
向
か
い
合
う
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療
、
福
祉
系
の
学
生
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
意
見
を
交
わ
す
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
北
郷
町
内
で
聞
か
れ
、

参
加
者
は
一
百
聞
に
わ
た
っ
て
目
指
す
医
療
者
像
を
語
り
合
っ
た
。
未
来
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出

し
た
学
生
た
ち
の
姿
を
リ
ポ
ー
ト
す
る

。

学
や
県
立
看
護
大
学
生
ら
で
つ
く

る
宮
崎
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ク
ル

(
M
M
C
)の前
部
長
。
「
医
師

学
生
の
起
用
は
「
学
生
の
う
ち

か
ら
医
療
現
場
に
理
解
を
深
め
、

風
を
吹
き
込
ん
で
ほ
し
い
」
と
委

員
会
内
で
提
案
さ
れ
た
の
が
き
っ

か
目
。
学
生
四
人
に
白
羽
の
矢
が

立
ち
、
月
二
回
ほ
ど
広
報
誌
「
日

州
医
事
」
の
編
集
や
広
報
活
動
に

関
す
る
醸
舗
に
参
加
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
宮
崎
大
医
学
部
四
年

の
望
月
直
矢
さ
ん
(
ニ
ニ
)
は
、
聞
大

の
先
山
車
た
ち
が
、
医
療
の
現
状
を

ど
う
考
-
え
て
い
る
か
直
接
聞
り
る

チ
ャ
ン
ス
」
と
引
き
受
け
た
。

一
歩

役
劃
の
一
つ
」
と
前
向
き
だ
。

V
社
会
問
題
も
学
習

今
も
望
月
さ
ん
が
所
属
す
る
M

M
C
は
八
年
ほ
ど
前
に
発
足
し
、

週
一
回
、
勉
強
会
を
続
け
て
い

る
。
現
部
長
の
同
学
部
二
年
篠
原

希
さ
ん
(
ニ
-
一
)
が
「
講
義
で
は
あ
ま

議
論
深
め
視
野
広
げ
る

一一
医
療
従
事
者

作
業
中
に
は
、
医
師
不
足
や
地

域
偏
在
な
ど
も
話
題
に
上
る
。
県

医
師
会
常
任
理
事
の
荒
木
早
苗
広

報
担
当
は
「
医
師
に
と
っ
て
は
若

者
の
生
の
声
を
聞
く
場
と
な
り
、

学
生
に
は
今
後
進
む
道
に
向
り
て

憲
織
を
高
め
る
機
会
と
な
っ
て
い

学
生
た
ち
が
目
指
す
医
療
者
像
に
つ
い

て
黙
く
語
り
合
っ
た
「
医
療
・
福
祉
学

生
フ
ォ
ー
ラ
ムl
N
宮
崎
」

り
学
べ
な
い
と
と
に
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
説
明
す
る
よ
う
に
テ
ー

マ
は
社
会
問
題
に
も
及
び
、
産
科

の
危
機
的
状
況
、
虐
待
、
笑
い
と

医
学
、
医
療
保
険
な
ど
多
彩
。

鹿
児
島
大
な
ど
県
外
学
生
と
の

交
流
も
活
動
の
目
玉
だ
。
同
大
学

を
含
め
、
学
生
約
四
+
人
が
北
郷

町
で
六
月
末
に
聞
い
た
第
十
四
回

医
療
・
福
祉
学生
フ
ォ
ー
ラ
ムI

N
宮
崎
は
「自
分
の
な
り
た
い
医

療
者
像」が
テl
マ
だ
っ
た。

実
行
委
員
長
が
「
目
標
を
明
確

に
す
る
と
と
て
何
を
学
べ
ば
よ

い
か
考
-
忍
{
四
手
助
け
に
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
後
、
展
開

さ
れ
た
識
論
は
白
熱
。
「
主
体
は

患
者
。
患
者
の
目
的
意
轍
を
支
え

ら
れ
る
医
師
」
「
患
者
か
ら
の
サ

イ
ン
を
貝
当c
な
い
看
樫
師
」
な

と
と
が
大
切
だ
と
思
う
」
「
学
生

の
弓
長Jか
ら
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

し
、
多
く
の
人
と
出
会
っ
て
お
け

ば
、
視
野
泰
広
く
持
っ
て
患
者
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
」

な
ど
と
意
見
が
交
わ
さ
れ
h」
。

V
チ
l

ム
医
標
の
視
点
も

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら
初
め

て
、
南
九
州
大
管
理
栄
養
学
科
の

E
T
H

栄
養
士
の
卵H
サ
ー
ク
ル

も
加
わ
り
、
栄
養
士
の
職
務
や
意

睡
が
読
明
レ
た
。
部
長
で
三
年
の

醗
宮
織
さ
ん
(
=
0
)
は
「
将
来
チ
ー

ム
医
療
を
担
苔
一
員
と
し
て
輯

つ
で
も
争
え
て
う
れυい
」
。

一
九
九
六
年
は
県
内
の
医
師
の

う
ち
二
十
代
が
日
像
、
三
十
代
が

出
場
だ
っ
た
の
に
対
し
、
一
円
む

六
年
は
二
十
代
6

婦
、
三
十
代
泊

%
と
若
い
層
の
割
合
が
減
っ
て
い

る
。
望
月
さ
ん
は
「
問
題
は
根
深

い
が
、
安
心
で
き
る
医
康
体
制
が

必
要
。
若
い
世
代
も
社
会
の
仕
組

み
を
学
び
、
職
組
葬
』
超
え
た
連
携

を
し
な
が
ら
情
報
発
信
で
き
る
力

を
身
に
付
け
た
い
」
と
志
を
高
く

掲
げ
て
い
る
。

(
文
化
部・
中
川

美
香
)

宮
崎
日
日
新
聞
・
糊
制

2
0
0
8

年
8

月
刊
は
日
{
火
)

17 



医
療
従
事
者

一一医
師
が
残
る
制
度
に

-・・・圃

久
保
恵
嗣
信
州
大
医
学
郎
長

聞
く

の
同4えノ\

-
1

信
州
大
医
学
部
は
ど
ん
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
か
。

「4
年
前
に
始
ま
っ
た
新
臨
床
研
修

制
度H
キ
ー
ワ
ー
ド
H

の
影
響
で
、
医

局
に
残
る
医
師
が
減
っ
た
。
一
方
、
大

学
が
独
宴
付
政
法
人
に
な
っ
た
こ
と
で

付
属
病
院
に
も
経
営
努
力
が
求
め
ら

れ
、
負
担
が
増
え
て
い
る
。
以
前
は
大 学

が
医
局
を
通
じ
て
地
域
の
関
連
病
院

に
医
師
を
派
遣
し
て
い
た
が
、
今
で
は

大
学
に
呼
び
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

|
|
国
は
医
師
抑
制
の
失
策
を
認

め
、
医
学
部
定
員
を
増
や
す
方
向
に
政

策
を
転
換
し
ま
し
た
。

「
信
大
も
、
社
会
人
枠
を
合
め
て

1

0
0

人
だ
っ
た
入
学
定
員
を
、
今
年
度

か
ら
5

人
増
や
し
た
。
さ
ら
に
鳩
や
す

よ
う
国
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
る
。
だ
が

医
師
の
数
が
増
え
た
と
し
て
も
、
官
中
業

後
に
地
犠
に
残
る
よ
う
な
研
修
制
度
に

改
め
な
い
限
り
、
地
域
の
医
師
不
足
は

解
決
し
な
い。
そ
れ
に
、
入
学
し
て
か

ら
一
線
で
活
躍
す
る
ま
で
に
叩
年
近
く か

か
る
」

「
従
来
は
率
業
生
が
毎
年
初

5

叩
人

ほ
ど
医
局
に
入
り
、
付
属
病
院
で
研
修

を
受
げ
た
。
だ
が
新
制
度
で
都
会
の
病

院
も
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、
残
る
の
は

年
ω
人
前
後
に
減
っ
た
。
県
内
の
高
校

出
身
者
は
よ
く
残
る
が
、
入
学
者
の

2

割
ほ
ど
し
か
い
な
い
。
首
都
圏
や
虫
尽

圏
の
高
校
か
ら
信
大
に
入
り
、
卒
業
後

は
都
会
に
帰
っ
て
臨
床
研
修
を
受
け
る

図
式
だ
」

「
た
だ
、
厚
生
労
働
省
は
『
安
心
と

希
望
の
医
療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
6

月

に
発
表
し
、
制
度
の
見
直
し
を
打
ち
出

し
た
。
そ
の
内
容
を
見
て
大
学
の
研
修

シ
ス
テ
ム
を
立
て
直
し
た
い
」

。

く lま ・ けいし 1948年、三重県尾鷲市生ま

れ。信州大医学部を車業し、 76年 9 月から市

立大町総合病院に 9 カ月間勤務。 99年、医学
部教授。今年 6 月、医学部長 ・ 大学院医学系

研究税長。専門は呼吸緑内制。

身をもって教えたいすばらしさ

新
臨
床
研
修
制
度
医
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
大
学
医
学
部
新
草
者
ら

円
M
2

6

に
旧
年
度
かP
D必
修
化
さ
れ
た
。
2

年
間
で
研
修
先
病
院
の
各

自
民
事

棋
を
回
る
。
研
修
先
の
希
望
を
自
由
に
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、

都
市
部
の
病
院
に
集
中
し
た
。
あ
お
り
を
受
け
、
地
方
の
大
学
の
付
属
病
院

と
関
連
病
院
で
学
ぶ
研
修
医
は
激
減
。
大
学
医
局
の
派
遣
医
師
に
頼
っ
て
地

域
医
療
を
支
え
て
き
た
公
立
病
院
な
ど
の
医
師
不
足
の
引
き
金
を
引
い
た
。

国
は
、
都
市
部
の
病
院
の
研
修
定
員
削
減
な
ど
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

|
|
地
域
医
療
の
経
験
は
。

「
率
業
の2
年
後
、
医
局
人
事
で
市

立
大
町
総
合
病
院
に
派
遣
さ
れ
た
。
地

繊
の
人
々
と
交
わ
っ
て
大
事
に
さ
れ
、

有
意
義
だ
っ
た
。
信
大
の
同
級
生
た
ち

は
地
域
の
病
院
長
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い

る
。
医
師
集
め
に
精
い
っ
ぱ
い
の
彼
ら

か
ら
窮
状
が
伝
わ
っ
て
く
る
」

-
対
人
関
係
を
大
切
に

|
|
医
を
志
す
者
に
大
切
に
し
て
欲

し
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
高
校
で

医
学
部
希
望
者
と
話
す
級
会
が
あ
れ

ば
、
『
ス
ポ
ー
ツ
や
ク
ラ
ブ
活
動
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
カ
を
つ
け
て
』

と
伝
え
て
い
る
。
最
近
の
学
生
に
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
好
き
が
多
く
、
対
人
関

係
を
う
ま
く
築
け
な
い
者
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
」

「
た
だ
、
学
生
に
は
夢
が
あ
り
、
捨

て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
。
彼
ら
を
い
い
医

者
に
育
て
た
い
」

「
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
た
め
、
医
療
現
場
や
介
護
施

殻
を
1

、

2

年
生
に
体
験
さ
せ
る
実
習

や
、
少
人
数
で
テl
マ
に
取
り
組
む

『
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
授
業
』
を
実
施
し

て
い
る。

臨
床
実
習
も5
年
生
か
ら
入

る
」|

|

勤
務
医
は
多
忙
と
過
労
に
加

ぇ
、
医
療
事
故
を
起
こ
せ
ば
取
り
調
べ

ら
れ
た
り
、
領
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
た

り
す
る
例
が
楢
唱
え
て
い
ま
す
。

「
『
誕
生
の
瞬
間
が
す
ば
ら
し
い
』

と
麓
税
医
を
温
ん
で
い
た
学
生
の
夢
が

そ
が
れ
る
。
医
療
に
は
不
確
実
性
が
伴

う
の
に
、
長
時
間
の
難
し
い
手
術
で
も

失
敗
す
れ
ば
責
任
を
間
わ
れ
か
ね
ず
、

外
糾
医
の
な
り
手
も
減
っ
て
い
る
。
彼

ら
が
希
望
を
捨
て
な
い
よ
う
に
、
医
療

の
す
ば
ら
し
さ
を
回
診
や
実
習
で
身
を

も
っ
て
教
え
た
い
。

死
亡
医
療
事
敢
に

つ
い
て
国
が
検
討
し
て
い
る
事
故
調
査

委
員
会
で
は
、
故
意
で
な
い
限
り
医
師

の
責
任
を
追
及
す
べ
き
で
は
な
い
」

-
患
者
の
側
も
勉
強
を

|
|
患
者
側
へ
の
要
望
は
。

「
ど
う
し
て
も
必
要
と
い
う
ニ

l

ズ

(
ロ2
c
m
)と
、
身
勝
手
な
期
待
(
者

由
三
回
)
を
分
け
、
期
待
の
部
分
は
我

慢
し
て
欲
し
い
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
で
少
し
勉
強
し
、
軽
い
症
状

な
ら
夜
中
の
来
院
は
避
け
、
平
日
の
昼

間
に
受
診
し
て
欲
し
い
。
多
く
の
患
者

が
か
か
り
つ
け
医
を
経
ず
に
専
門
医
の

門
を
た
た
け
ば
、
勤
務
医
の
負
担
は
減

ら
な
い
」
(
聞
き
手
・

田
中
洋
一
)

朝

日

(
長
野
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
刊
は
日
(
土
)
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医
師
不
足
が叫
ば
れ
て
久
し
い
。
特
に
産
科
や
小
児
科
の
深
刻
さ
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
が
、
花
援
ん
っ
た
外
科

も
対
岸
の
火
事
で
は
な
い
と
い
う
。
外

科
医
の
現
状
に
つ
い
て
、
先
日
ま
で
日
本
外
科
学
会
の
会
長
を
務
め
た
兼
松

隆
之
長
崎
大
教
授
に
聞
い
た

。

前
日
本
外
科
学
会
長

兼
松

外科医減少
現場に危機感

一一
医
療
従
事
者

体
的
に
女
性
医
師
が
熔
え
て

い
る
が
、
女
性
の
外
科
志
望

は
少
な
い。
い
か
に
女
性
に

外
科
に
入
っ
て
も
?
っ
か
が

線
路
に
な
っ
て
い
る

。

降
之
長
崎
大
教
授

合
雷
旦
白

l

厚
生
労
働
省
の
ニ00

六
年
の
統
計
で
は

、

外
科
医
は

三
万
二
千
四
百
四
十
八
人
い

る
が、

ピ
ー
ク
の
ニ0
0
0年

に
比
べ
約
8
%
減
っ
て
い
る

。

か
つ
て
は
人
気
領
域
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い

。

確
か
に
外

科
系
の
志
望
者
は一九
八
0

年
代
ま
で
抽
唱
え
て
い
た

。

だ

が
、
九0
年
代
は
減
少
傾
向

と
な
り
、今
で
は
八0
年
代

後
半
の
叩
l
m
%
し
か
外
科

に
進
ま
な
い
の
が
実
態
だ

。

ー
減
少
の
要
因
は

。

ま
ず
労
働
環
境
の
厳
し
さ

が
あ
る
。
そ
し
て
医
療
事
故

の
リ
ス
ク
、
訴
訟
リ
ス
ク
の

高
さ
が
あ
る。
だ
か
ら
と
い

っ
て
報
酬
で
恵
まれて
い
る

わ
け
で
も
な
い。

ま
た
、
全

(日
本
外
科
学
会
の
会
員
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
外
科

医
の
週
平
均
勤
務
時
間
は
五

十
七
時
間
、
病
院
勤
務
者
で

は
五
十
八
時
間
に
上
る
。

医

療
訴
訟・
示
談
の
経
験
者
は

れ
%
も
い
た)

ー
対
策
は。

外
科
に
限
り
な
い
が
、
医

師
の
矯
員
が
欠
か
せ
な
い
。

あ
る
試
算
に
よ
れ
ば「本
来

望
ま
し
い
医
師
数
」
に
比
べ

十
二
万
人
も
不
足
し
て
い
る

と
い
う。

医
師
不
足
の
原
点
は
八
0

年
代
の「医
療
亡
国
論
」
に
あ

り
、
医
学
部
の
入
学
定
員
が

削
減
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

さ

ら
に
ニ
O
O
四
年
に
導
入
さ

れ
た
新
医
師
臨
床
研
修
制
度

で
地
方
の
医
療
崩
嫌
が
進
む

な
ど
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る

。

国
も
医
学
部
定
員
の
摺
員

過重労働や訴訟リスク

改善ヘ増員急務
を
時
限
的
に
認
め
た

。

即
効

薬
と
は
い
え
な
い
が
、
今
打

て
る
手
は
打
っ
て
お
か
な
い

と
い
け
な
い。

ー
労
働
環
境
の
改
善
は

.

医
師
の
仕
事
を
分
析
す
る

と
、
保
険
申
請
書
類
の
作
成

な
ど
事
務
処
理
に
手
を
取
・

り

れ
て
い
る。
そ
戸
レ
た
雑
務

を
担
当
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
ク

ラ
l
ク

(医
師
事
務
作
業
補

助
者
)
が
四
月
の
診
療
報酬

改
定
で
一
部
と
は
い
え
認
め

ら
れ
た
の
は
朗
報
だ
。
外
科

の
本
業
部
分
で
も
何
ら
か
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
(
報
奨
金
)

が
必
要
で
は
な
い
か
。

ー
リ
ス
ク
対
策
は
・

外
科
医
の
七
割
が
、
当
直 明

け
で
そ
の
ま
ま
手
術
に
参

加
し
た
緩
験
が
あ
る

。

こ
つ
し

た
過
酷
な
労
働
が
医
療
事
故

に
つ
な
が
る

@

医
師
数
が
確
保

で
き
、
労
働
条
件
が
改
善
さ
れ

れ
ば
-
『
『
ス
は
減

ら
せ
る。

医

療
事
故
の
原
因
を
調
査
す
る

専
門
組
織(医
療
事
故
調)の

創
設
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、

判
手
品く
運
用
し
て
医
療
へ
の

不
信
感
解
消
に
努
め
た
い

。

ー
患
者
に
求
め
る
こ
と
が

あ
る
か。

医
療
に
対
す
る
過
剰
な
期

待
感
が
あ
る
さ2
~。
市
民

講
座
な
ど
を
通
じ
て
医
学
の

進
歩
と
と
も
に
、「で
き
な

い
こ
と
」
も
伝
え
て
い
く
必

要
性
を
感
じ
る

。

かねまったかし 長崎大医学部
卒。 九州大医学部助教授を経て1991
年から長崎大医学部教綬 (現・同大
大学院医歯栄学総合研究科教授〉。
2002年から4年間、 同医学部長。 07
年4月から08年 5 月主主で臼本外科学
会の会長を務めた。 専門は消化器外
科、 肝臓外科。 62歳。

ー

五
月
に長
崎
市
で
日本

外
科
学
会
の
学
術
集
会
を
開

い
た。

成
果
は。

医
療
事
故
な
ど
さ
幸
安
達

な
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た

。

ま
た
、

わ
が
国
の
西
洋
医
学
発
祥
の

地
で
あ
る
長
崎
を
あ
ら
た
め

て
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
。

県
民

の
協
力
に
感
謝
し
た
い

。

(聞
き
手
は
生
活
文
化
部
・

小
出
久)

長
崎
新
聞

・
悶

2

0
0
8

年
6

月
2

日

(月
)
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医
療
従
事
者学

生
見
守
る
ヒ
ポ
ク

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
医
聖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
(
紀
元
前

4
6
0
3
3
7
7

年
ご
ろ
)
が
生
ま
れ
た
エ
ー
ゲ
海
・

コ
ス
島
に
現
存
す
る
巨
大
な
ス
ズ

カ
ケ
(
プ
ラ
タ
ナ
ス
)
の
木
は
、
と
の
木
陰
で
医
聖
が
弟
子
た
ち
に
医

学
を
餅
い
た
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
木
」
と
し
て
伝
わ
る
。
と
と
か
ら
初

年
ほ
ど
前
に
九
州
歯
科
大
(
北
九
州
市
小
倉
北
区
)
へ
株
分
け
さ
れ
た

貧
富
な
苗
木
は
立
派
な
巨
木
に
成
長
し
た
。
巨
木
に
見
守
ら
れ
た
九
歯

大
の
学
生
た
ち
は
率
業
時
、
医
の
倫
理
の
僕
簡
と
さ
れ
る
「
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
の
醤
い
」
を
宣
留
し
、
歯
科
医
師
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
。

【松
下
英
志
】

三ア

ず
是F
J句ι

誓
い
は
歯
科
医
へ
の

歩

九
歯
大
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス

の
木
が
や
っ
て
き
た
の
は
市

年
。
前
年
に
創
立10
0

周

年
を
迎
え
た
日
本
赤
十
字
社

に
対
し
て
ギ
リ
シ
ャ
赤
十
字

社
か
ら
贈
ら
れ
た
挿
し
木
の

ヒポクラテスの木と顕彰碑の前に立つ
福田仁一 - 九州歯科大学長

ロ
白

テ
ス
の
木

六字|

し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

乙
の
年
に
はH
望
外
の
付

録
μ
も
贈
ら
れ
た
。
市
年
日

月
に
仔
わ
れ
た
九
歯
大
の
創

立
即
周
年
飽
念
式
典
を
前

に
、
当
時
の
池
尻
茂
学
長
(
故

人
)
が
6

月
、
コ
ス
島
の
市

長
を
表
敬
訪
問
。
市
長
は
、

島
内
に
あ
っ
た
巨
宕
を
指
さ し

「
ζ
れ
を
記
念
に
持
っ
て

帰
っ
た
ら
ど
う
か
。
貨
物
船

で
届
け
る
か
ら
」
と
池
田
学

長
に
持
ち
か
け
た
と
い
う
。

数
カ
月
後
、
巨
宕
は
本
当

に
門
司
港
へ
届
け
ら
れ
た
。

高
さ
約
2

・

2
M
、
幅
約2

・

1
M
の
団
子
形
。
九
歯
大

は
巨
岩
の
真
ん
中
に
池
尻
学

長
の
自
筆
で
由
来
を
記
し
た

プ
レ
ー
ト
を
埋
め
込
み
「
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
顕
彰
碑
」
と
し

て
伺
周
年
記
念
式
典
で
苗
木

と
と
も
に
披
怒
。
翌
年
3

月

か
ち
は
卒
業
生
に
よ
る
「
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
の
醤
い
」
の
宣

留
も
始
ま
っ
た
。

と
の
「
醤
い
」
は
、
医
療

人
の
倫
理
綴
範
と
さ
れ
る
。

1
9
1
4
(大
正
3
)
年
、
福
岡
市
に
開
般

さ
れ
た
私
立
九
州
歯
科
医
学
校
が
源
流
。
初
年
、

現
在
の
北
九
州
市
小
倉
北
区
に
移
転
し
、
“
年

に
県
立
へ
移
管
。ω
年
、
新
制
大
と
な
り
現
校

名
に
。
回
年
に
大
学
院
を
開
般
、
回
年
か
ら
公

立
大
学
法
人
に
。
今
年
創
立
叫
年
を
迎
え
、
全

国
却
の
歯
科
大・
歯
学
部
の
う
ち5
指
に
入
る

歴
史
を
誇
る
。
事
業
生
約
8
7
0
0

人
の
う
ち

約
6
0
0
0

人
カ
現
役
の
歯
科
医
。

マ
病
を
治
す
の
は
自
然
で
あ

っ
て
医
師
は
自
然
の
し
も
ベ

マ
ど
ん
な
に
強
い
圧
力
が
あ

っ
て
も
医
学
的
知
識
を
悪
用

し
な
い
マ
患
者
の
利
益
第
一

マ
人
積
や
身
分
、
男
女
の
遣

い
で
差
別
待
遇
し
な
い
マ
患

者
の
秘
密
厳
守
ー
ー
な
ど
が

そ
の
内
容
だ
。

さ
ち
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は

マ
医
師
に
な
る
に
あ
た
っ
て

の
心
構
え
(
専
門
機
関
で
の

卒
前
教
育
)
マ
一
人
前
の
医

師
に
な
る
た
め
の
教
育
(
事

後
教
育
)
マ
よ
り
よ
い
医
師

に
な
る
た
め
の
教
育
(
生
涯

教
育
)
マ
生
死
に
関
す
る
教

育
(
死
亡
教
育
)
ー
ー
な
ど

を
提
唱
。
「
医
の
本
質
」
と

し
て
「
人
生
は
短
く
学
術
は

長
い
、
機
会
は
逸
し
や
す
く

経
験
は
欺
き
、
判
断
は
難
し
」

と
い
う
著
名
な
言
葉
も
残
し

た
九
歯
大
で
は1
年
の
歯
学

概
論
や5
年
の
医
療
倫
理
の

鵠
義
で
「
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の

醤
い
」
を
学
ぶ
。
創
立
叩
周

年
に
制
定
し
た
大
学
の
シ
ン

ボ
ル
マ
l

ク
に
は
ス
ズ
カ
ケ

の
葉
を
図
案
化
。
凶
年
に
完

成
し
た
新
購
蛍
一
の
正
面
に
あ

る
4

本
の
大
き
な
往
に
は
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
本
人
と
そ
の

木
、
顕
彰
碑
、
「
人
生
は
短

く
・
:
:
」
の
ギ
リ
シ
ャ
文
字

な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
。
そ

の
新
調
笠
で
は
今
年
3

月

も
、
率
業
生1
0
9

人
の
代

表
が
「
醤
い
」
を
宣
留
し
た
。

す
く
す
く
と
育
っ
た
木
は

そ
の
後
、
福
岡
歯
科
大
(
福

岡
市
早
良
区
)
に
株
分
け
さ

れ
、
さ
ら
に
そ
と
か
ち
福
岡

大
(
岡
市
城
南
区
)
にH孫

分
U
H
さ
れ
た
。
九
歯
大
の

巨
木
は
今
年
日
月
ま
で
に
、

現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
北
西
角

か
ら
、
中
央
に
造
ら
れ
る
築

山
に
移
般
さ
れ
る
。
「
ま
ず

は
枯
ち
さ
ず
移
す
と
と
が
第

こ
と
い
う
福
田
仁
一・
九

歯
大
学
長
は
「
今
の
学
生
が

(
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
医
の
倫

理
を
)
十
分
肌
で
覚
え
、
実

際
に
患
者
さ
ん
を
診
る
時
に

そ
の
精
神
を
忘
れ
な
い
で
や

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
期
待

を
込
め
た
。

毎

日

(
福
岡
}・
朝
刊

菌
の
う
ち
、1
本
を
諮
り
受

け
た
と
さ
れ
る
。
コ
ス
島
の

原
木
か
ら
直
接
株
分
け
さ
れ

た
苗
木
は
、
日
本
圏
内
で
は

7

系
統
(
凶
年
ロ
月
時
点
)

2
0

0
8

年
7

月
刊
日

{
金
)

20 



医
療
従
事
者

手当てに追われ
玉音放送届かず

rr=================================================司

焦土の看護師に、玉音放送は届かなかっ li 
た一。原爆投下直後、福屋百貨店(広島市 11 

中区)にあった「市立臨時伝染病院J の看 ii 
護婦長だった藤岡([日姓榎)竹子さん (89) ii 
=中区。 63年前の 8月 15日、傷ついた被爆 ii 
者の手当てに追われていた。本紙7 日付社 l 
会面で紹介した同病院の記事をきっかけ ii 
に、胸の奥に秘め続げた思いを打ち明防て ii 

4 くれた。

(石川昌義)

lと================================================~

「
鎗
た
ち
の
修
纏
場
で
し
た
」
.
福
屋
で
の
彼
爆
者
救
園
田
の
体
験
を

回
想
す
る
藤
岡
さ
ん
(
撮
影
・
坂

田
一
治
)

婦
長
の
藤
岡
さ
ん
語
る

「
床
に
む
し
ろ
を
敷
い
て

寝
具
を
並
べ
ま
し
た
」
。
当

時
、
舟
入
病
院
(
中
区
)
の

看
護
師
だ
っ
た
藤
岡
さ
ん

は
、
福
屋
に
初
め
て
足
を
踏

み
入
れ
た
日
付
を
「
八
月
十

三
日
」
と
記
憶
す
る
。
店
内

が
焼
き
尽
く
さ
れ
た
福
屋
に

は
、
陸
軍
部
隊
が
運
び
、
込
ん

だ
被
爆
者
が
あ
ふ
れ
で
い

た
。警

官
か
ら
聞
く

「
伝
え
て
あ
げ
る
か
ら
、
名

前
委
冨
う
て
」
。
し
か
し
、

返
事
は
聞
去
最
れ
な
い
。
衰

弱
し
た
患
者
の
姿
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
「
か
わ
い
そ
う

で
・
・
・

。

頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
」

四
、
五
人
の
医
師
と
約
二

十
人
の
看
護
師
で
治
療
に
当

た
っ
た
。
そ
の
大
半
は
原
爆

で
全
焼
し
た
舟
入
病
院
か
ら

や
っ
て
き
た
藤
岡
さ
ん
の
同

僚
だ
。
顔
面
を
や
け
ど
し
な

が
ら
被
爆
者
の
治
療
に
当
た

話
し
た
く
な
い

「
若
い
娘
に
と
っ
て
、
縁

談
に
差
し
障
る
の
が
何
よ
り

怖
い
。
福
屋
の
出
来
事
は
、

口
に
出
し
た
く
な
い
こ
と
だ

っ
た
ん
で
す
」
。
心
情
を
明

か
す
。

一
人
息
子
と
三
人
の
孫
に

恵
ま
れ
、
つ
つ
ま
し
く
平
穏

な
日
々
を
送
っ
て
い
た
こ
の

夏
、
臨
時
伝
染
病
院
の
記
事

に
出
合
っ
た
。
そ
し
て
思
い

被
爆
者
看
護
に
深
い
傷

「
広
島
原
爆
戦
災
誌
」
な

ど
の
公
式
記
録
に
よ
る
と
、

臨
時
伝
染
病
院
の
開
設
は
八

月
十
七
日。
藤
岡
さ
ん
は
「
看

板
を
掲
げ
た
日
」
と
い
う
。

苦
レ
む
被
爆
者
に
向
き
合
つ

医
師
と
看
護
酬
は
八
月
十
五

日
を
ど
う
迎
え
た
の
か。
「
忙

し
す
ぎ
て
、
ラ
ジ
オ
は
聞
い

て
い
ま
せ
ん
」
。
出
入
り
す

る
箸
察
官
か
ら
敗
戦
を
知
ら

さ
れ
た
、
と
い
う
。

放
射
線
の
影
醤
に
よ
る
下

痢
や
下
血
を
、
看
護
師
は
「
内

臓
が
や
け
ど
レ
た
か
ら
」
と

う
わ
さ
し
た
。
か
細
い
声
で

「V
2り
の
者
は
生
き
と
る
で

し
ょ
う
か
」
と
う
め
く
患
者
。 る

、
当
時
十
九
歳
の
女
性
看

護
師
も
い
た
。
そ
の
傷
口
を

塩
水
で
消
毒
し
た
。
「
痛
さ

の
あ
ま
り
『
一
生
恨
ん
で
や

る
』
と
泣
き
叫
ば
れ
ま
し
て

ね
」
。
原
爆
は
、
若
い
看
護

師
た
ち
の
心
身
に
深
い
傷
を

刻
ん
だ
。

臨
時
伝
染
病
院
は
九
月
十

六
日
、
古
田
国
民
学
校
(
現

西
区
、
古
因
小
)
に
移
る
。

舟

入
病
院
は
一
九
四
六
年
七
月

に
再
建
。
藤
岡
さ
ん
は
四
八

年
、
結
婚
が
識
に
退
職
し
た
。

以
後
、
当
時
の
同
僚
が一
堂

に
会
し
た
の
は
わ
ず
か一度

だ
げ
。
福
屋
の
「
記
憶
」
は

胸
の
奥
に
し
ま
っ
て
き
た
。

出
し
た
。
同
僚
医
師
の
最
期

の
言
奨
た
。
「
わ
し
が
死
ん

だ
ら
、
娘
た
ち
が
し
た
こ
と

が
日
の
目
を
見
な
い
」

病
院
で
見
た
悲
劇
、
そ
し

て
看
護
師
た
ち
の
献
身
:
。

卒
寿
を
前
に
、
言
葉
の
怠
味

が
心
に
し
み
た
。
藤
岡
さ
ん

は
目
元
に
涙
を
た
め
、
静
か

に
言
葉
を
つ
な
い
だ
。
「
長

く
生
き
た
。
思
い
出
が
洗
い

流
さ
れ
る
前
に
、
伝
え
て
お

き
た
い
」

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
沼
田
(
金
)
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あす世界アルツハイマーデー

か
か
り
つ
け
医
の
役
割
注
目

認
知
症
の
早
期
発
見
の
た
め
、
高
齢
者
が
日
ご

ろ
受
診
す
る
か
か
り
つ
け
医
(
主
治
医
)
の
役
割

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
県
は
認
知
症
の
診
断
力
を

備
え
た
か
か
り
つ
け
医
ゃ
、
地
域
で
早
期
発
見

・

治
療
の
推
進
役
と
な
る
「
認
知
症
サ
ポ

ー

ト
医
」

の
養
成
に
力
を
入
れ
始
め
た
。
二
十
一
日
は
世
界

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ|
デ
l

。
県
内
の
現
状
と
課
題
を

報
告
す
る
。
(
生
活
文
化
部
・

岡
敬
司
)

「
こ
の
数
年
、
認
知
症
の

症
状
が
あ
る
外
来
患
者
ゃ
、

家
族
か
ら
の
相
談
が
増
え
て

い
る
」
。
認
知
症
サ
ポ

ー

ト
医

の
一
人
、
藤
原
胃
腸
糾
(
松
山

市
)
の
藤
原
寿
則
院
長
(
七

O
)

は
昨
年
四
月
、
も2
uれ
外

来
を
開
設
し
た
。
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
l

病
な
ど
は
早
期
の
適

切
な
治
療
で
症
状
の
進
行
を

遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
家

族
の
介
護
負
担
軽
減
に
も
つ

な
が
る
が
、
精
神
糾
病
院
な

ど
の
専
門
機
関
は
敷
居
が
高

く
、
受
診
は
遅
れ
が
ち
だ
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る

えひメ
ア
イ

カ
)(:. 

• 
認知症発見日常診療が鍵説会足場

の
が
、
患
者
や
家
族
に
嶺
屯

な
か
か
り
つ
け
医
。
日
常
診

療
を
通
じ
、
早
い
段
階
で
認

知
症
の
発
見
が
可
能
だ
か
ら

だ
。
し
か
し
、
「
か
か
り
つ

け
医
は
認
知
症
は
専
門
外
と

し
て
、
相
談
や
診
療
を
避
げ

て
き
た
側
面
が
あ
っ
た
」
(
藤

原
院
長
)
。

俳
個
(
は
い
か
い
)
な
ど
の

行
動
障
害
が
出
て
初
め
て
受

診
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。

家
族
が
異
変
に
気
付
い
て
も

「
単
な
る
も
の
忘
れ
」
「
年

の
せ
い
」
と
見
過
ご
し
た
り
、

う
つ
病
な
ど
と
誤
診
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

橋
渡
し
役

「
か
か
り
つ
け
医
は
認
知

症
の
早
期
発
見
に
役
割
を
果

た
す
必
要
が
あ
る
。
治
る
認

知
症
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
も

大
切
」
と
藤
原
院
長
は
力
説

す
る
。

県
は
診
療
所
な
ど
の
医
師

に
認
知
症
の
知
識
や
診
断
方

法
を
身
に
付
げ
で
も
『
虫
ね
う

と
、
国
の
認
知
症
対
策
等
総

合
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て

二
0
2
ハ
年
度
か
ら
「
認
知

症
対
応
力
向
上
研
修
会
」
を

開
催
。
今
年
三
月
の
研
修
会

に
は
「
予
惣
を
大
幅
に
上
回

る
」
(
県
長
寿
介
護
課
)
約

七
百
人
が
参
加
し
た
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
も
同

事
業
の
一
つ
。
各
都
道
府
県

が
養
成
し
、
県
内
に
は
七
人

(
今
治
二
人
、
松
山
、
東
温
、

八
鱗
浜
、
字
和
島
、
愛
南
各

一
人
)
い
る
。
国
立
長
寿
医

療
セ
ン
ター

(
愛
知
県
)
で

専
門
的
な
研
修
を
受
け
た

後
、
各
地
域
で
か
か
り
つ
け

医
や
専
門
医
と
の
橋
渡
し
役

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

支
援
チ
l

ム

チ
ヨ
ダ
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
八

機
浜
市
)
の
森
岡
閉
院
長

宝
七
)
は
今
年
、
サ
ポ
ー
ト
医

に
な
っ
た
。
「
か
か
り
つ
け

医
に
今
必
要
な
の
は
、
生
活

習
慣
病
、
が
ん
の
緩
和
ケ
ア
、

認
知
症
を
み
る
力
。
総
合
診

療
医
と
し
て
の
役
割
が
求
め

ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
。
必

要
に
応
じ
て
専
門
医
に
つ
な

ぐ
H

病
診
連
携u
が
霊
要
だ

と
い
う
。

サ
ポー
ト
医
を
中
心
に
、

新
た
な
認
知
症
対
策
事
業
を

始
め
る
自
治
体
も
出
始
め

た
。
八
幡
浜
市
は
二
十
六
日

か
ら
「
認
知
症
何
で
も
相
談
」

(
月
一
回
)
を
ス
タ
ー
ト
『
笹

る
。
森
岡
院
長
や
保
健
師
、
作

業
療
法
士
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー

ら
で
支
援
チl
ム
を
組

22 

「鯨知症を早期発売し、適切な治療・ケアに

つなげることが置要」と話す偲知症サポー
ト医の森岡院長=八幡浜市

織
。
認
知
症
の
早
期
診
断
や

生
活
支
援
な
ど
を
推
進
す
る
。

岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

の
菊

池
敏
秀
所
長
補
佐
官
九
)
は

「
医
療・
介
護
が
一
体
と
な

っ
た
相
談
事
業
が
で
き
る
」

と
話
し
、
「
今
後
、
サ
ポ
ー

ト
医
と
か
か
り
つ
け
医
、
専

門
医
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ

れ
ば
」
と
期
待
し
て
い
る
。

愛
媛
新
聞
・

朝
刊

2
0
0

8

年
9

月

お
目

(
土
)



公
立
能
登

総
合
病
院

七
尾
市
藤
橋
町
の
公
立
能

登
総
合
病
院
は
五
日
ま
で

に
、
能
登
地
区
二
市
田
町
五

十
四
医
療
機
関
の
「
か
か
り

つ
け
医
紹
介
カ
l

ド
」
券
昆
作

成
し
た
・
カ
ー
ド
に
は
医
師

の
麿
葺
や
地
図
、
診
療
科

目
、
連
絡
先
な
ど
十
項
目
の

情
報
を
掲
載
レ
、
同
病
院
の

笠
量
に
配
置
し
た
・
同
病

院
に
よ
る
と
、
県
内
で
は
初

め
て
の
試
み
で
、
医
療
機
関

の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

患
者
の
一
極
集
中
を
防
ぐ
。

同
病
院
は
今
年
一
司
七

尾
市
と
中
能
登
町
の
か
か
り

つ
け
底
四
十
一
施
設
を
ま
と

医
療
従
事
者

能登地区の54施設
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
両
市

町
の
公
共
施
設
二
百
カ
所
に

設
置
し
た
。
患
者
か
ら
「
家

庭
に
持
ち
帰
り
た
い
」
と
の

要
望
が
多
く
寄
せ
・
り
れ
た
た

め
、
今
回、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
も
と
に
、
新
た
に
羽
咋
、

志
賀
、
宝
筆
家
、
穴
水
の

医
療
機
関
を
相
え
、
か
か
り

つ
け
医
紹
介
カ
l

ド
を
作
っ

た
。同

病
院
で
は
医
師一人
に

掛
か
る
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
昨
年
か
ら
出
前
講
座

な
ど
で
風
都
や
打
泌
ゃ
な
ど
比

較
的
軽
微
な
症
状
の
患
者
に

地
域
の
医
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク の

利
用
を
呼
び
掛
け
て
い

る
.同

病
院
に
よ
る
と
、
今
年

の
一日
当
た
り
の
外
来
患
者

数
は
、
取
り
組
み
前
の
二
年

前
と
比
べ三
分
の
こ
と
な
る

八
百
人
ま
で
減
り
、
か
か
り

つ
け
医
の
周
知
が
順
調
に
進

顔
写
真
や
地
図
掲
載

待合室に股歯されたかかりつけ医紹介カー ド
=七尾市藤橋町
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r 峯男る言霊

北
園

新

聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
6

日
(
水
)

神戸で来春にも

滑
川
焔
告
紹
介
シ
ス
テ
ム
構
築

自
殺
者
が
十
年
連
続
で
三
自
殺
の
原
因

・

動
機
は
多一に
も
広
が
る
が
、
兵
庫
県
内

万
人
を
超
え
る
中
、
神
戸
市

一岐
に
わ
た
る
が
、
響
察
庁
の

一に
は
ま
だ
な
い
。
神
戸
で
は

医
師
会
は
、
う
つ
病
な
ど
の

一ま
と
め
で
は
、
昨
年
は
う
つ

一今
後
、一般
医
と
精
神
科
医

患
者
が
最
初
に
受
惨
ず
る
内

一病
が
最
多
で
約
見

。

統
合

一の
ほ
か
、
襲
医
や
救
命
医

科
な
ど
の一般
車
と
、
精
神一失
調
症
や
ほ
か
の
精
神
疾
患

一な
ど
で
研
修
会
を
重
ね
、
患

科
医
が
連
携
す
る
「
G
l
p

一と
合
わ
せ
る
と
、
約
お
%
に

一者
へ
の
対
応
や
ス
ム
ー
ズ
に

ネ
ッ
ト
」
房
設
立
す
る
こ
と

一上
る
。

一紹
介
し
合
え
る
シ
ス
テ
ム
を

を
決
め
た
。
体
調
不
良
を
訴

一
う
つ
病
の
場
合
、
肩
こ
り

一構
築
。
ま
た
、
自
殺
対
策
や

え
る
患
者
の
精
神
疾
患
を
か

一や
頭
痛
、
不
眠
な
ど
の
身
体

一遺
族
支
援
に
取
り
組
む
市
民

か
り
つ
げ
の一般
医
が
早
期一症
状
が
出
る
た
め
、
ま
ず
内

一団
体
や
法
律
家
な
ど
と
も
連

発
見
し
、
精
神
科
摩
と
と
も

一科
な
ど
で
診
察
を
受
砂
る
忠

一携
な
考
え
て
い
る
と
い
う

。

に
対
応
。
自
殺
を
水
際
で
食

一者
が
多
い。
精
神
科
の
薬
を一
同
医
師
会
地
域
支
援
担
当

い
止
め
る
の
が
狙
い
。
来
春

一ど
言
で
出
す
か
、
ど
の
時
亙
事
の
近
藤
誠
宏
医
零

る

の
設
立
を
目
指
し
、
今
月
二
一点
で
精
神
科
医
に
つ
な
ぐ
か

一は
「自
殺
対
策
で
医
者
が
ど

十
一日
か
ら
医
師
の
研
修
会

一ー
な
ど
は
、
こ-p
uた
か
か

一ん
な
役
割
を
果
た
せ
る
の
か

を
始
め
る。
一

り
つ
げ
医
の
判
断
に
任
さ
れ

一尊
門
医
や
自
殺
者
の
遺
族
ら

昨
年
一年
間
、
兵
庫
県
の一て
い
る
の
が
現
状
。

精
神
科一と
考
え
て
い
き
た
い
」
と

話

自
殺
者
は
千
四
百
二
十
人
。

一の
受
誇L抵
抗
が
あ
る
患
者一し
て
い
る。

(
高
田
康
夫
)

神
戸
市
で
圭一亘
ハ
十
人
に
石
多
く
、
対
応
に
戸
惑
っ
医

上
り
、
年
聞
の
自
殺
者
が
金

一師
も
少
な
く
な
い
と
い
う

。

国
で三
万
人
を
初
め
て
超
え

一
G
(
一般
医)
l
p
(精

た
一九
九
八
年
以
降
、
三
百

一神
科
医
)
ネ
ッ
ト
は
ニ
0
0

人
以
ょ
が
続
い
て
い
る
。
二
ハ
年
に
大
阪
で
発
足

。

他
県

神

戸

新
聞
・
夕
刊

2
0
0
8

年
8

月
四
日
{
各
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医
療
従
事
者

れ
た
の
は
約1
万
5
0
0

ず
、
九
州
・

山
口
で
は
針

。
体
(
9・5
物
)
0
8県
の
白
人
。
佐
賀
は
昨
年
末
、

中
で
思
高
は
山
口
の7
・

担
当
教
授
が
他
県
の
大
学

6

物
。
福
岡(
2・
2

物
)
ゃ
に
転
出
し
「
ゼ
ロ
」
に
。

鹿
児
島
(
2・
9

物
)
は
極
愚
多
の
福
岡
で
も5
人

端
に
低
い
。
過
去5
年
間
で
、
墨
崎
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿

で
8

県
と
も
変
死
体
数
が
児
島
は2
人
。
大
分
、
山
口

れ
て
い
な
か
っ
た
と
と
が

1

劃
以
上
僧
加
し
た
が
、
は1
人
だ
。
日
本
法
医
学

毎
日
新
聞
の
調
査
で
わ
か
佐
賀
、
福
岡
で
は
法
医
解
会
は
検
討
委
員
会
を
設
け

っ
た
。
背
景
に
は
深
刻
な

;
;
・
4
‘
，
}
0
0

剖
件
数
が
減
っ
て
い
る
。
て
全
国
的
な
解
剖
医
不
足

解
剖
医
不
足
が
あ
り
、
佐

前
足
辰
也
十
凪
T
nリ
9
d
ν
ゆ

解
剖
は
、
大
学
の
法
医
の
現
状
を
分
析
し
、
欧
米

対
方
五
タ
ι
u
r
u

-

-
o
一

興
は
今
年1
月
か
ら
全
国

3

2

7
1
1
(

』

a
I

学
教
室
の
教
授
や
、
郎
市
並
み
の
解
剖
率
加
物
を
目

唯
一
の
「
解
剖
医
ゼ
ロ
」
の8
県
の
的
年
の
変
死
体1
件
マ
熊
本2
1
5
0

体
部
で
は
監
察
医
な
ど
が
担
標
に
し
た
園
へ
の
要
望
活

県
に
な
っ
た
。
「
変
死
体
数
と
法
医
解
剖
件
数
は
マ・1
2
8

件
マ
鹿
児
島2

当
す
る
。
し
か
し
全
国
に
動
を
強
化
す
る
方
針
だ
。

に
は
事
件
性
が
潜
む
だ
け
徳
岡53
0
7

体
・
1
2
1
4
9

体
・

回
件
マ
山
口
約

1
3
0

人
し
か
お
ち

【ま
と
め
・

阿
部
弘
賢】

と
と
な
ど
か
ら
、
自
殺
と

判
断
し
解
剖
し
なか
っ

た
。
媛
査
幹
部
は
「
自
殺

と
す
る
に
は
刃
物
の刺
し

傷
な
ど
に
不
自
然
な
点
が

多
く
、
司
法
解
剖
す
べ
き

だ
っ
た
」
と
話
す
。

変
死
体
の
死
因
解
明
の

た
め
擾
査
当
局
の
依
頼
で

実
施
す
る
法
医
解
剖
(
司

法
解
剖
や
行
政
解
剖
)
が
、

九
州
・

山
口
8
m
m
(沖縄

除
く
)
で
昨
年
、
変
死
体

総
数
(
l万
6
9
0
3

体
)

の
4

・

犯
物
し
か
実
施
さ

九州・山口深刻な解剖医不足

九
州

・
山
口
市
人

ミ

佐
賀
「
ゼ
ロ
」
全
国
唯
一

で
な
く
、
病
原
菌
な
ど
の

発
見
も
遅
れ
る
」
と
専
門

解法
剖医

家
は
嘗
鐙
を
鳴
ら
し
て
い

る
。

「
真
相
究
明
」に
壁

捜
査
当
局
「
ミ
ス
」
懸
念
危
機
感
強
く

件
痩
査
に
影
留
が
懸
念
さ
れ
る
解
剖

医
不
足
。
失
事
故
や
自
殺
を
装
っ
た
事

件
は
後
を
絶
た
ず
、
偽
装
を
見
破
る
鍵
は

解
剖
に
あ
る
と
も
言
え
る
。
遺
体
に
隠
さ

れ
た
H

真
相
M
を
見
逃
せ
ば
事
件
は
葬
り

去
ら
れ
る
と
と
に
な
り
か
ね
ず
、
解
剖
医

が
い
な
く
な
っ
た
佐
賀
県
嘗
は
「
鑓
査
ミ

ス
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
」
と
危

機
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。

【阿
部
弘
賢
、
和
田
武
士
、
高
芝
菜
穂
子

}

佐
賀
県
で
は
県
内
で
変

死
体
が
見
つ
か
る
と
、
県

留
置
が
福岡県
や
長
崎
県
の

大
学
医
学
部
に
解
剖
を
依

頼
し
て
い
る
が
、
も
近

い
福
岡
県
の
久
留
米
大
で

も
搬
送
だ
け
で
約
何
分
か

か
る
。
佐
賀
大
は
ホl
ム

ペ
ー
ジ
で
法
医
学
教
授
を

公
募
す
る
な
ど
し
て
、
後

任
を
探
し
て
い
る
が
、
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
県

轡
捜
査
一
課
幹
部
は
「
1

日
も
早
く
決
ま
っ
て
ほ
し

い
」
と
切
望
す
る
。

。

元
保
護
司
の
父
親(
m
m
)

H

公
判
前
監
理
手
続
き
中

日
が
宍
通
事
故
を
装
っ
て

三
男
(
当
時
お
緩
)
を
殺

し
た
と
さ
れ
る
長
崎
県
大

村
市
の
保
険
金
殺
人
間

件
。
三
男
は
凶
年7
月
、

市
内
の
道
路
脇
の
側
溝
に

体
が
は
さ
ま
っ
た
状
態
で

倒
れ
て
お
り
、
死
因
は
水

死
と
さ
れ
た
。
父
親
ろ
の

逮
捕
は
4

年
後
の
昨
年7

弓
父
親
は
全
面
否
認
し

て
い
る
が
「
大
量
の
睡
眠

凝
を
飲
ま
せ
た
」
と
の
鉦

宵
が
あ
り
、
解
剖
し
て
い

れ
ば
鍵
査
の
進
展
が
異
な

っ
た
町
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
福岡
・
中
洲
の

元
ス
ナ
ッ
ク
マ
マ、
高
橋

裕
子
被
告
(
臼)
H
1審
・

無
期
懲
役
、
控
訴
中H
が

1
9
9
2

体
・
1
5
3

件

マ
長
崎1
6
2
8

体
・

出

件
マ
宮
崎1
4
4
0

体
・

位
件
マ
大
分1
2
3
8

体

.

制
件
マ
佐
賀9
9
9

体

.

灯
件
。

全
国
で
発
見
さ
れ
た
変

死
体
の
う
ち
法
医
解
剖
さ

「
山
市
曲
解
剖
剖
|

5 

-
移
咽

... 
,
nue 

の由
平
B

綱

同

一健
一

一悦
一

-aa,. 一死
」

一
変一

.

制

不
可

5
3

i

1

1

1

1

1

 

一(
変
死
体
数
口
霊
園
・
園
は
九
州
山
口

8
県

例
年
と
∞
年
に
保
険
金
目
は
な
い
か
と
み
ち
れ
る
ケ

的
で
一
元
夫
2

人
を
殺
曾
し
1

ス
だ
。
県
讐
は
当
初
、

た
と
さ
れ
る
事
件
も
、
解
例
年
の
被
管
男
性
が
多
額

剖
し
て
い
れ
ば
感
件
発
貨
の
借
金
を
抱
え
、
過
密
と

が
も
っ
と
早
か
っ
た
の
で
思
わ
れ
る
メ
モ
も
あ
っ
た

。

体
制
強
化
が
急
務

日
本
法
医
笠
宮の
中
園

一郎
理
事
長
(
長崎
大
医

学
部
教
授
)
の
話
力
士

急
死
事
件
や
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
懸
念
な
どか

ら
死
因
究
明
の
軍
要
性
は

高
ま
っ
て
い
る
。
ウ
イ
ル

ス
性
疾
患
の
拡
大
な
ど
を

防
ぐ
た
め
に
も
死
因
究
明

の
体
制
強
化
は
急
務
だ
。

毎

日

(
福
岡
)・
朝
刊

2

0
0
8

年
6

月
包
日

{月
)
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死因究明の現場から
自然死か、犯罪死か一一。 変死体と向き合う現場では、声なき声を聞き、判

断を下すことを迫られる。ヒトやカネの不足を嘆く声も上がる。

(金子智彦、細見るい)

医
療
従
事
者

関
岡
剛
閏

地
下
に
あ
る1
室
の
空
気
は
ひ

ん
や
り
し
て
い
た
。
壬
生
町
の
独

協
医
判
明
大
法
医
学
解
剖
室
。
蛍
光

灯
で
明
る
く
照
ら
さ
れ
た
部
屋
の

真
ん
中
に1
台
の
解
剖
台
が
据
え

ら
れ
て
い
る。

「
い
つ
も
身
内
と
援
す
る
気
持

ち
で
臨
む
。
死
者
の
基
本
的
人
権

を
尊
重
す
べ
き
だ
と
思
う
か
ら
」
。

' ~曹の遺体取級数と
検視曾臨場事の簸移

遥皇
芝2

u
m
u
 

-
従
局
地

20 

18 

歯舎
4ヒ

入
手
不
足
医
師
も
警
察
も

徳
留
省
悟
教
授
は
語
る
。
解
剖
医

と
し
て
お
年
。5
平
体
近
い
死
者

が
残
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
感
じ
取

っ
て
き
た
。

1

年
間
で
川
体
解
剖

司
法
解
剖
は
、
自
然
死
で
な
く

犯
罪
死
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
た

変
死
体
の
死
因
を
明
ら
か
に
す

る
。
県
内
で
は
同
大
と
自
治
医
大

(
下
野
市
)
で
行
わ
れ
、
昨
年
の

実
績
は
計1
4
9

体
だ
っ
た
。

徳
留
教
授
は
、
解
剖
医
3

人
に

ス
タ
ッ
フ
を
加
え
た
独
協
医
大
の

態
勢
を
「
全
国
ご
と
自
負
す

る
。

そ
れ
で
も
、
長
時
間・不
定

期
の
労
働
環
境
の
た
め
、
「
若
手

を
育
成
し
た
い
が
臨
床
部
門
に
流 れ

て
い
っ
て
し
ま
う
」
と
嘆
く
。

日
本
法
医
学
会
に
よ
る
と
、
全

国
の
法
医
学
教
室
に
所
属
す
る
医

師
(
大
学
院
生
を
含
む
)
は
、
巾
凶

年
ロ
月
現
在18
4

人
。

国
立
大

の
独-
Z益
法
人
化
な
ど
大
学
の

機
構
改
革
で
コ
ス
ト
削
減
を
迫

ら
れ
、
基
礎
部
門
よ
り
臨
床
部
門

に
予
算
配
分
が
傾
き
が
ち
だ
。
同

会
は
「
若
い
人
が
将
来
性
を
案

じ
、
法
医
学
の
道
に
進
む
こ
と
を

避
げ
る
風
潮
が
あ
る
」
と
指
摘
す

る
。県

警
検
視
官
は
3

人

変
死
体
を
司
法
解
剖
に
回
す
べ

き
か
ど
う
か
を
現
場
で
判
断
す
る

の
が
検
視
だ。
刑
事
訴
訟
法
で
は

本
来
、
検
察
官
の
仕
事
と
さ
れ
て

い
る
が
、
嘗
祭
官
に
よ
る
代
行
が

ほ
と
ん
ど
を
占
め
る。

位
置
察
庁
に
よ
る
と
、
昨
年
第
察

が
扱
っ
た
変
死
体
は
お
万
4
5
7

9

体
。
そ
の
う
ち
栃
木
県
嘗
は
約

2
%
の
2
9
7
5

体
だ
っ
た
。

現
場
に
出
向
く
検
視
官
は
事
俳

性
の
有
無
を
判
断
す
る
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
。
痩
査
経
験
日
年
以
上

で
、
専
門
教
育
を
受
け
た
警
官
か

ら
任
命
さ
れ
る
。
昨
年
、
県
醤
の

検
視
宮
が
変
死
体
を
検
視
し
た
割

合
を
表
す
臨
場
率
は
幻・
4
%
。

全
国
平
均
の
日
・9
%
を
上
回

り
、
全
国9
位
だ
っ
た
。
昨
年
の

さ
く
ら
市
の
保
険
金
目
的
殺
人
事

件
で
は
、
首
つ
り
自
殺
を
装
っ
た 殺

人
を
見
破
っ
た
。

た
だ
、
県
醤
の
検
視
官
は
現
在

3

人
。
自
殺
や
高
齢
者
の
凱
独
死

な
ど
が
増
え
、
変
死
体
発
見
数
が

高
止
ま
り
リ
図
参
照H
し
、
却
時

間
息
つ
く
ひ
ま
も
な
い
と
い
う
。

犯
罪
性
に
か
か
わ
ら
ず
醤
官
の

死
体
検
分
に
現
場
で
立
ち
会
い
、

助
言
な
ど
を
す
る
醤
祭
医
も
人
員

不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
。

醤
察
医
は
検
視
の
ほ
か
、
職
員

や
留
償
人
の
健
康
管
理
に
も
か
か

わ
る
。
県
時
留
に
よ
る
と
、
県
内
却

署
に
各1
1
4

人
、
計
必
人
が
登

録
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
医
師

が
本
業
や
学
会
で
忙
し
く
、
立
ち

会
い
を
断
ら
れ
る
場
合
も
多
い

。

高
齢
化
も
進
む
。

平
均
年
齢
は

印
歳
を
超
え
、
加
代
も4
人
い

る
。

い
つ
呼
び
出
し
が
か
か
る
か

分
か
ら
な
い
仕
事
は
激
務
だ
。

字
書
童
謡
震
を
ω
年

間
務
め
た
沢
田
仔
夫
さ
ん
(
回

)
H

字
都
富
市
泉
が
丘
2

丁
目
H

は
3

月
、
体
力
と
判
断
力
の
低
下
を
理

由
に
引
退
を
決
め
た
。

「
死
因
を

き
ち
ん
と
判
断
す
る
責
任
を
果
た

さ
な
い
と
死
ん
だ
人
に
悪
い
」

沢
田
さ
ん
の
生
活
も
溢
察
か
ら

の
連
絡
に
備
え
、
枕
元
に
電
話
を

偉
い
て
眠
る
日
々
だ
っ
た
。
朝
昼

タ
夜
と1
日
4

回
呼
ば
れ
た
こ
と

も
あ
る。

こ
れ
ま
で
向
き
合
っ
た

遺
体
は2
2
5
2

体
。

県
勧
置
は
4

月
、
沢
閉
さ
ん
に
感
謝
状
な
ど
を

贈
り
、
労
を
ね
ぎ
ら
つ
た

。

体
制
強
化
の
動
き
も

嘗
察
医
に
は
医
師
免
許
以
外
の

資
格
が
必
要
・
よ
い
た
め
、
法
医
学

の
専
門
知
識
や
経
験
が
乏
し
い
と

指
摘
す
る
声
も
あ
る

。

昨
年
日
月
の
大
相
撲
時
湾
風
部

屋
の
力
士
急
死
事
件
は
、
検
視
段

階
で
は
事
件
性
が
見
逃
さ
れ
、
遺

族
の
要
望
で
実
施
さ
れ
た
承
諾
解

剖
が
発
覚
の
端
緒
に
な
っ
た

。

県
瞥
で
は
、
各
署
の
刑
事
線
員

の
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
検
視
技

術
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
る
。
だ

が
、
あ
る
幹
部
は「現
体
制
で
畿

察
が
で
き
る
こ
と
は
す
で
に
限
界

に
近
い
」
と
訴
え
る

。

民
主
党
は
昨
年
6

月
、
死
因
木

明
死
体
の
解
剖
な
ど
を
担
う
「
法

医
判
明
学
研
究
所
」
を
新
設
し
た

り
、
各
都
道
府
県
醤
に
「
死
因
調

査
専
門
職
員
」
を
置
い
た
り
し
、

変
死
体
の
死
因
を
究
明
す
る
体
制

を
強
化
す
る
法
案
を
衆
院
に
提

出
。

継
続
審
議
中
だ
。

措
置
察
庁
も

今
年
1

月
、
解
剖
体
制
の
充
実
を

求
め
る
要
望
書
を
日
本
法
医
学
会

に
提
出
し
た。
制
度
を
援
本
的
に

見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
る。朝

日

(
栃
木
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
5

月
m
日
(
土
)
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医
療
従
事
者

値段 3 分の 1中国製入れ歯
中
国
製
の
入
れ
歯
や
差
し
歯
な
ど
の「義

歯
」
を
巡
り
、
全
国
の
歯
科
技
工
士
園
引
人

が
、
国
を
相
手
取
り
、
海
外
へ
の
義
歯
製
作

の
委
託
禁
止
な
ど
を
求
め
る
訴
訟
を
東
京
地

裁
に
起
こ
し
て
い
る。
圏
内
で
は
、
義
歯
を

製
作
で
き
る
の
は
歯
科
医
と
趨
科
技
工
士
に

限
ら
れ
て
い
る
が
、
海
外
品
に
つ
い
て
は
規

定
が
な
い。
国
は
「
歯
科
医
が
安
全
と
判
断

す
れ
ば
輸
入
は
自
由」
と
の
姿
勢
だ
が
、
技

工
士
側
は
「
無
資
格
者
が
作
っ
て
お
り
、
放

置
す
れ
ば
健
康
被
害
を
招
く
恐
れ
が
あ
る」

と
猛
反
発
し
て
い
る
。

技工士反発
委託禁止訴訟 26日判決

国
「

安
全
性
は
歯
科
医
の
責
任

」

入
れ
歯
や
差
し
歯
、
欠
け
た

歯
へ
の
か
ぶ
せ
物
な
ど
は
通

常
、
歯
科
医
が
個
々
の
患
者
の

歯
型
や
体
質
に
合
わ
せ
、
樹
科

技
工
士
に
指
示
し
て

一
つ
ず
つ

作
ら
せ
る。
歯
科
技
工
士
は
国

家
資
格
。

無
資
格
者
の
義
歯

製
作
は
銅
科
技
工
士
法
で
禁

じ
ら
れ
て
お
り
、
違
反
す
る

と
懲
役
1

年
以
下
の
罰
則
も

あ
る
。一

方
、
訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、

近
年
、
主
に
中
国
か
ら
輸
入
さ

れ
た
義
歯
が
医
療
現
場
に
浸

透
。

日
本
の
歯
科
医
の
指
示
を

中
国
の
妓
工
所
に
伝
え
、
製
作

さ
れ
た
義
歯
を
輸
入
す
る
業
者

も
現
れ
た
。
医
療
保
険
は
適
用 さ

れ
な
い
が
、
値
段
は
日
本
で

作
っ
た
も
の
の
半
額
か
ら3
分

の
1

程
度
。

近
年
、
歯
科
医
聞

の
過
当
競
争
が
進
ん
で
いる
こ

と
か
ら
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図

る
た
め
の
需
要
は
多
い
と
み
ら

れ
、
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

が
7

月
に
緊
急
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
全
国2
0
0
8

か
所
の
歯

科
診
療
所
の
う
ち1
3
0

か
所

が
「
海
外
発
注
の
経
験
あ
り
」

と
回
答
し
た。

訴
訟
で
原
告
側
は
「義
歯
製

作
が
厳
し
く
規
制
さ
れ
て
い
る

の
は
、
人
の
口
の
中
に
入
れ
る

も
の
だ
け
に
安
全
性
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
。
海
外
な

ら
無
資
格
者
が
ど
ん
な
材
料
を

ヨ
歯
科
技
工
土

歯
科
医
師
の
指
示
に
従
い
、
義
歯
の
製

E

作
や
修
理
を
行
う
医
療
技
術
者
。

歯
科
授
工
士
学
校
を

事
業
し
、
国
家
試
験
を
受
け
て
合
格
す
れ
ば
免
許
を
取
得
で

き
、
現
在
、
全
国
に
約
3

万
5
0
0
0

人
い
る。
歯
科
診
療

所
に
常
駐
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
独
立
し
て
歯
科
技
工
所
を

開
き
、
義
歯
製
作
を
受
注
す
る
場
合
も
あ
る

。

使
っ

て
作
っ
て
も
い
い
、
と
い

う
の
で
は
法
律
の
趣
旨
に
反
す

る
」
と
主
張。
厚
生
労
働
省
歯

科
保
健
課
は
「安
全
性
は
歯
科

医
が
責
任
を
持っ
て
判
断
で
き

る
し
、
海
外
製
義
歯
の
危
険
が

具
体
的
に
明
ら
か
に
なった
例

も
な
い
」
と
反
論
す
る。

同
省
は2
0
0
5

年
、
「海

外
晶
は
材
料
の
性
状
が
明
確
で

は
な
い
」
と
し
て
、
患
者
に
材

料
な
ど
を
説
明
し
、
同
意
を
得

て
使
う
よ
う
求
め
る
通
達
を
出

し
た
。

年
度
内
に
海
外
製
義
歯

に
関
す
る
研
究
班
を
設
置
し
、

実
態
を
調
べ
る
予
定
だ
が
、
原

告
代
表
の
歯
科
技
工
士
、
脇
本

征
男
さ
ん
(
印)は
「何
の
た
め

に
歯
科
技
工
士
と
い
う
国
家
資

格
が
あ
る
の
か。
患
者
へ
の
危

険
が
明
ら
か
に
な
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
」
と
話
す。

一
方
、
中
国
製
の
義
歯
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
歯
科

医
か
ら
は
異
論
も
あ
る。
名
古

屋
市
の
歯
科
医
、
篠
田
鉄
郎
さ

ん
(引
)は
凶
年
か
ら
広
東
省
の

大
型
技
工
所
と
取
引
を
始
め

た
。

こ
れ
ま
で
に
数
百
人
の
義

歯
製
作
を
委
託
し
、
患
者
に
は

中
国
製
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し

て
い
る
と
い
う。

「中
国
製
と
い
っ

て
も
材
料

は
欧
米
の
も
の
で
、
すべ
て
粗

恵
品
と
い
う
の
は
偏
見。
日
本

の
腕
の
い
い
技
工
士
の
製
品
と

質
は
変
わ
ら
な
い」
と
話
す
篠

田
さ
ん
だ
が
、

一方
で
「
中
国

に
は
質
の
低
い
技
工
所
が
あ
る

の
は
確
か
ら
し
い。
国
は
裁
判

を
機
に
、
同
ら
か
の
規
制
を
設

け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う」と

も
指
橋
し
て
い
る。
判
決
は
お

日
に
言
い
渡
さ
れ
る。

読

士
冗(
東
京
)・
夕
刊

2
8
8

年
9

月
5

自
室
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良
し
歯
科
医

、

教
え
ま
す

歯
科
技
工
士
、
調
布
の
須
藤
さ
ん

患
者
の
立
場
で
歯
医
者
を
紹
介
で
き
な

い
か
。

調
布
市
の
須
藤
哲
生
さ
ん
(
回
)

は
、
叩
年
以
上
に
及
ぶ
歯
税
技
工
士
と
し

て
の
経
験
を
生
か
し
、
7

年
前
か
ら
渋
谷

区
で
そ
ん
な
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

印
歳
を
す
ぎ
て
の
挑
戦
は
、
よ
う
や
く
軌

道
に
乗
り
始
め
、
今
月
末
に
は
、
大
阪
に

初
の
分
室
を
開
設
す
る
。
医
師
選
び
に
第

三
者
の
沸
点
を
役
立
て
よ
う
と
、
還
暦
を

前
に
意
欲
は
ま
ず
ま
ず
盛
ん
だ

。
(
五
十
嵐
透
)

50歳すぎて挑戦

患者本位の紹介

青
森
県
の
リ
ン
ゴ
農
家
に
生
ま

れ
た
須
藤
さ
ん
は
、
2

歳
の
こ
ろ

に
父
が
他
界。
小
学
生
の
こ
ろ
に

母
親
も
亡
く
な
り
、
親
類
に
引
き

取
ら
れ
て
育
っ
た
。

進
学
し
て
教
師
に
な
り
た
か
っ た

が
、
経
済
的
事
情
か
ら
中
学
率

業
後
に
、
歯
秘
技
工
士
の
専
門
学

校
に
入
校。
お
歳
の
こ
ろ
、
歯
糾

技
工
土
宏
荏
に
就
職
し
た

。

約

印
人
に
も
及
ぶ
歯
税
技
工
土
が
い

る
そ
の
会
社
で
、
最
後
は
社
長
に

も
な
っ
た
。

だ
が
、
ず
っ
と
「
歯
判
明
治
療
は

患
者
本
位
で
は
な
い
の
で
は
」
と

い
う
問
題
意
識
が
く
す
ぶ
っ
て
い

た
。

歯
糾
技
工
士
は
、
歯
税
医
が

患
者
か
ら
取
っ
た
歯
形
を
も
と
に

差
し
歯
や
入
れ
歯
を
作
る
が
、

「高
額
の
割
に
は
長
持
ち
し
な
い

差
し
歯
を
、
歯
税
技
工
士
に
作
ら

せ
て
い
る
利
益
優
先
の
ケ
l

ス
」

を
見
聞
き
し
た
か
ら
だ。
当
時

は
、
「医
師
の
下
請
け
で
弱
い
立

場
。
生
活
の
た
め
に
や
り
た
く
な

い
こ
と
も
請
け
負
っ
た
」
。

旧
年
、
臼
歳
の
と
き
に
「
本
当

に
い
い
歯
医
者
を
患
者
に
紹
介
し

た
い
」
と
独
立
し
、

歯
税
医
の
紹

介
業
を
始
め
た
。

中
立
的
な
立
場

を
確
保
す
る
た
め
、
自
ら
は
歯
糾

技
工
土
の
仕事
は
辞
め
、
紹
介
業

に
徹
す
る
こ
と
に
し
た
。

紹
介
す
る
医
師
は
厳
選。
自

薦
、
他
樹
脂
の
医
師
に
つ
い
て
、
自

ら
訪
問
し
、
治
療
の
技
術
や
医
院

の
殻
備
な
ど
約1
8
0

項
目
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る。

保
険
が
利
か
な
い

「
患
者
本
位
で
歯
科
治
療を紹
介
し
た
い
」
と
い
う
須藤哲
生
さん

H

渋
谷
区

医
療
従
事
者

差
し
歯
や
入
れ
歯
な
ど
の
高
額
治

療
を
す
る
場
合
は
、
2

年
間
の
保

在
や
治
療
計
画
、
治
療
費
を
事
前

に
患
者
に
曾
面
で
出
す
こ
と
を

条
件
に
、
首
都
圏
と
関
西
を
中
心

に
約
却
の
医
院
を
紹
介
し
て
い

る
。

最
初
は
ほ
と
ん
ど
関
心
を
呼
ば

な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
口
コ
ミ
で

広
が
り
、
最
近
は
年
間
1
2
0
0

人
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

。

昨
年
秋
か
ら
は
、
後
継
者
を
育

成
し
よ
う
と
、
紹
介
業
の
養
成
講

座
も
始
め
た。
m
月
に
開
設
す
る

大
阪
の
分
室
を
任
さ
れ
る
教
え
子

の
河
上
博
子
さ
ん
(
印
)
は
、
須
藤

さ
ん
を
「
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー。
違
う
回
線
で

社
会
に
も
の
申
す
と
こ
ろ
が
す
ご

い
」
と
い
う
。

須
藤
さ
ん
は「歯
棋
の
業
界
に

風
穴
を
関
げ
た
か
っ
た
。

今
後
も

後
継
者
を
育
て
、
授
術
が
確
か
で

患
者
の
立
場
に
た
っ
た
歯
医
者
を

紹
介
す
る
仕
事
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
む。

須
藤
さ
ん
の
紹
介
業「あ
い
ぽ

り
l

歯
の
相
談
室
」
の
紹
介
料

は
、
相
談
資
込
み
で
5

千
円
。

的

分
ほ
ど
相
談
し
、
治
療
が
終
わ
る

ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
。

問

い
合
わ
せ
は、
ホ
l

ム
ペ
ー

ジ
か

同
相
談
室
(閃
・
5
3
0
8

・
6

4
8
7
)
へ
。

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
初
日
(
土
)

歯科医数「適正化」ヘ議論

「過剰」の指摘受け来年度に
検討会 厚労省方針

厚
生
労
働
省
は
「
今後
の

歯
糾
保
健
医
療
の
あ
り
方
検

討
会
」
を
二
O
O
九
年
度
に

殻
け
、
多
す
ぎ
る
と
の
指
摘

が
あ
る
歯
料
医
師
の需
給
バ

ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
方
策
を

議
論
す
る
方
針
を
決
め
た
。

歯
学
部
の
定
員
を
管
理
す
る

文
部
斜
学
省
と
も
連
携
し
、

対
応
を
議
論
す
る
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
歯
税

診
療
所
は
今
年
四
月
末
時
点

で
全
国
に
六
万
七
千
九
百
八

十
一
施
設
あ
る
。

一
年
前
に

比
べ
三
百
三
十
五
施
設
耐
唱
え

た
。
二
十
年
以
上
、
ほ
ぼ
一

貫
し
て
増
え
続
け
て
お
り
、

医
療
現
場
から
「
歯
判
明
医
師

は
供
給
過
剰」
と
の
声
が
出

て
い
る。
歯
糾
医
の
聞
の
競

争
が
激
し
く
な
り
、
経
営
環

境
が
悪
化
し
て
い
る
と
の
指

摘
も
あ
る。

検
討
会
で
は
患
者
の
需
要

に
見
合
っ
た
歯
制
医
師
数
に

つ
い
て
議
論
す
る
。

麻
酔
技

術
を
持
っ
た
歯
糾
医
師
も
多

い
こ
と
か
ら
、
医
師
が不足

し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
麻
酔

料
や
救急
医
療
の
分
野
で
技

術
を
活
用
し
て
も
ら
う
対
策

も
検
討
す
る
異
通
し
だ
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
た
め

に
在
宅
医
療
と
連
携
し
た在

宅
の
歯
税診
療
を
進
め
る
た

め
の
人
材
育
成
や
体
制
整
備

も
進
め
る。
厚
労
省
は
必
要

な
経
費
を
来
年
度
予
算
で
財

務
省
に
要
求
す
る。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
間
日

(
火
)
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医
療
従
事
者

医
師
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
各
自
治
体

は
、
手
当
や
奨
学
金
な
ど
の
充
実
に
よ
る
医
師

確
保
に
鼠
起
に
な
っ
て
い
る。
経
済
的
な
支
援

と
い
う
即
効
性
の
あ
る
方
策
で
成
功
し
た
ケ
ー

ス
が
あ
る
反
面
、
新
設
し
た
制
度
に
な
か
な
か

応
募
が
な
か
っ
た
り
、
自
治
体
同
士
の〈
引
き

抜
き
合
戦〉
に
つ
な
が
っ
た
り
し
て
お
り
、
課

題
も
目
立
ち
、
金
銭
面
だ
け
で
な
く
、
総
合
的

な
支
援
が
必
要
と
の
声
も
あ
る
。

-
即

効
性

大
阪
府
阪
南
市
立
病
院
は
、

和
歌
山
県
立
医
大
か
ら
派
遣
さ

れ
て
い
た
医
師
が
相
次
い
で
退

職
し
、
昨
年7
月
に
内
科
を
休

止
し
た。
今
春
に
は
入
院
患
者

の
受
け
入
れ
も
で
き
な
く
な

り
、
一
時
は
病
院
廃
止
も
検
討

さ
れ
た
。
市
は
「民
間
並
み
の

勤
務
条
件
で
な
け
れ
ば
医
師
は

相
手
に
し
て
く
れ
な
い」
と
し

て
、
診
療
実
績
に
応
じ
た
歩
合

給
制
度
を
導
入。
平
均
年
収
を

1
2
0
0

万
円
か
ら
2
0
0
0

万
円
に
引
き
上
げ
た
結
果
、
4

人
の
招
へ
い
に
成
功
し
た
。9

月
か
ら
、
1

年
2

か
月
ぶ
り
に

内
科
診
療
を
再
開
す
る
予
定

だ
。

28 

療
を
行
っ
て
い
る
。

県
境
を
越

え
た
大
学
へ
の
寄
付
は
異
例
な

措
置
で
、
兵
庫
県
の
担
当
者
は

「県
北
部
と
鳥
取
県
は
同一の

医
療
閤
」
と
強
調
す
る。

医
師
を
〈
奪
わ
れ
る〉
格
好

に
な
る
鳥
取
県
の
担
当
者
は

「兵
庫
県
と
違
い
、
人
口
印
万

人
の
鳥
取
に
財
政
的
余
裕
は
な

い
。

寄
付
講
座
を
開
け
る
自
治

体
と
そ
う
で
な
い
自
治
体
と

で
、
医
療
格
差
が
生
じ
か
ね
な

い
」
と
心
配
す
る
。

年収3500万円 2 人確保

「ぜいたく 」批判で縮小

「
医
師
キ
ム

白
伺
体
明
暗
総合的な支援必要

会社員から医師に転職し、

地械医療を担っている島根県
雲南市錯合町の掛合診療所の
本多一郎医師(49 )の話 「金銭

面だけでは医師の確保は難し
い。 診察に追われて時間的余
絡がな く 、 さらに体力的にも
きつい状況下では、満足のい

く診療はできない。 休日の取
得を含むパックアップ体制
や、最新医療を学べる研修制

度の充実など、総合的な対応
が必要だ」

あつれきも県境越え

麻
酔
科
医4
人
が

一斉
退
職

し
た
大
阪
府
泉
佐
野
市
の
市
立

泉
佐
野
病
院
も
今
春
、
後
任
医

師
を
年
収3
5
0
0

万
円
(
最

高
)
の
報
酬
で
公
募
、2
人
を

確
保
し
た。

• 難

航

2
0
0
6

年
に
躍
凋
人
科
医

が
不
在
と
な
り
、
分
娩
の
扱
い

を

一
時
中
止
し
た
島
根
県
隠
岐

の
島
町
の
公
立
隠
岐
病
院
。

運

営
す
る
隠
岐
広
滋
連
合
が4
月

か
ら
、
月
日
万
円
の
厳
島
医
師

従
事
手
当
を
創
設
、
な
か
な

か
応
募
が
な
く
関
係
者
を
や

き
も
き
さ
せ
た
が
、
厳
近
、

よ
う
や
く

1

人
か
ら
応
募
が

あ
り
、
交
渉
中。
松
田
和
久
町

長
は
「手
当
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
町
に
は
大
き
な
負
担
だ

が
、
医
師
確
保
は
最
優
先」
と

話
す。滋

賀
県
は
昨
年
度
、
出
産
や

育
児
で
医
療
現
場
か
ら
離
れ
た

女
性
医
師
へ
の
復
帰
奨
励
金
の

貸
与
を
始
め
た。
使
途
は
医
学

密
の
購
入
や
勉
強
会
へ
の
参
加

費
、
通
勤
の
た
め
の
車
購
入
な

ど
を
想
定
、
県
と
病
院
が
計2

4
0

万
円
を
貸
し
、1
年
間
勤

務
す
れ
ば
返
還
を
免
除
す
る L 

が
、
ま
だ
利
用
は
な
い
。

和
歌
山
県
新
宮
市
は
今
年
度

予
算
案
に
、
医
師
向
け
に
免
震

構
造
の2
階
建
て
住
宅
(延
べ

1
9
5

平
方
M
)
5

戸
の
建
設

を
盛
り
込
ん
だ
が
、1
戸
ワ
0

0
0

万
円
の
〈
濠
華
住
宅〉
の

計
画
に
、
市
民
か
ら
「ぜ
い
た

く

ヤ
と
の
批
判
が
上
が
り
、
免
震

構
造
を
や
め
る
な
ど
し
、1
戸

3

千
数
百
万
円
に
圧
縮
し
た。

-
綱
引
き

兵
庫
県
で
は
、
西
隣
の
鳥
取

県
の
鳥
取
大
に
年
間3
0
0
0

万
円
を
支
払
い
、
寄
付
講
座
を

開
設
。

そ
の
見
返
り
に
、
公
立

八
鹿
病
院
(兵
庫
県
養
父
市)

に
は
昨
年
、
鳥
取
大
か
ら
医
師

2

人
が
派
遣
さ
れ
、
研
究
と
診

読

売
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
0
8

年
8

月
初
日
(
土
)



医療現場にも「名ばかり管理職」

管
理
職
の
肩
書
だ
け
で
残
業
代

が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
「
名
ば
か

り
管
理
職
」
の
問
題
が
、
医
療
現

場
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

医
師

の
倫
理
観
に
頼
り
、
お
ざ
な
り
に

さ
れ
て
き
た
勤
務
医
の
労
働
環

境
。

医
師
不
足
の
中
、
過
重
な
労

働
を
課
せ
ら
れ
続
け
る
勤
務
医
た

ち
は
今
、
悲
鳴
を
上
げ
、
改
善
を

訴
え
る。
命
を
守
る
現
場
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
、
再
検
討
が
求
め
ら

れ
て
い
る。

「監
督
者
」
拡
大
解
釈

内
部
告
発
が
発
端
だ
っ
た。

「間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
、
お
か

し
い
と
指
摘
し
た
だ
け」
。
現
場

の
実
態
に
声
を
上
げ
た
男
性
医
師

は
静
か
に
語
っ
た。

四
月
、
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン

タ
ー
(
守
山
市
)
を
運
営
す
る
県

去説
話苦
局望書則

医
療
従
事
者

保てる制度を命への使命感
病
院
事
業
庁
が
、
大
津
労
働
差
準

監
督
署
か
ら
労
働
基
準
法
に
基
づ

く
是
正
勧
告
を
受
け
た
。

勧
告
の
内
容
は
、
時
間
外
・

休

日
労
働
に
関
す
る
労
使
協
定
が
な

い
ま
ま
、
医
師
に
時
間
外・
休
日

労
働
を
さ
せ
て
い
た
こ
と
。

そ
し

て
、
部
長
臓
以
上
の
医
師
に
対
し

て
時
間
外
・

休
日
、
深
夜
の
割
宿

賃
金
を
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
だ
。

内
部
告
発
手
受
け
、
大
津
労
基

署
は
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
入
り
調

査
。

事
業
庁
か
ら
も
事
情
を
聴

き
、
勤
務
日
誌
な
ど
関
係
書
類
を

調
べ
た。
同
法
で
定
め
る
「
管
理

監
督
者
」
の
範
囲
は①
人
事
や
給

与
の
決
定
権
限
が
あ
る
②
労
働
時

闘
が
自
分
の
裁
量
で
決
定
で
き
る

③
権
限
に
見
合
っ
た
待
遇
と
報
酬

|

葬
漏
た
す
こ
と
が
要
件
と
さ
れ

て
い
る。

セ
ン
タ
ー
は
、
が
ん
や
循
環

器
、
脳
神
経
疾
患
な
ど
生
活
習
慣

病
に
対
す
る
県
内
の
医
療
拠
点
。

二
十
六
の
診
療
科
が
あ
り
、
常
勤

医
七
十
七
人
が
在
籍
す
る
。

こ
の

う
ち
、
部
長
以
上
の
管
理
職
は
二

十
九
人。
日
々
の
診
療
、
残
業
も

こ
な
す
か
た
わ
ら
、
部
下
の
評
価

や
労
務
管
理
な
ど
も
寄
っ
。

管
理
職
と
し
て
一
定
の
権
限
と

責
任
は
持
つ
も
の
の
、
実
態
と
し

て
「
管
理
監
督
者」
に
当
て
は
ま

ら
な
い
と
さ
れ
た。
滋
賀
労
働
局

は
「
『管
理
職』
の
役
職
イ
コ
ー

ル
『管
理
監
督
者」
と
は
な
ら
な

い
。

管
理
監
督
者
の
範
囲
を
勝
手

に
拡
大
解
釈
し
、
法
律
に
違
反
し

て
い
れ
ば
当
然
、
医
療
現
場
で
も

是
正
が
必
要
」
と
す
る
。

過
酷
さ
募
る
勤
務
医

滋
賀
県
で
の
「
名
ば
か
り
管
理

職
」
問
題
は
、
勤
務
医
が
置
か
れ

た
厳
し
い
労
働
環
境
を
物
語
る
一

端
だ。医

療
現
場
の
労
働
実
態
に
詳
し

い
宮
沢
俊
夫
弁
護
士
(
五
八

)H
名
古

屋
市
H

は
「管
理
職
だ
け
で
な
く

一
般
の
医
師
に
さ
え
、
正
当
な
手

当
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
」
と
話
す。

奈
良
県
の
県
立
病
院
で
は
勤
務

医
が
一
昨
年
十
二
月
、
時
間
外
勤

務
に
対
す
蚤
手
当
が
労
働
実
態
に

見
合
っ
て
い
な
い
と
し
て
、
県
に

未
払
い
分
の
手
当
支
払
い
を
求
め

提
訴
し
て
い
る。
こ
の
ほ
か
に
も

最
近
で
は
佐
賀
、
山
梨
県
な
ど

で
、
医
師
ら
へ
の
時
間
外
手
当
不

払
い
に
対
し
労
基
暑
が
是
正
勧
告

し
て
い
る
例
が
あ
る。

「
医
師
は

高
い
使
命
感
を
持
っ
て
働
き
、
病

院
側
が
そ
の
使
命
感
を
利
用
し
て

い
る
状
況
と
も
言
え
る」と
宮
沢

弁
護
士
は
指

摘
す
る。

か
つ
て
自

治
体
病
院
で

院
長
と
病
院

事
業
管
理
者

を
兼
務
し
た

経
験
を
持

つ
、
北
陸
地

方
の
あ
る
病

院
長
は
「医

者
は
大
学
の

医
局
か
ら
一吉田

わ
れ
た
病
院

に
給
与
の
額

も
知
ら
な
い

ま
ま
就
職
す

る
こ
と
が
ほ

医
師
の
「名
ば
か
り
管
理
臓」

を
受
け
た
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
ン
タ
ー
u

滋
賀
県
守
山
市
で

と
ん
ど
だ
っ
た
」
と
言
う
。

し
か

し
、
過
酷
な
労
働
に
疲
れ
果
て

「今
、
医
師
は
医
局
の
保
護
か
ら

厳
れ
る
と
同
時
に
束
縛
か
ら
も
逃

れ
、
自
ら
の
権
利
に
目
覚
め
始
め

て
い
る
」
と
話
す。
さ
ら
に
「
医

師
不
足
と
い
う
現
状
は
も
ち
ろ
ん

あ
る
。

し
か
し
ま
ず
は
、
こ
う
い

っ
た
勤
務
医
の
待
遇
か
ら
改
め
な

け
れ
ば
、
不
満
を
う
っ
せ
き
さ
せ

た
医
師
た
ち
は
サ
ボ
ター
ジ
ュ
に

走
り
、
そ
し
て
黙
っ
て
病
院
を
去

っ
て
い
く
だ
け
だ」
と
憂
う。

厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
は

「医
師
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う

根
本
に
対
応
し
な
い
と
、
指
導
し

て
も
問
題
の
解
決
に
は
つ
な
が
ら

な
い
」
と
す
る。

し
か
し
、
医
師

不
足
は
単
な
る
医
師
数
確
保
だ
け

で
解
決
す
る
問
題
で
は
な
い
。

国
の
度
重
な
る
診
療
報
酬
マ
イ

ナ
ス
改
定
に
よ
る
医
療
費
抑
制
策

は
医
療
機
関
の
経
営
を
圧
迫
。

こ

れ
が
、
人
件
費
を
抑
制
し
よ
う
と

す
る
病
院
側
の
手
当
不
払
い
を
助

長
す
る
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

命
を
守
る
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
再

傍
築
す
る
か。
命
を
委
ね
る
わ
れ

わ
れ
一
人
一
人
も
、
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
だ。

中
日
新
聞
・

朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
間
日
(
日
)
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医
療
従
事
者

護師急増外からの
県内医療機関で「応媛ナース」として期限付きで働く
県外からの看護師が急増している。 ナースパワー人材セ
ンター 〔本社・熊本) が2007年度に全国の医療機関など
にあっせ人ノした看護師は1200人。 うち県内医療機関など
に派遣された「沖縄応援ナース」は401人に上り、全体
の 3分の l を占める。 派遣を受目ている県内医療機関で
は看護師不足の折、手厚い看護を提供できた一方で、短
期間で看護師が入れ替わる弊害も生じている。 関係者か
らは看護師不足の根本解決には、子育てをしながら働け
る社会の仕組みが必要という声が上がっている。

4 年で 12倍07年度401 人

医
療
機
関
な
ど
に
六
カ
月
の
期
限

は
更
新
や
正
職
員
と
し
て
働
く
こ

根
本
対
策
は
子
育
て
支
援

-
慢
性
的
不
足

県
内
へ
看
護
師
を
あ
っ
せ
ん
す

る
ナ
1

ス
パ
ワ
l

沖
縄
(郡
覇

市
)
は
「
慢
性
的
な
看
護
師
不
足

で
、
県
内
だ
げ
で
は
足
り
な
い
状

況
が
続
い
て
い
る
」
と
説
明
す

る
。

「
海
や
自
然
な
ど
沖
縄
の
魅

力
に
引
か
れ
て
勤
務
を
晶
仰
望
す
る

人
が
多
い
」
と
急
増
理
由
を
挙
げ

る
。

「
沖
縄
応
援
ナ
l

ス
」
は
県
内

し
、

沖
縄
営
業
所
を
開
設
し
たO

六
年
度
は
十
二
機
関
百
三
十
人
、

O
七
年
度
は
二
十
五
機
関
四
百
一

人
と
四
年
間
で
十
二
倍
増
と
な
っ

た
同
制
度
を
活
用
し
て
い
る
県
内 民

間
病
院
の
看
護
部
長
は
「
手
厚

い
看
護
が
で
き、

看
護
に
も
余
裕

が
出
て
き
た
。

契
約
更
新
も
あ

り
、

大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る

が
、

慣
れ
た
こ
ろ
に
契
約
が
切
れ

て
去
っ
て
し
ま
う
人
も
多
く
、

現

場
は
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
」
と

話
す
。

-
潜
在
看
護
師

沖
縄
労
働
局
に
よ
る
と
県
内
看

護
師
の
求
人
倍
率
はO
六
年
度
一

悶
矧
凹
同
闘
図
民
間
閏美

さ
ん
(
川
崎
)
は
話
す

。

現
在
、
労
働

基
準
監
督
署
に
労
災
申
請
中
だ

。

高
橋
さ
ん
は
高
校
を
準
業
後
、
看

護
助
手
と
し
て
働
き
な
が
ら
、2

年
で
准
看
護
師
の
資
格
を
取
得

。

そ

の
後
、
「
も
っ
と
本
格
的
に
看
護
に

30 

-
七
七
倍
と
求
人
よ
り
求
職
者
が

少
な
い。

一
方
で
実
数
は
つ
か
め

て
い
な
い
が
、
出
産、

育
児
で
離

職
し
た
「
潜
在
看
護
師
」
も
多
く

い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

潜
在
看
護
師
を
再
就
職
に
つ
な

げ
よ
う
と
八
月
に
開
催
さ
れ
た
県

立
病
院
の
再
就
職
相
談
会
に
は
一

日
で
四
十
七
人
が
訪
れ
た
が
、
午

前
中
勤
務
、
短
時
間
勤
務
の
要
望

が
多
か
っ
た。

病
棟
勤
務
は
時
聞
が
不
規
則

で
、

患
者
急
変
で
一ー1
二
時
間
勤

務
時
聞
が
延
び
る
こ
と
も
多
く

、

子
育
て
を
し
な
が
ら
看
護
師
を
続

げ
る
に
は
困
難
な
状
況
が
横
た
わ

る
。

前
出
の
看
護
部
長
は
「
子
ど

も
が
い
て
も
夜
勤
が
で
き
る
よ
う

公
的
な
夜
間
保
育
の
充
実
が
必
要

だ
」
と
述
べ、
子
育
て
支
援
拡
充

の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

(玉
城
江
梨
子)

琉
球

新
報
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月

4
日
(
木
)

そ
れ
な
の
に
、
補
充
要
員
は
新
人

ば
か
り
で
、
負
担
は
逆
に
増
え
、
祭

に
自
類
を
持
ち
帰
っ
て
仕
事
を
す
る

こ
と
も
常
だ
っ
た。

遺
族
を
支
援
す

る
原
宏
之
弁
護
士
に
よ
る
と
、
死
亡

直
前
の1
カ
月
間
の
残
業
は
、
労
災



医
師
不
足
に
よ
る
医
師
の
過
軍
労
働
が
問
題
に
な
る
一
方
、
看
護
師

の
過
労
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
死
亡
に
至
る
ケ

l

ス
も
後
を
絶
た

ず
、
遺
族
か
ら
は
看
護
の
労
働
環
境
に
対
す
る
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
(
野
瀬
輝
彦
)

自
歳
、
宿
直
明
け
に
急
死

「
問
題
は
人
数
が
少
な
い
こ
と
な

ん
だ
よ
ね
人
手
不
足
な
ん
だ
よ
」

「
こ
の
仕
事
の
忙
し
さ
・・絶

4/13 

yんないじめだ !12 日
いやあ前もあったけどさ

4/5 
問題は人数が少ない
入手不足なんだ干
言い方もきつくな
みんなすっげー疲

医
療
従
事
者

対
事
故
が
起
き
る
わ
よ
・
:
怖
い
わ

町
年
4

月
、
東
日
本
の
総
合
病
院

の

・
よ
い

・
わ
と

さ
る
こ

し
き
ハ

忙
起
加

の
が
出

事
故
が

仕
事
む

の
対
拓

こ
絶
人

4/24 

4112 
レポートなんかカ
この忙しいとき t
スタッフみんな
もう無理だよ
あ~疲れた・. 意織消失した

高橋愛依さんが記したネッ ト上の日記を、母の真
由美さんが印字した。 入手不足を嘆く言葉が続く

「人手不足J I絶対事故起きるわ、怖い」

に
勤
務
し
て
い
た
看
護
師
の
高
橋
愛

依
さ
ん
(
包
)
は
、
仕
事
に
追
わ
れ
る

苦
し
さ
を
ネ
ッ
ト
上
の
日
記
に
つ

づ
っ
て
い
た
。
そ
の1
カ
月
半
常

宿
直
明
け
の
朝
。
ベ
ッ
ド
の
代
わ

り
に
ス
ト
レ
ッ
チ
ャl
で
仮
眠
を
と

っ
て
い
た
高
橋
さ
ん
が
、
意
識
不
明

に
陥
っ
て
い
る
の
を
同
僚
が
発
見
。

す
ぐ
に
救
命
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、

二
度
と
意
識
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
死

因
は
「
致
死
性
の
不
整
脈
」
だ
っ

た
。「

身
も
心
も
す
り
減
ら
し
な
が
ら

患
者
さ
ん
の
た
め
に
働
い
た
末
に
、

こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
。
今
も

信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
母
親
の
真
由 機

わ
り
た
い
」
と
専
門
学
校
で
看
護

師
資
格
を
取
り
、
関
年
4

月
、
こ
の

総
合
病
院
の
手
術
部
で
働
き
始
め

た
。手

術
部
は
密
度
の
濃
い
職
場
だ
。

い
っ
た
ん
手
術
が
始
ま
れ
ば
、
何
時

間
で
も
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
患
者
の
介

助
や
医
師
の
サ
ポ
ー
ト
に
回
る
。
緊

急
手
術
が
い
つ
入
る
か
も
分
か
ら
な

そ
う
し
た
忙
し
さ
か
ら
か
、
同
僚

や
先
輩
は
次
々
退
職
し
、
加
入
い
た

職
場
は
国
人
に
ま
で
減
っ
た
。

宿
直

回
数
は
増
え
、
ロ
日
関
連
続
の
勤
務

に
な
る
な
ど
、
疲
れ
は
た
ま
っ
て
い

っ
た
。

国
相
手
の
訴
訟
に
署
名
1

万
酬
人

毎
週
金
曜
日
、
大
阪
高
裁
に
署
名

が
提
出
さ
れ
続
け
て
い
る
。

国
立
循
環
鰭
病
セ
ン
タ
ー
(
大
阪

府
吹
田
市
)
に
勤
務
し
て
い
た
女
性

看
護
師
が
く
も
膜
下
出
血
で
急
死

し
、
両
親
が
国
を
相
手
に
遺
族
補
償

金
の
支
払
い
を
求
め
た
訴
訟

。

何
年

の
求

者
請
地

係
災
刊
日

間
諜

一
同
一
一
却

療
労
数

医
過
件

• 
請件 求数 支定給件決数

盤 42 15 
47 9 
34 4 

04年度 21 3 
03年度 22 8 

|需紙芝fip部|

1

月
、
一
容
の
大
阪
地
裁
は
過
労
死

と
認
定
し
た
が
、
被
告
の
国
が
控
訴

し
、
高
裁
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
署
名
は

高
裁
に
地
裁
の
判
決
を
支
持
す
る
よ

う
求
め
る
内
容
で
、
こ
れ
ま
で
に
計

約
1

万
8

千
人
分
が
提
出
さ
れ
た
。

両
親
の
代
理
人
を
務
め
る
岩
減
穣

弁
護
士
に
よ
る
と
、
こ
の
訴
訟
で

は
、
整
口
が
固
と
い
う
点
に
大
き
な

意
味
が
あ
る
と
い
う
。
国
立
病
院
を

運
営
す
る
厚
生
労
働
省
は
同
時
に
、

労
働
者
の
過
労
死
に
責
任
を
持
つ
立

場
で
も
あ
る
か
ら
だ
。
岩
城
弁
護
土

は
「
国
に
医
療
現
場
の
労
働
環
境
を

改
普
さ
せ
る
た
め
、
極
め
て
大
き
な 基

準
と
さ
れ
る10
0

時
間
を
超
え

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

病
院
側
は
高
橋
さ
ん
の
死
の
原
因

が
業
務
に
あ
る
と
は
認
め
て
い
な

い
。
人
事
担
当
者
は
「
業
務
中
に
看

護
師
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
事
実
。

た
だ
、
業
務
と
死
亡
原
因
と
の
因
果

関
係
が
不
明
で
労
災
扱
い
は
適
当
で

な
い
」
と
話
す
。
だ
が
、
真
由
美
さ

ん
は
訴
え
る
。
「
娘
が
過
労
死
で
な

か
っ
た
ら
何
な
の
か
。
も
っ
と
休
み

を
取
れ
る
環
境
を
つ
く
ら
な
い
と
、

日
本
の
ど
こ
か
で
ま
た
同
じ
こ
と
が

起
き
て
し
ま
う。
疲
れ
果
て
た
看
護

師
に
診
て
も
ら
い
た
い
患
者
は
い
な

い
は
ず
で
す
」

意
味
の
あ
る
訴
訟
。
高
裁
で
も
必
ず

勝
利
を
勝
ち
取
り
た
い
」
と
話
す

。

判
決
は
叩
月
叩
自
の
予
定
だ
。

過
労
で
倒
れ
た
看
護
師
に
関
す
る

全
国
的
な
統
計
は
な
い
。
た
だ
厚
労

省
に
よ
る
と
、
町
年
度
に
過
労
で
脳

出
血
な
ど
を
発
症
し
た
と
し
て
労
災

認
定
を
申
精
し
た
医
療
・

福
祉
関
係

者
は
位
人
と
、
閃
年
度
の
泣
件
の
ほ

ぼ
倍。
岩
城
弁
護
士
は
「
恐
ら
く
こ

の
申
請
数
は
氷
山
の
一
角
限
界
が

来
る
前
に
辞
め
て
し
ま
う
看
護
師
も

多
い。

看
護
師
た
ち
の
労
働
環
境
の

改
替
は
急
務
だ
」
と
指
摘
す
る

。

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
幻
自
(
火
)
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医
療
従
事
者看

護
系
の
大
学
や
学
科
を
新
設
す
る
動
き
が
止
ま
ら
な

い
。

看
護
を
学
べ
る
大
学
は
、
一
九
八
九
年
の
十
一
大
学
か

ら
二
O
O
七
年
は
百
五
十
七
大
学
に
僧
加
し
た

。

二
O
O
九

年
四
月
に
は
、
豊
橋
創
造
大(愛
知
県
援
橋
市
)
が
費
型
子

科
を
設
置
し
、
平
成
医
療
専
門
学
院
(
肢
阜
市
)
は
大
学
へ

の
移
行
を
念
頭
に
短
大
を
新
設
す
る

。

就
職
に
直
結
す
る
看

護
師
の
衰
え
な
い
人
気
を
、
社
会
の
高
学
歴
志
向
が
加
速
さ

せ
て
い
る。

(
社
会
部・
藤
野
治
英)

増える

看護師は足りず

「 看護系大学の入試状況 1 
文部利 "Þôï反マ・数lJ .J-，調べ

一下 H
(1音準)
• 7 

. (, 

一
九
九
三
年
に
入
学
定
員
四
番
開
学
を
目
指
し
文
部
科
学
省

十
人
の
専
門
学
校
と
し
て
看
護
に
申
請
し
て
い
る
大
学
の
う
ち

学
科
を
設
け
た
平
成
医
療
専
門
八
大
学
が
看
護
学
科
を
設
け

学
院
は
、
八
月
に
隣
接
地
で
短
る
。

大
(
定
員
八
十
人)
の
新
校
舎
全
国
の
看
護
系
大
学
の
入
学

建
設
に
着
工
す
る。
豊
橋
創
造
定
員
は
、
八
九
年
の
計
五
百
五

大
も
「
東
三
河
で
初
」
室
哲
十
八
人
がO七
年
に
一
万
二
千

に
定
員
八
十
人
の
看
護
学
科
の
人
を
超
え
、
二
十
倍
以
上
と
な

新
設
準
備
を
進
め
て
い
る
。

来
っ
た
。

志
願
者
も
増
加
傾
向
を

見
せ
、O
七
年
の
倍
率
は
五・

一
一
語
と
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。

• 5 

.4 

. 0 
07 (年度)

背景に高学歴志向

「
就
職
に
直
結
」
と
人
気

入
学
定
員
、
初
年
前
の
却
倍

H • 
(万人)

7 ・

6 • 

• 3 

• 2 

()凸

専門学校から短大、大学へ

05 04 03 02 。 |

5 ・

o ・
2000 

4 ・

九，

2 ・

就
職
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
部
に
な
る
の
を
機
に
、
入
学
定

が
看
護
系
学
校
の
人
気
の
一
因
員
を
十
人
増
の
九
十
人
に
す

だ
。

「
昨
年
度
は
専
門
学
校
の
る
。

学
部
長
に
就
任
予
定
の
鎌

生
徒
四
十
人
に
対
し
延
べ
一
万
倉
や
よ
い
大
学
院
看
護
学
研
究

八
千
人
の
求
人
が
あ
っ
た
」
科
長
は
「
医
療
が
高
度
化
し

(平
成
医
療
専
門
学
院
の
短
大
て
、
看
護
師
に
も
畳
富
な
知
識

開
設
準
備
室
)
と
い
う
。

専
門
と
技
量
が
必
要
な
時
代
に
な
っ

学
校
を
含
め
看
護
系
の
入
学
定
た」と
大
学
の
役
割
を
強
調
。

員
は
約
一
万
九
千
人
。

厚
生
労
新
た
に
博
士
課
程
を
設
置
し
、

働
省
に
よ
る
と
、看
護
師
はO
看
護
学
の
研
究
者
や
教
育
者
の

六
年
で
四
万
二
千
人
足
り
ず
、
養
成
に
本
腰
を
入
れ
る

。

修
士

休
職
や
離
職
も
あっ
て
入
手
不
課
程
の
充
実
も
図
り
、
県
立
大

足
が
解
消
す
る
見
通
し
は
立
つ

ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
て
レ
ベ
ル

て
い
な
い。

今
年
三
月
現
在
の
の
高
い
志
願
者
を
集
め
る
考
え

有
効
求
人
倍
率
は
2

・

却
倍
だ
。

(保
健
師
と
助
産
師
を
含
む)

中
部
地
方
で
は
、
こ
れ
ま
で

で
、
希
望
さ
え
す
れ
ば
就
職
でO六
年
に
中
部
大
が
六
つ
自
の

き
る
。

学
部
と
し
て
生
命
健
康
科
学
部

か
つ
て
看
護
師
に
な
る
に
を
設
け
、
短
大
を
前
身
に
岐
阜

は
、
専
門
学
校
や
短
大
に
入
学
医
療
科
学
大
が
誕
生

。

O
七
年

す
る
の
が
主
流
だっ
た
が
、
社
に
は
四
日
市
看
護
医
療
大
が
三

会
の
高
学
歴
志
向
と
と
も
に
大
重
県
四
日
市
市
の
補
助
を
受
け

学
へ
の
志
願
者
が
猶
加
。

現
在
て
開
校
し
た。

で
も
、
愛
知
県
立
看
護
大
に
は
た
だ
、
大
手
予
備
校
の
河
合

「
定
員
を
増
や
し
て
」
と
い
う
塾
(名
古
屋
市)
は
「
選
択
肢

要
望
が
県
内
の
高
校
からい
く

が
広
が
り
、
全
国
的
に
は
志
願

つ
も
届
い
て
い
る。
文
科
省
医
者
が
集
ま
ら
な
い
大
学
も
出
て

学
教
畜
謀
は「高
学
歴
志
向
を
き
た
」
と
み
る。
今
後
、
特
色

背
景
に
、
看
護
系
の
学
校
の
専
あ
る
学
校
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

門
学
校
か
ら
短
大
、
四
大
へ
の
て
い
る
。

ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
は
し
ば
ら
く
続

く
の
で
は
」
と
み
る
。

愛
知
県
立
看
讃
大
は
来
春
、

大
学
の
統
合
で
県
立
大
看
護
学

中
日

新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
7

日
(
月
)
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ゐ
冨

国国

、 j

医
療
従
事
者

介
護
福
祉
士
の
転
職
目
立
つ

社
会
人
を
経
験
し
た
あ
と
に
看

護
師
を
目
指
し
て
看
護
学
校
で
学

ぶ
人
が
増
え
て
い
る
。
県
内
で

「
社
会
人
入
試
」
を
世
け
る
専
門

学
校
は3
校
あ
り
、
中
に
は
「
ク

ラ
ス
の
3

分
の
1

が
社
会
人
」
と

い
う
と
こ
ろ
も
。

や
り
が
い
や
安

定
性
を
求
め
て
入
学
す
る
学
生
で

目
立
つ
の
が
「
現
場
に
い
て
看
護

技
術
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
」
と

い
う
介
護
福
祉
士
か
ら
の
「
転

職
」
だ。

(
大
畠
正
吾
)

3校が入試枠

県
内
に
は
看
護
師
を
養
成
す
る

専
門
学
校
(
会
日
制
、
3

年
)
が6

校
あ
り
、
こ
の
う
ち
石
川
医
療
技

術
専
門
学
校
(
金
沢
市
)
、
七
尾
看

護
専
門
学
校
(
七
尾
市
)
、
こ
ま
つ

看
護
学
校
(
小
松
市
)
の
3

校
が

「
社
会
人
入
試
」
を
実
施
し
て
い

る
。

試
験
制
自
は
面
接
の
ほ
か
、
小

論
文
や
国
語
で
、
主
に
「
や
る
気
」

や
人
物
を
み
る。
こ
ま
つ
看
護
学

校
の
村
上
良
夫
校
長
(
位
)
は
「
社

会
人
の
方
が
目
的
意
識
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
」
と
歓
迎
す
る
。

入
学
前
の
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
女
性
は
介
護
福
祉
士
や
看
護

助
手
、
男
性
は
契
約
社
員
や
ア
ル

バ
イ
ト
が
多
い
と
い
う
。

3

校
の

中
で
も
っ
と
も
早
く
旧
年
に
姶
め

た
七
尾
看
護
専
門
学
校
の
揚
合
、

1

年
生
は
日
人
中5
人
が
介
護
福

祉
士。
2

年
生
の
福
盛
悦
子
さ
ん

(
詑
)
は
野
々
市
町
の
介
護
施
設
で

3

年
間
働
い
て
か
ら
入
学
し
た

。

「
お
年
寄
り
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、
『
私
に
医
療
の
知
識
が
あ
っ

た
ら
異
変
に
も
っ
と
早
く
気
づ
い

て
長
生
き
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
た
の

に
』
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
げ
」

と
話
す。
授
業
で
薬
の
こ
と
を
学

ぶ
と
「
あ
っ
、
あ
の
人
は
こ
の
薬

を
飲
ん
で
い
た
ん
だ
」
と
自
分
が

何
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
た
と
い
う
。

社
会
人
入
学
に
は
経
済
面
や
家

庭
な
ど
で
障
害
も
多
い
。

同
校
は

初
年
度
に
約10
5

万
円
の
学
賞

が
必
要
で
、
社
会
人
の
場
合
は
入

学
の
前
年
ま
で
収
入
が
あ
る
の
で

住
民
税
な
ど
の
負
担
も
重
い
。

「
多
く
の
学
生
が
な
ん
ら
か
の
奨

保
育
園
で
研
修
を
す
る
領
盛
悦
子

さ
ん
。

「
授
業は
大
変
だ
け
ど
、

将
来
の
患
者
さ
んの
た
め
に
頑張

る
」
H

七
尾
市
矢
田
町
の
や
ま
と

保
育
園

学
金
を
も
ら
っ
ていま
す
」
と
大

成
信
子
事
務
長
(
臼
)

。

福
盛
さ
ん

も
「
奥
能
登
地
域
の
病
院
に
一
定

期
間
勤
め
れ
ば
返
済
不
要
」
と
い

う
県
の
「
修
学
資
金
」
そ
月
四
万

円
受
け
て
い
る

。

3

年
生
の
岡
崎
幸
美
さ
ん
(
泊
)

は
主
婦
と
の
「
兼
業
」
。

7

歳
と

4

歳
の
男
の
子
が
お
り
、
「
子
ど

も
を
寝
か
し
つ
け
て
い
る
と
一
緒

に
眠
っ
て
し
ま
い
、
午
前
2

時
、

3

時
に
起
き
て
朝
ま
で
課
題
を
こ

な
す
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

。

保
育
園
の
送
迎
な
ど
を
し
て
く
れ

る
夫
の
両
親
の
応
援
を
支
え
に
頑

張
っ
て
い
る。

一
方
、
学
校
側
に
と
っ
て
社
会

人
の
存
在
は
収
入
面
で
大
き
い

。

「
看
護
師
不
足
」
が
問
題
に
な
る

中
、
県
内
の
看
護
専
門
学
校
は
定

員
割
れ
に
苦
し
ん
で
い
る
。

凶
年

度
か
ら
社
会
人
入
試
を
始
め
た
石

川
医
療
技
術
専
門
学
校
は
「
少
子

佑
で
応
募
が
減
る
こ
と
を
見
越

し
、
社
会
人
に
枠
を
広
げ
た
」
と

説
明
す
る。

来
年
度
入
試
で
は
2

回
だ
っ
た
試
験
を
3

固
に
増
や
す

予
定
で
、
増
加
す
る
社
会
人
の
取

り
込
み
を
狙
う

。

朝

日

(
石
川
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
9

日
{
火
)

33 



医
療
技
術覚

醒
状
態
で
脳
動
脈
癌
手
術

鴎
報
約
制
附
患
者
に
状
況
確
認

岡
山
赤
十
字
病
院
(
岡

山
市
青
江
)
は
、
脳
動
脈

癌
の
破
裂
を
防
ぐ
「
ク
リ

ッ
ピ
ン
グ
手
術
」
の
際
、

麻
酔
を
覚
ま
し
て
意
識
が

あ
る
状
態
で
行
う
手
法
に

成
功
し
た
。
手
術
の
感
覚

を
患
者
に
確
か
め
な
が

ら
進
め
る
こ
と
で
精
度
を

高
め
、
運
動
障
害
な
ど
合

併
症
の
発
生
率
を
減
ら
す

の
が
担
小
。
同
病
院
は

「
脳
腫
療
で
は
例
が
あ
る

が
、
脳
動
脈
腐
は
圏
内
初

で
は
な
い
か
」
と
し
て
い

る
。脳

動
脈
溜
は
、
脳
動
脈

の
分
岐
部
に
で
き
る
風
船

の
よ
う
な
「
こ
ぶ
」
で
、

破
裂
す
れ
ば
く
も
膜
下
出

血
を
起
こ
し
、
死
亡
す
る

ケ
l

ス
も
多
い
。
ク
リ
ッ

ピ
ン
グ
手
術
は
目
尻
の
横

に
穴
を
聞
け
、
脳
内
に
わ

ず
か
な
す
き
間
を
つ
く
っ

て
チ
タ
ン
製
ク
リ
ッ
プ
を

入
れ
、
動
脈
摺
の
根
元
を

ふ
さ
い
で
破
裂
を
防
止
す

る
。今

回
の
手
術
は
、
小
野

田
恵
介
第
二
脳
神
経
外
制

部
長
官
忍
が
八
月
中
旬
、

岡
山
市
の
五
十
代
女
性
に

実
施
。
通
常
の
全
身
麻
酔

の
代
わ
り
に
局
所
、
静
脈

麻
酔
な
ど
を
し
た
後
、
動

脈
癒
を
単
品
さ
ぐ
前
に
麻
酔

を
弱
め
て
覚
醒
さ
せ
、
言

葉
や
手
足
の
動
き
な
ど
の

感
覚
に
違
和
感
が
な
い
か

を
確
認
し
な
が
ら
ク
リ
ッ

プ
(
約
七
ミ
リ
)
を
取
り
付

け
た
。
覚
醒
後
も
痛
み
は

な
く
、
女
性
は
十
日
後
に

退
院
し
経
過
も
順
調
と
い

-
っ
。

全
身
麻
酔
と
比
べ
、
患

者
の
不
測
の
動
き
に
一
一
層

の
注
意
を
要
す
る
た
め
、

頭
部
の
回
定
に
加
え
、
せ

き
が
出
な
い
よ
う
の
ど
に

処
置
を
し
た
。
小
野
田
部

長
は
「
動
脈
癒
が
破
れ
た

り
患
者
が
お
う
吐
す
る
な

ど
の
事
態
に
も
備
え
、
万

全
の
態
勢
で
臨
ん
だ
。
今

後
も
症
例
に
合
わ
せ
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
し

て
い
る
。
(
内
田
圭
助
)

山
陽
新
聞

・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
6

日
(
土
)

大動脈癌手術に新手法
人
工
血
管
挿
入
し
治
療

【う
る
ま
】
県
立
中
部
病
院
(
平
安
山
英
盛
院
長
)
心
臓
血
管
外

科
の
本
竹
秀
光
部
長
ら
は
十
一
日
、
腹
部
大
動
脈
樹
の
手
術
で
、

腹
部
を
切
ら
ず
に
化
学
繊
維
と
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
人
工
血
管
「
ス
テ

ン
ト
グ
ヨ
フ
ト
」
を
太
も
も
の
付
け
根
か
ら
血
管
に
挿
入
す
る
、
血

管
内
治
療
法
を
確
立
し
た
と
発
表
し
た
。
県
内
で
初
め
て
。

県立中部病院

県
内
で
初
め
て
確
立

J 
「ステントグラフトJ を使った治療法を鋭明する (右から) 本
竹部畏、高良樽明放射線制盲目部長、平安山院畏=11 日午後 3 時、
うるま市宮里・中部病院

腹
部
大
動
脈
癌
は
動
脈
硬
化

や
高
血
圧
な
ど
が
原
因
で
血
管

の
壁
が
簿
く
な
り
、
こ
ぶ
の
よ

う
に
ふ
く
れ
あ
が
る
。
大
き
く

な
る
に
つ
れ
破
裂
の
危
険
性
が

高
く
な
る
。

従
来
は
、
全
身
麻
酔
で
患
者

の
腹
部
を
聞
い
て
患
部
を
切
り

取
り
、
布
製
チ
ュ
ー
ブ
の
人
工

血
管
に
置
き
換
、
え
る
手
術
が
主

流
だ
っ
た
。

し
か
し
、
高
齢
者
や
肺
に
障

害
が
あ
っ
て
体
力
の
な
い
患
者

は
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
リ
ス

ク
が
あ
っ
た
。

ス
テ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
治
療
は

局
部
麻
酔
で
太
も
も
の
血
管
か

ら
、
・2
アl
テ
ル
で
ス
テ
ン
ト

グ
ヨ
フ
ト
を
挿
入
。
大
動
脈
癌

の
あ
る
血
管
部
に
壁
を
作
っ
て

補
強
し
破
裂
を
防
ぐ。

手
術
後
、
早
く
て
三
日
で
退

院
で
き
、
食
事
も
翌
日
か
ら
可

能
と
い
う
。
本
竹
部
長
は
「
手

術
で
患
者
の
腹
部
を
聞
け
な
い

た
め
安
全
性
が
高
ま
る
。
手
術

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
整
え

ば
、
治
療
方
法
の
主
流
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
」
と
強
調
し

た
。四

日
に
同
方
法
で
手
術
し
、

十
一
臼
に
退
院
し
た
稲
嶺
盛
幸

さ
ん
(
叩)H
沖
縄
市H
は
「
手

術
後
の
二
日
後
く
ら
い
は
痛
み

が
あ
っ
た
が
、
今
は
手
術
前
の

状
態
に
戻
っ
た
。
食
欲
も
あ

る
」
と
話
し
て
い
た
。

ス
テ
ン
ト
ク
ラ
フ
ト
治
療
は

圏
内
で
二O
O
六
年
と
ろ
か
ら

行
わ
れ
、
同
病
院
で
は
昨
年
八

月
じ
導
入
し
た
。
主
に
七
十
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
五
人

が
手
術
を
受
け
、
い
ず
れ
も
成

功
し
て
い
る
。
昨
年
末
に
は
施

設
や
人
員
、
手
術
の
実
績
な
ど

が
実
施
基
準
を
満
た
し
て
い
る

と
し
て
厚
生
労
働
省
の
認
可
を

得
て
い
る
。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月

刊
は
日
(
金
)
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医
療
技
術 INTERVIEW 県内イシタピュー

胸
部
大
動
脈

新
手
術
に
取
り
組
む

総
合
南
東
北
三氷川
川
1

病
院
医
師
事
耶
山
戸

ー
人
工
血
管
の
ス
テ
ン
ト
グ
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
は
一
昨
年
秋

ラ
フ
ト
を
使
う
胸
部
大
動
脈
閣
に
腹
部
、
今
年
夏
か
ら
胸
部
の

(
り
ゅ
う
)
の
手
術
で
成
果
を
手
術
が
保
険
適
用
に
な
り
、
私

挙
げ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
手
術
は
こ
れ
ま
で
に
腹
部
は
約
四
十

で
す
か
。
人
、
胸
部
は
六
人
の
患
者
を
治

O
胸
部
大
動
脈
癌
は
胸
の
大

動
脈
の
一
部
が
と
ぶ
の
よ
う
に

膨
ら
む
病
気
で
す
。
高
齢
者
に

多
く
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
破
裂
す
れ
ば
死
亡
す
る
確

率
が
高
い
。
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
手
術
は
太
も
も
の
付
け
根
を

少
し
切
開
し
動
脈
か
ろ
細
く
た

た
ん
だ
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を

挿
入
し
ま
す
。
患
部
に
到
達
し

た
と
こ
ろ
で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
を
聞
き
、
血
液
の
通
り
道
を

つ
く
り
ま
す
。
弱
く
な
っ
た
血

管
の
中
に
別
の
丈
夫
な
管
を
入

れ
て
、
血
圧
に
よ
る
破
裂
を
防

ぐ
わ
廿
で
す
。
大
動
脈
癌
の
ス

博
文
さ
ん

体
に
低
負
担

療
し
ま
し
た
。

|
ど
ん
な
長
所
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

。
通
常
、
胸
部
大
動
脈
癌
は

開
胸
手
術
で
治
療
し
ま
す
が
体

へ
の
負
担
が
大
き
く
、
体
力
の

な
い
人
は
手
術
で
き
な
か
っ
た

り
、
手
術
し
て
も
寝
た
き
り
に

な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
ス

テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
を
使
え
ば
、

体
へ
の
負
担
が
小
さ
く
、
手
術

の
翌
日
か
ら
歩
廿
ま
す
。
短
期

普
及
ヘ
全
力

闘
で
退
院
で
き
、
費
用
も
通
常

の
手
術
よ
り
少
な
い
。
医
師
の

正
確
な
技
術
と
高
度
な
機
材
が

必
要
で
す
が
、
胸
部
下
行
大
動

脈
癌
の
患
者
の
う
ち
六
割
程
度

は
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
が
使
え

る
と
貝
全
諒
れ
ま
す
。

ー
患
者
に
は
朗
報
で
す
ね
。

ど
う
し
て
と
の
手
術
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

。
十
三
年
前
に
ア
メ
リ
カ
の

学
会
で
「
と
ん
な
方
法
が
あ
っ

た
の
か
」
と
衝
撃
を
受
け
、
翌

年
か
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
乙

れ
ま
で
大
動
脈
閣
の
外
科
手
術

を
腹
部
、
胸
部
広
国
わ
せ
て
五
百

例
ほ
ど
手
掛
け
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
実
績
か
ら
腹
部
に
続
い
て

東
北
初
の
胸
部
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
実
施
医
と
な
り
、
総
合
南

東
北
病
院
も
東
北
初
の
実
施
施

設
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

。
手
術
、
指
導
な
ど
猛
烈
に

忙
し
い
そ
う
で
す
ね
。

みどりかわ ・ ひろふみ
中島村出身。安積高、福島
医大率。公立岩瀬病院、福
島医大付属病院、徳島第一
病院などを経て平成18年か
ら総合南東北病院循環器・
血管外科科長。日本心臓血
管外科学会評議員。野球な
どのスポーツが趣味。自宅
は福島市で恭子夫人と 2 男
2女の 6 人家族。 47歳。

ー
新
聞
で
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
が
報
じ
ら
れ
、
各
地
か
ら
毎

日
の
よ
う
に
患
者
さ
ん
が
来
院

し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
必
要
と
さ

れ
て
い
た
の
だ
と
あ
ら
た
め
て

実
感
し
て
い
ま
す
。
火
曜
日
は

県
内
外
で
研
修
指
導
を
す
る
と

と
が
多
く
、
そ
れ
以
外
は
ほ
ぼ

毎
日
、
外
来
診
療
や
手
術
が
あ

り
ま
す
。
病
院
に
顔
を
出
さ
な

い
日
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
胸
部
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト

手
術
の
指
導
医
資
格
を
取
得

し
、
と
の
手
術
が
で
き
る
医
師

を
一
人
で
も
多
く
蓋
成
す
る
の

が
現
在
の
目
標
で
す
。

ー

本
県
や
東
北
の
医
療
発
展

に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
医
師

を
志
し
た
き
っ
か
け
は
。

。
私
は
呉
服
店
の
畏
男
で
す

が
、
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
医

者
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
幼
い
と
ろ

に
妹
を
亡
く
し
た
乙
と
が
影
響

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
赤
ひ
げ
」
の
よ
う
な
医
者
に

な
り
た
い
と
考
え
、
何
で
も
で

き
る
外
科
医
を
選
び
ま
し
た
。

年
を
と
っ
て
手
術
が
で
き
な
く

な
っ
た
ら
、
古
里
か
ど
と
か
で

聴
診
器
を
掛
り
て
診
察
か
ば
ん

を
手
に
、
地
域
医
療
の
役
に
立

ち
た
い
。
で
も
、
も
し
生
ま
れ

変
わ
っ
た
ち
、
や
っ
ぱ
り
心
臓

外
科
医
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

佐
藤

克
也

福
島

民

報
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
5

日
(
金
)
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医
療
技
術

不
整
脈
仕
組
み
解
明

府
立
巨
大
心
筋
の
濃
度
調
節
に
異
常

心
筋
細
胞
の
カ
ル
シ
ウ

ム
イ
オ
ン
讃
度
の
異
常
な

変
化
が
引
キ
」
金
と
な
っ
て

不
整
脈
が
起
こ
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
一
端
を
、
京
都
府

立
医
科
大
の
田
中
秀
央
講

師
(
実
験
病
理
学
)
の
グ

心不全患者

ル
ー
プ
が
心
筋
細
胞
の
観

察
で
突
き
止
め
た
。
不
整

脈
を
防
ぐ
効
果
的
な
新
薬

開
発
に
つ
な
が
る
成
果
と

い
う
。
米
国
心
臓
協AE機

関
誌
「
サl
キ
ュ
レl
シ

ヨ
ン
リ
サ
ー
チ
」
で
三
十 日

付
で
発
表
す
る
。

心
臓
に
は
数
千
万
個
の

心
筋
細
胞
が
中
旬
、
電
気

的
な
輿
嘗
を
受
け
る
と
、

細
胞
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
イ

オ
ン
溝
度
が
一
斉
に
急
上

昇
し
て
収
縮
す
る
。
と
こ

重
症
で
も
歩
行
の
可
能
性

閥
控
訴
肝
新
タ
イ
プ
の
薬
に
道

重
症
の
心
不
全
患
者
で

も
、
手
足
の
筋
肉
な
ど
に
酸

素
が
十
分
に
行
き
渡
れ
ば
体

を
動
か
し
て
歩
け
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
、
大
阪
大
学

と
順
天
堂
大
学
の
研
究
チ
ー

ム
が
動
物
実
験
で
突
き
止
め

た
。

ワ
ニ
の
生
態
を
ヒ
ン
ト に

し
て
研
究
し
た
も
の
で
、

酸
素
を
手
足
な
ど
に
運
ぷ
ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
の
働
き
を
高
め

る
薬
剤
も
見
つ
け
た。
研
究

チ
1

ム
は
、
ま
っ
た
く
新
し

い
タ
イ
プ
の
心
不
全
治
療
薬

開
発
の
足
が
か
り
に
な
る
と

期
待
し
て
い
る。

阪
大
の
大
津
欣
也
准
教
授

と
順
大
の
白
津
卓
二
教
授
ら

の
共
同
研
究
チl
ム
の
成
果

で
、
米
心
臓
病
学
会
誌
の
二

十
六
日
号
に
論
文
が
掲
載
さ

れ
る。ヘ

モ
グ
ロ
ビ
ン
は
血
流
に

よ
っ
て
酸
素
を
脳
や
手
足
な ろ

が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度

が
う
ま
く
調
節
で
き
な
い

細
胞
は
、
電
気
的
興
奮
を

受
け
な
く
て
も
カ
ル
シ
ウ

ム
濃
度
が
上
が
り
収
縮
す

る
た
め
、
不
整
脈
の
原
因

に
な
る
。

田
中
講
師
ら
は
、
十
個

前
後
の
ラ
ッ
ト
の
心
筋
細

胞
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
讃
度

変
化
と
電
気
的
変
化
を
同

時
に
観
察
で
き
る
シ
ス
テ

ど
に
運
ぶ。
水
中
に
長
時
間

潜
っ
て
い
ら
れ
る
ワ
ニ
は
、

手
足
な
ど
で
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

か
ら
酸
素
が
放
出
さ
れ
や
す

い
特
徴
を
持
つ
こ
と
で
知
ら

れ
て
お
り
、
こ
の
生
態
に
着

目
し
た
。

実
験
で
は
、
心
不
全
を
起

こ
し
て
い
る
マ
ウ
ス
に
、
ワ

ニ
と
同
様
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

を
持
っ
た
マ
ウ
ス
の
骨
髄
を

移
植
す
る
と
、
心
機
能
は
回

復
し
な
い
も
の
の
正
常
な
マ

ウ
ス
並
み
に
走
れ
る
よ
う
に ム

を
開
発
、
そ
の
関
係
を

調
べ
た
。
カ
ル
シ
ウ
ム
讃

度
の
調
節
機
能
を
失
っ
た

細
胞
が
ば
、
り
ば
、
り
に
カ
ル

シ
ウ
ム
濃
度
を
上
げ
て
も

心
臓
の
異
常
は
起
き
な
い

が
、
一
群
と
し
て
同
時
に

上
昇
す
る
と
異
常
な
電
気

的
変
化
が
生
じ
、
収
縮
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
不
整
脈

に
な
っ
た
。
田
中
講
師
は

「
不
整
脈
の
治
療
に
は
、

な
っ
た。
手
足
な
ど
に
酸
素

が
十
分
に
行
き
渡
れ
ば
、
心

機
能
が
低
く
て
も
身
体
を
動

か
せ
る
の
が
分
か
っ
た
。

さ
ら
に
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

か
ら
酸
素
を
放
出
し
や
す
く

す
る
薬
剤
「R
S
R
m
」
を

探
し
当
て
た。
R
S
R

日
を

心
不
全
を
起
こ
し
た
マ
ウ
ス

に
投
与
し
た
と
こ
ろ
、
同
様

に
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
も
と
に
実
用
的
な

薬
剤
の
開
発
を
進
め
る
。

息

切
れ
す
る
た
め
に
ほ
と
ん
ど

36 

異
常
な
電
気
的
興
奮
を
抑

え
る
薬
が
主
に
用
い
、
り
れ

て
い
る
が
、
細
胞
の
カ
ル

シ
ウ
ム
漕
度
調
節
機
構
に

働
き
か
け
る
薬
も
有
望

だ
」
と
話
し
て
い
る
。

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
初
日
(
土
)

動
け
な
い
慢
性
心
不
全
患
者

で
も
、
自
分
で
身
の
回
り
の

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

可
能
性
が
あ
る。
心
不
全
患

者
は
基
本
的
に
投
薬
治
療
を

受
け
て
い
る
が
、
既
存
薬
は

心
機
能
の
改
善
効
果
が
不
十

分
だ
っ
た
り
す
る
課
題
を
抱

え
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
お
日
(
火
)



補
充
す
る
治
療
が
あ
る

が
、
精
神
系
の
薬
の
副
作

用
が
原
因
の
場
合
、
治
療

法
は
な
い
。

脱
水
時
は
一
般
に
、
細

胞
に
水
分
を
取
り
入
れ
る

大
量
の
尿
が出
て
脱
水
た

。
尿
か
ら
水
を
吸
収
す
尿
崩
症
の
患
者
は
、
数
た
ん
ぱ
く
質
「
ア
ク
ア
ポ

状
態
に
陥
る
病
気
「
尿
崩
る
役
劃
を
果
た
す
物
質
の
万
人
程
度
い
る
と
み
ち
れ
リ
ン
」
が
尿
細
管
の
細
胞

症
」
が
起
き
る
仕
組
み
を
、
移
動
に
、
不
可
欠
な
た
ん
る
。

1

日
最
大
叩
附
近
く
内
部
か
ら
細
胞
の
表
面
へ

東
京
医
科
歯
科
大
な
ど
が
ぼ
く
質
を
突
き
止
め
た
。
尿
が
出
る
た
尚
一

ぃ水
を
補
移
動
し
、
尿
か
色
水
を
吸

解
明
し
、
日
日
付
の
米
の
と
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
給
し
な
い
と
昏
睡
状
態
に
収
す
る
。
し
か
し
、
尿
崩

科
学
誌
「
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
と
と
に
よ
っ
て
、
尿
崩
症
な
る
乙
と
も
あ
る
。
遺
伝
症
患
者
は
、
脱
水
状
態
で

オ
プ
・
セ
ル
・
バ
イ
オ
ロ
の
新
薬
開
発
が
期
待
で
き
性
の
尿
崩
症
の
場
合
、
尿
も
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
が
細
胞

ジ
l

」
電
子
版
に
発
表
し
る
と
い
う
。
を
調
節
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
表
面
に
移
動
せ
ず
、
尿
か

医
療
技
術

四
自
身
の
脂
肪
で
乳
房

抑
幹
細
胞
注
入
し
修
復

乳
が
ん
で
乳
房
温
存
手
術
を
し

一

た
後
、
患
者
自
身
の
脂
肪
組
織
か

一

ら
探
っ
た
幹
細
胞
を
注
入
す
る
と

一

乳
房
再
建
に
効
果
が
あ
る
よ
う一

だ
。

九
州
中
央
病
院
(
福
岡
市
)一

の
北
村
蔵
副
院
長
(
乳
腺
外
掛
)

一

ら
の
臨
床
研
究
で、
注
入
後1
年

一

半
以
上
た
っ
た
叩
人
を
調
べ
た
と一

こ
ろ
、
膨
ら
み
が
保
た
れ
て
い

一 た
。

初
日
か
ら
大
阪
市
で
開
か
れ

る
日
本
乳
癌
学
会
で
発
表
す
る

。

脂
肪
組
織
か
ら
幹
細
胞
な
ど
を

抽
出
す
る
機
器
を
開
発
し
た
米
サ

イ
ト
リ
社
と
の
共
同
研
究
で
、
ま

ず
患
者
の
腹
部
か
ら
吸
引
し
た
脂

肪
組
織
を2
等
分
す
る。

一
方
を

処
理
し
て
、
横
々
な
細
胞
の
元
に

な
る
幹
細
胞
を
含
む
細
胞
液
を
抽 出

し
、
も
う
一
方
の
脂
肪
組
織
と
一
す
乳
房
温
存
手
術
が
行
わ
れ
る
こ一い
と
い
う。

混
ぜ
合
わ
せ
て
再
建
し
た
い
場
所

一と
が
多
い
が
、
術
後
の
放
射
線
治

一
抽
出
し
た
細
胞
鞭
に
は
幹
細
胞

に
注
入
す
る。
一

一
療
の
影
響
な
ど
で
思
う
よ
う
に
膨

一だ
貯
で
な
く
、
血
管
新
生
を
促
す

侃
年5
月
か
らm
i
m代
のm

一ら
み
が
戻
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

一物
質
や
繊
維
組
織
を
作
る
物
質
な

人
の
患
者
に
実
施
し
た
。

注
入
か

一
詩
さ
ん
に
よ
る
と
いに
の
手一ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
複
合
的

ら
1

年
半
以
上
過
ぎ
た
叩
人
を
調一法
は
、
残
っ
た
乳
房
の
聾
縮
が
大

一に
働
い
て
組
織
が
生
着
し
や
す
い

べ
た
と
こ
ろ
、
が
ん
摘
出
で
く
ぽ一き
い
場
合
の
復
元
は
難
し
い
も
の

一と
み
ら
れ
る
。

ん
だ
揚
所
の
厚
み
(
中
央
値
)
は

一の
、
部
分
的
な
く
ぼ
み
で
あ
れ
ば一

再
建
前
は9
・
8

ミ
リ
だ
っ
た
が
、一十
分
修
復
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
一

注
入
1

カ
月
後
は
日
・1
ミ

リ
に
な

一一
長
期
的
な
効
果
や
副
作
用
は
ま
だ

一

り
、
-
年
半
後
も
日・5
ミ

リ
と
膨

一わ
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
1

一

ら
み
が
保
た
れ
て
い
た。
一

年
半
(
最
長2
年
2

カ
月
)
で
は

一

乳
が
ん
が
比
較
的
進
ん
で
い
な

一8
割
の
患
者
が
満
足
し
て
お
り
、一

い
場
合
は
乳
房
を
で
き
る
だ
け
残

一特
段
の
副
作
用
も
み
ら
れ
て
い
な

一

東
京
医
歯
大
新
薬
開
発
に
光

尿
崩
症
の
仕
組
み
解
明

ち
の
水
の
取
り
入
れ
が
で

き
な
い
た
め
、
脱
水
状
態

が
続
く
と
み
ら
れ
る
。

通
常
は
ア
ク
ア
ポ
リ
ン

を
細
胞
内
部
に
と
ど
ま
ら

せ
る
「
柵
」
の
働
き
を
す
る

た
ん
ぱ
く
質
「
ト
ロ
ポ
ミ

オ
シ
ン
」
が
、
脱
水
を
き
っ

か
り
に
ア
ク
ア
ポ
リ
ン
と

結
び
つ
き
、柵
の
役
目
を

し
な
く
な
り
、
ア
ク
ア
ポ

リ
ン
が
自
由
に
移
動
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
と
が
分

か
っ
た
。
研
究
チl
ム
の

τfiï 
与 H
a き

ヲE
引!き
Eg 
刻暫

野
田
裕
美
・
同
大
助
教
は

「
ト
ロ
ポ
ミ
オ
シ
ン
の
量

や
働
き
を
調
節
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
治
療
で
き
な

か
っ
た
患
者
の
た
め
の
新

薬
が
開
発
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
話
し
て
い
る
。

【
永
山
悦
子
}
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医
療
技
術神

経
の
再
生
医
療

交
通
事
故
な
ど
で
背
骨
を

通
る
中
枢
神
経
が
傷
つ
く
脊

髄
(せ
き
ず
い
)
損
傷
の
再

生
医
療
に
向
け
た
研
究
開
発

が
活
発
に
な
っ
て
き
た。
慶

応
大
学
な
ど
は
肝
臓
の
細
胞

を
精
や
す
た
ん
ぱく
質
で
神

経
の
再
生
に
成
功
、
来
年
度

に
臨
床
試
験
に
乗
り
出
す。

欧
米
で
も
治
験
が
進
み
つ
つ

あ
る
。

実
用
化
に
は
制
度
な

ど
諜
題
が
あ
る
も
の
の
、
「中

枢
神
経
は
再
生
し
な
い」と

い
う
医
学
の
常
識
が
覆
る
可

能
性
が
あ
る。

脊
髄
領
傷
は
中
枢
神
経
が

傷
つ
き
、
脳
の
命
令
が
体
に

届
か
な
く
な
る
疾
患。
畑
出
傷

部
位
と
程
度
に
よっ
て
下
半

身
な
ど
様
々
な
体
の
機
能
が

ま
ひ
す
る。
日
本
の
患
者
数

は
約
十
万
人
で
、
毎
年
四
千

|

五
千
人
増
え
て
い
る
と
い

う
。

医
学
的
に
は
中
継
神
経

は
一
度
傷
つ
く
と
回
復
し
な

い
と
い
わ
れ
有
効
な
治
療
法

医
学
の
常
識
覆
す
か

脊
髄
損
傷
近
づ
く
臨
床
応
用

脊髄損傷の再生医療に向けた世界の動き

程FZ善命活く 開研究発l'体・ i隼ちょく状況

HG F (肝細胞 クリングルフ
前臨床試験中

閉同宣凶子) ア ーマ ・慶大

セマフォリ ン阻 人;日本イ1τ友~ 前臨床試験の
答期l :v; . ~大 直前

コ ン ドロイ チナ 生化学工業 ・ IÌ可臨床試験の
ーゼ'A B C 鹿ノ又 直前

fi髄問主定系幹細
前臨床試験の

胞から神経など 東北大
に分化し移植

11'(前

セスリン (遺伝
アルセレス製 日本での治験 l

子組み換えたん
ぱく質)

架(米) を検n中

G-CSF 
:v;邦lの臼セ臨

(血球系の噌殖 千梁大
床試験.Hí問中

凶 子)

自家鼻粘膜細胞 リ スボン(ポ ポルトガ ル
移植 ル トガル)の 1 30例以上。

病院、 l以大 阪大では 2 例

1苫位:イヒマク ロフ プロニューロ 海外で安全性
ア ージ(免疫系 ン宇土 (イスラ
細胞) 移組 エル) の治験を検討

巾

日本、試験体制に課題

慶
大
、
肝
細
胞
増
す
因
子
使
う

が
な
い
だ
け
に
、
再
生
医
療

に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
。

慶
応
大
学
の
岡
野
栄
之
教

揺
は
ら
は
、
た
ん
ぱ
く
質
の
一

種
「肝
細
胞
増
殖
因
子(H

G
F

)
」
を
使
っ
て
神
経
の

再
生
に
成
功
し
た。
H
G
F

は
血
管
再
生
な
ど
に
関
与
す

る
。

手
足
の
神
経
を
つ
か
さ

ど
る
首
の
神
経
を
傷
つ
け
て

ま
ひ
さ
せ
た
サ
ル
で
、
損
傷

部
分
に
注
入
し
た
と
こ
ろ
床

を
は
う
だ
け
だ
っ
た
の
が
ジ

ャ
ン
プ
し
た
り
握
り
運
動
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た。

岡
野
教
授
は
バ
イ
オ
ベ
ン

チ
ャ
ー

の
ク
リ
ン
グ
ル
フ
ァ

l

マ
(
大
阪
府
豊
中
市
)
と 組

み
、
臨
床
試
験
に
来
年
度

か
ら
乗
り
出
す。
将
来
は
脊

筒
損
傷
治
療
薬
と
し
て
承
認

を
取
り
た
い
考
え
だ。

慶
大
は
こ
れ
ま
で
死
亡
胎

児
由
来
の
神
経
幹
細
胞
や
患

者
の
神
経
幹
細
胞
で
神
経
再

生
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

た

だ
胎
児
由
来
の
細
胞
はニO

Q
ハ
年
の
研
究
指
針
で
利
用

が
厳
し
く
な
りH
G
F

に
着

目
。

H
G
F

は
血
管
再
生
の

遺
伝
子
治
療
薬
と
し
て
近
く

承
認
を
受
け
る
可
能
性
が
あ

り
、
生
命
倫
理
な
ど
の
問
題

が
な
い
の
も
特
徴
だ
。

海
外
で
も
脊
髄
損
傷
の
再

生
医
療
研
究
が
進
む
。

米
国

の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

企

業
、
ジ
エ
ロ
ン
社
は
あ
ら
ゆ

る
細
胞
に
分
化
す
る
匪
(
は

い
)
性
幹
細
胞(
E
S細
胞
)

を
利
用。
神
経
細
胞
を
育
て

て
患
者
に
移
植
す
る
臨
床
試

験
を
米
食
品
医
薬
品
局(F

D
A
)に
申
請
中
だ。

ポ
ル
ト
ガ
ル
や
中
国
で
も

鼻
粘
膜
細
胞
を
移
植
す
る
臨

床
試
験
が
始
ま
っ
た
ほ
か
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
プ
ロ
ニ
ュ
ー

ロ
ン
社
が
開
発
し
た
活
性
化

マ
ク
ロ
フ
ァl
ジ
(
免
疫
系

細
胞
)
を
使
っ
て
世
界
の
複

数
の
医
療
施
設
が
臨
床
試
験

中
。

米
や
カ
ナ
ダ
で
は
複
数

企
業
や
大
学
が
炎
症
を
抑
え

る
薬
剤
で
研
究
が
進
む
。

患
者
数
や
有
効
性
な
ど
は

詳
し
く
公表
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
あ
る
が
、
再
生
医
療

に
お
け
る
脊
髄
損
傷
は
最
も

注
目
さ
れ
る
分
野。二
十
世

紀
初
頭
に
ノー
ベ
ル
生
理
・

医
学
績
を
受
賞
し
た
ラ
モ
ニ

・

カ
ハ
|

ル
博
士
は
「中
根

神
経
は
再
生
し
な
い」と
語

っ
た
。

医
学
の
常
識
と
さ
れ

て
き
た
「脅
髄
領
傷
の
回
復

は
難
し
い」
と
の
定
説
が
覆

る
可
能
性
が
あ
る
。

た
だ
、
本
格
的
な
患
者
の

治
療
に
は
社会
的
な
課
題
も

あ
る
。

岡
野
教
綬
も「日
本

は
基
礎
研
究
の
レベ
ル
は
国

際
的
に
も
誇
れ
る
が
、
欧
米

に
比
べ
て
臨
床
へ
の
橋
渡
し

が
弱
い」
と
指
摘
す
る。

背
崇
に
は
日
本
国
内
で
の

複
数
医
療
機
関
の
逮
捕
閉
が
取

れ
ず
、
臨
床
試
験
に
参
加
す

る
患
者
数
が
少
な
い
と
い
う
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問
題
や
、
臨
床
試
験
を
推
進

す
る
た
め
の
人
材
も
不
足
し

て
い
る
現
状
が
あ
る
。

一
方

で
、
「和
田
心
臓
移
縞」
以

来
、
医
師
主
導
で
の
実
験
的

な
治
療
法
を
導
入
す
る
こ
と

へ
の
世
間
の
自
や
医
師
サ
イ

ド

で
の
自
主
規
制
も大き
い

の
で
は
と
の
指
摘
も
あ
る
。

国
内
で
遅々
と
し
て
臨
床
応

用
が
進
ま
な
い
中
で
は
、
中

国
に
渡
り
治
療
を
受
け
る
例

も
出
始
め
て
い
る
と
い
う
。

新
型
万
能
細
胞(i
p
s

細
胞
)
を
き
っ
か
け
に
注
目

さ
れ
る
再
生
医
療。
「
治
療

手
法
が
確
立
し
て
い
る
の
に

先
に
進
ま
な
い。
治
療
の
安

全
性
と
生
命
倫
理
の
問
題
は

切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
も

あ
る
の
で
は」
(
日
本
せ
き

ず
い
基
金)
と
の
声
も
あ
が

る
な
ど
、
日
本
の
医
療
技
術

の
臨
床
応
用
の
課
題
も
浮
き

彫
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

(
吉
野
真
由
美)

日
経
産
業
新
聞
・
関

2

0
0
8

年
8

月
幻
自
(水
)



E3 

Z~措

E3 
E重量
E己~
E耳

慶大、 MRI 使い技術確立
医
療
技
術

水分子の動きから成熟度算出

慶
応
義
塾
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
の
宮
田
昌
信
専
任
講
師
の
研
究
室
は
、
磁
気
共

鳴
断
層
撮
影
装
置〈M
R
I)
を
使
い
再
生
軟
骨
を
非
破
嬢
で
評
価
す
る
技
術
を
確
立
し

た
。
再
生
軟
骨
が
含
む
水
分
子
の
動
き
か
ら
固
さ
を
測
定
し
成
熟
度
を
算
出
す
る

。
実験

で
実
際
の
数
値
と
弓
n
m
%の
精
度
で
あ
る
こ
と
が
証
明
で
き
た

。

l
p
S
細
胞
(万
能

細
闘
)
研
究
で
活
気
づ
く
再
生
医
療
の
実
用
化
に
不
可
欠
な
技
術
と
な
り
う
る

。
今
後
は

国
際
標
準
化
を
視
野
に
、
人
体
か
ら
取
り
出
し
た
サ
ン
プ
ル
で
の
実
験
に
入
る
。

日
白
か
ら
開
か
れ
る
日
本

磁
気
共
鳴
医
学
会
の
大
会
で

発
表
す
る。
宮
田
専
任
講
師

ら
は
、
人
体
組
織
の
7

割
以

上
が
水
で
で
き
て
い
る
こ
と

MRI:を使った再生軟骨の
成烈度の非接触計測j

に
着
目。
磁
場
密
度
の
高
い

4
・
7

野
ス
のM
R
I手
使
い
、

仔
牛
の
細
胞
か
ら
培
養
し
た

再
生
軟
骨
を
培
養
日
数
ご
と

に
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
成
長

が
進
む
に
つ
れ
組
織

が
固
ま
り
、
水
分
子

の
動
き
が
鈍
く
な
る

こ
と
を
実
証
し
た
。

再
生
医
療
は
、
当

人
か
ら
取
り
出
し
た

細
胞
を
培
養
し
て
組

織
を
再
生
す
る
オ
ー

ダ
ー
メ
ー
ド
裂
の
研

究
が
加
速
す
る
と
言

わ
れ
「
貴重
な
サ
ン

プ
ル
を
傷
つ
げ
な
い

検
査
法
は
非
常
に
重

要
」
(宮
田
専
任
講

飾
)
と
い
う
。

今
後
は
一
般
の
病
院
に
あ

る
2
q
以
下
のM
R
I
で
容

易
に
計
測
で
き
る
よ
う
、
年

度
内
で
技
術
の
確
立
を
目
指

す
。

ま
た
、
来
年
度
中
を
め

ど
に
標
準
的
な
評
価
技
術
と

し
て
国
際
標
準
化
機
構(I

S
O
)
へ
の
申
簡
も
行
う
。

同
研
究
は
、
東
京
大
学
や
産

業
技
術
総
合
研
究
所
な
ど
と

行
う
共
同
プ
ロ
フ
ェ
ク
ト
の

一
環。

日
刊
工
業
新
聞
・

糊
酬

2
0
0
8

年
9

月
刊
日
(
木
)

治
療
の
対
象
は
、
糖
尿

病
の
合
併
症
と
し
て
糟
え

て
い
る
慢
性
動
脈
閉
塞
症

(
A
S
O
)な
ど
で
、
足

の
壊
死
が
進
ん
だ
重
症
の

患
者
。
自
身
の
骨
髄
の
細

胞
(
骨
髄
単
核
球
)
を
足

の
筋
肉
に
移
植
し
血
管
の

再
生
を
導
く
。
ニO
O

一

年
に
府
立
医
大
の
松
原
弘

明
教
授
が
始
め
、
現
在
圏

内
十
七
施
設
で
先
進
医

療
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。 hd面E

L....----，姐・-----

.-~ -・・・園田

24a  
，s::圃

府
立
医
大

ま
と
め

重症の末梢
動脈閉塞症

は
良
好

「
効
果
を
実
証
」

京
都
府
立
医
科
大
が
世
界
に
先
駆
け
て
実
悼
し
た
重
症
の
末
梢

動
脈
閉
塞
症
の
患
者
へ
の
血
管
再
生
医
療
の
治
療
デ

l

タ
が
ま
と

ま
り
、
米
医
学
専
門
誌
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

に
こ
の
ほ
ど
掲
聾
」
れ
た
。
治
療
後
の
経
過
は
良
好
で
「
多
く
の

患
者
に
治
療
を
広
ぜ
ん
い
」(的
場
聖
明
・
循
環
器
内
科
講
師
)

と
い
う
。

松
原
教
怒
り
は
府
立
医

大
、
名
古
屋
大
な
ど
十
一

施
設
百
十
五
人
の
患
者
の

経
過
を
ま
と
め
た
。
死
亡

率
は
A
S
O

で
ア
%
、
喫

煙
男
性
に
多
い
閉
塞
性
血

栓
性
血
管
炎(T
A
O
)

で
O
%
と
、
日
本
外
科
学

会
に
よ
る
一
九
九
二
年
の

調
査
(A
S
o
m
-
5
%、

T
A
O
日
・
0
%
)
と
比

べ
て
良
好
で
、
症
状
が
悪

化
し
て
足
を
切
断
す
る
割

合
も
少
な
か
っ
た
。

的
場
講
師
は
「
効
果
的

な
治
療
で
あ
る
こ
と
が
実

証
さ
れ
た
。
保
険
医
療
と

し
て
、
さ
り
に
患
者
の
経

済
負
担
が
少
な
く
で
き
る

よ
う
国
に
検
討
を
求
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
日
目
白
(
火
)
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医
療
技
術

医
師
や
歯
科
医
師
に
な
ろ
う
と
す
る
学
生
た
ち
の
た
め
に
、
自

分
の
遺
体
を
人
体
解
剖
学
の
教
材
と
し
て
提
供
す
る
「献
体
」
。

近
年
は
「お
世
話
に
な
っ
た
病
院
へ
の
お
返
し」
「
人
の
役
に
立

ち
た
い
」
と
い
っ

た
理
由
で
、
献
体
を
希
望
す
る
人
が
培
え
続
け

て
い
る
。

ど
う
や
っ
て
登
録
す
る
の
か。
実
際
の
解
剖
は
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
る
の
だ
ろv
っ
か。
(

科
学
部
・
荻
原
隆
史)

無
条
件
、
無
報
酬

医
学
の
基
礎
と
な
る
人
体
の
正

常
な
構
造
を
理
解
す
る
に
は
、
解

剖
学
実
習
が
欠
か
せ
な
い。
医
学

部
で
は
主
に
2

年
生
で
行
わ
れ

る
。

病
変
を
調
べ
る「病
理
解
剖
」

や
死
因
を
明
ら
か
に
す
る「法
医

解
剖
」
に
対
し
、
「
正
常
解
剖」

と
呼
ば
れ
、
年
間3
0
0
0

体
余

り
の
解
剖
が
行
わ
れ
て
い
る。

献
体
の
希
望
者
は
、
各
大
学
の

医
学
部
・
歯
学
部
内
に
あ
る「白

菊
会
」
と
い
っ
た
団
体
か
、
全
国

連
合
会
を
遇
じ
て
申
し
込
み
、
登

録
す
る。
そ
の
際
、
大
前
提
に
な

る
の
は
「無
条
件
、
無
報
酬」
だ
。

解
剖
の
内
容
や
遺
骨
の
返
還
時
期

な
ど
の
条
件
指
定
は
で
き
ず
、
登

録
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
医
療
費

が
安
く
な
っ
た
り
、
大
学
病
院
に

優
先
的
に
入
れ
た
り
す
る
と
い
っ

た
見
返
り
は
な
い。

献
体
希
望
者
は
、1
9
8
3

年

に
献
体
に
関
す
る
法
律
が
成
立
し

て
か
ら
年
々
増
え
、
近
年
は
登
録

り
者
の
有
無
な
ど
で
新
規
登
録
を

制
限
し
て
い
る
大
学
も
多
い
。

病
気
や
け
が
は
少
々
あっ
て
も

大
丈
夫
だ
が
、
結
核
やC
型
肝
炎

な
ど
の
感
染
症
が
あ
る
と
原
則
、

登
録
で
き
な
い
。

登
録
し
た
後
も
、

交
通
事
故
や
変
死
で
法
医
解
剖
が

登
録
者

行
わ
れ
る
場
合
や
、
臓
器
を
提
供

す
る
場
合
は
、
基
本
的
に
献
体
で

き
な
く
な
る
。

親
族
の
同
意
を
得
る

登
録
時
に
績
も
大
切
な
の
は
親

族
の
同
意
だ。
本
人
の
密
面
の
意

思
表
示
が
あ
り
、
矩
否
す
る
遺
族

生実習

の糧に

が
い
な
け
れ
ば
献
体
で
き
る
が
、

一人
で
も
反
対
す
れ
ば
実
行
さ
れ

な
い
。

死
後
は
遺
族
から
速
や
か

に
大
学
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ

り
、
こ
の
連
絡
を
誰
も
せ
ず
に
火

葬
し
て
し
ま
う
例
も
あ
る
と
い

う
。

遺
志
を
生
か
す
に
は
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
親
族
の
同
意
を
得

て
、
手
順
も
伝
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

亡
く

な
っ
て
か
ら
、
大
学
が
遺

体
を
引
き
取
る
の
は
死
後21
3

日
目
。

通
夜
や
葬
儀
は
そ
の
聞
に

通
常
ど
お
り
行
え
る。
出
棺
し
て

火
葬
場
に
向
か
う
代
わ
り
に
大
学

へ
向
か
う
イ
メ
ージ
だ
。

大
学
に
着く
と
、
防
腐
処
理
の

「
解
剖
学
実
習
は
医
師
の
自
覚
の
出
発
点
」

と
諮
る
坂
井
建
鐙
・
順
天
堂
大
教
授

霊
祭
を
行
う。

前
向
き
に
長
生
き

「医
学
の
恩
恵
で
長
生
き
で
き

た
か
ら
」
「
親
族
の
献
体
慰
霊
祭

に
参
加
し
て
心
打
た
れ
た」:
-E
e
a
。

献
体
の
希
望
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ

最
後
の
社
会
貢
献

だ
め
、
ホ
ル
マ
リ
ン
溶
液
約5
MM

を
血
管
に
注
入
し
、
全
身
に
し
み

込
む
ま
で3
1
6

か
月
間
、
冷
蔵

し
て
保
管
さ
れ
る。

実
習
が
始
ま
る
と
、
献
体
1

体

に
つ
き
4

人
前
後
の
学
生
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
頭
か
ら
つ
ま
先
ま
で

の
臓
器
や
骨
、
筋
肉
、
血
管
な
ど
を

3
5
7

か
月
か
け
て
、
く
ま
な
く

解
剖
す
る
。

組
織
の

一部
は
授
業

用
の
標
本
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

実
習
が
終
わ
れ
ば
大
学
側
が
火

葬
し
、
通
常
は
死
後1
1
2

年
で

遺
骨
が
返
さ
れ
る。
た
だ
し
献
体

異
な
る
が
、
大
阪
市
立
大
の
献
体

団
体
「み
お
っ
く
し
会」
に
よ
る

と
、
登
録
者
は
共
通
し
て
、
よ
り

前
向
き
に
人
生
を
送
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
。

最
後
に
社
会
貢
献
す
る
と
い
う

自
負
が
精
神
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、

死
も
冷
静
に
意
識
す
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
、
会
報
に
は
「食
事
が

お
い
し
く
な
っ
た」
「
余
生
が
生

き
生
き
し
て
き
た
」
と
い
っ
た
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

体
を

良
い
状
態
で
提
供
し
よ
う
と
健
康

維
持
を
心
が
け
、
交
通
事
故
に
も

.献体に関する問い合わせ先

篤志解剖全国連合会 ・ 日本篤

志献体協会(東京都新宿区)

03・ 3345 ・ 8498、 FAX03・ 33
49 ・ 1244 http://www.kenta 
i.or .jp/ 

‘‘ 全
国
1
4
4

の
大
学
・
団
体
が

加
盟
す
る
篤
志
解
剖
全
国
連
合
会

会
長
の
坂
井
建
雄・
順天
蛍
大
教

授
(日
)は
「我
々
は
献
体
者
か
ら

体
と
心
の
両
方
を
学
ば
せ
て
も
ら

っ
て
い
る
。

そ
の
方
の
人
生
や
献

体
さ
れ
た
遺
志
、
大
切
な
方
を
預

け
て
下
さ
っ
た
遺
族
の
気
持
ち
な

ど
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
長
期

間
、
遺
体
と
向
き
合
う
こ
と
で
得

る
経
験
は
、
医
師
と
し
て
生
涯
の

績
と
な
る
」
と
話
す。

と
と
ろ
の
ぺ

l

ジ
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者
数
が
全
国
で
引
万
人
を
超
え
て

お
り
、
実
習
用
の
献
体
が
足
り
な

い
大
学
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
逆
に

年
齢
や
居
住
地
域
、
遺
骨
引
き
取

医学

生涯

狭
き
門

自分の遺体を医学部や歯学部の解剖学実習に提供する

「献体」の希望者が熔え続けている。献体の意義の浸透の

ほか、 「医学への恩返し J r人の役に立ちたいJ という意
識の広がり、死生観の変化などが背景にあるようだが、必

要数を大きく超えると遺体保管庫が足りなくなるため、新

規登録を制限する大学が急増。 抽選で決める、動機を曾い

た文章で選考する、登録まで 3 年半待ちといったケースも
出ている。(萩原陸史)

医
療
技
術

を

各
大
学
や
献
体
団
体
で
つ
く
る
篤

志
解
剖
全
国
連
合
会
に
よ
る
と
、
献

体
登
録
者
数
は1
9
7
0

年
代
半
ば

ま
で
1

万
人
台
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

右
肩
上
が
り
で
矯
え
、
昨
年
3

月
時

点
で
引
万
6
4
2
0

人
に
の
ぼ
っ

た
。
一
方
、
実
際
の
解
剖
は
年
3
0

0
0

体
余
り
。
以
前
は
地
方
や
歯
学

系
の
大
学
で
不
足
し
が
ち
だ
っ
た

が
、
今
は
全
国
的
に
ほ
ぼ
満
た
さ
れ

て
い
る
。

む
し
ろ
新
規
登
録
は
、
〈
狭
き

門
〉
に
な
っ
て
お
り、
特
に
関
東
、

近
畿
は
計
日
大
学
中
、
お
大
学
で
登

録
が
難
し
い
状
、
況
。
な
か
な
か
予
約

の
取
れ
な
い
人
気
の
寝
台
特
急
に
た

と
え
る
希
望
者
も
い
る
ほ
ど
だ
。

愛
媛
大
は
申
し
込
み
を2
月
中
旬

5
3

月
末
に
限
っ
た
う
え
で
何
年
以

降
は
毎
回
抽
選。
今
年
は
約1
0
0

人
中
、
犯
人
だ
け
が
当
選
し
た
。
広

島
大
は
年
間
の
申
込
者
か
ら
ロ
月
に

希
望
者
増
、3
年
待
ち
も

が
多
い
と
翌
年
の
実
習
に
回
る
た

め
、
3

年
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ

る
。
各
大
学
で
は
毎
年
、
遺
族
を

招
い
て
献
体
者
を
し
の
ぶ
合
同
慰

。増え続ける献体
(篤志解剖l全国連合会の資料から)

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
を
払
う
と
い

っ
た
プ
ラ
ス
面
も
あ
り、「
献
体

登
録
者
は
、
長
寿
の
割
合
が
高
い
」

と
い
う
。

読

売
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
0
8

年
9

月
時
日
(
火
)

新
規
澄
録
す
る
方
式
で
、
申
し
込
ん
い
」
と
、
献
体
者
の
納
骨
堂
を
持
つ

で
か
-
匂d年
半
か
か
る
。
近
畿
大
は
大
学
を
頼
る
人
も
少
な
く
な
い
と
い

2
0
0
4

年
か
ら
新
規
登
録
を
停
止
う
。

中
で
、
聞
いA
Pむ
せ
は
多
い
が
、
再
坂
井
教
授
は
「
献
体
団
体
の
長
年

聞
の
め
ど
は
立
っ
て
い
な
い
。
の
活
動
を
様
々
な
社
会
的
理
由
が
後

大
阪
大
は
、
大
阪
府
北
部
と
兵
庫
押
し
し
た
。
献
体
へ
の
高
い
意
識
と

県
の
隣
接
自
治
体
の
居
住
者
に
限
っ
信
頼
は
日
本
の
誇
り
。
そ
れ
だ
け
に

た
う
え
で
、
動
機
を
詳
し
く
書
い
て
登
録
制
限
す
る
の
は
つ
ら
い
」
と
話

も
ら
い
、
さ
ら
に
献
体
団
体
が
熱
意
す
。

を
聞
く
な
ど
し
て
選
考
し
て
い
る
。
礼
儀
欠
か
さ
ぬ
よ
う

な
ぜ
希
望
者
が
増
え
る
の
か
。
篤

志
解
剖
全
国
連
合
会
会
長
の
坂
井
建
医
師
で
作
家
の
久
坂
部
掌
さ
ん
の

雄
・
順
天
堂
大
教
授
は
、
位
年
に
始
話
「
昨
年
、
私
の
患
者
の
献
体
希
望

ま
っ
た
文
部
大
臣
(
当
時
)
の
感
謝
を
二
つ
の
大
学
に
伝
え
た
ら
、
ど
ち

状
贈
呈
と
、
回
年
制
定
の
「
献
体
に
ら
も
『
足
り
て
い
ま
す
』
。
そ
の
口

関
す
る
法
律
」
が
安
心
感
を
も
た
ら
調
か
ら
希
望
者
が
か
な
り
多
い
と
感

し
た
と
指
摘
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
じ
た
が
、
必
要
数
を
大
幅
に
上
回
つ

の
普
及
の
ほ
か
、
医
学
の
恩
恵
を
受
て
い
る
の
は
意
外
だ
。
通
夜
や
葬
儀

け
た
患
者
の
増
加
が
「
恩
返
し
」
の
を
不
要
と
す
る
人
が
出
て
き
た
の
と

意
識
に
つ
な
が
り
、
解
剖
へ
の
抵
抗
同
様
、
死
後
に
対
す
る
意
識
の
変
化

感
も
和
ら
げ
た
面
が
あ
る
と
見
る
。
だ
ろ
う
。
尊
い
希
望
な
の
だ
か
ら
、

他
方
、
核
家
族
化
が
進
ん
で「
死
問
い
合
わせ
が
多
く
て
も
、
応
対
に

後
に
家
族
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
礼
儀
を
欠
か
さ
ぬ
よ
う
願
い
た
い
」

い
」
「
惑
を
み
て
く
れ
る
人
が
い
な

読

官
冗
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
同
日
(
日
)

41 



医
療
技
術

テレビ電話で診断・指導

遠
隔
医
療
対
象
を
拡
大

厚労省検討

花
粉
症
や
皮
膚
病
、
可
能
に

は
遠
隔
医
療
が
可
能
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
き

だ
」
と
指
摘
。

厚
労
省
は
花

粉
症
、
皮
膚
病
や
位
置
づ
げ

が
あ
い
ま
い
だ
っ
た
予
防
医

療
や
健
康
相
談
な
ど
に
も
範

囲
を
広
げ
る
方
向
で
検
討
す

る
。厚

労
省
は二
つ
の
医
療
機

関
が
遠
隔
医
療
で
患
者
の
検

在
宅
の
糖
尿
病
患
者
や
高
血
査
画
像
を
や
り
と
り
し
て
診

圧
患
者
、
ア
ト
ピ
1

性
皮
膚
祭
し
た
場
合
に
、
両
方
が
診

炎
患
者
な
ど
慢
性
期
疾
患
で
療
報
酬
を
受
け
取
れ
る
よ
う

症
状
が
安
定
し
て
い
る
七
つ
に
検
討
す
る

。

の
ケ
ー

ス
は
可
能
と
の
見
解
現
在
は
、
地
方
の
診
療
所

を
示
し
て
い
る
。

が
患
者
を
エ
ッ
ク
ス
線
で
検

三
十
一
日
に
ま
と
め
る
提
査
し
、
そ
の
検
査
画
像
を
遠

言
容
は
「
慢
性
期
の
病
気
隔
医
療
で
大
病
院
に
診
て
も

や
健
康
管
理
、
予
防
医
療
、
ら
っ
て
も
、
診
療
報
酬
は
診

生
活
習
慣
に
か
か
わ
る
も
の
療
所
に
し
か
支
払
わ
れ
な

厚
生
労
働
省
は
テ
レ
ビ
筒
話
な
ど
通
信
機
器
を
使

っ

た
遠
隔
医
療
に
つ

い
て
、
在
宅
の
糖
尿
病
患
者
な
ど
に
限
定
し
て
い
る
現
状
を
改
め
、
対
象

範
囲
を
広
げ
る
方
向
で
検
討
す
る
。

花
粉
症
や
皮
膚
病
の
診
察
な
ど
で
幅

広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

。

さ
ら
に
地
方
の
診
療
所

と
都
市
部
の
病
院
が
遠
隔
医
療
で
連
携
し
や
す
い
体
制
を
獲
え
、
過
疎
地

で
も
質
の
高
い
医
療
サー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る。
患
者
の
利

便
性
を
高
め
、
医
師
不
足
問
題
に
対
応
す
る
考
え
だ

。

総
務
省
と
厚
労
省
が
共
同
面
診
療
が
難
し
い
場
合
の
補

開
催
し
て
い
る「遠
隔
医
療
助
的
な
位
置
づ
げ
だ。二
O

の
縫
進
方
策
に
関
す
る
懇
談O
五
年
十
月
時
点
で
全
国
の

会
」
(
座
長
・

金
子
郁
容
痩
八
十
の
病
院
と
八
百
八
十
五

応
大
教
授
)
が三
十
一
日
に
の
診
療
所
で
導
入
し
て
い
る

ま
と
め
る
中
間
報
告
の
提言
が
、
普
及
率
は
約
一
%
。

を
受
け
て
、
両
省
は
必
要
な
現
在
、
厚
労
省
は
症
状
の

箔
置
の
検
討
に
入
る
。

的
確
な
把
握
が
必
要
な
初
診

遠
隔
医
療
は
現
在
、
医
師
と
急
性
期
の
患
者
の
遠
隔
医

と
患
者
が
直
後
向
き
合
う
対
療
を
原
則
禁
止
す
る
一
方
、

約
二
年
前
か
ら、
山
梨
大
工
学

部
、

医
療
機
器
メ
ー
カー
と
眼
科

の
検
査
機
器
を
遠
隔
地
で
操
作
し

て
診
療
す
る
シ
ス
テ
ム
開
発
に
取

り
組
む
。
「コ
ン
ピ
ュー
タ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
で
、

眼
科
医

の
導
入
が
進
め
ば、

「夜
間
や
救

急
時
の
診
断
の
ほ
か
日
常
的
な

診
療、
健
診
で
の
使
用
も
可
能
。

お
年
寄
り
が
遠
く
の
病
院
に
足
を

逮
ぶ
負
担
も
な
く
な
る
」
と
い
う

。

こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
研
究 技

術
〉
を
活
用
し
て
デl
タ
を
蓄

積
、

基
幹
病
院
と
地
域
の
「
か
か

り
つ
け
医
」
が
情
報
を
共
有
す
る

こ
と
で、
「医
師
不
足
や
医
療
費

糟
と
い
っ
た
課
題、

医
療
を
受

け
る
上
で
重
要
な
ア
ク
セ
ス、
ク

ぃ
。

た
だ
「
診療
報
酬
で
遠

繍
医
療
を
誘
導
す
る
の
は

賛
成
で
き
な
い」
(
日
本
医

師
会
)
な
ど
慎
重
論
も
根
強

遠
隔
医
療
に
対
応
し
た
医

療
機
器
を
整
備
す
る
の
に
必

要
な
財
政
負
担
に
配
慮
し
、

厚
労
・

総
務
の
両
省
は
医
療

機
関
が
利
用
し
や
す
い
財
政

支
援
制
度
の
導
入
も
検
討
す

る
。日

本
で
は
年
間
四
千
人
程

度
の
ペー
ス
で
医
師
の
人
数

が
増
え
て
い
る
が
、
医
師
不

足
を
解
消
す
る
に
はこO
年

ご
ろ
ま
で
か
か
る
と
厚
労
省

は
み
て
い
る。
少
子
高
齢
化

の
影
響
で
全
国
的
に
過
疎
地

が
増
え
て
お
り
、
遠
隔
医
療

遠隔医療が可能な場合

1 在宅酸素療法をしている患者

2 在宅難病患者

3 在宅糖尿病患者
4 在宅せ'んそく患者

5 在宅高血圧患者
6 在宅アトピー性皮膚炎患者

7 祷宅癒療養(じよ く そう ) のある在
患者
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※厚労省通知より

療現場からは 「通知は条件が細かし、
うえにあいまいな個所も多く、遠隔
医療の普及の妨げになっている」 と
の指摘が出ている。

マ…医師がテレビ電話
を使って守、者を診察し
たり、検査画像をイ ン

ターネット回線で大病院に送って専
門家の判断を求めたりする医療サー
ヒ、ス。 へき地や離島など医師のいな

い地域でも医療が受けられるように
なる可能性がある。
マ・ ・・厚生労働省は遠隔医療を対面診
療を補完するものと位置づけてい
る。 慢性期疾患を抱える患者で症状
が安定している 7 つの症例に当ては
まるケースのみ遠隔医療が可能との
見解を通知で示している。 ただ、医

遠隔医療

きょうの
ことば

の
ニ
l

ズ
は
高
い。
た
だ
患

者
側
も
テ
レ
ビ
電
話
や
携
帯

電
話
な
ど
の
装
備
が
必
要
に

な
る
ほ
か
、
地
域
に
よ
っ
て

医
療
体
制
が
異
な
る
な
ど
課 日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

題
も
多
い。

ネ
ッ
ト
診
療 2

0
0

8

年
7

月
釘
目

(木
)

テ
レ
ピ

好
評



が
い
な
い
山
間
地
で
も
手
軽
に
早

期
診
断
が
で
き

る
」
と、

医
師
不

I

l
-
-
-
-

.

.
 

足
に
も
対
応
す
る
ま
〈
石
川
不
ー
=
主
、

画
期
的
な
シ
ス
テ
t
i
t
-
-
-

ー

'

ム
に
自
信
を
の
ぞ

か
せ
る。

来
年
度
の
実
用
化
を
目
指
し
て

い
て
各
市
町
村
な
ど
で
専
用
機
器

眼科遠隔診療システムの開発に
取り組む眼科医

柏木

j顔↑
賢治さん

開
発
に
携
わ
っ
た
。

ニ
O
O
五
年
オ
リ
テ
ィl
、
コ
ス
ト
に
も
効
果

医
療
費
増
に
対
応

に
は
「
緑
内
障
な
ど
長
期
的
な
ケ

ア
が
必
要
な
慢
性
疾
患
は
生
涯
に

わ
た
る
サ
ポ
ー
ト
が
大
事
」
と
し

て
、
患
者
と
複
数
の
医
療
機
闘
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
ぎ
、
患

者
の
デl
タ
を
共
有
す
る
「
診
療

連
携
」
を
実
現。
今
回
の
遠
隔
診

療
シ
ス
テ
ム
の
下
地
に
も
な
っ

た
。
失
明
に
至
る
恐
れ
も
あ
る
急

性
緑
内
障
の
初
期
症
状
を
察
知
す

る
機
器
開
発
に
も
携
わ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
の
指
標
と
し
て

い
る
の
が
、
今
後
の
医
療
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
み
る
「
予
防
」
「
在
宅
」

「
連
携
」
。

I
C
T

(情
報
通
信

医
療
技
術

的
」
と
考
え
て
い
る
。

甲
府
東
高
出
身
で
山
梨
医
大

(現
山
梨
大)の
一
期
生。
研
修
医

時
代
、
山
深
い
長
野
県
の
阿
南
病

院
で
診
療
に
当
た
っ
た
経
験
が
地

域
医
療
に
目
を
向
げ
る
出
発
点
と

な
っ
た。
「
人
と
閉
じ
こ
と
で
は
な

く
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
し

た
い
」
と
、
臨
床
か
ら
研
究
開
発
に

軸
足
を
移
し
て
き
た。

「
患
者
一

人
一
人
の
診
療
も
大
事
だ
が
、
I

C
T
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
や
医

療
機
器
の
開
発
を
通
じ
て
、
多
く

の
人
の
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し

い
」

〈山
本
久
美
子
〉

か
し
わ
ぎ
・
け
ん
じ
さ
ん
山

梨
大
大
学
院
医
学
工
学
総
合
研

究
部
准
教
授
。
甲
府
市
城
東

5

丁
目
に
妻
、
子
ど
も
3

人
と
5

…

人
暮
ら
し
。
組
問
歳
。

山
梨
日
日
新
聞
・
間一

2
0
0
8

年
8

月
叩
日
{
日
)

っ
ぽ
ろ
神
経
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
(
札
幌
市
東
区
)
の
深
沢
俊

行
院
長
は
「
視
診
す
る
上
で

画
像
に
問
題
は
な
い
。
容
体

が
安
定
し
て
い
内
は三
カ
月

に
一
度
の
通
院
と
月
一
回
の

ネ
ッ
ト
診
察
で
十
分
」
。

同
研
究
会
に
よ
る
と、
テ

レ
ピ
電
話
で
の
遠
晴
診
療
の

場
合
、
患
者
側
の
設
置
費
用

は
五
万
円
前
後
で、

毎
回
通

信
費
も
かか
る
ζ
と
か
ら
普

及
は
進
ん
で
い
な
い
。
ネ
ッ

ト
利
用
の
場合
、

パ
ソ
コ
ン

が
あ
る
家
庭
だ
と
、
ワ
ェ
プ

カ
メ
ヨ
の
設
置
費
約
七
千
円

程
度
で
す
む
。

日
本
遠
隔
医
療
学
会
の
東

福
寺
幾
夫
理
事
(
高
崎
健
康

福
祉
大
教
授
)
は
「
ウ
ェ
ア
カ

メ
ラ
を
使
っ
た
遠
隔
医
療
は

珍
し
い
。
今
後
の
動
向
を
注

目
し
た
い
」
と
評
価
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
同
研
究

会
g
o
l
-
-
7
8
7

・
7

4
0
0

へ
。

札
幌
の
N
P
O

法
人
「
道
神
経
難
病
研
究
会
」
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
遠
隔
診
療
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
す
る
中

、

ウ
ェ
ア
カ
メ
ラ
を

設
置
す
れ
ば
医
師
が
自
宅
に
い
る
患
者
を
診
察
で
き
る
仕
組
み
。
テ
レ
ビ
篭
話
を
使

っ
た
従
来
の
遠
隔
診
療
と
比
べ
設
備
費
が
少
な
く
て
す
み
、
「
通
院
回
数
が
減
っ
た
」

と
怠
者
に
も
好
評
だ
。

道
に
よ
る
と
、
パl
キ
ン

ソ
ン
病
や
脊
髄
小
脳
変
性
症

な
ど
の
神
経
難
病
の
患
者
は

道
内
に
約
一
万
人
。
患
者
は

定
期
的
な
通
院
が
必
要
だ

が
、
専
門
医
は
札
幌
な
ど
の

都
市
部
に
偏
っ
て
お
り
、
地

方
の
患
者
に
は
金
銭
面
、
身

体
面
で
大
き
な
負
担
戸
}
な
っ

て
い
る
。

企
業
な
ど
の
寄
付
で
運
営

す
る
同
研
究
会
は
、
容
体
が

安
定
し
て
い
れ
ば
通
院
し
て

も
問
診
や
視
診
で
す
むζ
と

か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
の
診
察
を
研
究
。
ウ
ェ
プ

カ
メ
ラ
八
台
を
購
入
し
、
六

月
以
降
、
後
志
管
内
泊
村
と

北
見
市
、
留
萌
市
の
患
者
三

人
に
無
償
で
貸
し
出
し
た
。

月
一
回
、
札
幌
に
通
っ
て

い
た
泊
村
の
脊
髄
小
脳
変
性

症
の
男
性
(
四
八
)
は
「
六
月
以

降
は
一
度
し
か
通
院
し
て
い

な
い
の
で
体
が
楽
。
調
子
が

懇
く
な
っ
た
ら
医
師
と
す
ぐ

に
『
会
え
る
』
安
心
慮
も
大
き

い
」
と
寝
ぷ
。
三
人
を
診
る
さ

札幌のNPO実施

ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
に
よ
る
遠
隔
診
療
を
行
っ
て
い
る

深
沢
院
長

「安心感ある」神経難病患者

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
刊
日
(
木
)

43 



医
療
技
術

と
指
摘
す
る。

研
究
チl
ム
は
、
2

年
以
上

原
因
不
明
の
不
妊
に
悩
ん
で
い

る
女
性5
8
0

人
の
う
ち
、3

分
の
1

に
排
卵
誘
発
剤
の
ク
エ

ン
酸
ク
ロ
ミ
フ
ェ
ン
を
投
与
、

3

分
の
1

に
夫
の
精
子
を
子
宮

へ
入
れ
る
人
工
授
精
を6
か
月

間
実
施
、
残
り3
分
の
ー
に
は

治
療
を
行
わ
な
か
っ
た。

そ
の
結
果
、
出
産
に
こ
ぎ
つ

け
た
の
は
誘
発
剤
で
は
%
、
人

工
授
精
お%
、
無
治
療
門%
だ

っ
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
方
法
の

援
は
わ
ず
か
で
、
統
計
的
に
は

「
効
果
な
し
」
と
判
定
さ
れ
た
。

不
妊
夫
婦
は
、
圏
内
で
は
ワ

組
に
1

組
い
て
、
そ
の4
分
の

l

は
原
因
不
明
と
さ
れ
る。
誘

発
剤
や
人
工
授
精
は
費
用
が
安

誘
発
剤
と
人
工
授
精

「

効
果
な
し
」

英
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
報
告

特
段
の
原
因
が
見
当
た
ら
な

い
不
妊
夫
婦
に
対
し
て
最
初
に

行
う
こ
と
の
多
い2
種
類
の
治

療
法
に
つ
い
て
、
実
際
に
は
明

確
な
効
果
が
み
ら
れ
な
か
っ

た
、
と
の
研
究
を
英
ア
バ
デ
ィ

不妊治療や体外受精で実績を持つ大垣市今宿のクリニックマ

マ (古井憲司院長) は、 3 人の重症男性不妊症 (無精子症) 患

者から採取した精子での顧微授精による妊娠に、それぞれ成功

した。 岐阜市民病院との連携によるもので、 3組とも胎児の発

育は順調。 手術用顕微鏡を用いて男性不妊症患者から精子を採

取し顕微授精に成功したのは県内で初めて。(国本真志登)

ー
ン
大
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
ま

と
め
、
英
医
学
誌
に
報
告
し
た
。

他
の
専
門
家
も
「
い
ず
れ
も
効

果
を
科
学
的
に
検
証
せ
ず
に
長

年
、
経
験
的
に
行
っ
て
き
た
治

療
法
で
、
見
直
し
が
必
要
だ」

男
性
不
妊
症
で
顕
微
授
精
成
功

大垣市の産婦人科

岐阜市民病院と連携

射
精
し
た
精
液
中
に
精
子
が
存
在
し
な

い
無
精
子
症
は
、
精
管
の
詰
ま
り
な
ど
に

よ
る
閉
塞
(そ
く
)
性
無
精
子
症
と
、
糟

巣
自
体
が
精
平
易
-
作
る
力
が
弱
い
非
閉
塞

性
無
精
子
症
に
分
目
ら
れ
る
。

閉
塞
性
無
精
子
症
は
、
精
巣
や
精
巣
上

体
な
ど
か
ら
精
平
を
採
取
す
る
こ
と
が
可

能
。

非
閉
塞
性
無
精
子
症
の
場
合
は
、
精

巣
内
で
作
ら
れ
る
精
子
の
数
が
少
な
い
た

め
採
取
率
は
五O
%
程
度
に
落
ち
る
も
の

の
、
採
取
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と
い
う

。

男
性
不
妊
症
患
者
の
場
合
、
精
巣
か
ら

直
接
精
子
を
採
取
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
泌
尿
器
科
の
専
門
知
識
が
不
可
欠

。

従
来
の
目
視
に
よ
る
採
取
で
は
な
く
手
術

用
顕
微
鏡
を
用
い
た
精
細
管
組
織
採
取
技

術
を
県
内
で
初
め
て
習
得
し
た
岐
阜
市
民

病
院
側
か
ら
、
額
微
授
精
で
の
体
外
受
精

体
制
を
確
立
し
て
い
る
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

協
力
依
頼
が
あ
っ
た。

体
外
受
精
に
成
功
し
た
の
は
い
ず
れ
も

JV
 

岐
阜
市
民
病
院
泌
尿
器
科
と
連
徳
し
、
男
性

不
妊
症
患
者
の
精
子
に
よ
る
顕
微
授
精
に
成

功
し
た
、
吉
井
憲
司
ク
リ
ニ
ッ
ク
マ
マ
院
長

H

本
坦
市
今
宿
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

3組妊娠「地域医療モデ、ルにJ

い
た
め
、
ま
ず
こ
れ
ら
の
方
法

を
試
し
て
か
ら
、
成
功
し
な
か

っ
た
場
合
に
、
よ
り
本
格
的
な

治
療
へ
と
進
む
の
が一般
的
に

な
っ
て
い
る。

(ワ
シ
ン
ト
ン
H

増
満
浩
志)

読

売
{
東
京
)
・
夕
刊

2
0
0
8

年
8

月
鈎
日
(
金
)

西
濃
地
滋
に
住
む二
十
代
後
半
、
三
十
代

後
半
、
五
十
代
前
半
の
三
人
。

昨
年
十
月
、

岐
阜
市
民
病
院
で
採
取
し
た
患
者
の
精
子

を
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
綴
送
。

凍
結
保
存
し

た
後
、
今
年
二
月
下
旬
に
顕
微
授
精
で
婆

の
卵
子
に
精
子
を
注
入
。

受
精
後
の
卵
子

を
数
日
間
培
養
し
て
成
熟
さ
せ
、
母
体
に

戻
し
た。

古
井
院
長
は
「医
療
の
地
域
格
差
が
叫

ば
れ
る
中
、
遅
れ
て
い
た
男
性
不
妊
症
患

者
へ
の
治
療
で
専
門
知
識
を
持
つ
病
院
と

診
療
所
が
連
携
し
た
こ
と
に
意
義
が
あ

る
。

ま
だ
三
例
だ
が
成
功
率
は
一OO
%

で
、
こ
れ
を
モ
デ
ル
に
病
院
と
診
療
所
の

連
携
が
進
め
ば
、
東
京
や
名
古
屋
へ
治
療

に
通
う
患
者
に
大
き
な
利
益
に
な
る
と
思

う
」
と
話
し
て
い
る。

岐
阜
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
6

月
5

日
(
木
)
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高度化する匪培聾技術
医
療
技
術

子
ど
も
を
望
む
カ
ッ
プ
ル
十
組
の
う
ち
一
組
が
不
妊
に
悩
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
が
、
晩

婚
化
の
中
で
不
妊
治
療
の
ニl
ズ
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
治
療
の
最
新
情
報

を
求
め
て
、
県
内
で
高
度
生
殖
医
療(A
R
T

)
に
取
り
組
む
長
崎
市
の
岡
本
ウ
ー
マ
ン

ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
岡
本
純
英
院
長
)
を
訪
ね
た
。
(
生
活
文
化
部
・
小
出
久
)

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は一
般
の
診

療
所
と
は
様
相
の
異
な
る
一
室
が

あ
る
。
「
培
養
室
」。
雑
菌
を
排

除
す
る
ク
リ
ー
ン
ルl
ム
に
な
っ

て
い
て
、
大
型
の
顕
微
鏡
や
卵
子
・

精
子
の
培
養
庫
な
ど
が
並
ぷ
。
「
体

外
受
精
」
や
「
顕
微
授
精
」
と
い

っ
た
A
R
T

を
支
え
る
拠
点
だ
。

体
外
露
で
あ
れ
ば
、
体
内
か

ら
卵
子
を
採
取
し
、
受
精
、
培
養
、

そ
し
て
旺
(
は
いH
受
精
卵
)
を

子
宮
内
に
戻
す
ー
と
い
う
流
れ
に

な
る
。

自
然
妊
娠
で
あ
れ
ば
、
温

度
、
湿
度
、
P
H

な
ど
が
精
密
に

管
理
さ
れ
た
体
内
環
境
で
行
わ
れ

る
過
程
が
、
外
部
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
な
ど
の
施
設
・
設
備
が
必

要
に
な
る
わ
け
だ。

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
は
A
R

T
実
施
施
設
の
登
録
を
義
務
付
け

て
い
る
が
、
二O
O
六
年
に
登
録

要
件
と
設
備
基
準
を
厳
格
化
し
た

と
こ
ろ
適
合
す
る
施
設
は
そ
れ
ほ

ど
多
く
な
か
っ
た
と
い
う。

治
療
成
績
は
ス
タ
ッ
フ
の
力
量

長
崎

に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
培
養
庫
か
ら
旺
を
王
呂
に
戻

す
ま
で
の
時
間
は
二
分
程
度
が
望 ま

し
い
と
さ
れ
る
。
岡
本
院
長
は

学
会
認
定
の「
生
殖
医
壇
専
門
医
」

に
加
え
、
「
生
殖
補
助
医
療
臨
培

体外受精多胎妊娠防止も

養
士
」
「
生
殖
補
助
医
療
管
理
旺

培
養
士
」
の
資
格
を
持
つ
。

管
理

旺
培
養
士
は
全
国
で
も
十
人
し
か

い
な
い
上
位
資
格
だ
が
、
岡
本
院

長
は
「
ど
ん
な
に
磨
い
た
っ
て
磨

き
切
れ
な
い
、
奥
の
深
い
世
界
」

と
言
う

。

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
精
神
面
の

ケ
ア
を
含
め
た
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
カ
を
入
れ
、
「
不
妊
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
」

の
資
格
を
持
つ
看
護
師

ら
が
対
応
し
てい
る

。

不
妊
治
療
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
年

大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
日
本
産

科
婦
人
科
学
会
が
体
外
受
精
な
ど

で
子
宮
内
払
戻
す
旺
の
数
を
原
則

一

個
と
す
る
見
解
を
ま
と
め
た
の
だ

。

従
来
は
妊
娠
す
る
確
率
を
上
げ

る
た
め
、
旺
を
二
、
三
個
を
戻
す

の
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
二
人
以

上
を
身
ご
も
る
多
胎
妊
娠
の
可
能

性
が
高
く
な
り
、
妊
娠
中
毒
症
な

ど
母
子
へ
の
危
険
が
大
きくな
る

問
題
が
あ
っ
た。
一
方
で
、
一個

だ
け
移
植
す
る
と
い
う
こ
と
は
多

胎
妊
娠
の
リ
ス
ク
は
避
け
ら
れ
る

が
、
そ
の
一
個
の
質
が
よ
り
問
わ

れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
基

顕
微
鏡
な
ど
が
並
ぶ
「
矯
聾
室

」
・岡
本
ウ

ー
マ
ン
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
岡
本
院
長

(中
央
奥
)
令
。
人
の
「
廃
焔
餐
土

」が
不
妊

治
療
を
支
え
て
い
る
"
長
崎
市
江
戸
町 本

的
に
、
受
精
後
五
日
目
で
細
胞

分
裂
の
進
ん
だ
「
旺
盤
(
は
い
ば

ん
)
胞
」
の
段
階
ま
で
育
て
て
か

ら
移
植
す
る
こ
と
に
し
た
。
移
植

す
る
旺
は
受
精
後二
、
三日
目
を

使
う
の
が

一般
的
た
が
、
五
日
固

ま
で
育
つ
こ
と
自
体
が
良
好
な
旺

で
あ
る
こ
と
の
証
し
に
な
る
。

ま

ず
は
受
精
後
二
、
三
日
目
の
旺
を

一個
移
植
し
、
残
り
の
旺
を
旺
盤

胞
ま
で
育
て
て
凍
結
保
存
し
、
次

の
移
植
に
備
え
る
と
い
っ
た
テ
ク

ニ
ッ
ク
も
使
へ
メ
」
い
う

。

不
妊
治
療
は
各
種
検
査
を
し
て

不
妊
の
原
因
を
調
べ
な
が
ら
、①

排
卵
白
を
狙
っ
て
性
交
渉
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
療
法②
子
宮
内
に
精
子

を
注
入
す
る
人
工
授
精③
体
外
受

境
叫
顕
微
鏡
下
で
卵
子
に
直
接
精

子
を
注
入
す
る
顕
微
授
精
ー
と
い

う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
の
が
基
本

。

し
か
し
、
年
齢
次
第
で
は
の
ん
び

杓
〆
も
し
て
い
ら
れ
な
い
。

岡
本
院
長
は
「
女
性
は三十
五

歳
を
過
ぎ
る
と
妊
卒
能(に
ん
よ

う
の
う
H

妊
娠
す
る
力
)
が
大
き

く
低
下
し
、
四
十
歳
を
超
す
と
妊

娠
は
か
なn
J難
し
く
な
る
。
子
ど

も
が
欲
し
い
な
ら
、
で
き
る
だ
け

早
く
的
確
な
治
療
を
受
け
て
ほ
し

い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る

。

長
崎
新
聞
・

間
一

2
0
0
8

年
8

月
4
日
{
月
)
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医
療
技
術救

急
出
動
過
去2
番
目

二
O
O
七
年
に
全
国
の
救
急
車
と

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
救
急
出

動
し
た
件
数
は
前
年
比0
・
6

%
婚

の
五
百
二
十
七
万
四
千
百
五
十
件

で
、
統
計
を
取
り
始
め
た
一
九
六
四

年
以
降
で
最
多
のO
五
年
(五
百
二

十
八
万
四
百
二
十
八
件〉
に
次
い
で

二
番
目
だ
っ
た
こ
と
が
八
日
、
総
務

省
消
防
庁
の
ま
と
め
(速
報
値
〉
で

分
か
っ
た。

山
間
部
な
ど
遠
隔
地
の
救
急
搬
送

-7 月徳島市消防局

[Q1年消防庁まとめ
に
用
い
る
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
救
急
出
動
件
数
は
前
年
よ
り
四
百

六
件
増
の
三
千
百
六
十
八
件
と
な

り
、
一
九
九
八
年
以
降
で
初
め
て三

千
件
を
突
破
し
た。

消
防
庁
は
救
急
出
動
件
数
が
過
去

二
番
目
と
な
っ
た
理
由
に
つ
い
て

「高
齢
者
の
搬
送
が
多
か
っ
た」と

し
て
い
る
。

O
七
年
に
救
急
車
が
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
時
間
は
出
動
件
数
の
増

き
ょ
う
「
救
急
の
日
」

九
日
は
「
整
屈
の
日
」
。
徳
島
市
消
防
局
が

ま
と
め
た
一
ー
七
月
の
救
畠
辱
活
動
状
祝
に
よ
る

3∞・

∞- , 
今 ~悶
n. ー ーー手会

}掛年 96-98-2蜘白ò4 -06ﾕ7 
¥ 1998年以降はへリコプIjー出動を含む)

「高齢者の
搬送多く 」

加
な
ど
に
伴
い、

前
年
か
ら
十
八
秒

延
び
て
平
均
六
分
五
十
四
秒
で
過
去

最
長
。

医
療
機
関
に
収
容
す
る
ま
で

の
時
間
も
一
分
十二
秒
延
び
て
過
去

と
、
整
置
の
出
聖
護
五
千
四
亘
王
ハ

件
(
前
年
比
三
十
件
減
)
、
病
院
へ
の
搬
送
者

は
五
千
百
四
十
一
人
(
百
二
十
八
人
減
)
だ
っ

た
。
市
消
防
局
は
、
交
通
事
故
が
大
幅
に
減
っ

た
こ
と
を
減
少
の
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。

搬送者の 4割 65歳以上

前
年
比
幼
件
減
る

出
動
自
訳
は
、
畠
需
が
症
は
ニ
圭
ハ
百
九
十
人
、
中
の
要
請
で
繊
送
で
き
て
い

最
も
多
い
三
千
百
二
十
七
霊
千
七
百
九
土
ハ
人
、
重
る
。
た
だ
別
議
査
で
は
、

件
。
次
い
で
交
通
事
故
八
百
症
五
百
六
十
八
人
だ
っ
た
。
徳
島
市
内
で
入
院
が
=
一
週
間

六
十
一
件
二
費
型
省
会
園
で
は
整
掻
送
中
に
未
満
の
患
者
(
右
大
た
い
骨

件
、
転
院
櫛
一
送
五
百
七
十
八
受
け
入
れ
先
が
決
ま
ら
な
い
骨
折
)
が
十
一
回
目
で
受
け

件
な
ど
。
交
通
事
故
は
前
年
「
病
院
の
た
ら
い
回
し
」
が
入
れ
ら
れ
た
ケ
l
ス
も
報
告

よ
立
ハ
十
七
日
集
っ
た
。
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
徳
さ
れ
て
い
る
。

知
送
者
の
う
ち
六
十
五
歳
島
市
内
に
は
十
三
の
救
急
病
一
方
、
整
軍
を
タ
ク
シ

以
よ
は
二
千
二
百
八
十
人
と
院
が
あ
り
、
昨
年
一
年
間
で

1

代
わ
り
の
よ
う
に
利
用
し

約
四
割
を
占
め
た
。
ま
た
軽
は
会
葎
の
田
%
が
て
こ
固
た
り
、
雪
震
が
な
い
と
思 4∞， 

2∞， 

最
長
の
三
十三
分
十
二
秒
だ
っ
た。

一
方
、
救
急
車
に
よ
る
搬
送
人
数

は
軽
症
を
理
由
に
病
院
搬
送
を
見
送

っ
た
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
や
交

通
事
故
の
発
生
件
数
の
減
少
な
ど
を

受
げ
、
前
年
よ
り
九
千
百
十一
人
減

の
四
百
八
十
八
万三
千
四
百
八
十
二

人
。救

急
車
の
搬
送
人
数
を
年
齢
別
に

み
る
と
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

が
全
体
の
総
・5
%
を
占
め
、
最
多

の
二
百
二
十
六
万
八
千
七
百
四
十三

人
と
な
っ
た。
こ
れ
に
伴
い
、
急
病

に
よ
る
搬
送
も
約
二
万
六
千
人
培
え

た
。
〈
共

同
通
信
)

救
愈
車
に
乗
り
込
み
、
出
動
の
準
備
を
す
る

救
急
隊
員H
徳
島
市
東
消
紡
署

わ
れ
る
の
に
一
一
九
番
し
た
で
す
」
と
の
通
報
で
駆
け
付

り
す
る
例
も
少
な
く
な
い
。
け
る
と
、
荷
物
を
用
意
し
て

「
子
ど
も
が
生
ま
れ
そ
う
元
気
に
歩
い
て
救
急
車
に
乗

神
奈
川
新
聞
・
間

2
0
0
B

年
9

月
9

日

(
火
)

り
込
む
人
が
い
れ
ば

、

「
ク

よ
フ
ー
が
な
い
か
ら
暑
く
て

熱
中
症
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
」
「
眠
れ
な
い
の
で
病
院

に
行
き
た
い
」
と
い
っ
た
理

由
で
通
報
す
る
人
も
。

こ
う
し
主
調
繋
一
分
一

秒
を
争
う
重
富
箸
の
穆
曜

に
影
容
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ

る
。
市
消
防
局
の
小
池
和
成

警
防
課
長
補
佐
は
「
緊
畠
産

が
な
く
、
自
分
で
病
院
に
行

け
る
場
合
は
救
急
車
以
外
の

ホ
禽
揚
酪
を
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
適
正
利
用
の
徹
底
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

徳
島
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
9

日
{
火
)

46 



モバイル・テレメディシン ・ システムを |
浴織した西消防署の救懇車。救急救命 |
士が指さしているのが心電図の波形を |
示すベッドサイドモニター=熊本市 V 

4 

' 

E&Ji置属国島司~ag臨書画闇医拡ヨ・

医
療
技
術

A来来の救急車
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
救
急
車
と
病
院
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
結
ぶ

「モ
パ

一
具
体
的
に
は
、
救
急
車一シ
ス
テ
ム
で
は
、
デ
ー
タ

一内
に
詳
し
い
解
析
が
で
き一や
画
像
を
見
な
が
ら
双
方

イ
ル
・
テ
レ
メ
デ
ィ
シ
ン」
シ
ス
テ
ム
の
研
究
が
、
国
立
病
院
機
梅
熊
本
医
療
セ

一
一

一る
心
電
図
計
や
小
型
カ
メ一向
で
対
話
で
き
、
病
院
到

ン
タ
|
(
熊
本
市二
の
丸
)
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

救
急
車
内
か
ら
の
遠
隔
医
療一
一

一ラ
を
設
置。
搬
送
し
て
い一着
前
に
適
切
な
受
け
入
れ

の
実
用
化
に
向
け
た
、
国
内
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み

。

雇
者
の
画
像
や
心
電
図

一体
制
を
整
え
、
救
命
率
の

同
セ
ン
タ
ー
は
「救
急

一待
を
寄
せ
て
い
る。
一
一
一カ
所
で
ス
タ
ー
ト
、
一
一一波
形
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト一向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

車
内
を
診
察
室
に
し
、
医一
厚
生
労
働
省
の
研
究
委一O
O
九
年
度
ま
で
続
け

一を
通
じ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で一
県
内
で
は
、
熊
杢m消

師
の
同
乗
を
必
要
と
し
な一託
事
業
と
し
て
、
今
年
六一る
。

同
シ
ス
テ
ム
は
、
国

一届
く
。
一

防
局
西
消
防
署
に
配
置
さ

い
ド
ク
タ
ー
ヵ
!
の
実
現一月
か
ら
同
医
療
セ
ン
ター

一立
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
が
一
救
急
隊
と
医
師
の
や
り

一れ
て
い
る
救
急
車
一
台
に

を
目
指
し
た
も
の」
と
、
一
と
国
立
循
環
器
病
セ
ン
タ

一世
界
に
先
駆
け
通
信
会
社一と
り
は
、
こ
れ
ま
で
携
常一シ
ス
テ
ム
を
箔
斡
八
月

H

未
来
H
の
救
急
車
に
期
一
l

(大
阪
府
吹
田
市
)
の一な
ど
と
共
同
開
発
し
た。
一電
話
が
中
心
だ
っ
た。
同

一末
ま
で
に
、
同
救
急
車
で

圏
内
初
「
モ
バ
イ
ル
・
テ
レ
メ
デ
ィ
シ
ン
」試
行
中

一熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
に
搬

一送
さ
れ
た
患
者
は
八
十
人

様
ド
室
長
位
/
タ
!
路
支
こ

一以
上
。

こ
の
う
ち
、
筋

量

t
l
z
l
E
J

一
日
空
』
司
、

W
J
4
J

岬
渦
1
1
E

、
.

一

4
t
d

一
メ

E
E
F
$
1

・
‘

;
ι
f
i
p
-

-梗
塞
な
ど
が
疑
わ
れ
る
一

叫
官

一割
程
度
の
患
者
の
デ
l
タ

一を
救
急
車
内
か
ら
同
セン

一夕
|
に
送
っ
た。

一
「
画
像
な
ど
を
通
し
て

一患
者
の
様
子
が
病
院
に
直

一接
伝
わ
る
の
が
い
い」と

西
消
防
署
の
救
急
救
命
士

.

平
川
雅
敏
咋
ヤ
ん
(
三
ニ
)

。

熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
の

高
精
毅
救
命
救
急
部
長
は

「現
在
は
循
環
器
疾
患
が

疑
わ
れ
る
患
者
が
対
象
だ

が
、
今
後
は
交
通
外
傷
な

ど
他
の
疾
患
に
も
有
効
か

ど
う
か
研
究
を
進
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る。

(田
端
美
華
)

国

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
ロ
日
(
金
)

熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
命
救
懇
セ
ン
タ
ー
に

股
置
さ
れ
た
モ
バ
イ
ル
・
テ
レ
メ
デ
ィ
シ
ン
・

シ
ス
テ
ム
に
送
ら
れ
て
き
た
デ
l
タ
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い
病
気
や
け
が
を
す
れ
ば
、
一
刻
も

問
中
く
治
療
し
て
ほ
し
い
。
だ
れ
し
も
の
願

い
だ
が
、
地
方
で
は
1

時
聞
か
か
っ
て
も

病
院
に
若
け
な
い
と
と
ろ
が
多
い
。

一方

福
井
・
常
神
半
島

急
患
運
ぶ
住
民

で
都
市
部
で
も
、
救
急
病
院
は
パ
ン
ク
し

か
け
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
「
日
本
の
足
元
」

第
5

回
は
、
救
急
医
療
の
現
状
と
解
決
策

を
探
っ
た
。【渋
江
千
春
、
高
木
昭
午
】

救
急
車
と
合
流
目
指
し

日
本
海
紅
一
卿
び
る
福
井
県

南
西
部
の
常
神
半
島
。
ラ
ム

サ
l

ル
条
約
登
録
湿
地
の
三

方
五
湖
か
ら
北
に
向
か
い
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
げ
る
と
半
島

内
に
は
五
つ
の
集
落
が
点
在

町
、

浜
-

す
る
。
計
約7
0
0

人
が
漁

業
や
観
光
で
生
計
を
立
て

る
。半

島
北
端
の
集
落
、
常
神

(
福
井
県
若
狭
町
)
で
民
宿

を
営
む
小
西
真
理
さ
ん
(
位
)

ーー唱

は
今
年6
月
下
旬
、
自
家
用

車
で
南
へ
走
っ
て
い
た
。
昼

食
後
に
「
気
分
が
惑
い
」
と

横
に
な
っ
た
祖
父
の
与
太
郎

さ
ん
(
町
)
を
病
院
に
連
れ
て

行
く
た
め
だ
。

半
島
に
は
病
院
が
な
い
。

常
神
か
ら
半
島
の
付
け
根
に

出
る
道
は1
本
で
、
急
斜
面

に
し
が
み
つ
く
よ
う
に
曲
が

り
く
ね
る
。
車2
台
の
す
れ

違
い
が
や
っ
と
の
場
所
も
多

く
、
ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。

気
が
せ
く-
2つ
に
、
与
太

郎
さ
ん
は
ぐ
っ
た
り
し
て
し

ま
っ
た
。
小
西
さ
ん
は
三
方 消

防
署
に
携
南
電
話
を
か
け

た
。
家
を
出
て
約m
J
、
初

分
ほ
ど
走
っ
た
と
と
ろ
で
、

駆
け
つ
け
た
救
急
車
と
落
ち

合
い
、
与
太
郎
さ
ん
と
一
緒

に
乗
り
込
ん
だ
。

熱
中
症
だ
っ
た
与
太
郎
さ

ん
は
、
自
宅
か
ら
約
叩J
離

れ
た
敦
賀
市
の
病
院
で
点
滴

を
受
け
、
回
復
し
た
。
真
理

さ
ん
は
「
救
急
車
に
移
っ
て

本
当
に
ほ
っ
と
し
た
。
『
ち

ゃ
ん
と
診
て
も
ら
え
る
』
と

ね
。
も
う
少
し
早
く
病
院
ま

で
行
け
た
ら
と
思
う
」
と
話

す
。

半
島
で
は
、
住
民
が
車
で

救
急
患
者
を
運
ぶ
と
と
が
珍

し
く
な
い
。
消
防
署
は
、
患

者
の
乗
る
車
の
車
種
や
色
、

ナ
ン
バ
ー
を
聞
い
て
救
急
車

を
出
し
、
途
中
で
落
ち
合
う
。

半
島
で
は
救
急
車
も
ス
ピ
ー

ド
を
出
せ
ず
、
か
か
る
時
聞

は
住
民
の
車
と
変
わ
ら
な
い

か
ら
だ
。
敦
賀
美
方
梢
防
組

合
の
調
査
に
よ
る
と
、
半
島

の
先
端
側
の4
集
結
で
は
、

m
s
町
年
の
救
急
搬
送
患
者

の
約
6

割
が
こ
う
し
て
運
ば

れ
た
。

だ
が
病
状
次
第
で
、
素
人

に
は
患
者
を
動
か
せ
な
い
と

と
も
あ
る
。

消
防
が
連
絡
を
受
け
て
救

急
車
が
出
動
す
る
と
、
常
神

の
現
場
到
着
ま
で
平
均
約
部

分
か
か
る
。
常
神
か
ら
、
約

8

割
の
患
者
が
運
ば
れ
る
敦

賀
市
の
病
院
ま
で
は
約
日

分
。
結
局
、
通
報
か
ら
病
院 ま

で
計1
時
間
半
だ
。

重
傷
外
傷
で
は
、
け
が
か

ら
1

時
間
以
内
に
手
術
を
受

け
る
と
紋
命
率
が
高
い
と
さ

れ
、
「
黄
金
の1
時
間
」
と

呼
ば
れ
る
。
心
肺
停
止
で
は
、

心
臓
マ
ッ
サー
ジ
や
A
E
D

(
自
動
体
外
式
除
細
動
器
)

で
の
処
置
が
な
い
と
、
発
症

か
ら
1

分
ご
と
に
叩
必
ず
つ

助
か
る
率
が
下
が
る
。

若
狭
町
は
、5
集
落
の
う

, 



空
吊
神
半
島
を
通
る
唯
一
の
県
道
。
費
四
い
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
道

が
続
く@
常
神
半
島
を
通
る
県
道
は
道
幅
が
狭
く
、
す
れ
違
い
が
難

し
い
個
所
も
あ
る
司

福
井
県
若
狭
町
で
、
い
ず
れ
も
小
松
雄
介
撮
影

. . 

・.

. . 

.. 

..・

.. .. 
'令

. . . . 

. . 

匂. . 

平
均
問
分
地
域
で
大
差

国
際
医
療
福
祉
大
(
栃
木

県
)
の
河
口
洋
行
准
教
授
(
医

療
経
済
学
)
は
、
全
国
の
市

町
村
の
中
心
部
か
ら
、
車
で

東
京
口
分
|

北
海
道
則
分

院
に
運
ぶζ
と
が
多
い
。
「
厚

労
省
の
調
査
で
は
、
全
国
の

紋
急
入
院
患
者
の
約4
割
が

数
急
車
以
外
で
運
ば
れ
て
い

る
。
蚊
急
車
の
恩
恵
を
受
け

寄
り
の
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
聞

を
、
各
種
の
デl
タ
か
ら
推

計
し
、
何
年
に
発
表
し
た
。

河
口
准
教
授
の
親
せ
き
宅

は
山
口
県
の
山
間
部
に
あ

る
。
周
辺
で
は
、
住
民
は
救

急
車
を
待
ち
き
れ
ず
、
急
病

人
が
出
る
と
自
家
用
車
で
病 ち

三
つ
の
集
藩
に1
台
ず
つ

A
E
D

を
絞
臨
し
た
。
消
防

署
は
「
普
通
紋
命
鵠
習
」
で

旅
館
関
係
者
な
ど
に
心
肺
蘇

生
な
ど
を
教
え
て
い
る
。
今

年
4

月
に
は
パ
ス
会
社
が
路

線
パ
ス
にA
E
D
を
帆
配
置
し

た
。

。

夏
休
み
。
半
島
は
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
。
民
宿
が
満
室

に
な
れ
ば
、
住
民
約
1
7
0

人
の
常
神
に
も1
日
約
5
0

0

人
が
泊
ま
る
。

常
神
の
区
長
、
橋
本
隆
一

さ
ん
(
組
問
)
は
嘆
く
。
「
都
市

部
と
違
っ
て
、
こ
と
の
状

況
は
な
か
な
か
変
わ
ち
な

い
」

に
く
い
地
域
は
多
い
」
と
指

摘
す
る
。

推
計
の
結
果
、
全
国
平
均

は
回
分
。
つ
ま
り
、
現
場
か

ら
セ
ン
タ
ー
に
行
く
だ
け
で

「
黄
金
の1
時
間
」
が
ほ
ぼ

過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
わ
り
だ
。

〔
次
ベl
ジ
上
段
に
つ
づ
く
〕
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: 重症患者救
重いけがの患者に適切な応急処置をするため、日本救急医学会

:などは「外傷初期診療ガイドラインJ (JATEC) を作ってい
:る。容体悪化を防ぎ、手術など担本治療までの時聞を稼ぐ方法。
:手術できる病院が遠い地域では特に重要だ。大学医学部ではほと
:んど教えておらず、 JATECを学んだ医師はまだまだ足りない
:のが現状だ。
兵庫県立淡路病院(洲本市)整形外科の脇貴洋医師(30) は昨年、

: JATECを教える「インストラクター」の資格を取った。当直
:で救急を担当する他の医師に広げたいと、毎月、勉強会を開いて
:いる。

脇医師は05年 1~3月、研修で外傷救急に詳しい医師がそろう
:兵庫県災害医療センター(神戸市中央区)で働いた。驚いた。亡
: くなりそうに思った重症の患者が次々と助かった。災害医療セン
: ターではどの医師も同じ手順で診療をしていた。この手順がJA
: TECだった。ベテランでも経験の浅い研修医でも、同じように

医
療
技
術

〔
前
ベl
ジ
よ
り
〕

県
(
回
分
)
な
ど
が
続
い
た
。

最
短
は
一
東
京
都
の
げ
分
。
次

は
大
阪
府
で
担
分
。
神
奈
川

と
愛
知
、
滋
賀
県
は
各
約
出

分
だ
っ
た
。

よ
り
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

数
が
増
え
た
が
、
実
態
は
大

差
な
い
と
み
ら
れ
る
と
い

う
。

都
道
府
県
別
で
は
、
震
長

は
北
海
道
で1
0
1

分
。
和

歌
山
県
(
間
四
分
)
、
鹿
児
島

く〉
三島救命の秋元質所長は í2 次病院が

減り、 3次の救命救急センターにそのし
わ寄せが来ているJ と指摘する。大阪府
内では、 05年度末に279あった救急告示
病院が、 06年度末に275、今年 8 月 20 日
現在で255まで減った。医師不足や、救
急医療の不採算などがその背景にある。
こうした状視は全国に広がっている。

2 次病院が救急を縮小すると周囲の 2次
病院の負担が指し、そこがまた縮小する
という悪循環に陥るのだ。ひいては救命
救急センターに影響が及ぶ。
今年 1 月、毎日新聞が全国102カ所の

救命救急センターを対象に実施したアン
ケートでは、本来なら 2 次病院が担当す
べき患者が「かなり増加J íやや増加」
したとの回答が7創を超えた。重症患者
を断ることが増えたとの回答も約4割に
達した。

。

医師不足・医師の偏在の指摘を受け、
厚生労働省も09年度予算の概算要求に対
策費用を盛り込んだ。救急担当医師の夜
間・休日勤務への財政支援 (40億9000万
円)マへき地に派遣される医師への移動
費用の支援(1億3600万円)マ診療所の
医師が夜間 ・ 休日に、救急病院で応援診
療した場合の手当 01億円)ーーなどだ。

大
阪

2

次
病
院
減
り
患
者
増

都市部は地方より救急病院が多く、患
者を運ぶ時間も短い。それでも、数急患
者の受け入れ状況は厳しl'o
大阪府高槻市の府三島救命救急センタ
ーでは06年から、救急隊などかちの患者
の受け入れ依頼を断った件数が急増し
た。日本の制度は、救急病院を、担当す
る患者の重症度別に初期(1次)、 2 次、
3 次の 3段階に分けている。救命救急セ
ンターは紋急医療の「最後のとりでJ と
され、 í3 次J にあたる。愚重症患者を
常に受ける体制を求められ、空きベッド
確保のため、生命に危険のない「中等症」
患者を、 2 次病院などで治療できるとし
て断ることもある。

三島救命が受け入れを断ったのは、 05
年には143件だった。それが06年には289
件。 07年には474件に噌えた。一方、入院
患者は、05年が1003人、 07年は1132人で、
こちらも増えている。

断り増の理由を調べると、 「中等症J
の患者を 3次病院の任務外だと断った例
が急増していた。 05年は 2 件だが、 06年
は86件、 07年には189件だ。
三島救命は断る件数の増加に悩み、院
内で、受け入れ増のための検討チームを
作った。 8床だった 1 CU(集中治療室)
を 10床まで増やし、受け入れの努力を続
けている。

広範囲をカバー東西!lOキ門徳邑

う「手順」普及せず
患者を助けられる手順だと知った。
その後、公立村岡病院(兵庫県香美町)に着任し、在職中の05

年11月、週末に東京に出かけJATECの講習を受けた。 受講料
5 万円は自費で払った。 その年の暮れ、交通事故で内臓が傷つい
た患者が来た。手順通りの処置をして、詳しい診断はつけずに救
命救急センターに送った。 患者は無事に回復した。 JATECを
知らなければ、診断をつけようと検査を重ね、手遅れになったか
もしれないと援り返る。
実際、関東のある救命救急センターの医師は「交通事故で、助
かる見込みが高かった患者が、最初に運ばれた病院でCTなどの
検査に時間をとられ、センターに転送されたが途中で心肺停止し
た。 昨年はこうした患者が 2 人いた」 と打ち明ける。
JATECを受けた医師は現在、全国で約3800人。 乙れに対し

て、 2次救急病院は全国lこ約4000施設。 平均で 1 施設 l 人以下に
とどまっている。
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徳
島
県
立
三
好
病
院
救
命
救
急
専
門
医
だ
っ
た
上
山
裕
絡
を
受
け
て
か
ち
病
院
到
着
走
る
国
湾
か
交
差
し
、
交
通
島
空
港
に
常
駐
す
る
消
防
防
用
で
な
い
た
め
、
医
師
を
乗
り
上
げ
な
ど
に
慣
れ
て
い
る

救
急
セ
ン
タ
ー
(
三
好
市
)
二
医
師
(
引
)
は
、
患
者
が
病
ま
で
は
平
均
約
組
分
。
う
ち
事
故
は
珍
し
く
な
い
。
一
方
災
へ
リ
が
、
徳
島
赤
十
字
病
せ
る
時
間
も
含
め
病
院
か
ら
消
防
防
災
へ
リ
が
有
効
だ
。

に
は
、
東
西
約
印J
、
面
積
院
に
着
く
ま
で
の
時
聞
を
調
百
人
(
約
加
物
)
が
「
黄
金
で
市
域
の

9

割
近
く
は
山
地
院
(
小
松
島
市
)
な
ど
に
寄
っ
直
接
飛
び
立
つ
ド
ク
タ
ー
へ
し
か
し
外
傷
患
者
に
と
っ

に
し
て
約1
4
0
0

平
方
J

べ
た
。
侃
年4
月
か
ち
の
2

の
1

時
間
」
を
超
え
た
。
で
、
が
り
な
ど
なhあ
転
落
も
て
医
師
を
乗
せ
、
救
急
現
場
リ
よ
りm
s
m
分
遅
れ
る
。
て
、
m
s
m
分
は
大
き
な
時

に
及
ぶ
範
囲
か
ろ
患
者
が
搬
年
間
で
、
現
場
か
ら
紋
急
車
三
好
市
は
、
四
国
の
ほ
ぼ
多
く
、
林
業
の
仕
事
中
に
山
へ
向
か
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
現
在
、
県
南
部
の
県
立
海
聞
の
ロ
ス
。
救
急
専
用
の
ド

送
さ
れ
る
。
で
運
ば
れ
た
外
傷
患
者
は
延
中
央
に
位
置
す
る
。
市
内
で
中
で
け
が
を
す
る
人
も
い
る
。
し
た
。
だ
が
出
動
要
請
か
ら
部
病
院
に
勤
め
る
上
山
医
師
ク
タ

l

へ
リ
も
導
入
し
て
ほ

今
年
5

月
ま
で
同
病
院
の
べ3
9
1

人
で
、
消
防
が
連
は
、
四
国
を
東
西
、
南
北
に
徳
島
県
は
今
年8
月
、
徳
離
陸
ま
で
約
日
分
。
救
急
専
は
「
山
中
で
は
、
担
架
の
つ
し
い
」
と
訴
え
る
。

県
)
、
浦
添
総
合
病
院
(
沖
行
時
聞
を
日
ら
お
分
に
抑
え
は
、
「
財
政
が
厳
し
い
中
、
で
の
時
聞
を
定
め
て
い
る
。

縄
県
)
な
ど
が
独
自
に
へ
リ
て
全
国
を
カ
バ
ー
す
る
に
と
の
方
式
が
現
実
的
だ
と
判
短
い
州
で
叩
分
、
長
い
州
で

を
飛
ば
し
て
い
る
。
は
、
圏
内
羽
カ
所
の
救
命
救
断
し
た
」
と
説
明
す
る
。
年
目
分
以
内
だ
。
実
際
に
患
者

同
省
研
究
班
(
分
担
研
究
急
セ
ン
タ
ー

に
へ
リ
が
必
要
間
予
算
は3
0
0

万
円
余
り
の
8

劃
以
上
は
、
と
の
時
間

者
H

益
子
邦
洋
・

日
本
医
大
だ
と
い
う
。
だ
。
内
に
医
師
が
治
療
を
始
め
て

教
授
)
に
よ
る
と
、
へ
リ
は
問
題
は
費
用
だ
。
仰
年

6

月
、
ド
ク
ター
へ
い
る
と
い
う
。

患
者
の
搬
送
時
聞
を
平
均
加
奈
良
県
と
三
重
県
は
、
和
リ
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
イ
タ
リ
ア
も
地
方
で
加
分

ち
幻
分
縮
め
、
死
亡
率
を
引
歌
山
県
立
医
大
病
院
の
ド
ク
園
会
で
成
立
し
た
。
企
業
な
以
内
、
都
市
部
で
は

8

分
以

5

印
私W減
ら
す
成
果
を
挙
げ
タ
l

へ
リ
を
共
同
で
利
用
し
ど
か
ら
集
め
た
寄
付
を
法
人
内
の
現
場
到
着
を
打
ち
出

て
い
る
。
て
い
る
。
と
れ
だ
と
、
奈
良
、
が
管
理
し
て
、
へ
リ
を
持
つ
し
、
全
国
組
カ
所
に
へ
リ
を

し
か
し
、
導
入
し
て
い
る
三
重
県
が1
飛
行
あ
た
り
約
病
院
に
助
成
金
を
出
す
仕
組
配
備
し
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア

み
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
し
か
の
面
積
は
日
本
の
約
8

割

し
、
寄
付
が
集
ま
る
見
通
し
で
、
日
本
に
あ
て
は
め
る
と

は
立
た
ず
、
担
当
の
法
人
も
印
カ
所
に
配
置
し
た
の
に
相

未
定
だ
。
た
だ
、
同
省
に
よ
当
す
る
。

る
と
、
今
年
度
中
に3
機
の
ス
イ
ス
も
、
九
州
よ
り
や

へ
リ
が
新
た
に
運
航
を
始
め
や
広
い
程
度
の
国
土
に
、
医

る
予
定
だ
。
師
が
乗
る
救
急
へ
リ
日
機
を

〈
〉
配
置
す
る
。
ど
と
で
も
、
ほ

一
方
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ぼ
日
分
以
内
に
現
場
に
着
け

医
師
が
日s
m
分
で
患
者
の
る
体
制
だ
。

下
に
到
着
し
、
治
療
を
始
め

る
ご
と
を
目
指
す
国
が
多

、ν

救
急
へ
リ
ネ
ッ
ト
や
益
子

教
授
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ
は

各
州
が
州
法
で
、
ド
ク
タ
ー

へ
リ
が
現
場
に
到
着
す
る
ま

E司1岡市問団置~::C:Z‘~J司王国「市喧“同司l措
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医
療
技
術

病
院
ま
で
が
遠
い
教
急
患

者
を
助
け
る
方
法
に
、
医
師

を
乗
せ
た
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

「
ド
ク
タ
ー
へ
リ
」
が
あ
る
。

厚
生
労
働
省
は
救
急
専
用
の ド

ク
タ
ー
へ
リ
を
導
入
す
る

都
道
府
県
に
補
助
金
を
出
し

て
い
る
。
へ
リ
の
維
持
管
理

費
な
ど
年
約1
億
7
0
0
0

万
円
を
固
と
都
道
府
県
が
半 額

ず
つ
負
担
す
る
。

都
道
府
県
が
費
用
を
ま
か

な
う
ド
ク
タ
ー
へ
リ
は
現

在
、
日
道
府
県
に
凶
機
あ
る
。

他
に
福
岡
和
白
病
院
(
福
岡

死
亡
率
減
少
効
果
も

導
入
は
都
市
部
集
中

の
は
千
葉
、
神
奈
川
、
大
阪
、

福
岡
な
ど
都
市
部
が
中
心

だ
。
N
P
O

法
人
「
救
急
へ

リ
病
院
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
(
事

務
局
・

東
京
都
)
の
村
田
憲

亮
事
務
局
昼
は
「
本
来
必
要

と
さ
れ
る
(
医
療
機
関
の
少

な
い
)
地
域
に
は
飛
ん
で
い

な
い
。
か
え
っ
て
格
差
が
広

が
る
」
と
危
機
感
を
吐
露
す

る
。益

子
教
授
に
よ
る
と
、
飛 担

万
円
を
和
歌
山
県
に
支
払

う
だ
け
で
ま
か
な
え
る
。
し

か
し
、
奈
良
、
三
重
と
も
県

全
体
の
面
積
を
カ
バ
ー
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、
搬
送
件

数
は
前
年
度
は
三
重
9

件
、

奈
良1
件
に
と
ど
ま
っ
た
。

到
着
時
聞
が
多
少
遅
れ
る

も
の
の
、
徳
島
空
港
常
駐
の

消
防
防
災
へ
リ
が
病
院
に
立

ち
寄
っ
て
医
師
を
乗
せ
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
た
徳
島
県

日

(
高
知
了
間
一

2
0
0
8

年
9

月
1

日

(月
)

毎
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医
療
技
術

安全にギブス切断
ワイヤ式カッター開発

T
・

M
・

C

医
療
機
器
製
造
の
T
・
M
・
C

(富
山
市
中
老
田
、
高
沢
武
志
代
表

)
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
ワ
イ

ヤ
を
活
用
し
た
ギ
プ
ス
カ
ッ
タ
ー
を
開
発
し
た

。

骨
折
治
療
で
ギ
プ
ス
を
切
断
す
る
際
、
患
者
を
傷

つ
け
た
り
、
発
生
す
る
均
レ
ん
を
吸
い
込
む
恐
れ
が
な
く
安
全
性
が
向
上
す
る

。

十
月
を
め
ど
に
、

県
内
外
の
医
療
機
関
向
け
に
市
場
投
入
す
る

。

カマ | 
、をギ

理使プ
り用ス

警 fB昌三
音りは

がが電

雲函勢
lこ白勺ッ
恐だタ

て患怖
動者感
けがを
ば子与
、どえ

傷もる
でつ神ス あ及健ん断イ合プは 定つのケ
骨け経カ開るぽ康を時プまラガまさげ場 l
牽ずやッ発 。 すに吸にがれスラたれる合ス
担に血タし 危悪い出多てチス\るこ、も
断ワ管 I 1';::. 険影込るくいツ繊ギ 。 とおあ
守イをは4? 性響む粉、るク羅ブ もびる
るヤ傷、プ がをとじ切タがやス 想え

技
術
を
も
と
に
し
て
い
る

。

ギ
プ

ス
の
中
に
ワ
イ
ヤ
を
通
し
て
引
き

上
げ
る
だ
け
の
簡
易
な
使
用
法

で
、
電
動
カ
ッ
タ
ー
を
使
い
慣
れ

て
い
な
い
医
師
で
も
安
全
に
切
れ

る
。

篭
動
カ
ッ
タ
ー
以
上
の
切
れ

味
で
、
し
か
も
使
い
勝
手
が
い
い

長
さ
や
太
さ
を
追
求
。

細
い
ス
テ

ン
レ
ス
製
ワ
イ
ヤ
四
十
九
本
を
編

み
込
み
、
最
適
な
畏
さ
七
十
咋
、

太
さ0
・
五
四戸
を
見
つ
け
出
し

た
。

主
に
整
形
外
掛
で
の
需
要
を
見

込
ん
で
い
る
が
、
外
糾
や
脳
外
掛

の
ほ
か
、
動
物
の
骨
折
治
療
で
も

ギ
ブ
ス
を
使
う
ケ
1

ス
が
あ
り
、

新
た
な
販
路
の
開
拓
も
進
め
る

。

五
年
後
で
月
に
一
千
個
余
り
の
売

り
上
げ
を
目
指
す

。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
引
日
{
木
)

医
療
機
器
の
審
査
迅
速
に

p
h
p
&国
際
競
争
力
を
向
上

厚
生
労
働
省
は
十
五
日
、

「医
療
機
総
産
業
政
策
の
推

進
に
係
る
懇
談
会」を
開
き
、

産
業
育
成
の
た
め
の
展
望
を

ま
と
め
た
。

先
端
技
術
を
取

り
込
ん
だ
医
療
機
器
の
審
査

を
迅
速
化
す
る
の
が
柱
。

再

生
医
療
に
必
要
な
機
穏
や
手

術
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
日
本
の
最

先
端
の
医
療
機
器
の
研
究
・

開
発
を
支
援
し
、
日
本
の
医

療
機
器
の
国
際
競
争
力
を
高

め
る
狙
い
が
あ
る。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
世
界

の
医
療
機
器
市
場
の
な
か
で

日
本
の
占
有
率
は
一
O
%

(ニ
O
O
五
年
)
と
O
O
年

当
時
(
一
五
%)
か
ら
大
幅

に
低
下
し
た。
世
界
の
市
場

規
模
は
年
々
拡
大
し
て
お

り
、
日
本
も
シ
ェ
ア
を
上
げ

る
た
め
に
は
輸
出
の
増
加
な

ど
競
争
力
の
強
化
を
迫
ら
れ

医僚機器の市t畢規模
米 (2005年時点)
国

て
い
る。

審
査
の
迅
速
化
で
は
、
審

査
を
担
う
独
立
行
政
法
人
、

医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
楠

と
厚
労
省
内
に
専
門
家
を
重

点
配
慣
す
る
方
針
を示
し

た
。

医
療
現
場
で
ニI
ズ
の

高
い
機
器
に
つ
い
て
は
優
先

的
に
審
査
し
て
承
認
す
る

「
優
先
的
相
談
制
度
」
の
推

進
も
明
記
し
た。

廃
棄
処
分
す
る
と
き
に
環

境
へ
の
負
担
が
小
さ
い
医
療

機
器
の
開
発
も
後
押
し
す

る
。

へ
き
地
や
島
し
よ
な
ど

で
需
要
が
閏
窓
ま
れ
る
遠
隔

医
療
に
使
う
機
器
の
艶
備
も

支
援
す
る
考
え
だ
。

将
来
性

の
高
い
医
療
機
器
の
開
発
に

補
助
金
を
重
点
的
に
配
分
す

る
仕
組
み
も
検
討
す
る
。

た
だ
展
望
で
は
方
向
性
を

示
す
に
と
ど
ま
り
、
具
体
的

な
施
策
や
実
施
計
画
な
ど
は

盛
り
込
ま
れ
な
かっ
た
。

出

席
者
か
ら
は
「施
策
を
阜
期

に
実
行
し
な
い
と
日
本
だ
け

取
り
残
さ
れ
る」
と
の
指
摘

も
あ
っ
た。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
時
日
(
水
)
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医
療
技
術

徳弘・吉備高原医療リハビリセンタ一院長

義
手
、
義
足
は
消
耗
品

積
足
が
利
用
者
に
合
っ
て
い
る
か

惨
断
す
る徳
弘
院

長
(
右
繍
)ら

労
災
事
故
や
病
気
で
手
足

を
切
断
し
た
人
が
使
う
義
肢

(
義
手
、
義
足
)
は
利
用
者

の
年
齢
な
ど
に
応
じ
た
作
り

替
え
が
必
要
だ
。
八
日
、
利

用
者
向
け
の
適
合
判
定
会
を

岡
山
市
内
で
行
っ
た
吉
備
高

原
医
療
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
(
岡
山
県
吉
備

中
央
町
吉
川
)
の
徳
弘
昭
博

院
長
は
「
義
肢
は
消
耗
品
。

義
手
は
一
年
、
ひ
ざ
か
ら
下

の
義
足
が
二
年
、
太
も
も
下

な
ら
三
|
五
年
が
目
安
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

徳
弘
院
長
に
よ
る
と
、
義

肢
自
体
が
傷
む
の
に
加
え
、

高
齢
化
と
と
も
に
利
用
者
の

腕
や
脚
が
細
く
な
り
、
義
肢

の
接
合
部
と
合
わ
な
く
な

る
。
歩
き
づ
ら
い
義
足
を
使

こ
と
が
多
い
。
高
齢
者
に

は
運
動
性
よ
り
、
軽
く
て

安
定
性
の
高
い
も
の
に
作
り

替
え
を
勧
め
て
い
る
」
と
語

る
。適

合
判
定
会
で
は
同
セ
ン

タ
ー
の
医
師
三
人
が、

労
災

事
故
で
手
足
を
失
い
載
肢
を

労
災
事
故
が
原
因
で
義
肢

装
具
を
使
う
人
は
岡
山
県
内

で
約
四
百
人
。
徳
弘
院
長
は

「
労
働
現
場
の
機
械
化
で
手

足
を
切
断
す
る
よ
う
な
事
故

が
減
り
、
義
肢
に
詳
し
い
医

師
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
に

年
齢
に
応
じ

作
り
替
え
必
要

っ
て
い
る
と
、
反
対
側
の
ひ

ざ
な
ど
を
痛
め
る
恐
れ
も
あ

る
と
い
う
。

義
肢
は
年
々
発
竜
開
催

中
の
北
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
も
装
着
し
た
選
手
が
活

躍
し
て
い
る
。
た
だ
、
徳

弘
院
長
は
「
運
動
性
、
機

能
性
の
高
い
義
足
は
重
い

利
用
す
る
岡
山
県
内
の
約
三

十
人
を
診
察
。
処
方
に
応
じ

メ
ー
カ
ー

の
義
肢
装
具
士
が

新
た
な
義
肢
を
採
型
し
た
。

今
後
、
処
方
や
適
合
判
定
に

か
か
わ
ろ
う
と
す
る
医
師
の

研
修
会
も
兼
ね、
岡
山
や
愛

知
、
佐
賀
県
な
ど
の
医
師
十

人
が
指
導
を
受
け
た
。

よ
る
足
の
切
断
は
増
え
て
い

る
。
一
人
で
も
多
く
の
医
師

に
技
術
を
身
に
着
け
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

(
中
浜
隆
宏
)

山
陽
新
聞
・
朝
刊

2
0
0

8

年
9

月

刊日
日
(土
)

53 



医
療
技
術

安
価
で
故

ドでの動き把握>|患者のベッがん発見
同
・
押
H
d

J
V訓
"
'

し

山
口
大
学
の
田
中
幹
也
教
授
ら
は
入
院
し
た
認
知
症

患
者
な
ど
の
様
子
を二
十
四
時
間
把
握
で
き
る
介
護
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
た。

超
音
波
セ
ン
サ
ー
と
電
力
線
通

信
を
組
み
合
わ
せ
、
患
者
が
ベ
ッ
ド
か
ら
動
い
た
情
報

を
介
護
者
に
伝
え
る。
ベ
ッ
ド
が
複
数
あ
る
病
室
で
も

患
者
を
一
人
ず
つ
区
別
で
き
、
安
価
で
故
障
し
に
く
い

介
護
シ
ス
テ
ム
に
な
る
と
い
う。
今
後
、
協
力
企
業
を

募
っ
て
実
用
化
を
目
指
す
。

E霊.1~el四
超音滋
センサー

由民会がシステA
に
く
く

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
周

波
数
回
O
J
ゅ
の
超
音
波
セ

ン
サ
ー

と
家
庭
用
電
源
に
付

け
る
だ
け
で
通
信
で
き
る
電

力
線
通
信
装
置
を
使
う
。

セ

ン
サ
ー
を
ベ
ッ
ド
の
頭
部
や

周
辺
に
付
け
て
お
き
、
ベ
ッ

ド
上
の
患
者
が
起
き
た
り
、

ベ
ッ
ド
の
左
右
に
動
い
て
落

下
し
そ
う
に
な
っ
た
り
す
る

様
子
を
と
ら
え
る。
動
い
た

情
報
は
電
力
線
通
信
で
介
護

者
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話

な
ど
に
送
信
す
る
。

新
シ
ス
テ
ム
は
同
じ
周
波

数
を
使
っ
て
も
超
音
波
の
干

渉
が
起
き
な
い
よ
う
に
工
夫

し
た。
送
受
信
の
信
号
の
長

さ
や
大
き
さ
な
ど
を
ラ
ン
ダ

ム
に
変
え
る
手
法
な
ど
を
使

超
音
波
と

電
力
線
通
信
活
用

ぃ
、
そ
の
セ
ン
サ
ー
か
岳
山

た
信
号
だ
け
を
と
ら
え
る
よ

う
に
し
て
誤
作
動
を
抑
え

た
。

複
数
の
ベ
ッ
ド
の
あ
る

部
屋
で
も
間
違
わ
ず
に
検
出

で
き
る
。

特
別
養
護
老
人
ホー
ム
と

協
力
し
、二
人
の
被
験
者
で

ベ
ッ

ド
上
の
動
き
の
検
出
実

験
を
十
日
間
実
施
し
た
。

離

床
動
作
を
も
れ
な
く
検
出
で

き
、
誤
報
や
誤
作
動
は
な
か

っ
た。
ま
た
ト
イ
レ
へ
の
移

動
回
数
を
調
べ
る
実
験
も
実

施
し
、
独
居
老
人
の
安
否
確

認
シ
ス
テ
ム
に
も
応
用
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

既
存
の
離
床
検
知
シ
ス
テ

ム
は
C
C
D
(電
荷
結
合
素

子
)
カ
メ
ラ
で
燭
影
す
る
手

「
信
仰
」
は
根
強
い
。

一
方
で
、

昨
年
ロ
月
に
は
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

の
研
究
チ1
ム
が
「
こ
れ
か
ら
発

病
す
る
が
ん
の2
%
が
、
C
T

検

査
が
原
因
で
起
き
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
医
学
誌
に
発
表
。

放
射
線

接
へ
の
不
安
も
広
が
る

。

ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
に
着
目
し
た

の
は
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
が
ん

予
防
・

検
診
研
兜
セ
ン
タ
ー
の
森

山
紀
之
セ
ン
タ
ー
長。

実
は
森
山

セ
ン
タ
ー
長
は
、
叩
年
代
に
東
芝

検
診
や
診
断
に
用
い
ら
れ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮

影
(
C
T
)は
、
小
さ
な
病
変
も
発
見
で
き
る
が
、
放
射

線
の
悪
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

計
測
織
鰭
の
島
油
開
製

作
所
は
、
放
射
線
震
を
大
幅
に
抑
え
た
シ
ス
テ
ム
を
外
掛

向
け
に
開
発
。
こ
れ
に
「
国
産
C
T

の
生
み
の
親
」
と
言

わ
れ
る
医
師
が
目
を
つ
け
た。

今
、
肺
が
ん
検
診
へ
の
応

用
を
模
索
中
だ
。

(
上
栗
山
宗
)
島津製作所開発

「
C
T

の
父
」
普
及
促
す

法
や
圧
力
セ
ン
サ
ー
を
そ
な

え
た
マ
ッ
ト
を
ベ
ッ
ド
の
周

囲
に
設
定
し
て
移
動
を
検
出

す
る
手
法
な
ど
が
あ
る
。

ナ

!
ス
コ
ー
ル
の
な
い
よ
う
な

小
規
模
施
設
で
も
導
入
し
や

す
い
よ
う
に
、
故
障
し
に
く

く
、
安
価
な
手
法
が
求
め
ら

れ
て
い
た。

基
本
的
な
技
術
は
確
認
。

今
後
は
実
用
化
に
む
け
て
協

力
企
業
を
募
る
。

介
護
現
場

や
独
居
高
齢
者
の
安
否
確
認

シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
。

日

経
産
業
新
聞
・

糊
酬

2
0
0
8

年
8

月
お
日
(
火
)

ン
セ
シ
ス
が
有
効
か
確
か
め
る
た

め
、
腕
が
ん
の
人
体
標
本
を
撮
影

し
た
と
こ
ろ
、
手
術
が
必
要
な
大

き
さ
の
が
ん
は
発
見
で
き
、
肺
が

ん
検
診
に
は
十
分
使
え
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た。

今
年
初
め
か
ら
、
他
の
医
師
と

も
協
力
し
て
臨
床
で
の
デ
ー
タ
収

集
を
始
め
た
。
-
年i1

年
半
か

げ
て
検
証
し
、
早
げ
れ
ば
来
春
に

も
各
地
の
病
院
に
導
入
を
働
き
か

け
る
と
い
う
。

森
山
セ
ン
タ
ー
長
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医
療
技
術

脱CT技産総研

E姐盤国圃

島
揖
聞
は
新
筏
術
を
「
ト
モ
シ
ン

セ
シ
ス
」
と
名
付
け
た
。
昨
年
4

月
、
主
に
骨
折
の
診
断
な
ど
外
掛

向
け
に
、
こ
の
筏
術
を
使
っ
た
レ

ン
ト
ゲ
ン
台
を
商
品
他
し
た
。
一

方
向
か
ら
、
数
ミ
リ
ず
つ
位
置
を
変

え
て
九
枚
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を

撮
影。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
分
析

.
合
成
し
て
簡
単
に
断
層
映
像
を 作

り
出
す
。

多
方
向
か
ら
写
すCT
に
解
像

度
は
及
ば
ず
、
一
方
向
か
ら
の
断

面
し
か
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
そ
の

分
、
撮
影
時
に
浴
び
る
放
射
線
量

を
、
C
T

の
叩
分
のl
以
下
に
減

ら
せ
る
。
価
格
は
3

千
万i
4

千

万
円
とC
T

の
半
額
以
下
だ
。

患
者
や
医
師
の
簡
で
、C
T

と
協
力
し
て
国
産C
T
1

号
機
の

開
発
に
尽
力
し
た
医
師
で
も
あ
る

。

回
年
代
か
ら
はC
T

に
よ
る
肺

が
ん
検
診
の
普
及
に
カ
を
入
れ
て

き
た
。「

米
チl
ム
の
研
究
結
果
に
は

疑
問
も
あ
る
が
、
放
射
線
は
浴
び

な
い
ほ
ど
良
い
の
は
確
か
」
と
森

山
セ
ン
タ
ー
長
は
話
す
。
ト
モ
シ

が
ん
検
知
の
小
型
セ
ン
サ
ー

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の

研
究
チl
ム
は
、
が
ん
細
胞

を
検
知
で
き
る
微
細
な
セ
ン

サ
ー
を
開
発
し
た
。

内
視
鏡

に
搭
載
し
て
消
化
器
系
の
が

ん
診
断
に
使
え
ば
、
体
内
の

綴
影
薗
像
と
セ
ン
サ
ー
の
結

果
の
両
面
か
ら
調
べ
る
こ
と

が
可
能
に
な
る。
セ
ン
サ
ー

を
実
用
化
で
き
れ
ば
検
査
期

間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
、
早

期
発
見
・
治
療
に
役
立
つ
と

期
待
さ
れ
る。

開
発
し
た
の
は
産
総
研バ

イ
オ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー

の
軽
部
征
夫
セ
ン
タ
ー
長
、

鈴
木
祥
夫
研
究
員
ら
の
チ
ー

ム
。
今
後
、
動
物
実
験
で
新

内
視
鏡
に
搭
載
、
検
査
早
く

の
に

f
r

質
時
日

物
殖
V

E

滑
る

臨
ん
え

/

川
が
岨
咽

仇
Mた

み
し
組

発
仕

聞
の

が
術

研
妓

総
知

窪
績

き
さ
は
縦0

・
五、

、

じ
州
、

横
二
・

九
、
、

r

M
。

金
の
薄

膜
な
ど
で
で

き
た
基
板
に

が
ん
細
胞
が

出
す
特
殊
な

た
ん
ぱ
く
質

を
認
識
す
る

分
子
が
付
け

て
あ
る。

が
ん
細
胞

は
場
殖
す
る

際
に
栄
養
分

を
補
う
た
め
の
血
管
を
細
胞

の
周
り
に
作
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る。
そ
の
際
に
血
管

成
長
を
促
す「即
管
内
皮
細

胞
糟
殖
因
子(
V
E
G
F
)」

基仮 VEGF がくつついて
蛍光を出す

VEGF と特異的に
くつつく ペプチド

/ 蛍
光
物
質

型
セ
ン
サ
ー
の
性
能
を
確
認

し
、
内
視
鏡
メ
ー
カ
ー
な
ど

と
共
同
で
実
用
化
を
目
指

す
。開

発
し
た
セン
サ
ー
の
大

が
出
て
く
る
た
め
、
開
発
し

た
セ
ン
サ
ー
で
検
知
し
て
が

ん
か
ど
う
か
調
べ
る
。

セ
ン
サ
ー
表
面
に
はVE

G
F

に
だ
け
く
っ
つ
く
「
ペ

プ
チ
ド」
と
、
V
E
G
F
が

ペ
プ
チ
ド
と
結
合
す
る
と
蛍

光
を
発
す
る
物
質
が
付
い
て

お
り
、
V
E
G
F

を
検
知
す

る
と
光
る
た
め
、
が
ん
の
存

在
が
分
か
る。
可
視
光
で
蛍

光
を
発
す
る
た
め
、
特
殊
な

光
源
を
必
要
と
し
な
い
利
点

も
あ
る。

研
究
チl
ム
は
V
E
G
F

の
入
っ
た
溶
液
に
セン
サ
ー

を
浸
し
て
実
験
し
た
。

V
E

G
F

の
濃
度
を
溶
液
一
ミ

b
h

当
た
り
0
・
一
円
肘
(
認
は
百

万
分
の
一)
d
に
設
定
し
た

は
「
ト
モ
シ
ン
セ
シ
ス
の
活
用
で

よ
り
多
く
の
人
が
有
効
な
が
ん
検

診
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
」

。

島
海
も
改
良
な
ど
に
応
じ
る
構
え

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
叩
臼
(
木
)

と
こ
ろ
、
蛍
光
の
強
度
か
ら

V
E
G
F
の
存
在
を
検
知
で

き
た。
今
後
、
他
の
が
ん
検

査
法
並
み
に
感
度
を
上
げ
る

た
め
、
同
数
ナ
ノ
(
ナ
ノ
は
十
億

分
の
一
)
必
の
灘
度
で
も
検

知
で
き
る
よ
う
に
改
良
し
て

い
く
。

が
ん
の
検
査
は
通
常
、
血

液
や
組
織
を
専
門
機
関
に
送

っ
て
分
析
す
る
た
め
、
数
日

か
ら
数
週
間
か
か
る
。
開
発

し
た
セ
ン
サ
ー
を
内
視
鏡
の

先
端
に
付
け
て
体
内
に
入
れ

れ
ば
、
将
来
は
医
師
が
診
断

す
る
現
場
で
、
よ
り
早
期
に

が
ん
を
発
見
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
い
う。

ま
た
、
マ
イ

ク
ロ
メ
ー
ト
ル
サ
イ
ズ
の
小

さ
な
内
視
鏡
に
取
り
付
け
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
血
管
内

に
入
れ
て
様
々
な
が
ん
の
早

期
発
見
に
つ
な
が
る
と
期
待

し
て
い
る。

日
経
産
業
新
聞
・
開
制

2
0
0
8

年
8

月
刊
旧
日
(
金
)
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医
療
技
術

自
律
ロ
ボ

給食や医用品届けます

病
院
を
行
く

京
都
市
の
大
手
機
械
メ
ー
カ
ー
が
京
都
第
二
赤
十
今

T病
院
(
上
京
区
)
内
で
、
開
発
中
の
ロ

ボ
ッ
ト
の
走
行
実
験
主'付っ
て
い
る
。
医
療
現
場
の
ニ
l

ズ
や
必
要
な
動
作
を
把
揮
す
る
狙
い

で
、
給
食
や
医
用
品
の
配
送
支
援
な
ど
医
療
分
野
で
の
ロ
ボ
ッ
ト
搬
送
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を

目
掃
す
。
病
院
側
も
実
験
を
前
向
き
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

京
都
第
二
日
赤

「
(
将
来
は
)
点
滴
も
運

ん
で
ね
」
。
夜
間
の
病
院

地
下
一
階
、
上
部
の
カ
メ

ラ
を
左
右
に
動
か
し
な
が

ら
廊
下
を
進
む
ロ
ボ
ッ
ト

に
若
い
看
護
師
か
ヱ
戸
が

掛
か
っ
た
。
実
験
は
四
月

か
ら
月

一回
、
人
の
往
来

看
磁
飾
ら
が
行
守
る
骨
つ
廊
下

を
走
行
する
村
田
機械
の
自

律
移
動
ロ
ボ
ッ
ト(8
月
初

日
夜
、
京
都
市
上
京
区
・

京

都
第
二
赤
十
字
病
院
)

実験重ね進化形村田機械開発

の
比
較
的
少
な
い
午
後
六

時
か
ら
約
三
時
間
行
わ
れ

て
い
る
。

村
田
機
械
(
伏
見
区
)

の
京
都R
&
D
セ
ン
タ
ー

が
開
発
中
の
自
律
移
動ロ

ボ
ッ
ト
。
最
初
に
リ
モ
コ

ン
で
操
作
し
てロ
ボ
ッ
ト

に
動
い
た
区
間
を
記
憶
さ

せ
、
環
境
地
図
を
作
成
さ

せ
る
。
二
回
目
か
ら
は
ロ

ボ
ッ
ト
が
超
音
波
セ
ン
サ

ー
な
ど
で
人
や
障
害
物
を

感
知
し
、
衝
突
を
避
け
て

自
律
走
行
す
る
。
こ
れ
ま

で
五
回
実
験
し
、
緩
や
か

な
ス
ロ
ー
プ
で
の
水
の
運

搬
な
ど
も
実
悼
し
た
。

聞
社
は
独
立
行
政
法
人

新
エ
ネ
ル
ギ
ー-
産
業
技

術
総
合
開
発
機
構(
N
E

D
O
)
の
委
託
で
本
年
度

か
ら
五
年
間
、
「
十
年
後

の
市
場
ニl
ズ
を
満
た
す

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
」
の
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

責
任
者
の
森
口
智
規
課

長
心
得
は
「
医
療
現
場
で

働
く
人
た
ち
の
声
を
開
発

に
生
か
せ
る
の
が
あ
り
が

た
い
。
動#
K
Y
4く
な
っ

て
お
り
、
今
後
は
外
観
デ

ザ
イ
ン
を
改
良
し
た
い
」

と
手
応
、
え
を
話
す
。

長
期
的
な
視
点
に
共
鳴

・

し
、
実
験
に
協
力
す
る
同

病
院
消
化
器
科
の
田
中
聖

人
副
部
長
は
「
病
院
ス
タ

ッ
フ
も
ロ
ボ
ッ
ト
が
動
く

風
崇
に
慣
れ
て
き
た
。
今

後
は
搬
送
な
ど
で
成
功
体

験
を
重
ね
る
こ
と
が
大

事
」
と
強
調。

「
省
力
化

や
機
械
化
の
側
面
だ
け
で

な
く
、
何
か
と
暗
い
話
題

の
多
い
病
院
に
面
白
い
も

の
が
あ
っ
て
い
い
」
と
実

験
を
歓
迎
す
る
。

京
都
新
聞
・
夕
刊

2
0
0
8

年
9

月
2

日
(
火
)
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大
学
を
中
心
に
、
先
端
医

療
向
け
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

研
究
成
果
が
相
次
い
で
い

る
。

複
雑
な
手
術
を
よ
り
確

実
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な

る
ほ
か
、
医
師
不
足
対
策
に

も
役
立
つ。

ま
た
日
本
企
業

が
製
品
化
で
き
れ
ば
、
先
端

医
療
機
器
の
国
際
競
争
力
の

強
化
に
つ
な
が
る。
政
府
は

産
業
振
興
を
目
指
し
、
先
端

医
療
機
器
に
関
す
る
規
制
制

度
な
ど
の
改
革
に
乗
り
出
し

た
。心

臓
外
料
医
の
竹
村
博
文

.
岐阜
大
学
医
学
部
教
授
が

七
月
初
旬
、
ロ
ボ
ッ
ト
研
究

者
の
早
稲
田
大
学・
藤
江
正

克
教
授
を
訪
ね
た。二
人
を

軸
に
開
発
し
て
い
る
心
臓
手

術
用
の
ロ
ボッ
ト
は
完
成
ま

で
あ
と
わ
ず
か。
二
人
は
顔

を
つ
き
合
わ
せ
、
残
る
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
。

開
発
し
て
い
る
の
は
心
臓

が
動
い
た
状
態
で
血
管
の
バ

イ
パ
ス
手
術
が
で
き
る
ロ
ボ

ッ
ト
。
心
臓
の
拍
動
に
合
わ

せ
て
内
視
鏡
と
紺
子
(
か
ん

し
)
が
動
き
、
画
面
を
見
な

が
ら
手
元
の
操
縦
か
ん
を
操

医
療
技
術

心臓バイパス手術・胎児治療・.. 

々医療ロボ実用化ヘ
作
す
る。
心
臓
が
あ
た
か
も

止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
手
術

で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

心
臓
血
管
の
バ
イ
パ
ス
手

術
は
現
在
、
心
臓
を
動
か
し

た
ま
ま
の
方
法
が
六
割
を
占

め
る
。

患
者
負
担
の
少
な
い

か
ら
だ
が
、
心
臓
の
動
き
を

考
慮
し
な
が
ら
手
を
動
か
す

手
術
は
難
易
度
が
高
い
。
ベ

テ
ラ
ン
心
臓
外
斜
医
で
な
い

と
執
万
は
難
し
い。

新
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
え

ば
、
比
較
的
経
験
の
浅
い
医 開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

胎
児
に
手
術
が
必
要
な
場

合
、
体
内
か
ら
い
っ
た
ん
出 き

を
容
易
に
変
え
ら
れ
る
内

視
鏡
や
レ
ー
ザ
ー
メ
ス
を
開

発
し
て
い
る。

審
査
体
制
な
ど
国
も
支
援

師
で
も
よ
り
確
実
に
手
術
で
す
方
法
と
体
内
に
い
る
状
態
医
師
の
手
術
を
手
助
け
す

き
る
よ
う
に
な
り
、
傷
口
も
で
内
視
鏡
を
使
う
傷
合
が
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
手
術
精
度
の

小
さ
く
て
済
む
。
ロ
ボ
ッ
ト
る
。

胎
児
を
出
す
手
術
は
感
向
上
な
ど
に
役
立
つ

。

手
術

は
す
で
に
心
臓
の
動
き
の
九
染
症
な
ど
の
リ
ス
ク
が
あ
の
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
が

五
%
を
再
現
す
る
こ
と
に
成
り
、
体
内
に
い
る
状
態
で
で
き
、
患
者
の
肉
体
的
な
負

功
し
て
お
り
、
「
実
用
レ
ペ
手
術
す
る
の
が
望
ま
し
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る

。

ル
に
は
も
う
数
%
(
高
め
る
い
。

し
か
し
骨
の
な
い
脇
腹
ま
た
遠
隔
操
作
で
き
れ

こ
と
が
)
必
要
」
(
竹
村
教
か
ら
内
視
鏡
を
入
れ
る
こ
と
ば
、
過
疎
地
医
療
に
も
利
用

授
)
と
い
う。

に
な
る
た
め
、
一
方
向
に
し
で
き
る
。

九
州
大
学
の
橋
爪

東
京
大
学
の
土
肥
健
純
教
か
自
由
が
き
か
な
い
従
来
の
誠
教
授
は
今
年

三
月
、
N
T

授
と
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
内
視
鏡
で
は
手
術
が
困
難

。

T

な
ど
と
共
同
で
タ
イ
と
日

l

の
グ
ル
ー
プ
は
、
胎
児
治
そ
こ
で
研
究
グ
ル
ー
プ
は
ロ
本
を
結
ぶ
遠
隔
手
術
実
験
に

療
向
げ
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
ポ
ッ
ト
技
術
を
応
用
し
、
向
成
功
し
た

。

タ
イ
の
チ
ュ
ラ

こ
う
し
た
指
摘
を
受
げ
、

国
も
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
先
端
医

療
機
鍔
の
利
用
を
進
め
る
た

め
に
体
制
設
備
に
動
き
出
し

ロ
ン
コ
ン
大
学
に
設
置
し
た
た
。
厚
生
労働
省
は
「医
療

ロ
ボ
ッ
ト
内
視
鏡
を
、
九
大
機
器
産
業
政
策
の
推
進
に
係

病
院
か
ら
操
作
し
て
動
物
の
る
懇
談
会」で
、
先
端
医
療

内
臓
を
摘
出
し
た
。

機
器
の
開
発
支
援
や
審
賓
迅

米
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
製
速
化
を
目
指
し
た
「
展
望
」

品
化
し
た
手
術
ロ
ボ
ッ

ト
の
を
七
月
に
作
成
し
た。経
済

中
に
は
四
百
台
以
上
を
売
り
産
業
省
と
協
力
し
、
先
端
医

上
げ
た
も
の
も
あ
り
、
今
後
療
機
器
の
審
査
ガ
イ
ド
ラ
イ

の
先
錦
医
療
機
縁
の
市
場
鉱
ン
の
整
備
も
進
め
て
い
る

。

大
が
期
待
さ
れ
る。
日
本
で
早
大
の
藤
江
教
授
は「
国の

も
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
制
度
改
革
も
動
き
始
め
て
い

用
レ
ベ
ル
の
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
る
。

制
度
面
の
整
備
を
見
極

が
開
発
さ
れ
た
が
、
な
か
な
め
な
が
ら
五
年
以
内
に
心
臓

か
製
品
化
さ
れ
な
い。
手

術
ロ
ポ
の
臨
床
研
究
に
入

製
品
と
し
て
販
売
す
る
た
り
た
い
」
と
期
待
す
る

。

め
の
国
の
審
査
に
時
間
が
か
内
視
鏡
な
ど
一
部
の
分
野

か
る
な
ど
の
理
由
で
関
連
産
を
除
き
欧
米
に
後
れ
を
と
っ

業
が
育
っ
て
い
な
い
と
指
摘
て
い
る
日
本
の
医
療
機
器
産

す
る
声
も
多
い。
大
手
電機
業
。

硬
直
的
な
シ
ス
テ
ム
を

メ
ー
カ
ー
と
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
改
善
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
と

ク
ト
で
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
を
聞
い
う
日
本
の
強
み
多
生
か
せ

発
し
た
国
立
大
学
教
授
は
る
の
か
岐
路
に
立
っ
て
い

「完
成
度
の
高
い
ロ
ボ
ッ
ト
る。(

福
岡
幸
太
郎
)

を
開
発
し
た
の
に
、『う
ち

は
治
療
機
鰭
は
や
ら
な
い
』

と
事
業
化
の
意
思
が
全
く
な

い
」
と
憤
り
を
隠
さ
な
い
。

内
視
鏡
な
ど
で
構
成
す
る
早
大

の
心
臓
手
術
ロ
ポ(手
前
)は離

れ
た
場
所(
奥
)
か
ら
操
作
す
る

日
経
産
業
新
聞
・
悶
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出
し
た
後
、
政
治
家
ま
で
出
倫
理
や
法
律
な
ど
、
さ
ま
ざ

て
き
た。
倫
理
や
社
会
に
か
ま
な
観
点
か
ら
社
会
で
議
論

か
わ
る
問
題
は
別
と
し
て
、
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
す
る。

医
学
的
に
は
専
門
家
と
し
て
移
植
に
つ
い
て
は
、
生
体
間

譲
れ
な
い
」
と
指
摘
す
る
。

移
植
で
親
族
の
ど
こ
ま
で
を

分
科
会
の
幹
事
で
、
岩
手
認
め
る
か
な
ど
も
医
療
を
超

医
科
大
泌
尿
器
科
の
藤
岡
知
え
た
問
題
だ
と
す
る

。

昭
教
授
は
「
学
会
内
も
一
枚
「
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人

岩
じ
ゃ
な
い。
例
え
ば
、
病
の
入
っ
た
組
織
が
オ
ー
プ
ン

気
腎
移
植
に
つ
い
て
も
、
泌
に
議
論
す
る
こ
と
が
必
要
だ

尿
器
科
医
の
中
で
意
見
が
分
が
、
ま
ず
は
医
学
会
全
体
を

か
れ
る
事
例
も
あ
る
。

学
会
統
括
す
る
組
織
が
必
要
」
。

の
見
解
も
、
そ
れ
で
い
い
の
大
島
氏
は
提
言
の
柱
と
な
っ

か
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

学
て
い
る
新
組
織
の
意
義
を
解

会
全
体
の
意
見
を
ど
こ
で
担
説
。

さ
ら
に
続
け
る。

保
す
る
か
が
問
題
」
と
学
会
「
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
医
療

の
問
題
点
を
指
摘
。

技
術
も
進
み
、
社
会
や
文
化

「
(
学
会
側
も
万
波
医
師
な
ど
価
値
観
も
変
わ
っ
て
き

側
も
)
ど
ち
ら
も
確
固
た
る
た
。

多
様
化
す
る
価
値
観
の

研
究
論
文
が
無
く
、
根
拠
が
中
で
、
医
学
会
は
原
点
に
戻

弱
い
。

こ
の
状
態
で
議
論
し
り
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き

て
も
決
着
が
つ
か
な
い
。

結
医
療
技
術
の
安
全
性
や
効

局
は
、
新
た
に
臨
床
研
究
を
果
を
検
証
し
て
社
会
に
提
示

す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い
し
て
い
く
し
か
な
い

。

最
終

か
」
と
も
話
し
た。

的
に
は
、
学
会
外
部
の
組
織

大
島
氏
は
、
代
理
出
産
に
で
社
会
的
な
合
意
が
形
成
さ

が
、
医
学
の
進
歩
で
「
代
理
権
利
な
ど
医
学
の
範
囲
を
超
つ
い
て
「
技
術
的
に
で
き
る
れ
て
い
く
仕
組
み
が
必
要

出
産
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
え
る
問
題
が
出
て
き
た
」
。
か
否
か
で
は
な
く
、
し
て
も
だ
」

さ
ら
に
、
「
学
会
が
見
解
い
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

を
出
し
て
も
収
ま
ら
な
く
な
だ
。

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も

っ
て
き
た
。
特
に
病
気
腎
移
の
権
利
な
ど
医
療
の
範
囲
を

植
は
異
様。
学
会
が
見
解
を
超
え
た
問
題
が
あ
り

、

生
命

医学会の意見をまとめ
る新組織などについて
話し合う日本学術会議
の大島伸一分科会餐員
長⑤ら=東京都港区で

代
理
出
産
、
病
気
腎
移
植「
医
学
の
範
囲
超
え
」

社
会
合
意
ま
と
め
る
組
織
を

指
摘。
さ
ら
に
、
患
者
や
家

族
、
市
民
の
中
で
も
価
値
観

が
異
な
る
こ
と
を
挙
げ
る
。

そ
の
上
で
、
新
し
い
医
療
が

社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た

め
に
は
、
医
療
界
だ
け
で
な

く
社
会
の
総
意
を
反
映
で

き
る
仕
組
み
が
必
要
と
し

た
。

大
島
氏
は
「四
十
年
前
の

和
田
心
臓
移
植
の
と
き
、

医

学
会
が
伺
も
せ
ず
、
医
療
不

っ
て
き
た」
と
話
す。

信
を
生
ん
だ。
そ
の
反
省
に

提
言
は
、
こ
の
二
つ
を
例
立
ち
、
医
痕
事
故
な
ど
を
積

に
、
新
し
い
医
療
技
術
を
適
極
的
に
調
査

・

開
示
し
、
見

用
す
る
際
に
「
独
特
の
価
値
解
を
示
し
て
き
た
」
と
振
り

観
を
持
つ
一
部
の
医
師
が
、
返
る
。

従
来
、
医
療
技
術
の

学
会
の
見
解
に
従
わ
ず
在
会
適
用
の
判
断
は
、
提
供
者
側

問
題
に
発
展
し
て
い
る
」
と
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。

だ

長
野
県
下
諏
訪
町
の
恨
津
八
紘
医
師

が
行
っ
た
代
理
出
産
と
、
愛
媛
県
宇
和

島
市
の
万
波
誠
医
師
ら
が
行
っ
た
病
気

腎
移
植。

こ
の
二
つ
の
問
題
を
事
例
と

し
て
、
新
し
い
医
療
の
問
題
や
医
療
倫

理
に
つ
い
て
、
日
本
学
術
会
議
の
分
科

会
が
討
議。
先
月
末
、
医
学
会
全
体
の

意
見
を
ま
と
め
る
組
織
づ
く
り
を
柱
と

す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。

(
片
山
夏
子
)

代
理
出
産
と
移
植
。

一
一
つ

は
懸
け
離
れ
た
問
題
の
よ
う

だ
が
、
第
三
者
の
体
を
使
う

医
療
と
い
う
こ
と
は
共
通
す

る
。

分
科
会
の
大
島
伸
一
委

員
長
(
日
本
移
植
学
会
前
副

理
事
長
)
は
、
「
医
学
の
進

歩
で
、
治
療
に
第
三
者
が
か

か
わ
っ
て
く
る
な
ど
複
雑
な

問
題
が
絡
み
、
単
に
医
療
技

術
の
問
題
だ
け
で
は
な
く
な

日本学術会議提言

「
ま
ず
医
学
会
の
意
見
統
ーーーー-

2
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医
療
倫
理
東
大
が
集
中
講
座

ろ
ん
な
視
点
を

、

現
場
の
人
材
育
成

大
学
や
病
院
が
治
療
、
医
学

研
究
な
ど
の
倫
理
的
問
題
を
検

討
す
る
倫
理
委
員
会
の
役
割
は

増
す
一
方
だ
が
、
問
題
に
適
切

に
対
処
で
き
る
人
材
は
不
足
し

て
い
る
。
東
京
大
大
学
院
の
生

命
・
医
療
倫
理
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
現
場
で
の
リ
ー
ダー

養
成
を
目
指
し
た
集
中
講
座
を

開
催
。
今
年
も
定
員
を
上
回
る

応
募
が
あ
り
、
医
師
や
看
護
師

ら
約
刊
人
が
参
加
し
た
。

生
殖
医
療
や
遺
伝
子
治
療
な

ど
の
進
歩
で
生
命・
医
療
倫
理

の
問
題
が
増
え
た
こ
と
な
ど
を

背
景
に
、
倫
理
委
を
設
置
す
る

医
療
倫
理

施
設
は
増
加
。
同
セ
ン
タ
ー
の

赤
林
問
教
授
ら
が30
0

床
以

上
の
一
般
病
院
を
対
象
に
行
っ

た
調
査
で
は
、
設
置
率
は19

9
6

年
の
約
出%
が
2
0
0
2

年
に
は
約
臼
%
に
増
加
し
た
。

だ
が
、
委
員
の
多
く
は
生
命

倫
理
の
専
門
教
育
は
受
け
て
い

な
い
の
が
実
情
。
と
っ
さ
の
判

断
を
迫
ら
れ
る
医
療
現
場
で
も

人
材
は
不
足
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
東

大
は
5

年
前
に
同
セ
ン
タ
ー
を

設
立
。
文
部
科
学
省
も
「
医
療

倫
理
の
人
材
育
成
を
し
て
い
る

の
は
こ
こ
だ
け
。
医
師
や
看
護

師
は
医
療
者
の
回
線
で
考
え
が

ち
だ
が
、
患
者
側
の
視
点
な
ど

多
角
的
な
見
方
を
学
ん
で
ほ
し

い
」
と
期
待
す
る
。

4

日
間
の
講
座
で
は
、
医
療

倫
理
学
や
法
律
の
専
門
家
が
問

題
に
対
処
す
る
基
本
と
な
る
理

論
な
ど
を
講
義
。
小
人
数
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
議
論
も
行

わ
れ
た
。

講
師
に
指
摘
も

京
都
大
医
学
部
の
倫
理
委
員

長
も
経
験
し
た
赤
林
教
授
は

「
患
者
の
生
活
の
質
(
Q
O

L
)
を
考
え
る
際
、
誰
が
見
た

価
値
観
な
の
か
見
極
め
る
こ
と

が
大
切
。
医
療
従
事
者
は
『
が

ん
の
末
期
だ
か
ら
』
な
ど
と
低

く
見
る
傾
向
が
あ
る
が
、
必
ず

模
縫
倫
理
委
員
会
で
、
委
員

メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
意
見
を

述
べ
る
受
講
生
ら
H
8

月
9

目
、
東
京
都
文
京
区の
東
大

し
も
そ
う
と
は
か
ぎ
ら
な
い
」

な
ど
と
説
明
。

「
終
末
期
の
患
者
の
延
命
治

療
を
ど
う
行
う
か
」
と
い
う
事

例
で
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は

「
主
治
医
が
独
断
で
決
め
ず
、

別
の
医
師
に
も
意
見
を
仰
ぐ
ベ

き
だ
」
な
ど
の
声
が
出
た
。

特
定
の
病
気
の
患
者
の
脳
を

調
べ
る
研
究
な
ど
、
医
師
の
申

請
内
容
を
審
査
す
る
「
模
提
倫

理
委
員
会
」
も
実
施
。
委
員
役

の
受
講
生
が
「
患
者
に
対
し
リ

ス
ク
の
具
体
的
説
明
が
な
い
」

な
ど
と
、
申
請
し
た
医
師
役
の

講
師
に
指
摘
す
る
場
面
も
あ
っ

た
。受

講
生
の
一
人
、
神
戸
市
立

病
院
集
中
治
療
部
の
看
護
師
長

伊
藤
聡
子
さ
ん
(
判
)
は
「
『
人

工
呼
吸
器
を
付
け
る
べ
き
か
』

な
ど
、
倫
理
的
判
断
が
迫
ら
れ

る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
。
後
で

『
あ
れ
で
よ
か
っ
た
の
か
:
・
』

と
悩
む
こ
と
は
多
い
の
に
、
忙

し
す
ぎ
て
振
り
返
る
こ
と
な
く

時
聞
が
過
ぎ
て
い
く
の
が
ヲ
レ

ン
マ
だ
っ
た
。
同
僚
と
講
義
の

知
識
を
共
有
し
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
・
開
制

2
0
0
8

年
9

月
1

日
(
月
)
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医
療
倫
理娘

の
子
自
歳
が
代
理
出
産

長野・根津医師公表

性
も
子
ど
も
も
健
康
と
い
う
。

高
齢
だ
と
子
宮
の
弾
力
性
が
な

く
な
る
な
ど
危
険
性
が
高
い

。

根
海
氏
は
「
高
齢
出
産
は
奨
励

し
な
い
」
と
し
た
よ
で
、
「
国

内
で
代
理
出
産
が
認
め
ら
れ

ず
、
社
会
の
支
援
体
制
が
な
い

中
で
は
、
実
母
に
よ
る
出
産
が

最
も
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
に
く

諏
訪
マ
タ
ニ
テ
ィl
ク
リ
ニ

ッ

ク
(
長
野
県
下
諏
訪
町
)
の

綬
樟
八
紘
院
長
は
、m歳
の
女

性
が
実
の
娘
の
子
を
代
理
出
産

し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

国
内
で
は
最
高
齢
の
出
産 と

み
ら
れ
る。
お
日
に
福
岡
市

で
あ
る
日
本
受
精
着
床
学
会
で

発
表
す
る。

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホl
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
と
、
女
性
は
叩
歳
で

妊
娠
、m
歳
で
出
産
し
た
。

女

Eヨ
嗣
Eヨ

毘
量重量
E~~J 
ES  
E言語

根津院長

い
」
と
主
張
し
て
い
る

。

日
本
学
術
会
議
の
検
討
委
員

会
は
今
年4
月
、
代
理
出
産
を

原
則
禁
止
と
し
、
依
頼
夫
婦
や

実
施
医
師
に
も
罰
則
を
耕
す
べ

き
だ
と
す
る
報
告
曹
を
ま
と
め

た
。

根
海
氏
は
、
子
宮
が
な
か

っ
た
り
、
摘
出
し
た
り
し
た
女

性
で
は
、
代
理
出
産
の
ほ
か
に

質
疑
な
し
、
異
例
の
形

代
理
出
産
を
実
施
し
て
い
る
諏
訪
マ
タ
ニ
テ
ィ

l

ク
リ
ニ
ッ
ク
(
長
野
県
下
諏

訪
町
)
の
根
津
八
紘
院
長
が
お
目
、
福
岡
市
内
で
聞
か
れ
て
い
る
日
本
受
精
着
床

学
会
で
、
代
理
出
産
全
日
例
の
詳
細
を
発
表
し
た
。
根
津
院
長
は
従
来
メ
デ
ィ
ア

で
実
施
を
公
表
し
て
お
り
、
学
会
発
表
は
初
め
て
。
一
切
の
質
疑
応
答
を
受
け
な

い
異
例
の
形
で
行
わ
れ
た
。

【奥
野
教
史
、
写
真
も】

発
表
に
よ
る
と
、
根
津

院
長
は
と
れ
ま
で
に15

0

例
の
相
談
を
受
け
た
。

実
施
し
た
最
初
の
叩
例
は

姉
妹
が
代
理
母
に
な
っ
た

が
、
心
理
的
な
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
や
す
い
た
め
、
凶

年
以
降
、
実
母
が
代
理
母

に
な
れ
る
事
例
に
限
定
。

依
頼
者
は
生
ま
れ
つ
き
子

宮
が
な
い
ロ
キ
タ
ン
ス
キ

ー
症
候
群
な
ど
先
天
疾
患

の
人
が6
人
、
9

人
は
が

ん
な
ど
で
子
宮
摘
出
を
受

廿
た
人
だ
っ
た
。
日
例
中

8

例
で
出
産
し
た
。

根
津
院
長
は
「
代
理
出

産
は
水
面
下
で
行
う
の
で

は
な
く
、
公
の
場
で
識
舗

を
進
め
る
と
と
が
大
切

だ
」
な
ど
と
話
し
た
。

根
湾
院
長
の
発
表
前

に
、
同
学
会
は
代
理
出
産

に
つ
い
て
禁
止
で
も
容
認

で
も
な
く
、
「
原
則
禁
止
」

と
す
る
臼
本
学
術
会
議

と
、
禁
止
し
て
い
る
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
(
日
産

婦
)
の
判
断
を
尊
重
す
る

ー

ー

な
ど
同
学
会
倫
理
委

の
見
解
を
説
明
。
発
表
後

実
子
を
持
つ
方
法
が
な
い
と
説

明
、
「
よ
り
良
い
形
で
国
内
で

代
理
出
産
の
道
が
聞
か
れ
る
こ

と
を
強
く
望
む
」
と
す
る

。

国
内
で
は
、
問
歳
の
女
性
2

人
が
そ
れ
ぞ
れ
卵
子
提
供
と
受

精
卵
提
供
で
妊
娠・出
産
し
た

例
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

震
高
齢
と
み
ら
れ
て
い
た

。

も
「
倫
理
的
、
法
的
問
題

に
か
か
わ
る
」
と
質
疑
応

答
を
全
く
行
わ
ず
、
学
術

会
議
と
し
て
は
例
を
見
な

い
展
開
と
な
っ
た
。

会見する日本受精省床学会の神崎秀陽・

倫理委員長〈右〕ら=ヰ富岡国際会議場で

他
の
演
題
と
同
じ
く6

分
間
の
発
表
だ
っ
た
が
、

約
1
2
0

人
の
会
場
は
数

十
人
の
立
ち
見
が
出
る
大

混
雑
。
日
産
婦
の
吉
村
泰

60 

朝

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
引
日
(
木
)

典
理
事
長
ち
も
姿
を
見

せ
、
関
心
の
高
さ
を
う
か

が
わ
せ
た
。

発
表
後
に
会
見
し
た
受

精
着
床
学
会
倫
理
委
員
長

の
神
崎
秀
陽・
関
西
医
科

大
教
授
は
「
代
理
出
産
の

実
情
を
学
問
的
に
公
表
す

る
と
と
は
意
義
が
あ
る

が
、
質
疑
応
答
に
つ
い
て

は
混
乱
を
生
じ
か
ね
ず
、

根
湯
先
生
か
ら
の
申
し
出

で
取
り
や
め
た
」
と
説
明

し
た
。

毎

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月

お
日

(
金
)
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医
療
倫
理

一
九
七0
年
代
に
始
ま
っ

た
匿
名
の
精
子
提
供
で
生
ま

れ
た
子
ど
も
の
数
は
、
フ
ラ

ン
ス
で
五
万
人
に
上
る
。

そ

の
多
く
が
お
と
な
に
な
り
、

そ
の
生
き
に
く
さ
を
発
信
し

始
め
て
い
る。

「
い
ま
道
行
く
人
の
中
に

父
親
が
い
る
か
も
し
れ
な

い
。

そ
れ
な
の
に
自
分
に
は

知
る
術
も
な
い
と
考
え
る
と

き
の
気
持
ち
、
わ
か
り
ま
す

か
?
」

ア
ル
チ
ュl
ル
青
年
(
M
)

| 世
z 話界
三題の

生命倫理で議論高まる

は
こ
ん
な
証
言
を
本
に
ま
と

め
た。

そ
し
て
自
分
と
同
じ

よ
う
な
立
場
の
子
ど
も
た
ち

が
お
と
な
に
な
っ
た
と
き

に
、
父
親
を
知
る
権
利
を
認

め
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い

る
。

精
子
提
供
者
は
フ
ラ
ン
ス

で
は
匿
名。
イ
ギ
リ
ス
や
オ

ラ
ン
ダ
な
ど
で
は
、
一
定
の

年
齢
に
達
し
た
ら
親
を
知
る

権
利
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

匿
名
性
を
保
証
し
な
い
と

精
子
提
供
者
が
減
る
と
い
う

反
対
意
見
も
根
強
い
。

お
と

な
に
な
っ
て
も
本
当
の
父
親

が
誰
か
知
る
必
要
は
な
い
、

と
い
う
意
見
の
人
も
い
る
。

た
だ
、
選
択
す
る
自
由
が
あ

っ
て
も
い
い
の
か
も
し
れ
な

い
。

自
分
が
ど
こ
か
ら
来
た

ilE 
ii 
EF 
剖ι

の
か
、
そ
れ
は
実
存
に
か
か

わ
る
最
大
の
問
題
だ
か
ら
。

育
て
の
親
の
愛
情
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン
ス
で
は二
O
O
九

年
、
現
行
の
生
命
倫
理
法
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

い
ま
か
ら
議
論
が
盛
り
上
が

っ
て
い
る。
新
し
い
技
術
と

倫
理
の
駆
け
引
き
の
聞
に
、

匿
名
の
精
子
が
生
み
出
し
た

数
々
の
人
の
人
生
が
か
か
っ

て
い
る。

(
浅
野
素
女
)

「日
本
に
戻
っ
て
治
療
す

る
」。
不
妊
に
悩
ん
で
い
た

三
十
代
の
日
本
人
女
性
。

米

国
滞
在
を
切
り
上
げ
、
帰
国

を
決
め
た。
体
外
受
精
が
必

要
と
診
断
さ
れ
治
療
費
を
調

べ
た
と
こ
ろ
、
一
回
で
百
万

円
を
超
え
る
こ
と
が
判
明
。

「
高
す
ぎ
て
払
え
な
い
」

米
疫
病
対
策
セ
ン
タ
ー
の

調
査
で
は
出
産
可
能
年
齢
の

既
婚
女
性
の-
2り
七
・

四
%

が
不
妊
症。
し
か
し
米
国
で

は
そ
も
そ
も
医
療
費
が
高
額

↓ 話事
国 題の

高額な不妊治療

な
だ
け
に
、
不
妊
治
療
も
例

外
で
は
な
い。
米
生
殖
医
学

会
に
よ
る
と
体
外
受
精
一
回

の
平
均
質
用
は
約
百三十
万

円
と
、
日
本
の
約三
倍
。

ま

た
米
因
不
妊
協
会
の
調
査
で

は
日
本
な
ら
約
一
万
l

三
万

円
程
度
の
人
工
授
精
も
約
十

三
万
円
だ
っ
た。

医
療
費
負
担
を
補
う
保
険

会
社
の
保
険
も
あ
る
が
、
カ

バ
ー

す
る
範
囲
は
ま
ち
ま

ち
。
人
工
授
精
ま
で
は
保
険

が
お
り
て
も
体
外
受
精
は
ダ

メ
、
と
い
う
ケi
ス
も
多
い。

こ
の
た
め
会
来
の
う
ち
十
五

州
が
保
険
会
社
に
対
し
不
妊

治
療
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
が
「
四
十
歳
未
満

に
限
る
」
と
年
齢
制
限
を
殻

け
る
州
も。
万
全
の
支
援
と

引白
石|本
塁 経

τ 望
月|茸:TT
里 1 1'朝

一… S円。

は
い
え
な
い。

忌
近
で
は
、
こ
う
し
た
高

額
負
担
に
耐
え
か
ね
、
チ
ェ

コ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
治
療

費
の
安
い
海
外
で
体
外
受
精

を
受
け
る
人
が
増
加
、
専
門

ツ
ア
ー

も
登
場
し
て
い
る
。

晩
産
化
で
必
要
性
が
地
す
不

妊
治
療
だ
が「先
立
つ
も
の

は
ま
ず
お
金」
と
い
う
厳
し

い
現
実
が
カ
ッ
プ
ル
の
前
に

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。

(
仮
本
律
子
)

実
施
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
圏

内
で
は
決
ま
っ
た
ルl
ル
は
な

い
。
子
供
が
成
長
す
る
前
に
両

親
が
亡
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
海
外
で
も
、

実
施
の
可
否
に
つ
い
て
意
見
が

共
に
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
(
H
つ
い
て
社
会
的
議
論
を
深
め
る
ど
の
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
分
か
れ
て
い
る
。

I
V
)
に
感
染
し
て
い
る
夫
婦
た
め、
泊
日
に
聞
か
れ
た
厚
生
こ
れ
を
受
け、
同
病
院
の
花
房
今
回
、
体
外
受
精
が
行
わ
れ

に
対
す
る
生
殖
補助
医
療
の
可
労
働
省
研
究
班
の
公
開
班
会
議
秀
次
副
院
長
が
会
議
後
、
明
ら
る
こ
と
に
な
っ
た
夫
婦
に
つ
い

否
に
関
す
る
問
題
で
、
圏
内
初
の
初
会
合
で
、
「
個
別
の
判
断

か
に
し
た
。
共
に
血
液
製剤で
て
は
、
荻
窪
病
院
が、
同
省
研

の
体
外
受
精
が
来
月
に
も
、
荻
は
班
会
議
で
す
べ
き
で
は
な
感
染
し
た羽歳
代
の
夫
婦
に
実
究
班
の
事
業
と
し
て
実
施
す
る

窪
病
院
(
東
京
都
)
で
実施
さ
い
」
「
医
療
機
関
の
倫
理
委
員
施
す
る
。
計
画
を
進
め
、
昨
年

1

月
、
院

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
会
の
判
断
に
よ
る
べ
き
だ
」
な
感
染
者
夫
婦
へ
の
体
外
受
精
内
の
倫
理
委
員
会
で
承
認
。
し

来
月
に
も
厚
労
研
究
班
判
断
示
さ
ず

エ
イ
ズ
感
染
夫
婦
体
外
受
精

か
し
、
同
省
か
ら
「
社
会
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触

議
論
と
倫
理
的
な
検
討
が
必
れ
ら
れ
ず
、
個
別
の
ケ
1

ス
に

要
」
と
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
つ
い
て
も
、
「
班
で
判
断
す
る
も

り
、
計
画
が
中
断
し
て
い
た
。
の
で
は
な
い
」
と
い
う
意
見
が

同
日
の
班
会
識
で
花
房
副
院
大
勢
を
占
め
た
。

長
は
、
「
こ
の
夫
婦
の
場
合
、
班
会
議
で
は
今
後
、
指
針
作

母
子
感
染
の
可
能
性
は0
・
5

り
を
視
野
に
、
倫
理
的
な
問
題

%
以
下
」
と
説
明
。
こ
れ
に
対
や
母
子
感
染
が
起
き
た
場
合
へ

し
て
出
席
者
か
ら
は
、
母
子
感
の
一
般
的
な
対
応
な
ど
に
つ
い

染
が
起
き
た
場
合
の
対
応
を
ど
て
議
論
を
深
め
て
い
く
。

う
考
え
る
か
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
だ
が
、
両
親
の
病
状

が
重
い
ケl
ス
で
の
子
育
て
の

下lZ

引1T
A F 
g 朝
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福
島
県
立
大
野
病
院
事
件

福
島
県
立
大
野
病
院
で
二
O
O
四
年
、
帝
王
切
開
で
出
産
し
た
女
性
リ
当
時
(
二
九

)
Hが
手
術
中
に
死
亡
、
担

当
し
た
産
婦
人
科
医(
g
)が
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
事
件
で
、
福
島
地
裁
は
こ
の
ほ
ど
、
無
罪
判
決
を
奮
い
管

た
。
通
常
の
医
揮
官
待
が
逮
捕
、
起
訴
に
至
っ
た
こ
と
に
医
療
界
が
反
発
し
、
全
国
的
な
産
科
医
不
足
に
拍
車

を
掛
け
た
と
さ
れ
る
こ
の
事
件
。
県
内
で
も
産
科
医
、
分
ぺ
ん
施
設
の
減
少
が
続
く
中
で
、
医
師
た
ち
は
事
件

を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た
の
か
|
。
県
内
産
科
医
療
の
現
状
を
探
っ
た
。

公
判
で
最
大
の
争
点
と
な
っ

た
の
は
、
圭
呂
に
胎
盤
が
癒
着

し
た
症
例
に
対
し
、
胎
畿
を
は

が
す
「
は
く
離
」
を
続
け
や
~
被

告
の
判
断
の
是
非
だ
。

検
察
側
は
医
学
容
の
記
述
を

根
拠
に
「
直
ち
に
子
宮
漏
出
に

移
行
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
主
張

し
た
が
、
裁
判
長
は
「
手
術
中

に
癒
着
胎
盤
を
認
識
L
た
時
点

で
、
大
量
出
血
の
恐
れ
を
予
見

で
き
た
」
と
予
見
可
能
性
は
認

め
た
上
で
「
は
く
離
す
れ
ば
血

管
の
収
縮
で
止
血
が
期
待
で
き

る
」
と
妥
当
性
を
認
め
た
。

癒
着
胎
盤
は
ま
れ
と
い
わ
れ

る
が
、
県
内
で
も
症
例
は
あ
る
。

特
に
出
産
二
百
l

三
百
件
に
一

件
と
さ
れ
る
、
胎
盤
が
圭
呂
の

出
口
に
掛
か
る
「
前
鐙
胎
盤
」

で
は
癒
着
が
起
き
や
す
い
と
さ「怖さ知ってほしい」

「信頼」高める転機に
れ
る
。
年
閉
十二
百
件
を
超
え
よ
る
超
未
熟
児
や
胎
盤
早
期
は

る
分
べ
ん
を
扱
う
福
弁
愛
育
病
く
離
、
妊
娠
高
血
圧
症
な
ど
ハ

院
の
副
院
長
、
鈴
木
秀
文
医
師
イ
リ
ス
ク
な
出
産
は
年
々
増
え

(五
口
)は
「
前
置
胎
盤
で
の
帝
王
て
い
る
と
い
う
。

切
開
で
は
、
複
数
の
医
師
に
麻
早
産
の
危
険
が
あ
る
な
ど
、

酔
科
医
も
入
れ
て
、
輸
血
も
周
リ
ス
ク
の
高
い
妊
婦
の
出
産
を

意
す
る
。
だ
が
癒
着
が
あ
れ
ば
、
手
掛
け
る
福
井
大
附
属
病
院

。

万
全
を
期
し
て
もH綱
渡
杓
〆
医
学
部
助
教
の
西
島
浩

二
医
師

に
な
る」
と
帯
構
を
諮
る。(
四
回)は
「
正
常
分
べ
ん
と
い
う

「
県
内
で
出
産
の
際
に
母
親
が
、
結
果
的
に
赤
ち
ゃ
ん
が
元

が
亡
く
な
る
の
は
四
年
に
一
人
気
だ
か
ら
正
常
。
異
常
分
べ
ん

く
ら
い
で
、
分
べ
ん
一
万
件
で
と
は
紙

一重
だ
」
と
話
す
。

元

0
・
五
件
程
度
」
と
鈴
木
医
師

。

気
に
分
ベ
ん
室
に
入
っ
た
の

「た
だ
し
、二
百
五
十
人
に一
に
、
状
態
が
急
変
し
て
亡
く
な

人
は
命
か
ら
が
ら
の
出
産
に
な
る
ケ

l

ス
も
あ
る
と
い
う
。

る
と
い
わ
れ
る
。
お
産
は
怖
い
厚
労
省
の
統
計
に
よ
る
と
、

も
の
だ
と
思
っ
て
ほ
し
い
」
と
O
六
年
の
日
本
の
周
産
期
死
亡

指
摘
す
る。

率
は
諸
外
国
と
比
べ
録
も
低

・
・
・

ぃ
。

し
か
し
、
県
内
の
産
科
医
た

生
ま
れ
て
く
る
新
生
児
は
さ
ち
が
声
を
そ
ろ
え
る
の
は

「ど

ら
に
危
険
度
が
高
い
。

早
産
に
ん
な
に
医
療
が
高
度
化
し
て

人250人にお産
田園田r~童話回a-'i描極iヨp・

5.0. 

さ
れ
る
前
置
胎
盤
な
ど
の
症
例

で
は
、
「
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
あ
る
と
、
は
っ
き
り
伝
え
る

よ
つ
に
し
て
い
る
」(西
島
医

師
)
と
も
。

••• 0
六
年
の
県
内
の
周
産
期
死

亡
率
は
出
産一千
件
に
つ
き
四

・
二
件。

全
国
平
均
を
下
回
る
成

績
だ
が
、
産
科
医
の
多
く
は
、
取

り
上
戸
緑
黄
が
死
亡
す
る

車
態
を
何
度
か
味
わ
っ
て
い
る

。

不
幸
に
し
て
赤
ち
ゃ
ん
が
亡
く

4 .0 ・
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由
は
ま
き
ま
で
、
原
因
が
分
か

A
〆
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
正
直
に

話
す。

妊
婦
さ
ん
や
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
る

こ
と
こ
そ
大
切」と
強
調
す
る
。

県
立
大
野
病
院
の
事
件
で

は
、
遺
族
の
「
真
実
を
知
り
た

い
」
と
の
思
い
は
満
た
さ
れ
ず
、

被
告
医
師
も
臨
床
を
離
れ

二
年

と
い
内
品
埋
め
が
た
い
空
白
を
生

じ
た
。

裁
判
の
行
方
を
見
つ
め

て
き
た
県
内
の
産
科
医
は
「
い

つ
か
自
分
も
逮
壇
己
れ
る
日
が



は
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
医
の
葬
場
さ
え
あ
っ
た
と
で
不
起
訴
処
分
に
な
る
こ
と
ミ
ス
が
あ
れ
ば
事
レ
て
デ

U、
ほ
罰
金
く
同
じ
言
川

療
体
制
に
問
題
は
な
か
っ
た
い
う
。
が
挙
ぜ
り
れ
る
。
任
を
と
る
。
患
者
側
は
事
実
葉
を
口
に
す
る
。
医
療
事
故

山

の
か
と
い
っ
た
本
質
的
主
調
そ
も
そ
も
、
医
療
事
故
が
本
来
な
ら
、
今
回
の
よ
う
妻
」
ち
ん
と
説
明
さ
れ
れ
ば
、
に
遭
っ
た
人
や
遺
族
が
民
事

川

識
が
、
逮
捕
の
衝
撃
で
か
す
刑
事
裁
判
に
な
る
こ
と
自
体
な
医
療
事
故
は
、
警
察
や
検
医
師
や
病
院
に
不
信
感
を
抱
裁
判
を
起
こ
す
動
機
も
「
真

川

ん
で
し
ま
っ
た
か
'
B
~
。
少
な
い
。
医
療
裁
判
に
詳
し
察
の
捜
査
で
は
な
く
、
医
療
く
こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。
突
を
知
り
た
い
」
と
い
う
切

川

そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
事
い
飯
田
英
男
弁
護
士
の
推
計
界
が
専
門
家
と
し
て
の
良
心
し
か
し
、
大
野
病
院
の
場
実
な
願
い
か
w
B
~
。
裁
判
は

川

故
が
起
き
た
二OO
四
年
当
に
よ
る
と
、
医
療
事
故
が
社
と
責
任
の
下
で
解
明
し
検
証
合
、
事
故
の
翌
年
に
事
故
調
遺
族
に
と
っ
て
大
き
な
負
担

川

医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
油
井
香
代
子
さ
ん

会
問
題
と
な
っ
た
一
九
九
九
す
る
べ
き
も
の
だ
。
常
識
的
査
の
報
告
を
し
て
い
る
の
だ
な
の
に
、
そ
れ
で
桑
判
に

川

l
i
l
i
-
-
-
-
-
-
-
-
-

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

年
以
降
で
も
年
十
数
件
程
に
考
え
れ
ば
、
医
療
事
故
は
が
、
在
の
遺
族
は
納
得
し
望
み
を
託
さ
ざ
る
を
得
な
い

…

告
銭
安
ひ
プ本
主
守
義
命
玄
甫
で
ト
す
ひ

綜
左
京
h
A
N語
辞

…

裁
梨
っ
た
。

一
メ
疋
E
h
口
コ
コ
ロ
コ
コ
ロ
、
ス
十
f
v
(
J

ん
}
C
J
J
t

に
な
っ
た
お
か
げ
で
初
め
て
に
と
っ
て
も
、
大
野
病
院
の

川

ほ
か
の
医
療
事
故
裁
判
を
事
故
を
取
材
し
て
き
た
が
、
時
、
二
十
九
費
~
っ
た
女
性
度
。
医
師
の
逮
捕
と
な
る
と
、
よ
ほ
ど
悪
質
で
重
大
な
過
ち
事
実
を
知
っ
た
」
と
い
う
。
事
故
は
ひ
と
ご
と
で
は
な

川

み
て
き
」
れ
ほ
ど
多
く
の
こ
の
逮
捕
に
は
驚
か
さ
れ
の
犠
牲
に
ど
高
主
事
か
二
O
O
二
年
の
墓
妻
子
医
で
な
い
限
り
、
刑
事
裁
判
に
遺
族
は
刑
裏
判
で
し
か
率
い
。
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

山

医
師
や
医
療
関
係
卓
宗
関
心
た
。
そ
し
て
、
医
師
に
と
っ
て
と
い
っ
た
票
、
医
療
関
係
大
や

O
三
年
の
慈
重
大
育
す
べ
き
で
は
な
い
だ
る
つ
。
実
を
知
多
Z
~
て
が
な
か
つ
め
る
医
覆
制
を
つ
く
る
た

川

を
寄
せ
た
ケl
ス
は
珍
し
も
患
者
に
と
っ
て
も
不
幸
な
者
を
中
心
に
わ
き
上
が
っ
た
戸
病
院
な
ど
数
え
る
ほ
ど
し
医
師
の
逮
捕
は
な
お
さ
、
ぉ
~
。
た
と
い
う
こ
と
だ
。
め
に
、
何
が
必
要
な
の
か
。

ぃ
。
そ
の
大
き
な
理
由
に
二
一
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
「
不
当
逮
捕
」
へ
の
反
発
に
か
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
そ
の
代
わ
り
、
事
故
の
事
こ
の
言
葉
の
意
味
は
重
私
た
ち
患
者
も
専
門
家
任
せ

川

年
前
の
医
師
の
逮
捕
が
あ
っ
と
い
う
の
も
、
事
故
が
な
か
き
補
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
警
察
が
書
類
送
検
し
た
ほ
と
実
関
係
を
咽
や
か
に
し
て
、
ぃ
。
実
は
、
刑
事
裁
判
に
な
っ
に
せ
ず
、
真
剣
に
考
え
な
け

川

た
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
医
療
ぜ
起
き
た
の
か
、
防
ぐ
こ
と
う
に
尽
っ
か
、
お
汁
遺
族
へ
ん
ど
の
医
療
事
故
が
、
検
察
遺
族
に
真
実
を
説
明
し
、
も
し
た
ほ
か
の
医
療
事
故
の
遺
族
れ
ば
い
け
な
い
だ
ろ
う
。
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も
、
お
産
で
は
何
が
起
き
る
か

分
か
九
戸
な
い
。
助
け
ら
れ
な
い

命
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。

「
自
然
分
ぺ
ん
で
大
出
血
が
起

こ
り
、
子
宮
が
漏
出
し
た
」
「
分

べ
ん
中
に
母
体
の
血
圧
が
上
が

っ
て
け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
」

ー
な
ど
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
経

験
談
は
数
多
く
聞
か
れ
る
。

手
術
中
に
大
量
出
血
が
予
想

な
っ
た
時
、
医
師
は
ど
う
患
者

や
家
族
に
向
き
合
う
の
か
。

西
島
医
師
は
「
家
族
に
し
て

み
れ
ば
、
ぼ
く
の
顔
な
ん
か
見

た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
だ
ろ

う
け
ど
、
そ
れ
で
議
室
に
顔

を
出
し
て
、
あ
っ
た
こ
と
を
話

す
。
説
明
は
医
師
と
し
て
の
責

任
」
と
語
る
。

鈴
木
医
師
も
「
亡
く
な
る
理

危険な

来
る
の
か
も
、
と
も
思
っ
た
。

し
か
し
、
医
師
と
し
て
で
き
る

こ
と
は
、
診
療
に
全
力
を
尽
く

す
こ
と
し
か
な
い
」
と
漏
ら
す
。

た
だ
、
「
こ
の
事
件
の
後
、

妊
娠
っ
て
大
変
な
ん
だ
と
思
っ

て
く
れ
る
人
も
出
て
き
た
」
と

西
島
医
師
。
医
師
と
患
者
と
の

信
頼
関
係
を
高
め
る
転
機
に
な

れ
ば
と
期
待
す
る
。

福

井
新
聞
・

開

2
0
0
8

年
9

月
4

日
(
木
)
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部
歳
の
祖
母
が5
月
比
目
、
脳
梗
塞
で
意

識
不
明
に
な
り
、
医
師
の
父
(
札
)
は
主
治
医

と
し
て
「
意
識
が
戻
る
可
能
性
は
な
い
」
と

点
滴
を
外
し
た
。
祖
母
が
何
の
栄
養
も
与
え

ら
れ
ず
、
た
だ
死
を
待
つ
状
態
と
な
り
、
延

命
措
置
を
す
る
べ
き
か
ど
う
か
、
家
族
内
で

真
剣
な
識
輸
に
な
っ
た
。
訂
歳
の
私
は
瀕
死

の
祖
母
に
数
日
間
寄
り
添
い
、
生
ま
れ
て
初

め
て
「
死
」
と
直
面
し
た
。
人
聞
に
と
っ
て

幸
せ
な
死
に
方
と
は
何
な
の
か
、
じ
っ
く
り

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

黒岩揺光

母
方
の
祖
母
、
北
大
路
隆
子

は
5

月
羽
田
午
前5
時
加
分
、

私
の
出
生
地
、
新
潟
県
南
魚
沼

市
浦
佐
の
グ
ル
ー
プ
ホ
l

ム
で

息
を
引
き
取
っ
た
。

発
症
は4
月
日
目
。
肺
炎
に

な
り
、
ω
度
の
熱
が
出
た
。
母

(
問
)
は
グ
ル
ー
プ
ホ

l

ム
に
3

日
間
泊
ま
り
込
み
、
埼
玉
や
一
二

重
の
叔
父
が
駆
け
つ
け
た
。
5

月
の
大
型
連
休
に
予
定
し
て
い

た
家
族
旅
行
は
中
止
し
た
。
私

は
連
休
中
の
帰
省
は
見
送
っ

た
。
5

月
下
旬
に
兄
の
結
婚
式

の
た
め
帰
省
す
る
つ
も
り
だ
っ

た
か
ら
だ
。
ぞ
れ
ま
で
祖
母
の

意
識
が
も
つ
よ
う
願
っ
た
。

し
か
し
、
5

月
日
目
、
脳
梗

家族で議論命措置
塞
で
左
半
身
が
不
随
に
な
り
、

凶
日
か
ら
意
識
が
な
く
な
っ

た
。
地
域
医
療
に
長
年
従
事
し
、

高
齢
者
の
死
を
何
度
も
み
と
っ

て
き
た
父
は
「
意
識
が
戻
る
可

能
性
は
な
い
」
と
言
い
切
り
、

母
は
「
自
然
の
生
命
力
に
任
せ

て
人
生
を
全
う
し
て
ほ
し
い
」

と
望
ん
だ
。
そ
し
て
父
は
点
滴

を
外
し
た
。

私
は
夜
行
電
車
で
同
日
早

朝
、
実
家
に
着
い
た
。
ベ
ッ
ド

に
横
た
わ
る
祖
母
の
姿
は
痛
々

し
か
っ
た
。
体
は
や
せ
細
り
、

呼
吸
を
す
る
の
も
苦
し
そ
う

だ
。
い
つ
も
整
っ
て
い
た
髪
は

乱
れ
、
手
を
握
っ
て
も
、
耳
元

で
呼
び
か
け
て
も
、
反
応
は
な ょ

う
」
と
承
諾
し
た
。
正
直
、

ほ
っ
と
し
た
。
祖
母
の
死
を
受

廿
入
れ
る
と
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
私
は
、
祖
母
に
水
も
あ
げ

な
い
の
は
、
酷
に
も
思
え
た
。

し
か
し
、
祖
母
が
東
京
か
ら

移
り
住
ん
で
約
叩
年
問
、
毎
日

祖
母
の
も
と
を
訪
れ
、
老
化
を

間
近
で
見
て
き
た
母
は
「
人
生

の
終
わ
り
を
、
周
り
の
人
が
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
延
命
に
反
対
だ
っ
た
。

母
に
よ
れ
ば
、
旧
年
に
認
知

症
が
始
ま
っ
た
時
は
、
「
も
う

死
ぬ
」
と
老
人
ホl
ム
の
最
上

階
へ
上
が
っ
た
。
旧
年
に
グ
ル

ー
プ
ホl
ム
へ
移
っ
た
時
は
、

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
迎
え
に
行 を

全
う
す
る
上
で
必
然
的
な
結

果
だ
っ
た
。

結
局
、
延
命
措
置
は2日
で

取
り
や
め
、
目
白
か
ら
再
び
、

祖
母
は
自
ら
の
生
命
力
だ
け
で

生
き
続
け
た
。

父
は
「
遠
く
に
住
ん
で
い
る

人
ほ
ど
、
延
命
を
望
む
。
死
を

す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い

と
、
頭
で
考
え
て
し
ま
う
か
ら
」

と
言
っ
た
。
引
日
夜
、
「
十
分

な
議
論
も
な
い
ま
ま
、
延
命
を

や
め
た
の
は
ど
う
か
と
思
う
」

と
言
う
長
兄
に
対
し
、
埼
玉
の

叔
父
(
印
)
は
「
と
れ
ま
で
祖
母

の
そ
ば
に
い
な
か
っ
た
の
に
、

そ
ん
な
と
と
を
言
う
な
。
そ
ん

な
に
祖
母
を
思
う
な
ら
、
な
ぜ
、 れ

た
。
4

歳
で
関
東
大
震
災
に

遭
い
、
燃
え
る
家
の
中
か
ら
祖

父
の
背
中
に
お
ぶ
わ
れ
助
廿
弘
一

れ
た
。
小
学
校
の
成
績
は
優

秀
だ
っ
た
が
、
学
費
が
払
え
ず
、

は
歳
で
女
学
校
を
退
学
。
小
学

校
時
代
の
通
知
票
は
大
事
に
タ

ン
ス
に
保
管
し
て
あ
る
。
「
生

ま
れ
変
わ
っ
た
ら
研
究
者
に
な

り
た
い
」
。
勉
学
を
断
念
し
た

と
と
を
悔
や
み
続
け
た
と
い

う
。私

は
、
施
設
に
居
る
祖
母
を

訪
ね
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
い

つ
で
も
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
、

時
聞
を
気
に
せ
ず
に
話
せ
る
数

少
な
い
存
在
だ
っ
た
。

母
や
父
、
そ
し
て
家
族
の
よ

幸
せ
な
死
に
方
と
は

ぃ
。
体
温
と
、
弱
々
し
い
鼓
動

だ
け
が
、
生
命
の
証
し
だ
っ
た
。

床
ず
れ
を
防
ぐ
た
め
、
体
の

向
き
を
変
え
る
と
と
ぐ
ら
い
し

か
で
き
な
い
自
分
が
情
け
な
か

っ
た
。
と
れ
ま
で
、
祖
母
に
何

も
で
き
な
か
っ
た
分
、
一
日
で

も
長
く
生
き
て
い
て
ほ
し
い
と

願
っ
た
。

く
」
と
夕
方
に
飛
び
出
す
よ
う

に
な
っ
た
。
間
山
年
に
心
筋
梗
塞

を
患
い
、
今
年1
月
か
ら
は
、

食
事
さ
え
受
け
付
け
な
く
な
っ

た
と
い
う
。

父
に
も
祖
母
の
状
態
に
つ
い

て
聞
い
た
。4
月
に
発
症
し
た

の
は
、
老
化
の
た
め
神
経
の
機

能
が
鈍
く
な
り
、
飲
み
込
ん
だ 4

月
の
肺
炎
の
時
に
来
な
か
っ

た
の
か
?
」
と
返
し
た
。

私
も
罪
悪
感
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。
確
か
に
、
本
当
に
祖
母

の
と
と
を
思
う
な
ら
、
大
型
連

休
に
無
理
を
し
て
で
も
実
家
に

戻
れ
ば
よ
か
っ
た
。
離
れ
て
い

て
も
、
電
話
す
る
く
ら
い
の
ご

と
は
い
つ
で
も
で
き
た
。
意
識

う
に
世
話
を
し
て
く
れ
る
ホ
ー

ム
の
職
員
に
囲
ま
れ
、
息
を
引

き
取
っ
た
祖
母
は
幸
せ
な
死
に

方
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
、
私
が
孫
と
し
て
も
っ

と
簸
し
て
い
れ
ば
、
祖
母
は
さ

ら
に
幸
せ
に
死
ね
た
か
も
し
れ

な
い
と
も
思
う
。
手
を
握
り
、

「
ご
め
ん
ね
」
と
声
を
か
け
る

6￥ 



尾道通信部

医
療
倫
理

『延命治療J反響
~ --00IIII 

祖母の延
突
然
、
部
屋
に
看
護
師
が
来

て
祖
母
の
鼻
に
管
を
入
れ
始
め

た
。
水
分
と
酸
素
を
体
内
に
入

れ
る
と
い
う
。
「
意
識
を
失
っ

て
ま
だ
包
時
間
。
も
う
少
し
議

論
し
て
は
ど
う
か
」
と
長
兄

(
引
)
が
延
命
を
求
め
た
の
だ
。

父
は
「
一
人
で
も
延
命
し
よ

う
と
い
う
意
見
な
ら
、
そ
う
し つ

ば
が
胃
で
は
な
〈
煽
管
に
入

り
、
肺
炎
に
な
る
誤
聴
性
肺
炎

だ
っ
た
。
そ
し
て
、5
月
四
日

の
脳
梗
塞
も
、
老
化
の
た
め
に

動
脈
が
硬
化
し
、
脳
の
血
流
が

詰
ま
っ
た
結
果
だ
っ
た
。
つ
ま

り
、
祖
母
が
意
識
を
失
っ
た
の

は
、
脳
梗
塞
と
い
う
単
発
的
な

病
気
で
は
な
く
、
回
年
の
寿
命

6

月
お
日
付
の
ニ
ュ
ー
スUP
欄
で
、
脳
梗
塞
で5
月
に
∞
∞
歳
で

亡
く
な
っ
た
祖
母
を
み
と
っ
た
体
験
を
「
幸
せ
な
死
に
方
と
は
」
と

い
う
テl
マ
で
掲
載
し
た
と
こ
ろ
、ω
s
m
代
の
女
性
か
ら
手
紙
や

電
話
、
メ1
ル
な
ど
で
反
響
が
寄
せ
ら
れ
た
。

【黒
岩
揺
光】

「
死
」
語
り
合
う
場
を

GZ;ii!?!盟関!iii1ji
品訓話1iiiiiiiRjjjiiiii!ii!i
評芳AliFijiijj!iliiiiiiijjj
主主準語!!!!;iiiii議官ijillii
iliiii!i!!i11!il ほ ji!!!ijjjiigjjjjiliiiif
多くの反響があった先月25日付ニュースUP

東
大
阪
市
の
主
婦
(
邸
)

の
手
紙
に
は
、10
1

歳

の
母
を
急
性
肺
炎
で
先
月

亡
く
し
た
体
験
が
つ
づ
ら

れ
て
い
た
。
今
年1
月
に

入
院
し
、
点
滴
、
輸
血
、

酸
素
マ
ス
ク
な
ど
の
措
置

を
受
け
、
マ
ス
ク
を
取
っ

て
し
ま
う
か
ら
と
、
左
手

は
ベ
ッ
ド
に
縛
り
付
け
ら

れ
た
。
女
性
の
長
兄
(
加
)

は
延
命
措
置
に
同
意
し
た

が
、
女
性
は
「
老
い
た
休

に
と
こ
ま
で
し
な
け
れ
ば

を
失
っ
て
か
ら
、
祖
母
へ
の
思

い
を
ぶ
つ
け
て
も
遅
す
ぎ
た
。

母
か
ろ
祖
母
に
つ
い
て
聞
く

う
ち
、
私
は
祖
母
の
出
生
地
さ

え
知
ら
な
い
の
に
気
付
い
た
。

祖
母
は1
9
1
9

年
に
東
京

都
港
区
で
生
ま
れ
た
。
幼
い
ご

ろ
か
ら
父
親
は
別
の
愛
人
と

暮
ら
し
、
祖
父
と
母
に
育
て
ら

?
」
と
疑
問
を
抱
い
た
と

い
う
。

医
師
で
あ
る
私
の
父

(
円
)
は
、
主
治
医
と
し
て

祖
母
の
延
命
措
置
を
や
め

た
。
乙
の
女
性
の
ケl
ス

に
つ
い
て
聞
く
と
、
「1

0
1

歳
の
方
に
輸
血
や
酸

素
マ
ス
ク
な
ど
の
治
療
は

理
解
で
き
な
い
。
病
院
は

し
っ
か
り
説
明
し
た
の
だ

ろ
う
か
?
」
と
疑
問
を
示

し
た
。

と
の
ほ
か
、
脳
梗
塞
の

夫
(
伺
)
の
延
命
を
中
断
し

た
女
性
(
叩
)
、
意
識
の
戻

ら
な
い
状
態
の
母
(
関
)
を

1

年
間
、
延
命
し
続
け
た

女
性
(
印
)
ー
ー
な
ど
、
迷

っ
た
宋
に
決
断
し
た
商
事
例

も
あ
っ
た
。

と
、
祖
母
の
表
情
が
少
し
す
が

す
が
し
く
見
-
え
た
。

毎

日

(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
6

月
お
日
(
水
)

身
内
や
自
身
の
死
は
、

誰
し
も
直
視
し
た
く
な

い
。
ま
し
て
家
族
で
語
り

合
う
こ
と
は
少
な
い
。
幻

歳
の
私
自
身
、
祖
母
が
火

葬
場
で
骨
に
な
る
の
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
は
じ

め
て
死
を
実
感
し
た
。

死
に
つ
い
て
オ
ー
プ
ン

に
話
し
合
え
る
環
境
が
、

病
院
と
の
意
思
醗
遇
、
ひ

い
て
は
終
末
期
ケ
ア
の
充

実
に
つ
な
が
る
。
皆
さ
ん

か
ち
の
手
紙
な
ど
を
読

み
、
そ
う
痛
感
し
た
。

毎

日

(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月

お
日

(
水
)
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「
加
世
紀
の
医
学
的
奇
跡
だ
」
。
国
際
移
植
学
会
は
今
年
、
全
会
一
致
で
採

摂
し
た
イ
ス
タ
ン
プi
ル
宣
言
で
、
助
か
ら
な
か
っ
た
命
を
数
う
臓
器
移
植
の

意
義
を
そ
う
表
現
し
た
。
だ
が
、
宣
言
は
同
時
に
、
途

上
国
を
中
心
に
臓
器
売

買
が
行
わ
れ
た
り
、
健
康
な
人
か
ら
臓
器
が
提
供
さ
れ
る
生
体
臓
器
移
植
の
人

道
的
な
課
題
を
重
大
な
問
題
と
醤
告
し
た
。
移
植
を
取
り
巻
く
世
界
と
日
本
の

現
状
を
今
回
と
日
日
の2
固
に
わ
た
っ
て
報
告
す
る
。

【関
東
晋
慈】

国際学会イスタンブール宣言

一保護強化ナド「生体

[上]

全
米
臓
器
配
分
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
よ
る
と
、
臓
器

移
植
の
最
初
の
成
功
例
は

米
国
で1
9
5
4

年
に
実

施
さ
れ
た
腎
臓
移
植
と
さ

れ
る
。
日
本
で
は
釘
年
の

臓
器
移
植
法
施
行
後
、
臓

器
の
移
植
手
術
が
計
1

万

8
1
9
6

件
(
6月
末
現

在
)
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち

脳
死
移
植
は3
6
5

件
。

移
植
待
機
患
者
は
ど
こ
の

国
で
も
多
い
が
、
生
体
移

植
(
腎
臓
、
肝
臓
)
へ
の

依
存
度
は
、
フ
ラ
ン
ス
が

1

割
未
満
、
米
国
が
約4

4

月
初
日
か
ら
3

日
主
張
し
た
。
日
本
の
生
体

問
、
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
移
植
で
は
主
に
家
族
や
兄

ブ
l

ル
で
開
か
れ
た
国
際
弟
姉
妹
か
ら
提
供
さ
れ
て

移
植
学
会
に
は
、
日
本
を
い
る
た
め
、
「
英
雄
」
と

含
む
市
カ
国
か
ら
移
植
の
い
う
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
ほ

専
門
家
1
5
8

人
が
参
加
か
、
途
上
国
な
ど
で
行
わ

し
た
。
総
会
が
始
ま
っ
た
れ
る
臓
器
売
買
へ
の
批
判

5

月
1

目
、
議
長
を
務
め
も
込
め
た
。
各
国
は
小
林

た
米
ハ
ー

バ
ー

ド
大
の
フ
教
授
の
提
案
に
質
問
し
、

ラ
ン
シ
ス
・
デ
ル
モ
ニ
コ
文
書
が
修
正
さ
れ
た
。

フ
教
授
は
「
宣
言
が
採
沢
一

さ
れ
る
ま
で
、
席
を
立
た

な
い
で
ほ
し
い
」
と
呼
び
・

か
け
た
。

議
論
が
集
中
し
た
の
は
…

子

生
体
か
ら
の
ド
ナ1
(
臓

骨

器
提
供
者
)
の
扱
い
だ
。
…

の

宣
言
案
に
は
当
初
、
生
体
一
吉
田

ド
ナ
ー
を
「h
e
r
o
(英
日
宣

雄
)
」
と
見
な
す
べ
き
だ
、
レ

と
記
さ
れ
て
い
た
。

→

し
か
し
、
会
議
に
参
加
プ

し
た
小
林
英
司・
自
治
医
…
/

科
大
警
は
「
日
本
互

に

生
体
ド
ナ
ー
は
、
決
し
て
・
え

ヒ
ー

ロ
ー

で
は
な
い
。
h
-

f
…

e
r

o
i

c
(高
潔
な
)

目

と
修
正
し
て
ほ
し
い
」
と
t
E

割
な
の
に
対
し
、
日
本
は

腎
臓
で8
割
以
上
、
肝
臓

で
は
叩
微
を
超
え
、
そ
の

高
さ
が
目
立
っ
て
い
る
。

国
際
移
植
笠
宮
が
生
体

移
植
を
問
題
視
す
る
の

は
、
健
康
な
人
の
体
に
メ

ス
を
入
れ
る
か
ろ
だ
。
ま

た
、
移
植
を
受
け
る
た
め

に
海
外
に
行
く
「
移
植
ツ

l

リ
ズ
ム
」
が
後
を
絶
た

ず
、
そ
の
先
に
は
臓
器
売

買
も
あ
る
。
移
植
医
の
闘

で
、
生
体
ド
ナ
ー
を
保
護

す
る
取
り
組
み
を
強
化
し

な
い
と
、
社
会
か
ら
移
植

へ
の
信
頼
が
失
わ
れ
る
と

の
懸
念
が
強
ま
り
、
迎
え

た
の
が
今
回
の
国
際
学
会

だ
っ
た
。
危
機
感
の
表
れ

を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
総

会
の2
日
間
、
議
論
中
に

席
を
立
つ
人
は
な
く
、
最

終
日
の
2

目
、
全
会
一
致

の
宣
言
採
摂
で
閉
幕
し

た
宣
言
で
は
、
生
体
ド
ナ

ー
を
保
護
す
る
た
め
、
ド

ナ
l

の
意
思
を
反
映
し
た

選
定
方
法
や
休
業
補
償
な

ど
、
総
合
的
な
保
障
制
度

作
り
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
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中
園
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
禁
止
の
動
き

イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
、
中
国
な
ど
で
は
、
こ
れ

ま
で
事
実
上
の
臓
器
売
買
に
よ
る
移
績
が
行
わ
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
中
国
は
昨
年
、
臓
鰭
売
買
を
条
例

で
禁
ず
る
と
と
も
に
外
国
人
へ
の
移
植
を
禁
止
。
さ

ら
に
、
日
本
人
な
ど
外
国
人
へ
の
腎
臓
売
買
が
横
行

し
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
今
年
に
入
り
、
政
府
が

外
国
人
へ
の
腎
臓
移
績
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
。

法制化し、実施すべきだ。

マ臓器は圏内で公平に配分さ

れるべきだ。

マ各国は臓器提供の自給自足

を達成する努力をすべき

だ。

マ綴寝取引と移植ツーリズム

は、公平、正義、人間の尊

厳を踏みにじるため禁止す

べきだ。

マ死体からの臓器提供を増や
すため、政府は保健医療施

設などと協力して適切な行

動をとるべきだ。

マ生体ドナーによる提供は高

潔で栄沓あるものとみなさ

れるべきだ。

マ生体ドナーへのインフォー

ムド ・ コンセン ト (十分な

説明に基づく同意)では、

心理的な影響を考慮すべき

だ。医療と心理の両面で、

短期的、長期的にケアす
る。

マ臓器提供で生じた実質は、

臓器に対する補償ではな
く、レシピエントの治療資

の一部である。

重で誰がすっ言 決ス体的す摘しを症前正が このづうま
要きも、るてに小め化ドにるのた記のので 04 乙と白けーた
なあが立認死つ林たをナ統たリの録有検、年のを給、人ぷ
宣が納場識やい教。協 l ー めスをす無診生のほ原白各の迂
言つ得がの臓て授 識のし、ク受る i と体生か則足国患 1e
で た す具還題、は すデた今をけ制重術ド命、とへが者工
。るない提「今 る l 基後閥、度雇後ナ倫フし努臓」〈

日非もるが供園 田 乙タ準、.::;生を度の l 理ラた力穏と之
本常の中あににの とべで国か体導主主後の選ン。す提位乞
もにが、る対よ宣 を l 生際に移入ど遺術改ス る浜橿も

途
上
国
で
の
「
売
買
」
に
警
告

マ臓器移植は、 20世紀の医学

的奇跡の一つ。 しかし、ド

ナー(臓器提供者)の人身

売買や、貧困者から臓器を
買うために海外に赴く富裕

園の患者の報告が寄せら
れ、臓鵠移植の功績が汚さ

れてきた。

マ ドナーとレシピエント(移
植を受ける患者)の安全と、

非倫理行為に関する基準と

禁止を確保する透明性の高

い監視システムが必要。

マ死体からの臓器移植を始め

たり、鉱大する努力は、生

体ドナーの負担を愚小化す

るのに不可欠。

マレシピエントに有効な治療
でも、生体ドナーに危害を

加えるのは正当化されな

マ各国は国際組織などと協力

し、臓器不足に対する包括

事業を実施すべきだ。

マ各国は国際基準(国際移植

学会がこれまで出した勧

告)に沿って死体や生体か

らの臓器摘出と移植医療を

必
ず
守
る
と
と
が
求
め
ら

れ
町
恥
る
」
と
語
る
。

機
島
次
郎
・
東
京
財
団

研
究
員
は
「
健
康
な
人
の

体
に
メ
ス
を
入
れ
る
生
体

移
植
は
、
医
療
倫
理
の
根

本
に
抵
触
す
る
行
為
だ
。

欧
米
で
は
、
生
体
移
植
は

本
来
や
る
べ
き
で
な
い
と

い
う
意
識
が
強
い
。
今
回

の
宣
言
も
死
後
の
提
供
を

臓
器
移
植
の
本
道
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
日
本
で
は
、

生
体
ド
ナi
の
健
康
状
視

の
追
跡
が
ほ
と
ん
ど
符
わ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
臓
器

移
相
法
を
改
正
し
、
生
体

移
植
の
続
き
柄
制
限
や
実

施
後
の
記
録
制
度
を
導
入

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指

摘
す
る
。

毎

白

(東
京
)
・朝
刊

2
0
0

8

年
8

月
8

日

(金
)



世
界
で
も
生
体
移
植
へ
の
依
存
度
の
高
さ
が
際
立
つ
日
本
。
し
か
し
、
生
体

移
植
は
ド
ナl
(臓
器
提
供
者
)
の
健
康
な
体
を
損
な
い
、
時
に
再
手
術
や
死

を
伴
う
危
険
性
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
専
門
医
が
医
療
機
闘
を
対
象
に
ド
ナ

l

保
護
の
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
た
ほ
か
、
日
本
移
植
学
会
か
ら
何
ら
か
の
法
規

制
を
求
め
る
声
が
出
て
い
る
。
{
関
東
晋
慈
、
大
場
あ
い】

前
年
秋
、
月
刊
誌
「
法

律
時
報
」9
月
号
が
「
生

体
移
植
を
め
ぐ
る
法
的
諸

問
題
」
を
特
集
し
た
。
そ

の
前
年
に
愛
媛
県
宇
和
島

市
の
字
和
島
徳
洲
会
病
院

を
舞
台
に
し
た
臓
器
売
買

事
件
と
病
気
腎
移
植
問
題

が
発
賞
し
た
の
を
機
に
、

生
体
移
植
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
た
。

編
集
部
は
当
時
、
同
誌

で
初
め
て
生
体
移
植
問
題

の
特
集
を
組
ん
だ
理
由
に

つ
い
て
、
「
臓
器
移
植
法

が
肝
年
目
月
に
施
行
さ
れ

て
叩
年
。
法
学
者
の
聞
で

も
生
体
移
植
の
法
規
制
の

あ
り
方
へ
の
問
題
が
強
ま

っ
て
い
た
た
め
」
と
説
明

す
る
。

日
本
で
行
わ
れ
る
臓
器

医
療
倫
理

「生体J依存度高い日本

法規制が急務

[下]

移
植
に
占
め
る
生
体
移
植

の
割
合
は
高
い
。
例
え
ば
、

加
年
の
腎
移
植
1
1
3
6

件
の
う
ち
生
体
か
ら
は
邸

め
の
9
3
9

件
を
占
め

る
。
肝
移
植
で
は
5
0
8

件
の
う
ち
生
体
は
実
に
ω

め
の5
0
3

件
に
な
る
。

し
か
し
、
臓
器
移
植
法

自
体
に
は
「
臓
器
を
死
体 改

正
し
、
生
体
移
植
の
項

目
を
新
た
に
追
加
。
臓
器

売
買
を
禁
止
す
る
た
め
、

本
人
確
認
の
方
法
を
細
か

く
定
め
た
が
、
生
体
移
植

そ
の
も
の
の
規
制
に
は
触

れ
て
い
な
い
。

特
集
号
に
寄
稿
し
た
岡

よ
雅
美・
筑
波
大
准
教
授

(
刑
法
)
は
「
臓
器
移
植

法
に
生
体
移
植
の
規
定
が

な
い
た
め
、
生
体
移
植
で

は
ド
ナ
ー
の
選
定
や
実
施

が
移
植
当
事
者
の
判
断
に

任
さ
れ
て
い
る
」
と
日
本

の
現
状
を
問
題
視
す
る
。

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
(
移
植

を
受
り
る
患
者
)
の
苦
悩 い

が
元
気
だ
と
知
っ
た
と

き
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
」
と
握
り
返
る
。

医
師
ら
で
作
る
日
本
肝

移
績
研
究
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
ド
ナl
の
3

・
5

物
に
再
手
術
が
必
要
と
な

る
よ
う
な
大
量
出
血
な
ど

が
発
生
し
て
い
る
。
閃
年

に
は
京
都
大
病
院
で
肝
臓

の
一
部
を
娘
に
提
供
し
た

母
親
が
死
亡
し
た
。

こ
う
し
た
実
態
を
踏
ま

え
、
研
究
会
は
閃
年
、
移

植
施
設
に
対
し
、
7

項
目

の
実
施
を
提
言
し
た
。
マ

レ
シ
ピ
エ
ン
ト
死
亡
な

ど
、
経
過
が
思
わ
し
く
な ナ

l

全
員
に
「
健
康
手
順
」

を
発
行
し
、
そ
の
情
報
を

定
期
的
に
登
録
す
る
制
度

の
拡
充
ー
ー
ー
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
今
年5
月
に
は

国
際
移
植
学
会
が
生
体
ド

ナ
ー
の
保
護
を
各
国
に
求

め
る
イ
ス
タ
ン
プ
l

ル
宣

言
を
採
摂
し
た
。

国
際
移
植
堂Eに
出
席

し
た
小
林
英
司・
自
治
医

科
大
教
授
は
、
国
内
外
の

情
勢
を
踏
ま
え
、
有
志
に

よ
る
研
究
班
で
、
生
体
肝

移
植
を
実
施
す
る
金
園
町

医
療
機
闘
を
対
象
に
ド
ナ

l

保
謹
の
現
状
に
つ
い

て
、
月
内
に
も
実
態
閥
査

に
乗
り
出
す
と
と
を
決
め

た
。
今
後
、
各
機
関
で
研

究
会
の
提
言
が
ど
の
程
度

か
っ
た
場
合
の
ド
ナ
1

へ
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
を

の
精
神
的
な
支
援
マ
移
植
把
握
し
、
改
善
策
を
今
年

施
般
か
ら
離
れ
た
地
域
に
.
度
中
に
ま
と
め
る
。

転
居
し
た
場
合
、
診
療
を
小
林
教
授
は
「
イ
ス
タ

受
け
た
り
ド
ナl
同
士
が
ン
プ
i

ル
で
の
会
議
で

交
流
を
続
廿
ら
れ
る
病
院
は
、
ド
ナ
ー
も
レ
シ
ピ
エ

閣
の
「
ド
ナl
外
来
ネ
ッ
ン
ト
同
様
に
『
患
者
』
で

ト
ワ
1

ク
」
の
構
築
マ
ド
あ
る
と
と
を
確
認
し
た
。

ド
ナ
!
に
精
神
的
支
援
を

か
ら
摘
出
す
る
と
と
」
を

「
移
植
医
療
の
適
正
な
実

施
」
と
定
め
、
生
体
移
植

に
関
す
る
記
述
は
一
切
な

い
。
臓
器
売
買
事
件
を
受

け
、
厚
生
労
働
省
は
昨
年

7

月
、
「
臓
器
移
植
法
の

運
用
に
関
す
る
指
針
」
を も

深
い
。
約
加
年
前
に
ド

ナ
l

の
父
親
か
ら
生
体
腎

移
植
を
受
廿
た
策
北
地
方

の
女
性
(
却
)
は
「
健
康
な

の
に
手
術
を
受
廿
て
も
ら

う
の
は
何
か
あ
っ
た
ら
と

不
安
で
な
ら
な
か
っ
た
。

手
術
後
に
対
面
し
、
お
互

.移植患者らがCD作製

死体筒移植を受けた患者らが生きる素晴らしさを伝
えようと、「空のあなたへ」と題した歌のCDを作り、
歌詞とともに配布している。
作詞したのは、 99年に腎移植を受けた福島県南相馬
市の主婦、佐藤恵子さん (49)。タイトルは主治医の九
里孝雄さん、幽は婆恵子さんが付けた。飼では「暗く
長いトンネルを抜けて 今乙の易に奇跡が起とるJ と
始まり、 「本当にありがとうJ を繰り返す。
佐藤さんは13歳で慢性腎炎と診断され、 37歳で人工

透析を始めた。 99年、日本臓器移植ネットワークに登
録し、その4カ月後に血液型などの条件が一致する提
供者が現れた。 CDは昨春に完成し、福島県かち全国
の移植実施施絞に贈られた。佐藤さんや仲間は「命の
さと感謝の気持ちを伝えたい。 多くの人に生きる喜

びもかみしめてもらおう」と、改めて無料配布するこ
とにした。希望者は佐藤さん<0244 ・ 44 ・ 3964) 。

法
律
に
よ
る
規
制
が
な
く

て
も
、
ド
ナl
保
鐙
の
た

め
に
登
録
制
度
を
充
実
さ

せ
る
な
ど
、
で
き
る
と
と

は
多
い
」
と
話
す
。

一
方
、
日
本
移
植
学
会

は
倫
理
指
針
を
定
め
、
生

体
移
植
に
つ
い
て
「
本
来

望
ま
し
く
な
い
。
ド
ナ
ー

は
6

親
等
以
内
の
血
族
と

3

親
等
以
内
の
姻
族
に
眼

定
す
る
」
と
し
て
い
る
。

だ
が
指
針
は
法
的
な
強 制

力
を
伴
わ
な
い
。
学
会

理
事
長
の
寺
問
題
・
東
京

女
子
医
科
大
教
授
は
「
生

体
移
植
に
何
ら
か
の
法
規

制
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
行
政
、
患
者
団
体
と

連
携
し
て
ド
ナ
ー
の
安
全

性
を
高
め
た
い
」
と
話
す
。

毎

日

{
東
京
)・
朝
刊
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0
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病
院
関
連

医
師
不
足
、

全
国
各
地
の
中
核
的
な
病

院
を
対
象
に
日
本
経
済
新
聞

社
が
実
施
し
た
調
査
で
、
回

答
し
た
約
五
百
五
十
病
院
の

約
六
割
が
二O
O
七
年
度
ま

で
の
四
年
間
に
「医
師
が
確

保
で
き
な
い
」
と
い
う
理
由

で
診
療
体
制
を
縮
小
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
復
旧

は
一
部
に
と
ど
ま
り
医
師
不

足
が
病
院
の
機
能
低
下
を
招

い
て
い
る
実
線
が
浮
か
ん

だ
。世

界
的
な
大
流
行
が
懸
念

さ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

全
国
病
院
調
査

① 

6

割
が
診
療
縮
小

新
型
イ
ン
フ
ル

ザ
に
備
え
、
行
動
計
画
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
る

の
は
三
割
ど
ま
り
。
今
の
状

態
で
流
行
が
始
ま
れ
ば
、
医

療
現
場
は
大
き
く
混
乱
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
早
急
な

対
策
が
必
要
と
い
え
る。

調
査
は
五|
六
月
、
一
一
百

病
床
以
上
の
約
二
千
病
院
を

対
象
に
実
施。
有
効
回
答
率

は
ニ
七
・
五
%
だ
っ
た。

診
療
体
制
の
縮
小
は
内
斜

や
産
婦
人
科
、
小
児
制
で
目

立
ち
、
診
療
制
を
廃
止
し
た

病
院
も
約
二
割
あ
っ
た
。

医

師
の
確
保
が
難
し
い
の
は
、

全国病院
本社調査

計
画
整
備
は
3

割

厳
し
い
労
働
実
態
を
嫌
っ
て

開
業
す
る
勤
務
医
が
憎
唱
え
て

い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

み
ら
れ
る。

救
急
医
療
の
負
担
に
つ
い

て
は
約
七
割
が
「
重
く
な
っ

小
が
た

館
小
つ

の
舗
あ

斜体療
寸

酎町
助
a

a守

る
0

ょ

酪
跡
無

保確飾区

あったが復旧
(注)\!9指五入のため合計は 100にならない

た
」
と
回
答。
救
急
搬
送
さ
の
遅
れ
が
目
立
っ
た。

れ
た
患
者
の
受
け
入
れ
先
が
経
営
面
で
は
半
数
以
上
が

長
時
間
決
ま
ら
な
い
問
題
の
「
経
営
状
態
が
三
年
前
よ
り

背
貨
の
一
つ
と
い
え
そ
う
悪
化
し
た
」
と
答
え
た。
O

だ
。

六
、
O
七
年
と
二
年
連
続
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
赤
字
の
病
院
数
が
黒
字
の
病

の
備
え
に
関
し
て
は
、
半
数
院
数
を
上
回
り
、
「医
療
費

以
上
が
自
治
体
な
ど
と
協
議
の
抑
制
政
策
が
経
営
を
圧
迫

し
て
い
な
か
っ
た。

潜
行
時
し
て
い
る
」
な
ど
の
声
が
多

の
診
療
体
制
に
つ
い
て「未
く
寄
せ
ら
れ
た
。

一
方
で
、

定
」
と
し
た
病
院
は
入
院
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
1

計
算
書

三
七
・

七
%
、
外
来
で
も三
を
作
成
し
て
い
な
い
病
院
が

五
・

一
%。
二
割
弱
は
発
生
半
数
を
超
え
、
経
営
努
力
が

に
対
応
す
る
組
織
や
責
任
者
及
ん
で
い
な
い
側
面
も
明
ら

を
決
め
て
お
ら
ず
、
医
療
を
か
に
な
っ
た

。

提
供
し
続
げ
る
体
制
づ
く
り

師の就労環境を改善したりして医師
確保に努力。 政府は長年 「不足では
なく偏在」 との立場だったが、 今年
2 月、絶対数の不足を認め、医師僧

員に方針を転換した。

マ...1980年代に医師過

剰の懸念が高まり、政
府は医師の養成数を削

減した。 経済協力開発機構 COEC
D) によると、 2006年の人口1000人
当たりの医師数は2.1人で、加盟30
カ国の平均 (3. 1人)を下回る。 2004
年度に新卒医師が研修先の病院を自

由に選べる制度が導入され、各地の
病院に医師を派遣していた大学病院

から若手医師が減ったことや、医師
の開業志向の高まりによって、勤務
医不足が顕在化した。

マ…病院は給与を上げたり、女性医

医師不足

きょうの
ことば

自
治
体
病
院。
回
答
し
た三
百
十

八
の
国
公
立
病
院
の
う
ち
、
ほ
ぼ

四
分
の三
に
あ
た
る
二
百
三
十
八

病
院
が診
療
を
縮
小。
二
百
十
一

病
院
は今
も
復
旧
で
き
ず
、
患
者

に
剖
別
し
て
、
緊
急
で
な
け
れ
ば
来

本
経 医

事師
不

聞足
本土カマ
の病
? 院
冨 の
型 診
去 療
室体
認制

望議
長室
洋担
毒ぞ
'5 ~\ 

な~
づ，~、

た首

努宅
支 い

襲 ち
に勤
も務
課 医
題の

筆書
L i 話
国 の
は解
医消
自市は
の進

警手
増

主主
方 医
盆十自市
をの
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産
婦
人
判
明
や
小
児
税
が
ク
ロ

ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、一
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
現
場
の
疲
労
感
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
高
ま

同
じ
よ
う
な
問
題
は
内
科
や
麻
酔
制
な
ど
、
幅
広
い
診
療
判
明
で
も
起

一
っ
て
い
る
。

国
公
立
の
3

一4
、
や
む
な
く

「
医
師
の
確
保
が
難
し
い
」
と

い
う
理
由
で
診
療
体
制
を
縮
小
し

た
こ
と
の
あ
る
病
院
は
、
有
効
回

答
(
五
百
四
十
七
病
院
)
の
六
二

二
二
%
に
あ
た
る
三
百
四
十
一
病

嗣
査
の
概
要

【調
査
の
対
象】
五
上
ハ
尺

精
神
税
病
院
を
除
い
た
二
百
病
床

以
上
の
千
九
百
八
十
八
病
院
を
対

象
に
調
査
察
を
郵
送
し
た
。
有
効

回
答
は
五
百
四
十
七
病
院
(
二
七

・

五
%
)
。
集
計
な
ど
は
円
総
リ

サ
ー
チ
を
行
っ
た
。
一
一
0
0
=
一ー

O
四
年
に
本
紙
が
四
回
に
分
け
て

実
施
し
た
調
査
と
対
象
の
選
定
方 院

。
そ
の
後
復
旧
し
た
の
は
九
・

七
%
だ
け
で
、
残
り
は
現
在
も
元

に
戻
せ
な
い
で
い
る
。

外
来
診
療
を
縮
小
し
た
の
は
五

六
・

九
%
で
、
入
院
診
療
の
縮
小

法
は
同
一
で
、
比
較
の
た
め
一
部

投
開
は
共
通
と
し
た
。

【調
査
項
目】
調
査
は
①
医
療

縫
供
体
制
(
診
療
体
制
、
安
全
確

保
、
質
の
向
上
な
ど
)
②
患
者
支

後
体
制
(
患
者
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

民
献
な
ど
)
③
新
興
感
染
症
対
策

(
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
備

え
な
ど
)
④
経
営・財
務
(
病
院

の
経
営
状
態
や
改
善
努
力
な
ど
)

ー
ー
の
四
項
目
を
聞
い
た
。

主な質問項目

マ医療提供体制
。診療体制jの変化
。医師の確保策

。医療の質向上の取り組み
。救急診療の負担

マ患者支媛体制
。相談 ・ 苦情慾口の現状
。患者参加
。尽力事例への対策

マ新興感量経症対策
。新型インフルエンザに備
えた計画などの策定状況
。体制盤備のための課題

マ経営・財務
。財務諸表の作成や監査
。経営努力

は
四
六
・

九
%
。
=
二・
一
%
は

手
術
や
分
娩
(
ぷ
ん
べ
ん
)
の
数

を
制
限
し
て
い
た
。
診
療
制
そ
の

も
の
を
廃
止
し
た
病
院
も
一
九
・

一
%
あ
っ
た
。

縮
小
し
た
診
療
制
を
聞
い
た
と

こ
ろ
、
内
料
の
三
四・O
%
が
母

も
多
く
、
以
下
は
産
婦
人
制
一
二
三

・

四
%
、

小
児
斜
一
二・
七
%
の

順
。
こ
の
ほ
か
、
麻
酔
制
一
六
・

四
%
マ
耳
興
科・
耳
圃
鼻
咽
喉
(
い

ん
こ
う
)
制
一
一・
四
%
マ
眼
料

七
・

六
%
マ
皮
膚
料
が
四・
一
%

ー
ー
な
ど
、
幅
広
い
診
療
制
に
及

ぷ
。
耳
鼻
糾
や
眼
軒
、
皮
虜
料
な

ど
は
、
病
院
の
激
務
を
嫌
い
開
業

医
に
転
向
す
る
医
師
が
多
い
こ
と

が
大
き
な
要
因
と
み
ら
れ
る
。

状
況
が
深
刻
な
の
は
、
地
域
医

療
の
要
と
な
る
国
立
病
院
機
櫛
や

どの科の医師確保重量が原因か
'
h
w《
U

《
U
n
υ

《
U

《
u
n
U

1
5
4
3
2
1
 

院
を
使
え
る
よ
う
呼
び
か
け
る
ケ

ー

ス
ま
で
あ
る
。
九
州
地
方
の
あ

る
国
立
病
院
は
「
多
く
の
診
療
斜

が
医
師
の
派
遣
を
大
学
に
依
存
し

て
い
る
。
自
ら
で
は
動
こ
う
に
も

動
け
な
い
」
と
指
摘
。
様
造
的
な

問
題
が
う
か
が
え
る
。

東
京
都
立
府
中
病
院
(
府
中
市
)

は
、
見
学
に
来
た
研
修
医
全
員
に

対
し
、
同
病
院
を
勤
務
先
と
し
て

選
ぷ
ょ
う
院
長
自
ら
働
き
か
け
て

い
る
。
し
か
し
積
極
策
に
出
る
病

院
は
一
部
し
か
な
い
。
中
部
地
方

の
あ
る
県
立
病
院
は
自
由
回
答
に

「
い
つ
ま
で
も
医
師
の
使
命
感
だ

け
で
は
や
っ
て
い
げ
な
い
。
近
々
、

閉
院
も
考
慮
し
た
い
」
と
の
悲
痛

な
声
を
寄
せ
た
。

医
師
不
足
問
題
を
巡
っ
て
は
、

政
府
が
一
九
九
七
年
以
来
の
医
師

養
成
数
の
抑
制
を
見
直
し
、
場
加

す
る
方
針
を
決
定
。
経
済
財
政
諮

問
会
議
の
基
本
方
針
に
も
医
師
不

足
解
消
が
重
要
課
題
と
して明
記

さ
れ
た
。
養
成
数
や
財
源
の
め
ど

な
ど
の
具
箆
荏
年
末
の
予
算
編

成
に
持
ち
越
す
。

厚
労
省
幹
部
は

「
教
育
の
質
を
港
と
さ
ず
に
糟
や

せ
る
の
は
ど
れ
く
らいか
な
ど
、

医
学
部
側
の
体
制
も
含
め
て
条
件

を
慎
軍
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

〔
次
べl
ジ
に
つ
づ
く

69 



病
院
関
連

「
お
時
間
勤
務
」
常
態
化

療事故防止動き広がる

調
査
で
は
勤
務
医
の
過
密
な
勤

務
実
態
も
鮮
明
に
な
っ
た
。

当
直

明
け
で
午
後
ま
で
勤
務
を
続
げ

る
、
い
わ
ゆ
る
「三
十
六
時
間
勤

務
」
。
過
労
か
ら
医
療
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
が
、
こ
う
し
た

勤
務
を
「
病
院
全
体
で
禁
止
し
て

い
る
」
と
の
回
答
は
一
一・
七
%

に
と
ど
ま
っ
た
。二O
O
三
年
の

前
回
調
査
(
七・
八
%
)
か
ら
ほ

と
ん
ど
改
善
が
み
ら
れ
な
い
。

N
T
T

東
日
本
関
東
病
院
(
東

医
療
の
質
を
高
め
、
事
故
を
防
ぐ
取

り
組
み
は二
O
O
三
年
の
前
回
調
査
に

比
べ
て
向
上
し
て
い
る。
医
療
安
全
管

理
組
織
に
専
任
者
を
あ
て
る
病
院
は
前

回
の
二
四
・

七
%
か
ら
六
九・
三
%
に

ア
ッ
プ。
し
か
し
ミ
ス
を
犯
し
た
医
師

を
再
教
青
す
る
取
り
組
み
は
今
も
進
ん

で
い
な
い。

医
療
事
故
を
巡
る
状
況
は
O三年
か

ら
O
八
年
ま
で
の
五
年
間
で
機
変
わ
り

し
た。
東
京
慈
恵
会
医
大
青
戸
病
院
(
東

京
・
葛
飾
)
で
腹
腔
(
ふ
く
く
う
)
鏡

手
術
を
受
け
た
患
者
が
死
亡
し
た
事
故

な
ど
を
受
け
、
当
時
の
坂
口
力
厚
生
労

働
相
は
O三
年
十
二
月
、
医
療
事
故
対

策
の
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
。

国
を
挙

げ
て
対
策
に
乗
り
出
す
契
機
と
な
り
、

病
院
側
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
体
制
を
整

え
て
き
た。

事
故
な
ど
を
院
長
ら
ト
ッ
プ
に
直
接

「禁
止
」
川
%
ど
ま
り

京
・
品
川
)
の
落
合
慈
之
院
長
は

「
一
睡
も
で
き
な
い
当
直
の
翌
日

も
フ
ル
の
日
常
業
務
に
就
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
医
師
や
、
大
勢
の

患
者
を
担
当
す
る
夜
勤
看
護
師

に
、
医
療
の
質
向
上
や
事
故
防
止

の
た
め
に
こ
れ
以
上
負
担
を
強
い

る
の
は
限
界。

(
状
況
の
改
善
に

は
)
十
分
な
人
員
配
置
以
外
あ
り

え
な
い」
と
話
す。

医
師
ら
の
負
担
感
が
顕
著
に
高

ま
っ
て
い
る
の
が
救
急
医
療
。

回

20 

0 '2õõ3年 08 i 
患者置リ遣え防 j
止周目リストパ :
ンドを信用

師
、
薬
剤
師
ら
で
共
有
し
て
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
る」
と
の
回
答
も今
回
は
九
割

「
告
発
可
能
」 答

し
た
五
百
四
十
七
病
院
の
う

ち
、
救
急
医
療
を
担
う
四
百
九
十

病
院
に
「三
年
前
と
比
べ
、
負
担

は
ど
う
変
化
し
た
か」
と
聞
い
た

と
こ
ろ
、
七
一・
六
%
が
「重
く

な
っ
た
」
と
答
え
た。
救
命
を
担

う
三
次
救
急
に
限
る
と
、
八
0・

0
%
に
上
っ
た。

負
担
が
重
く
な
っ
た
理
由
(
複

数
回
答
)
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
、

「
高
度
な
医
療
水
準
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
」
(
六
五・
八
%
)。

専

門
外
の
医
師
に
よ
る
診
療
で
事
故

に
な
っ
た
場
合
、
患
者
か
ら
訴
え

ら
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。

病
院
は

を
超
え
た。

し
か
し
取
り
組
み
に
は
依
然
、
ぱ
ら

つ
き
が
あ
る。
「
客
観
的
評
価
の
た
め

に
外
部
の
人
材
や
外
部
組
織
を
活
用
し

て
い
る
」
と
の
回
答
は
一
八・
七
向
上

が
っ
た
と
は
い
え
、二
九
・

六
%
ど
ま

り
。

医
薬
品
な
ど
の
誤
投
与
を
防
ぐ
た

め
に
バー
コ
ー
ド
管
理
を
導
入
し
て
い

る
病
院
は一
二
・

O
%
か
ら
四
八・
五

%
に
増
え
た
も
の
の
、
半
数
に
満
た
な

か
っ
た
。

患
者
取
り
違
え
を
防
ぐ
患
も
基
本
的

な
方
法
で
あ
る「本
人
確
認
の
徹
底」

は
三
了
六
%
が
未
実
施。
と
り
わ
け

二
百
床
台
の
病
院
で
進
ん
で
お
ら
ず
、

入
手
不
足
が
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。未

熟
な
医
師
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ

る
取
り
組
み
は
現
在
も
低
調
と
い
え

る
。
ミ
ス
を
犯
し
た当
事
者
へ
の
再
教

専
門
医
を
そ
ろ
え
た
い
が
、
医
師

不
足
で
ま
ま
な
ら
な
い
l
!

と
い

う
織
図
が
背
景
に
あ
る
。

「
軽
症

患
者
の
増
加」
を
挙
げ
た
病
院
も

五
五
・

六
%
あ
っ
た
。

医
師
が
多
忙
な
理
由
の
一
つ
と

し
て
、
書
類
作
成
な
ど
の
雑
務
が

増
加
し
て
い
る
た
め
、
と
い
う
指

摘
が
あ
る。
高
知
大
病
院
(
高
知

県
南
国
市
)
は
昨
年
十
一
月
、
各

病
棟
に
事
務
を
担
当
す
る「病
棟

ク
ラ
l

ク
」
を
配
置
し
た
。
担
当

者
は
「医
師
の
業
務
負
担
軽
減
の

た
め
、
業
務
範
囲
の
拡
大
を
検
討

し
た
い
」
と
し
て
い
る
。

政
的
に
病
院
が
安
全
管
理
を
進
め
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
乏
し
い
。

矯
玉
県
の

私
立
病
院
は
国
に
対
し
、「医
療
機
能

に
対
す
る
コ
ス
ト
の
算
定
を
低
く
考
え

す
ぎ
て
い
る。
安
全
・

質
の
向
上
は
我

慢
大
会
で
は
な
く
、
正
当
な
対
価
が
支

払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
注
文
を
付

け
る
。

厚
生
労
働
省
は
次
期
通
常
国
会
に
医

療
版
事
故
調
査
委
員
会
の
設
置
法
案
提

出
を
目
指
す。
中
立
的
な
機
関
に
判
断

を
委
ね
る
こ
と
で
、
医
師
・

病
院
側
と

被
害
者
側
の
双
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

と
と
も
に
、
効
果
的
な一再
発
防
止
策
を

導
き
出
す
こ
と
が
狙
い
だ

。

た
だ
、
法
案
提
出
に
先
立
っ
て
厚
労

省
が
作
成
し
た
大
綱
案
は
、
事
故
調
が

警
察
に
届
け
る
際
の
基
準
を
、
「通
常

の
医
療
行
為
を
著
し
く
逸
脱
し
た
場

AE
と
規
定
す
る
な
ど
、不明
瞭
(め
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医女性医師に

9

割
超
す

報
告
し
た
り
、
内
部
告
発
が
可
能
な
体

制
を
取
っ
た
り
す
る
病
院
は
前
回
の
三

九
・

五
%
か
ら
九
一・
O
%
に
上
が
っ

た
。
「
患
者
の
治
療
方
針
を
複
数
の
医

. 

.. .. 

活路求める
就労支援、課題多く

出
産
や
育
児
を
理
由
に
離
職
し

た
女
性
医
師
を
現
場
復
帰
さ
せ
る

こ
と
は
、
医
師
不
足
を
緩
和
す
る

有
効
な
対
策
の
一
つ
だ
。

女
性
医

私
は
こ
う
読
む

全
国
の
病
院
を
見
る
中
で
、

特
に
地
方
の
自
治
体
病
院
(
公

立
病
院
)
で
医
師
不
足
が
深
刻

と
感
じ
て
い
た。
調
査
で
自
治

体
病
院
の
七
七
・
八
%
が
診
療

体
制
の
縮
小
が
あ
っ
た
と
答
え
、

…
数
値
で
裏
付
け
ら
れ
た。自
治

.

体
病
院
は
地
域
医
療
を
支
え
る

…

中
級
だ
が
医
師
不
足
や
赤
字
に

…
あ
え
い
で
い
る。

救
急
体
制
を
巡
っ
て
も
、
調

'
査
か
ら
は
「医
師
が
確
保
で
き

日

ず
、
周
囲
の
病
院
が
救
急
を
制

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
の
は

四
・

九
%
だ
け。
再
教
育
の
仕
組
み
が

全
く
な
い
病
院
は
四
割
近
く
あ
っ
た
。

医
療
費
の
仰
制
基
調
が
続
く
中
、
財

し
)

一て
が
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く

置
区
一
り
は
道
半
ば
と
い
え
る
。

設
野

一

を
倍

一
院
内
保
育
所
の
利
用
が
可
能
な

所
阿

一
病
院は六
0
・
三
%
。規
模
が
大

育
市

一

保
阪

一き
い
ほ
ど
設
置
率
は
上
が
る
傾
向

柄
伏
一
が
あ
り、二
百
床
台
が
四
四
・
四

山
院

一%
に
と
ど
ま
る
一
方
で
、
七
百
床

議

一以
上
の
大
規
模
病
院
は
八
五
・
o

a
立
一
%
に
上
っ
た
。

ら
市

一
女
性
医
師
の
働
き
方
の
柔
軟
性

員
阪

一

職
大

一を
高
め
る
よ
う
な
工
夫
は
、
進
ん

常

一で
い
る
と
は
い
え
な
い
。
露
間

臨
U

一勤
務
を
認
め
て
い
る
の
は
四
六
・

し
四
%
で
、
週
三
日
な
ど
の
変則
動

師
に
対
し
て
何
ら
か
の
就
労
支
援l
ド
面
が
中
心
。
半
数
以
上
が
短

を
し
て
い
る
病
院
は
九
割
近
く
あ
時
間
勤
務
な
ど
の
柔
軟
な
働
き
方

っ
た
が
、
院
内
保
育
所
な
ど
の
ハ
を
認
め
て
お
ら
ず
、
仕
事
と
子
育

城西大学准教授伊関友伸氏

限
し
、
残
る
病
院
に
軽
症
患
者

が
集
中。

一
方
で
救
急
で
も
高

度
な
医
療
を
求
め
ら
れ
、
医
師

の
負
担
は
増
大
し
、
疲
弊
し
た

医
師
が
病
院
を
辞
め
る」l
ー

と
い
う
悪
循
環
が
読
み
取
れ

る
。

患
者
に
よ
る
暴
力
や
訴
訟

リ
ス
ク
も
見
逃
せ
な
い
。

献
身

的
な
努
力
が
報
わ
れ
な
い
現
実

は
医
師
の
や
る
気
を
そ
ぎ
、
病

申
恥
か
ら
立
ち
去
ら
せ
る。

危
機
の
裏
側
に
は「お
役
所

体
質
」も
あ
る
。

例
え
ば
医
師
の

過
酷
な
勤
務
状
況。多
く
の
病

院
で
昼
間
の
診
療
の
後
、
夜
中

は
救
急
対
応
し
、
翌
日
も
診
療 医師不足で負担は増大

す
る
連
続
勤
務
が
常
態
化
し
て

い
る
。

だ
が
自
治
体
は
医
師
の

待
遇
改
善
よ
り
現
状
維
持
を
優

先
し
問
題
を
先
送
り
し
が
ち

だ
。

病
院
運
営
の
権
限
の
多
く

が
現
場
で
は
な
く
自
治
体
の
人

事
・
財
政
担
当
者
に
あ
り
、
病
院

の
事
務
職
員
も
数
年
で
異
動
と

な
る
た
め
だ。

医
師
不
足
を
解
決
す
る
に

は
、
現
場
の
声
を
良
く
聴
き
、

医
師
の
待
遇
を
改
善
し
、
働
き

や
す
い
職
協
環
境
を
つ
く
る
こ

と
が
重
要
た。
住
民
も
自
ら
の

健
康
や
病
気
に
つ
い
て
学
び
、

医
師
に
配
慮
し
た
受
診
を
守
つ な

ど
、
意
識
を
変
え
る
必
要
が

あ
る
。

医
療
事
故
対
策
も
同
僚
だ
。

安
全
管
理
組
織
を
般
世
し
、
専

任
者
を
霞
く
病
院
は
増
え
た

が
、
病
院
全
体
で
当
直
医
に
翌

日
午
後
の
診
察
を
さ
せ
な
い
の

は
一
一
%
だ
け。
根
本
的
な
事

故
原
因
で
あ
る
激
務
を
緩
和
す

る
余
裕
は
な
い。
ど
の
病
院
も

安
全
や
質
の
向
上
の
た
め
の
費

用
は
持
ち
出
し
だ。
ス
タ
ッ
フ

の
雇
用
を
含
め
、
必
要
な
コ
ス

ト
は
診
療
報
酬
で
手
当
て
を
す

べ
き
だ
ろ
う。

い
り
ょ
う
)
な
部
分
も
残
る
。

事
故
調

が
信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
過

失
の
軽
重
を
的
確
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。務

は
二
五
・

四
%
。

離
職
し
た
医

師
や
看
護
師
の
復
職
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
一
三・
五
%
し
か
持
っ
て

い
な
か
っ
た。

山
梨
県
の
病
院
か
ら
は「女
性

医
師
の
勤
務
を
通
常
と
異
な
る
体

制
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
提

案
し
た
と
こ
ろ
、
差
別
に
な
る
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
」

と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
た
。

同
じ
理

由
で
変
則
勤
務
の
容
認
に
踏
み
切

れ
な
い
病
院
も
多
い
と
い
う

。

病
院
で
の
仕
事
と
育
児
の
両
立

支
援
に
関
し
て
は
、
文
部
制
学
省

が
モ
デ
ル
的
な
事
業
を
進
め
て
い

る
。

そ
の
一
つ
が
大
阪
市
立
大
学

(
大
阪
市
)
の「女
性
医
師・
看

護
師
支
後
セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組

み
。

セ
ン
タ
ー
長
の
上
田
真
喜
子

教
授
は
「欧
米
で
は
入
学
者
の
過

半
数
が
女
性
と
い
う
医
学
部
も
多

く
、
日
本
も
同
じ
よ
う
に
な
る」

と
指
摘。
「
現
場
か
ら
離
れ
る
と

勘
が
鈍
る。
半
日
ず
つ
で
も
勤
務

を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が

要
だ
」
と
訴
え
て
い
る
。

日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
6

日
(
日
)
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全
診
療
制
の
治
療
成
績
を
公
表
し
て
い
る
の
は
一
割
未
満

|

ー
。

日
本
経
済
新
聞
社
の
全
国
主
要
病
院
調
査
で
は
情
報
開
示

に
消
極
的
な
病
院
の
姿
が
浮
か
ん
だ
。

三
分
の
一
を
超
え
る
病

院
は
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
求
め
る
患
者
を
積
極
的
に
支
援

す
る
体
制
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
。

過
去
一
年
で
患
者
に
よ
る

「院
内
暴
力」
の
被
害
が
あ
っ
た
病
院
は
七
割
以
上

。

患
者
と

良
好
な
関
係
を
築
く
た
め
の
対
策
が
必
要
と
い
え
そ
う
だ

。

治
療
成
績
も
消
極
的

治
療
成
績
は
患
者
が
病
院
を
選

ぶ
際
の
参
考
に
な
る
情
報
の
一
つ

だ
が
、
半
数
近
い
四
七
・
七
%
の

病
院
は
「
全
く
公
表
し
て
い
な
い

」

と
回
答
し
た。
す
べ
て
の
診
療
制

の
成
績
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど

で
公
表
し
て
い
る
の
は
八・O
%

に
と
ど
ま
っ
た
。

全
診
療
制
の
分
を
公
表
し
て
い

る
菊
名
記
念
病
院
(
積
浜
市
)
の

山
本
登
院
長
(
印
)
は「前
年
よ

り
良
く
し
よ
う
と
い
う
努
力
を
生

む
効
果
が
あ
る」と
す
る
一
方
で
、

「公
表
す
る
際
の
指
標
な
ど
が
整

備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
え
っ
て
損

す
る
こ
と
も
あ
る」
と
現
状
の
問

題
点
を
指
摘
す
る
。

透
明
性
を
確
保
す
る
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
な
い
実
態
は
、
医
療

事
故
が
あ
っ
た
場
合
の
調
査
体
制

を
聞
い
た
質
問
の
回
答
状
況
か
ら

も
浮
か
び
上
がっ
た
。

患
者
代
表
や
市
民
団
体
の
代
表

な
ど
が
院
内
の
医
療
事
故
調
査
委

員
会
の
メ
ンバ
ー
に
な
っ
て
い
る

病
院
は
四
・

六
%
で
、
弁
護
士
な

ど
医
療
関
係
者
以
外
の
第
三
者
を

全国病院調査②
ニ
オ
ン
を
聞
き
た
い
と
求
め
る
患

者
へ
の
対
応
は
六0
・
七
%
が「病

院
全
体
で
積
極
的
に
対
応
し
て
い

る
」
と
回
答。
二
O
O

一二
年
の
前

回
調
査
よ
り
七・
三
汗
増
え
た。

し
か
し
依
然
と
し
て「診
療
税
、

医
師
の
方
針
に
ゆ
だ
ね
て
い
る」

と
い
う
病
院
も三
六
・

二
%
(
前

回
四
一
・

七
%
)
あ
っ
た
。

患
者
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
ク

レ
ー

ム
を
受
け
付
け
た
り
す
る
窓

口
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
病
院
に
あ

っ
た。
八
0
・

六
%
は
患
者
向
げ

の
疾
病
講
座
を
開
い
て
い
た

。

相
談
専
任
ス
タ
ッ
フ

阪
南
中
央
病
院
(大
阪
府
松
原

市
)
が
♀
ハ年
五
月
に
開
設
し
た

患
者
情
報
室
「と
ま
り
木」
は
、

セカンドオビニオン

り積極提供6割どま

情
報
開
示

専
任
ス
タッ
フ
の
北
田
淳
子
さ
ん

(必
)
ら
六
人
が
交
代
で
患
者
か

ら
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

室
内

に
は
一
般
向
げ
医
療冨な
ど
を
そ

な
お
道
半
ば

私
は
こ
う
読
む

え いこ

乳がん患者会「ブーゲンビリア」代表 内田絵子氏

志議究室宗主軍吉閉語審議首こき察警護にンがは
聞に医こ、うを洗をしを法分れと誓 て 績若対悪玉望
眉つ療と患に届練促い探ゃにでだ実質いをて応セ分韮
.M い事に者すけさ進 。 す病合は 。 近な全いをカの宮
室て放つのるられし情こ院つ怠 かいくる診ンーヨ2
2 もをな満これた、報と、た者 つ病公こ療ド以 U
、危調が足 と制オ上驚

号室詳毒 満足度向上ヘ 詩;能
査る度

は
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
患
者
と

病
院
と
の
仲
介
に
入
る「医
療
メ

デ
ィ
エl
タ
l

」
で
も
あ
る。
「医

療
の
初歩
的
な
内
容
を
医
師
に直

る
。

消
灯
や
面
会
の
持
聞
を
柔

軟
に
す
る
な
ど
、
本
当
に
患

者
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
が
広

が
っ
て
い
な
い。
病
院
側
は

充
実
し
た
「つ
も
り
」
で
も
、

患
者
に
と
っ
て
は
不
十
分
。

サ
ー
ビ
ス
の
到
達
度
を
は
か

る
時
代
に
き
て
い

る
0

・
・

患
者
に
よ
る
暴

1
d

力
が
相
次
い
で
い

め

る
。

医
師
事
忙

】
草
寺

す
ぎ
て
患
者
の
不

川
河

安
を
十
分
解
消
で

御
仁

き
な
い
の
か
も
し

明

れ
な
い。
不
安
軽

&
Z

減
に
は
心
理
的
、

、
3

社
会
的
ケ
ア
も
不

可
欠
だ。

先
箪
患
者
に
相

談
で
き
る
怠
者
会
の
役
割

も
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。

よ
り
多
く
の
病
院
が
患
者
会

に
活
躍
の
湯
を
提
供
し
て
く

れ
る
よ
う
に
顧
っ
て
い
る
。

72 

は
患
者
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
意

見
交
換
す
る
場
を
年
四
回
設
け
て

い
る
。
「
盟
問
の
受
け
渡
し
窓
口
の



病
院
関
連

消
灯
時
間
を
柔
敏

に
段
定
し
て
い
る

面
会
時
間
を
柔
献

に
級
定
し
て
い
る

病
室
で
イ
ン
タ

ー

ネ
ッ
ト

を
利
用
で

2
c
λ
U
 

院
内
を
全
面
祭
煙

に
し
て
い
る

疾
病
窃
康
な
ど
を

開
催
し
て
い
る

入
れ
て
い
る
の
も
ニ0
・
八
%。

病
院
内
部
の
関
係
者
だ
け
で
調
査

す
る
形
が
依
然
と
し
て
多
く
、
「身

内
に
甘
い
結
果
を
招
く
の
で
は
」

と
の
懸
念
を
払
拭
(
ふ
っ
し
ょ
く
)

で
き
て
い
な
い
。

ほ
か
の
病
院
に
セ
カ
ン
ド
オ
ピ

忠告サービスの取り緩み
1∞同 (前回調査との比較)
ω 

…院
内
暴
力

患
者
と
の
関
係
に
悩
む
病
院
が

.
多
い
。
過
去
一
年
で
暴
言
や
セ
ク

・
…シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
含

・
む
院
内
暴
力
は
回
答
し
た
病
院
の

七
了
一
%
で
起
き
て
い
た
。
「
暴

…
・
言・
暴
力
は
年
々
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
て
お
り
対
応
に
苦
慮
し
て
い

.
る
」
(
東
海
地
方
の
病
院
)
と
い

e

っ
た
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

対
策
と
し
て
、
「悪
質
な
事
例

…
-は
警
察
等
に
通
報
す
る
」
と
答
え

…
た
の
は
八
六
・
八
%。
マ
ニ
ュ
ア

・

ル
の
整
備
や
、
職
員
教
育
な
ど
を

接
聞
く
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
患

者
も
い
る。
患
者
の
気
持
ち
が
分

か
る
ス
タ
ッ
フ
が
病
院
の
窓
口
に

は
必
婆
」
と
話
す。

快
空
事
設
備
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
面
は
、
多
く
の
項
目
で
前
回
調

査
時
よ
り
も
充
実
し
て
い
た
。

院
内
の
全
面
禁
煙
を
実
施
し
て

い
る
の
は
前
回
の
四0
・
二
%
か

ら
八
九
・
四
%
に
ア
ッ
プ
。

受
動

喫
煙
防
止
を
目
指
し
た
健
康
増
進

法
が
O
一
一一年
五
月
に
贋
付
さ
れ
、

日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
が
評
価

基
準
改
定
で
「
全
館
禁
煙
」
を
盛

り
込
ん
だ
こ
と
が
影
響
し
た
と
み

ら
れ
る
。
病
室
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
利
用
で
き
る
病
院
も
七
・
七

%
か
ら
二
0
・

八
%
に
増
え
た
。

済
生
会
中
津
病
院
(
大
阪
市
)

橋
町
)
は
病
院
側
の
事
情
を
患
者
険
病
院
(
さ
い
た
ま
市
)
の
場
合
、

に
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、
昨
年
昨
年
九
月
以
降
に
二
件
の
軽
微
な

秋
の
病
院
祭
で
「
患
者
の
言
い
分
事
故
が
あ
っ
た
が
、
患
者
側
は

「黙

・
医
者
の
言
い
分
」
と
題
し
た
寸
っ
て
い
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
を

劇
を
上
演。
「
夜
間
救
急
外
来
で
よ
く
話
し
て
く
れ
た
」
と
宵
定
的

な
ぜ
待
た
さ
れ
る
の
か
」
な
ど
、
な
反
応
だ
っ
た
と
い
う。「
患
者

患
者
が
不
満
を
持
ち
や
す
い
五
つ
に
は
知
る
権
利
が
あ
る

。

き
ち
ん

の
ケl
ス
を
取
り
上
げ
、
遠
藤
康
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル

弘
院
長
が
脚
本
を
奮
い
た
。

出
演
は
む
し
ろ
減
っ
て
い
く」
と
細
田

者
は
職
員。
今
年
も
上
演
を
検
討
洋
一
郎
院
長
は
話
す

。

し
て
い
る
と
い
う。

全
国
社
会
保
険
協
会
連
合
会
所

管
の
病
院
は
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
関

連
病
院
の
刊
行
物
を
元
に
し
た

「
真
実
説
明・
謝
罪
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
導
入
し
て
い
る
。

矯
玉
社
会
保

ろ
え
た
書
棚
や
医
療
情
報
を
検
索

で
き
る
パ
ソ
コ
ン
も
あ
る
。

同
病
院
の
医
療
事
故
で
夫
を
亡

く
し
た
経
験
を
持
つ
北
田
さ
ん

医
療
関
連
の
書
籍
が
段
置
さ
れ
て
い
る
患
者
情
報
室

。

常
駐

す
る
職
員
が
相
談
な
ど
に
も
応
じ
る
(
大
阪
府
松
原
市
の
阪

南
中
央
病
院
)

a 
7

割
超
で
発
生

-

るよこ
答
副
知
、
回

市
カ
無町

一「
白
員
会
M

相
明
て

?,.,
Ji 

m
力

引
判
別

引
副
園
曙発
い

実
施
し
て
い
る
病
院
も
三
|

四
割

あ
り
、
「
特
に
決
ま
っ
た
対
応
が

な
い
」
と
し
た
の
は
四
・
六
%
だ

け
だ
っ
た。

襲
隷
横
浜
病
院
(
横
浜
市
)
は

昨
年
、
暴
力
な
ど
が
発
生
し
た
擦

の
連
絡
網
や
体
制
図
を
整
備
す
る

一
方
、
暴
力
に
至
ら
な
い
ト
ラ
プ
切
な
対
応
を
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

ル
事
例
を
収
集
・
分
析
し
、
マ
ニ
た
」
と
岩
崎
滋
樹
院
長
(
引
)
は

ユ
ア
ル
を
随
時
見
直
し
て
い
る
。

話
す
。

「情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
適
済
生
会
栗
橋
病
院
(
埼
玉
県
栗

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
急
ぐ

順
番
案
内
が
見
え
に
く
い
」
と
い

う
指
摘
を
受
げ
た
際
に
は
、
電
光

掲
示
板
を
増
設。
「
患
者
の
視
点

に
立
っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る
」

(
同
病
院
)
と
い
う
。

い
な
ベ
総
合
病
院(
一
一
重
県
い

な
ベ
市
)
で
は
外
部
団
体
が
定
期

的
に
サ
ー
ビ
ス
を
チ
ェッ
ク
。
電

話
の
応
対
や
受
付
で
の
対
応
を
抜

き
打
ち
調
査
し
て
点
数
化
し
て
お

り
、
患
者
の
評
価
は
上
が
っ
て
い

る
と
い
う
。

「面
会
時
聞
を
柔
軟
に
設
定
し

て
い
る
」
「
患
者
会
の
活
動
を
支

援
し
て
い
る」
の
二
項
目
は
そ
れ

ぞ
れ
四
五
・
九
%
、
五三・
九%

で
、
前
回
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
水
機

だ
っ
た。日

本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
刊
日
日
(
日
)
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病
院
関
連

病
院
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
備
え
が

遅
れ
て
い
る。
日
本
経
済
新
聞
社
の
全
国
主
要

病
院
調
査
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
や
訓
練
、

職
員
教
育
な
ど
の
実
施
率
は
一
|

四
割
程
度
に

低
迷。
自
治
体
と
の
協
議
も
進
ん
で
お
ら
ず
、

芦
付
時
に
医
療
を
提
供
し
続
け
る
体
制
は
心
も

と
な
い
。

病
院
側
に
は
費
用
負
担
が
体
制
を
整

備
す
る
上
で
重
荷
に
な
っ
て
お
り
、
公
的
支
援

を
求
め
る
声
も
多
く
寄
せ
ら
れ
た

。

既
に
訓
練
、
日
%
の
み

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
境
付

に
対
応
す
る
組
織
、
責
任
者
が
決

ま
っ
て
い
る
か
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
両
方
決
ま
っ
て
い
る
病
院
は

五
七
・

八
%
。
ど
ち
ら
か
一
方
は

決
ま
っ
て
い
る
病
院
も
含
め
る
と

七
九
・

九
%
が
何
ら
か
の
対
応
を

と
っ
て
い
た。
た
だ
務
付ーを
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
し
た
病
院
は
一

五
・
五
%
ど
ま
り。
「
今
年
度
中

に
実
施
予
定」
と
回
答
し
た
病
院

も
一
八
・

一
%
で
、
実
施
予
定
の

な
い
病
院
が
六
四・七
%
と
過
半

数
を
占
め
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い

て
、
職
員
に
教
育
や
研
修
季
語

し
た
病
院
は
四
三・=

一%
。

来
実

施
の
病
院
が
五
五・
六
%
で
、
対

応
す
る
組
織
や
責
任
者
が
決
ま
っ

て
い
な
い
病
院
ほ
ど
、
訓
練
や
職

員
教
育
の
実
施
率
は
低
い
傾
向
が

あ
っ
た
。

成
田
赤
十
字
病
院
(
千
葉
県
成圏新型インフル対策編|

新型インフルエンザが流行した
渇会の~療休刊日IJ .過

3.8% 1.8 無回答46% 52 
治 ~

M • 凪・ 1111 

32 麟謝努協
の愚 uz・M 定の
Ij香田・~ す.
11の|卜一一る持

綴同9 品213
をを| に常.!は fz
錨慢4・9.!O. 提の者行日
小先門す1翌 !ßl 空軍
すし Lムζニ..J す.治 r.: 1I2 

外来ø. る 、 入院ø. るをIi !:;

{注)四播五入したため合計が100になら草いものもある

報E岨
五
%
に
あ
た
る
百
床
を
、
他
の
病

床
と
は
独
立
し
た
フ
ロ
ア
に
権
保

す
る
予
定
と
い
う。

る
」
と
強
調
す
る。

役
割
分
担
が
不
可
欠

新型インフルエンザ患
者の受け入れ劃1崎県 (昨
年11月、千葉県成国市)

「行政と協議」半数弱

る間援が従害のす( 課は策病 三 る強りる任対役が産策
。 続はあ事医予る大パ題疑を院害Ij 。 い、病者応割、業は新
「 く望り雪療測医癌ンは間取の弱だ結そ院がすは中な運型

哲三学一属高宅寝包で者弓ぞ華宵菌雪注実雲量室 E 長崎ラ
信実平襲撃長さ占長 3 0 2 足禁護筆書巴製ぞ雪詰雇罪集 Z
療き害か防がい期処ク のか対にはえ心あい責望が野、エ
」 くがらぐ、点や 表果が文ン

島君最定委震度護 国や自治体の 長手告熟芸
安雲こ与フ開警長 断I町文後必要 し策ル洗染感築

と 二ES ル発 支 F刊号内~~~.~、 こにエいで染イが
援軽が怨エさ断援 い直ンな広せン必
も減で宋ンれやす施やよ促医間つ カ平り定ほ 。 結ザどがずフ要

理喜実話芸誌喜三重量柔高震警毒事 Z 努ぷき 22Z 喜一号品生だ
しる社主吾被、なだ装具ウか開 。 危自握取材ニ当しこ策常マ沫ン

h d 実在憲章議五毒議九日蓮害警護売量震デ需義主義?委長言
。 突員芸会予豪語講賛義官警告君主 宗室律宗言語寄与幸農芸

私
は
こ
う
読
む

国立国際医療センタ一国際疾病センター長工藤宏一郎氏

診
療
継
続
の
備
え
に
遅
れ 74 



病
院
関
連

田
市
)
は
昨
年
四
月
、
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
た
。

地
元
に
成
田
空
港
を
抱
え
る
同
病

院
は
、
海
外
か
ら
入
国
す
る
患
者

へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
。

そ
こ
で

約
千
人
の
職
員
だ
け
で
多
\
、
位
置

備
や
清
掃
の
委
託
業
者
も
対
象
に

し
た
研
修
会
務
五
「
年
六
月
ス
タ
ー

ト
。

秋
ま
で
に
全
員
に
受
講
さ
せ

る
予
定
と
い
う
。
厚
生
労
働
省
と

合
同
で
訓
練
も
実
施
済
み
だ

。

野
口
博
史・
小
児
制
部
長
は「ス

タ
ッ
フ
が
多
数
感
染
し
医
療
提
供

に
支
障
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。

宮

前
の
準
備
は
不
可
欠」と
話
す。

潜
行
が
始
ま
れ
ば
全
病
床
の
約
一 |全国病院調査

「通
常
の
救
急
で
も
限
界
な
の

に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
れ
ば
患
者
が
殺
到
し
て
病
院

は
パ
ン
ク
す
る。
自
治
体
や
医
師

会
に
働
き
か
け
て
い
る
が
、
な
か

な
か
対
策
が
進
ま
な
い」と
危
機

感
を
あ
ら
わ
に
す
る
の
は
神
奈
川

県
海
老
名
市
の
海
老
名
総
合
病
院

の
内
山
喜
一
郎
院
長
。

同
病
院
は

職
員
研
修
も
行
い
、
独
自
マ
ニ
ュ

ア
ル
も
作
成
中
。

手
は
打
っ
て
い

る
が
、
内
山
院
長
は「民
間
の
一

病
院
が
単
独
で
対
策
し
て
も
、
大

流
行
が
起
き
れ
ば
ひ
と
た
ま
り
も

な
い
。

行
政
が
主
導
し
て
、
地
域

全
体
で
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
る
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を

生
し
て
も
医
療
を
提
供
し
続
け
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
「
医
療
従
事

型
患
者
受
付
入
れ
の

掴
凪
軍
属
岨
掴
仲
買
m
w櫨
情
眉
圃

値
用

対き-べ一むで組
一
M
J

?取

随
一め

側
一た
{

一る一す
否
両

圃
冨
聞
の
感
換
を

防
ぐ

?
且
E

肱
附
置圃・
R
怠
巳
橿
同
軍
冒
す
'
λu，

一長

医
療
従
事
書
に
プ
レ

一恥

パ
ン
デ
ミ

ツ

ク
ワ
ク

一
相

手
ン
を
措
置
描
哩
す
る

一E
%

m
ω
m
柑
川
判
明
剖m
m
o

ど

費
や
を
そ
ろ
え
る

一
」
み

た

め
の
質
問
助
成

一

ー

治
鎮
の
'
先
順位
付
り
や一葦
閏

ト
リ
ア
|
ジ
の
倹
討

一註
周

医
療
燭
慣
が
と
る
べ
き

圃

4

対
歯
車
を
行
政
が
明
示
す
る

タ
ミ
フ
ル
な
ど
宮
山
ウ
イ

t
w守
《
置
慣広
明
』
橿
咽
'
圃
す

'
λ
ω

医師感染防護具

体制整備の
コスト重荷

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
潜
行

し
て
も
、
ほ
か
の
病
気
の
患
者
の

治
療
は
続
け
る
必
要
が
あ
り
、
地

域
の
病
院
や
開
業
医
と
の
役
割
分

担
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負

担
を
分
散
す
る
こ
と
が
重
要
。

そ

の
た
め
に
は
自
治
体
主
導
で
、
病

院
や
地
元
医
師
会
と
の
連
携
を
図

る
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

調
査
で
は
、

自
治
体
な
ど
と
協
議
し
た
こ
と
の

あ
る
病
院
は
四
六・
三
%
に
と
ど

ま
り
、
過
半
数
の
五
一
・

九
%
が

協
議
し
て
い
な
か
っ
た
。

費
付
し
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な

体
制
で
医
療
を
提
供
す
る
か
が

「未
定
」
の
病
院
は
入
院
診
療
で

者
へ
の
事
前
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

が
六
九・
一
%
と
最
多
だ
っ
た
。

こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
鳥
のH
5
N

l

型
ウ
イ
ル
ス
か
ら
作
成
し
た

「プ
レ
・

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ワ
ク

チ
ン
」
で
、

国
は
約
二
千
万
人

分
を
備
奮
し
て
い
る
。

感
染
を
防
ぐ
特
殊
マ
ス
ク
な

ど
「個
人
防
護
具
の
備
蓄」も

六
一
・

一
%
の
病
院
が
挙
げ
、

優
先
度
が
高
か
っ
た
。

た
だ
「備

蓄
に
必
要
な
費
用
を
試
算
し
た

ら
数
千
万
円
に
な
っ
た
」
(
九

州
地
方
の
大
学
病
院
)
な
ど
、

負
担
が
援
に
な
る
ケ
l

ス
も
あ

る
。

そ
こ
で
東京
都
は
今
年
度
、

三
七
・

七
%
、
外
来
診
療
で
三
五

.

一
%
と
い
ず
れ
も三分
の
一
を

趨
え
た。
「
通
常
の
診
療
体
制
の

維
持
を
優
先
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
患
者
の
治
療
は
限
定
す
る

(
ま
た
は
行
わ
な
い
)
」
と
の
回

答
が
入
院
、
外
来
と
も
三
割
を
超

え
た
。
自
治体
の
対
応
が
遅
れ
、

協
議
が
進
ま
な
い
影
響
で
、
態
度

を
決
め
か
ね
た
り
、
診
療
に
消
極

的
に
な
る
病
院
が
少
な
く
な
い
と

み
ら
れ
る。

行
動
計
画
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

成
し
て
い
る
の
は三
0
・

五
%。

計
画
が
な
い
病
院
も
一
二
七
・

七
%

に
上
る。
自
由
回
答
で
「取
り
組

十
二
億
七
千
八
百
万
円
の
予
算

を
防
護
具
備
蓄
の
た
め
に
計

上
。

約
五
十
万
寸
を
備
蓄
し
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
療

に
協
力
す
る
病
院
に
優
先
的
に

支
給
す
る
と
い
う
。

「患
者
受
け
入
れ
に
よ
る
経

済
損
失
の
補
償
」
を
挙
げ
る
病

院
は
一
七・
四
%
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
中
部
地
方
の
国
立
病
院

は
「
予想
さ
れ
る
減
収
は
約三

億
円
」
な
ど
と
し
て
、
経
営
へ

の
影
響
を
懸
念
す
る
。

実
施
済
み
の
対
策
で
は
、
「
個

人
防
護
具
の
準
備
」
(
八
ニ
・

三
%
)や
「抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の み

は
不
十
分
だ
が
、
日
常
診
療
に

忙
殺
さ
れ
て
余
裕
が
な
い」
「
自

の
前
の
病
院
経
営
に
四
苦
八
苦

し
、
手
が
回
ら
な
い」
と
悲
痛
な

声
を
上
げ
る
病
院
も
多
か
っ
た
。

そ
う
し
た
病
院
に
参
考
に
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
国
立
国
際
医

療
セ
ン
タ
ー
(
東
京
都
新
宿
区
)

は
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ホ
l

ム
ペ

ー

ジ
上
で
公
表
。
患
者
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
ト
リ
ア
l

ジ
の
手
順

や
医
師
、
看
護
師
ら
へ
の
感
染
を

防
ぐ
た
め
に
必
要
な
装
備
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。

備
蓄
」
(
五
一
・

七
%
)
が
多

か
っ
た。
湾
筋
期
に
患
者
を

隔
離
す
る
特
殊
な
病
床
の
数
は

平
均
四
・

七
床。
0
ー
四
床
の

病
院
が
七二
・

九
%
あ
り
、
病

院
聞
の
差
が
大
き
か
っ
た。
重

症
患
者
の
治
療
に
必
要
な
人
工

呼
吸
器
の
台
数
は平均
十
八
・

九
台
。
「
管理
す
る
ス
タッ
フ

を
確
保
し
な
い
と
使
え
な
い
の

で
、
急
に
増
や
す
の
は
難
し
い
」

と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝刊

2
0
0
8

年
7

月
初
白
(日
)
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病
院
関
連

診
療
報
酬
の
改
定
や
深
刻
な
医
師
不
足
が
病
院
経
営
の
根
本
を

揺
る
が
し
て
い
る
実
態
が
日
本
経
済
新
聞
社
の
「
全
国
主
要
病
院

調
査
」
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
回
答
し
た
病
院
の
半
数
近
く
は
昨

年
度
決
算
が
赤
字。

「
こ
こ
三
年
で
経
営
状
況
が
悪
化
し
た
」
と

の
見
方
も
六
割
近
く
に
達
し
た
。
た
だ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

l

計
算

唇
を
作
成
し
て
い
る
の
は
半
数
以
下
に
と
ど
ま
り
、
収
益
改
善
に

向
け
て
努
力
す
る
余
地
も
残
っ
て
い
る

。

二
O
O
五
|
O
七
年
度
の
決
算

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、O
五
年
度
は

黒
字
の
病
院
が
五
五・六
%
で
半

数
を
超
え
て
い
た
が
、O六
年
度

は
四
七
・
三
%
に
蕗
ち
込
み
、
赤

字
(
四
九・
九
%
)
が
上
回
っ
た
。

O
七
年
度
も
赤
字
病
院
の
方
が
多

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

三
年
前
と
比
べ
た
経
営
状
態
に

関
し
て
は
、
五
六・
七
%
が
「厳

し
く
な
っ
た」
と
回
答
。
「好
転

し
た
」
(
二
八・
九
%
)
を
大
き

く
上
回
っ
た
。

経
営
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
た
の
がO
六
年
四
月
の
診
療
報

酬
の
改
定
だ
。
医
療
の
必
要
度
が

低
い
畏
期
入
院
患
者
の
基
本
料
引

き
下
げ
や
、
外
来
再
診
料
の
カ
ッ

ト
な
ど
、
本
体
部
分
が
一
二
ニ
六

%
減
額
さ
れ
た
。「経
営
悪
化
の

理
由
」
と
し
て
八
一・
九
%
の
病

院
が
挙
げ
、
個
別
の
要
因
の
中
で

は
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。

北
海
道
の
民
間
病
院
は「厚
生

労
働
省
は
民
間
病
院
を
整
理
す
る

方
向
で
診
療
報
酬
を
決
め
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
」
と
し
て
、
国
の

医
療
費
抑
制
策
を
批
判
し
た
。

実
際
、
病
院
の
淘
汰
は
進
み
つ

全国病院調査④

吉弘E嗣

ラ
ン
を
ま
と
め
た
も
の
の
、
「赤

字
を
縮
小
で
き
る
具
体
策
が
打
ち

出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
閉
鎖
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
判
断
し
た」と
病
院

関
係
者
は
話
す。

診
療
報
酬
を
巡
っ
て
は
、
厚
労

省
も
周
産
期・
小
児
医
療
な
ど
体

制
鉱
充
が
必
要
な
分
野
に
重
点
加

算
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
し
か
し
、
「
一
部
の
診

療
報
酬
を
廃
止
し
て
予
算
を
捻
出

(
ね
ん
し
ゆ
っ
)
す
る
小
手
先
の

改
定
」
(
近
畿
地
方
の
国
公
立
病

院
)
、「高
齢
化
が
進
む
地
方
と
、

そ
う
で
な
い
都
市
部
の
病
院
が
、

同
一
の
診
療
報
酬
体
系
で
運
営
す

る
の
は
矛
盾
し
て
い
る」
(
九
州

地
方
の
民
間
病
院
)
な
ど
、
妓
本

的
な
見
直
し
を
求
め
る
声
は
根
強

「医
師
の
確
保
難」
を
経
営
悪

化
の
要
因
に
挙
げ
た
病
院
も
六
二

・
六
%
あ
っ
た。

医
師
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
で
診
療
斜
の
維
持
が

困
難
に
な
り
、
収
入
が
減
少
す
る

と
い
う

「負
の
循
環」
に
陥
る
病

院
が
目
立
っ
て
い
る。

銚
子
市
立
総
合
病
院(千
葉
県

銚
子
市
)
は
今
月
七
日
、
九
月
末

経営悪化の要因

「医師不足」も 6割

岸野康之氏
加的さスる師化は 嫡師大え酬自は だ厳限貨なまに療でよ価

実震な今震蓄量手芸宗室三妥 2t-s 雪ぷ q 都宮設支訴差足足農
幹宅五時詩的諸冨丘署員 。持説粧ま長持者
件チそ見医家医のを 。 くむのに療の査 続焼続医に昇れ~ゃれよ
のエこが信集師専抑 指量増加報理で く官く嶺っしば詳値、つ

信量昼寝言25 白域が一体で -252記長
うる主が般国語い 考えるべき時 と多なの Z る制宰

言、主や同医る -.1''- ・1 なく医つ専をたし電
き地医体自理師例 し つの師て門納めな決
時域師の泊視のもの塞が治孟はだ中き師みいフ院て病ゃく的得にがめ

理主喜警健表選雪量問委空襲白 4Z 季語て急露思足磨重弓蓄喜同支ぷ
」体護二J 民てな 。 が、ツ民主をじ域傾い力医、保9E 。 共師 積る現材イ牛
あ的簡医聞い労 疲地フ間蒔地に白病が師全をに個通 65 が道場を費

室長話議室委理 号室議員是号宅話磨雪害属若手各自主 義議委譲雲
思えり間関、ど て体保院自似て箸策働護にてツ病題は に門ツす如]
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私
は
こ
う
読
む

東日本税理士法人マネージャー
で
病
院
を
一
時
休
止
す
る
と
発
表

し
た
。

O
五
年
度
に
三
十
人
を
超

え
て
い
た
常
勤
医
師
は
今
年
度
は

三
分
の
一
に
減
少
。

診
療
斜
の
縮

「勤
務
医
の
給
与
を
倍
ぐ
ら
い

に
し
て
あ
げ
た
い
の
だ
が
、
建
畠

努
力
を
し
て
も
収
支
は
と
ん
と

ん
」
(
東
海
地
方
の
民
間
病
院
)

。



病
院
関
連

つ
あ
る。
国
立
病
院
機
梅
南
横
浜

病
院
(
横
浜
市
)
は
十
二
月
一
日

に
閉
鎖
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

O
四
年
の
独
立
行
政
法
人
移

行
時
か
ら
赤
字
続
き
。

借
入
金
圧

縮
な
ど
を
柱
に
し
た
経
営
再
建
プ

経営悪化の主な理由
(績敏回答) ・・ 国公立病院

~民間病院
Eコ大学付属病院

.. 
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計
算
を
し
て
い
る
の
は
四
・
八
%。

作
成
し
た
財
務
諸
表
を
監
査
法

六
四
・

二
%
は
「全
く
計
算
し
て
人
な
ど
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の

い
な
い」
と
回
答
し
た。

は
七
二
・

七
%。
金
融
機
関
な
ど

財
務
諸
表
に
よ
る
経
営
チ
エ
ツ
の
支
援
を
求
め
る
に
は
、
財
務
の

ク
は
九
三
・

六
%
が
実
施
し
て
い
透
明
性
を
よ
り
高
め
る
必
要
が
あ

た
が
、
貸
借
対
照
表
と
損
益
計
算
り
そ
う
だ

。

曾
に
加
え
、
キ
ャッ
シ
ュ
フ
ロ
l

病
院
経
営
を
圧
迫
す
る
未
収
金

計
算
書
も
整
え
て
い
る
の
は
四
八
は
九三・
四
%
が
把
握。
国
立
病

・

四
%
。

一
一O
O
四
年
の
前
回
調
院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー

(
京

査
に
比
べ
、
一
七・
五
昨
増
加
し
都
市
)
は
今
年
度
か
ら
、
未
収
金

た
も
の
の
、
い
ま
だ
半
数
に
満
た
の
回
収
を
弁
護
士
に
委
託
す
る
な

な
い
水
準
時
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ど
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
る

。

l

計
算
密
は
資
金
繰
り
の
実
態
把

握
に
役
立
ち
、
上
場
企
業
で
は
O

O
年
三
月
期
か
ら
作
成
が
磯
務
付

け
ら
れ
て
い
る
。

近
隣
病
院
と
の

怒
合

未
収
金
の
泊

加

医
療
働
器

な
ど

の
般
鏑
役
資

看
護
師

の

確
保
魁

医
師
の
確
保
魁

。改診
定療
報

の

疾
患
別
の
治
療
原
価
計
算

6

割
超
「
全
く
し
て
な
い
」

病
院
経
営
を
取
り
巻
く
環
境
が

…
厳
し
く
な
る
中
、
九
割
近
い
病
院

は
外
来
や
入
院
患
者
の
診
療
収
入

い

に
目
標
値
を
設
け
て
い
た
。

コ
ス

:

ト
削
減
の
た
め
、
薬
品
や
備
品
の

在
庫
圧
縮
に
取
り
組
む
病
院
も
八

四
・

六
%
あ
っ
た。

開
設
主
体
別
で
は
、
大学病
院

が
院
外
処
方
の
促
進
な
ど
に
力
を

e

入
れ
て
い
る
の
が
目
立
つ
。

民
間

・
・

病
院
は
検
査
、
国
公
立
病
院
は
医

-gの
疲思

疾.別の治療原備を
計算しているか

無回答 -一寸 「一ーすべての疾
4.8 

療
事
務
の
部
門
で
、
ア
ウ
ト
ソ
l

シ
ン
グ
に
活
路
を
見
い
だ
そ
う
と

す
る
傾
向
が
強
い。

一
方
で
、
地
域
の
医
療
機
関
と

高
額
の
医
療
機
器
を
共
有
し
た

収
益
改
善
、
努
力
の
余
地
も

り
、
同
一
診療
闘
で
の
シ
ェ
ア
に
で
い
る
が
、
地
域
の
医
療
機
闘
が

つ
い
て
目
標
値
を
定
め
た
り
し
て
連
携
し
、
経
営
の
効
率
化
を
図
る

い
る
の
は
、
と
も
に二
割
程
度。

枠
組
み
づ
く
り
は
遅
れ
て
い
る
。

病
院
単
独
で
の
取
り
組
み
は
進
ん
す
べ
て
の
疾
患
に
つ
い
て
原
価

小
や
入
院
受
け
入
れ
の
断
念
な
ど

で
収
入
が
大
幅
に
落
ち
込
む
事
態

績
が
避
け
ら
れ
ず
、
市
と
し
て
も
こ

南
)
れ
以
上
の
財
政
支
援
は
困
難
と
判

る
区

れ
南
断
し
た。

さ
港
岡
市
行
政
改
革
推
進
室
は

「大

鎖
市
閉
浜
学
か
ら
の
医
師
派
遣
が
難
し
く
な

山
晴
っ
て
お
り
、
ス
タ
ッ

フ
を
確
保
し

川
院
て
い
る
医
療
法
人
な
ど
に
運
営
を

伺
禍
委
託
す
る
公
設
民
営
方
式
な
ど
も

1
L

念
頭
に
、
来
春
に
も
診
療
を
再
開

し
た
い
」
と
話
す。

「
公
的
病
院
で
は
、
総
務
省
か
ら

公
務
員
の
減
員
を
求
め
ら
れ
る
半

面
、
厚
労
省
は
増
員
し
な
い
と
報

酬
を
減
ら
す
仕
組
み
を
導
入
。

自

由
裁
量
が
き
か
な
い」(
首
都
圏

の
国
公
立
病
院)

自
由
回
答
欄
に
寄
せ
ら
れ
た
声

か
ら
は
、
経
営
僻
聞
か
ら
ス
タ

ッ
フ

の
待
遇
向
上
に
取
り
組
む
余
裕
が

な
く
、
苦
悩
す
る
病
院
の
姿
も
う

か
が
え
た。

......・ 0 ・ 0 ・・ 0 ・ 0 ......・・ 0 ・・・ ..・・.......

日
本
経
済
新
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日
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患
者
関
連戻す過程見守る希望取

固
が
ん
患
者
の
心
の
ケ
ア

落
ち
込
み
ゃ
不
安
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

。

「
が
ん
」
と
告
知
さ
れ
た
ち
、

ど
ん
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う

か
。
今
な
お
「
死
」
を
意
織
さ
せ

る
た
め
、
患
者
が
受
け
る
衝
診
は

計
り
知
れ
な
い
。
心
の
不
安
は
、

が
ん
の
治
療
に
も
影
響
を
与
え
る

た
め
、
精
神
的
に
患
者
を
ど
う
支

え
る
べ
き
か
関
心
は
高
い
。
圏
内

で
数
抄
ほ
ぃ
、
が
ん
患
者
専
門
の

精
神
慮
療
科
外
来
を
紡
ね
た
。

-
最
期
穏
や
か
に

腎
臓
が
ん
の
男
性
患
者
は
、
転

移
が
見
つ
か
る
と
、
自
分
や
家
族

の
将
来
を
心
配
し
、
わ
き
ょ
が
る

不
安
に
苦
し
め
ら
れ
た
。

埼
玉
医
科
大
国
際
医
療
セ
ン
タ

ー
(
埼
玉
県
臼
高
市
)
の
精
神
腫

痴
科
医
長
、
大
西
秀
樹
教
授
は
と

の
男
性
の
病
室
に
遇
っ
た
。

大
西

さ
ん
は
聞
き
役
に
徹
す
る
。
男
性

は
仕
事
や
家
族
へ
の
思
い
を
打
ち

明
け
、
徐
々
に
藩
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
。
「
先
生
、
あ
り
が
と
う

」
。

穏
や
か
な
鰻
期
を
迎
え
た
。

落
ち
込
ん
で
い
た
女
性
患
者
に

は
、
自
宅
で
稲
を
育
て
る
と
と
を

提
案
し
た。
女
性
は
一
時
帰
宅
の

た
び
に
稲
を
慈
し
む
よ
う
に
育
て

た
。
突
っ
た
コ
メ
を
お
か
ゆ
に
し

て
、
一
緒
に
食
べ
た。女
性
は
「
雑

草
ま
で
、
い
と
お
し
く
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

精
神
腫
湯
科
は
侃
年
春
に
発
足

し
た
。
毎
日
約
加
入
の
患
者
が
紡

れ
て
い
る
。
だ
が
、
心
の
異
変
を

指
摘
さ
れ
て
初
め
て
受
診
す
る
患 科

大
や
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
東
病

院
(
千
葉
県
柏
市
)
な
ど
ご
く
少

な
U
。

-
2
1
4

割
が
抑
う
つ

治
療
に
も
影
響

専
門
医
の
育
成
急
務

者
が
大
半
で
、
患
者
の
間
で
は
精

神
科
へ
の
敷
居
は
ま
だ
高
い
。

医
療
機
関
の
体
制
も
遅
れ
て
い

る
。

が
ん
患
者
専
門
の
精
神
科
医

が
常
勤
し
て
い
る
の
は
、
埼
玉
医

圏
内
外
の
飼
査
で
は
、
が
ん
患

者
の2
5
4

創
が
不
安
や
抑
う
つ

に
苦
し
む
。
生
涯
で
う
つ
病
に
な

る
日
本
人
は3
5
5

物
と
推
定
さ

れ
て
い
る
が
、
が
ん
患
者
で
は
そ

t
い
え
陣

同
な
る
考
支
い

持
て
れ
い
と
る
に
な

閥
持
ら
な
い
る
い
い
怒
れ

倒
い
が
じ
き
な
れ
た

>
て
介

>

直

神

-

な
昧
感
で
が
ら
り
族
出
い
、
族
ち
い

精
状

一
る
が
輿

く
中
値
か
な
家
が
な
ず
遺
立
な
る

大
症

一
>い
方
も
い
る
集
価
に

く
の
れ
れ
い
ら
る
の

ら
ら
い
い

科
な

一者
め
仕
に
な
い
だ
ど
は
う
念
な
者
疲
眠
な
る
ま
い
者
い
か
ま
な
め

医
主

一患
が
で
と
が
な
が
ほ
に
ま
の
て
患
の
で
が
乙
止
て
患
な
み
止
が
が

玉
う

一ん
分
安
ご
欲
れ
体
前
分
し
買
え
ん
簸
安
欲
が
が
出
ん
れ
し
が
欲
分

崎
扱

一が
気
不
何
食
底
身
以
自
て
自
消
が
介
不
食
肩
涙
が
が
限
悲
涙
金
気

・

<
・
・
・

・
・
・

・
・
・
・

<
・
・
・
・
・

<
・
・

「がんの患者さんが困っていると感

じたとき、なるべく阜い対応ができる
医療環境を広げたい」と活す大西秀

樹教復

の
創
合
が
数
倍
高
い
。

「
死
」
を
考
え
る
病
気
と
向
き

合
う
患
者
の
心
の
負
担
は
大
き

い
。
仕
事
や
家
庭
に
も
影
響
を
及

ぼ
す。
悩
み
が
悩
み
を
生
む
慰
循

環
に
陥
り
、
璽
症
化
し
や
す
い
。

心
の
不
安
は
、
診
断
や
治
療
を

難
し
く
す
る
。
食
欲
低
下
や
意
欲

減
退
な
ど
の
症
状
は
、
が
ん
の
症

状
と
盟
な
る
か
ら
だ。
患
者
も
体

の
状
態
を
的
確
に
判
断
で
き
な

い
。
体
力
が
落
ち
、
精
神
科
が
処

方
す
る
薬
剤
の
使
用
に
も
細
心
の

注
意
が
必
要
だ
。

精
神
腫
痴
医
は
、
患
者
が
失
っ

た
自
尊
心
や
生
き
る
希
望
を
取
り

戻
す
過
程
を
支
え
る。
積
極
的
に

励
ま
す
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
悩

み
を
探
り
、
患
者
の
中
で
問
題
点

が
徐
々
に
盤
理
さ
れ
る
の
を
見

守
る
。

圏
内
で
は
、
「
が
ん
告
知」が

一般
的
に
な
っ
た
加
年
代
か
ら
、

精
神
科
医
ち
が
が
ん
患
者
の
心
の

ケ
ア
に
取
り
組
み
始
め
た
。

乙
の

問
題
を
研
究
す
る
日
本
サ
イ
コ
オ

ン
コ
ロ
ジ
l

学
会
に
は
、
医
師
や

看
纏
師
ら
約8
0
0

人
が
所
属
す

る
。

政
府
も
昨
年6
月
、
精
神
趨

湯
医
の
育
成
の
必
要
性
を
盛
り
込

ん
だ
「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」

を
策
定
し
た
。
だ
が
、
医
師
が
「
が

ん
が
進
行
し
た
の
で
患
者
の
調
子

が
惑
い
」
と
考
え
た
り
、
精
神
科

の
受
診
を
遠
慮
す
る
患
者
が
依
然

多
い
と
い
う
。

大
西
さ
ん
が
精
神
科
医
と
し

て
、
が
ん
患
者
を
中
心
に
診
察
を

始
め
て
約ω
年
。
家
族
や
遺
族
の

外
来
も
受M
U付
け
て
き
た。思
近
、

そ
の
経
験
を
も
と
に「が
ん
患
者

の
心
を
救
う
精
神
趨
綴
医
の
現

場
か
ら
」
(
河
出
量
宙
開
新
社
、

1

6
8
0

円
)
を
出
版
し
た。
「
心

の
異
変
に
、
医師
や
周
囲
が
気
付

く
と
と
が
第
一
歩
。
今
後
も
、
患

者
だ
け
で
は
な
く
家
族
や
遺
族
が

紡
れ
や
す
い
環
境
を
整
え
た
い
」

と
話
す。

【永
山
悦
子
、
写
真
も}

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
間
ロ
日
{
火
)
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が
ん
体
験
者

拠
点
病
院

地
織
の
が
ん
治
療
を
担
う
鎚
点

病
院
の
う
ち
、
が
ん
体
験
者
を

相
談
員
な
ど
と
し
て
雇
っ
て
い
る

の
は
3
割
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
、

東
京
大
学
医
療
政
策
人
材
養
成

講
座
の
研
究
班
の
調
査
で
分
か

っ
た
。
国
の
「
が
ん
対
策
推
進

基
本
計
画
」
は
患
者
が
医
療
に

積
極
的
に
か
か
わ
る
よ
う
勧
め
て

い
る
が
、
現
場
で
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。今

年
4
月
時
点
で
「
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
」
な
ど
に
指
定
さ

れ
て
い
る
全
国
3
5
1
施
般
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
4
月

上
旬
ま
で
に
1
0
8
施
設
か
ら
回

答
を
得
た
。

が
ん
体
験
者
を
麗
っ
て
い
た
の

は
位
施
般
(
羽・
7
%
)
。
と
は

い
え
、
麗
わ
れ
て
い
る
人
の
職
種

の
半
数
以
上
が
医
師
・
世
間
剤
師
・

患
者
関
連

雇
用
3

割

回
答
。
が
ん
体
験
者
の
受
用
に一

は
、
研
修
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ


と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一

国
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
東…

京
都
や
干
葉
県
、
石
川
県
な
ど

は
、
が
ん
体
験
者
が
治
療
中
の
患
司

者
を
支
え
る
「
ピ
ア
・

カ
ウ
ン
セ
一

リ
ン
グ
」
推
進
を
掲
げ
る
。
研
究

班
の
主
任
研
究
者
、
桜
井
な
お
み
一

さ
ん
は
「
医
療
機
関
や
行
政
の
期
一

待
に
反
し
、
雇
用
は
進
ん
で
い
な

ぃ
。
だ
が
、
体
験
者
が
カ
ウ
ン
セ一

リ
ン
グ
教
育・
研
修
な
し
に
相
鮫一

に
あ
た
る
と
、
患
者
と
共
に
う
つ

状
態
に
陥
る
恐
れ
も
あ
る
。
ま
ず一

人
材
育
成
の
仕
組
み
が
必
要
だ
ろ』

う
」
と
話
す
。

-

(
平
塚
史
歩
)一

一
朝

貧
京
マ
朝
刊

一
…

一2
0
0
8

年
9

月
お
日
(
火
ニ
司

相
談
員
登
用
進
ま
ず

容
護
師
な
ど
の
医
療
職
。
既
に

用
ず
み
の
職
員
が
が
ん
に
な
っ
た

後
も
引
き
続
き
麗
わ
れ
て
い
る
例

が
多
く
、
新
規
に
就
職
し
た
人
は

少
な
い
と
み
ら
れ
る
。

一
方
で
、
が
ん
体
験
者
の
活
躍

に
桐
期
待
す
る
声
は
高
く
、
雇
用
ず

み
の
施
般
の
%・
0
%
、
雇
用
し

て
い
な
い
施
般
で
も
臼
・

7
%
が

「
が
ん
患
者
の
就
労
は
重
要
」
と

答
え
た
。
特
に
患
者
相
談
窓
口
で

の
応
対
を
期
待
し
て
い
た
。

雇
う
時
に
重
要
視
す
る
点
を

「
医
療
資
格
」
と
し
た
施
般
は
全

体
の
日
・
7
%
。
医
療
の
専
門
知

識
が
な
く
と
も
、
主
治
療
が
終
わ

り
症
状
が
安
定
し
た
が
ん
体
験
者

で
あ
れ
ば
、
雇
い
た
い
と
の
意
欲

が
み
ら
れ
た
。
だ
が
、
現
在
の
相

談
窓
口
体
制
に
つ
い
て
聞
く
と
、

必
・
4
%
の
施
股
が
「
人
数
・
ス

キ
ル
(
筏
術
)
と
も
に
不
足
」
と

一
一

・・・・・-

一
一

… 
.---. . 
一
一

・・ .寸 1.
_ .... 
・・L一一 ... ・
..・ι
一

が
ん
患
者
の
4
人
に
3
人

が
現
在
の
仕
事
を
続
け
た
い

と
考
え
て
い
る
が
、
実
際
に

は
3
人
に
1
人
が
転
職
し
て

い
る
と
と
が
、
東
京
大
医
療

政
策
人
材
獲
成
講
座
の
鯛
査

で
分
か
っ
た
。
約
4
創
は
収

入
も
下
が
り
、
が
ん
患
者
が

厳
し
い
就
労
環
境
に
直
面
し

て
い
る
現
状
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
。

治
療
中
や
治
療
経
験
の
あ

る
が
ん
患
者
に
3
月
、
仕
事

の
変
化
や
、
仕
事
へ
の
不
安

な
ど
を
尋
ね
た
。
4
0
3
人

(
男
性
的
人
、
女
性
3
6
3

人
)
が
有
効
回
答
。
加
5
ω

代
の
働
き
盛
り
の
世
代
が
約

7
創
を
占
め
、
乳
が
ん
患
者

が
最
も
多
か
っ
た
。

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
時
点

で
、
3
0
6
人
(
布
・
9

物
)

が
「
と
れ
ま
で
の
仕
事
を
続

割収入減4 東大講座調査

け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
が
、

う
ち
白
人
(
出
物
)
が
診
断

後
に
仕
事
が
変
わ
っ
た
。
内

訳
は
解
雇
は
人
、
依
願
退
職

部
人
、
廃
業
8
人
な
ど
だ
っ

た
。
収
入
は
1
5
6
人
(
拘

・

7
物
)
が
「
下
が
っ
た
」

と
回
答
し
た
。

調
査
時
点
で
働
い
て
い
る

2
8
0
人
の
う
ち
、
仕
事
継

続
に
m
-

1
%
が
不
安
を
感

じ
、
不
安
な
く
続
け
る
た
め

に
「
同
僚
や
上
司
の
理
解
が

必
要
」
と
答
え
た
人
が
問
・6

物
を
占
め
、
ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

仕
事
を
し
て
い
な
い
1
2

3
人
の
う
ち
、
回
配
怖
が
仕
事

に
就
き
た
い
と
回
答
。
う
ち

約
半
数
が
「
と
れ
ま
で
の
社

会
経
験
を
生
か
し
た
仕
事
」
、

4
創
が
「
病
気
の
経
験
を
生

か
し
た
仕
事
」
を
希
望
し
た
。

ま
た
、
「
が
ん
を
理
由
に

乙

主
要
業
務
を
は
ず
さ
れ
た
」

「
病
気
の
と
と
を
君
、
っ
と
、

正
社
員
に
な
る
の
が
難
し

い
」
「
青
児
休
暇
の
よ
う
に
、

が
ん
の
治
療
休
暇
が
ほ
し

い
」
な
ど
切
実
な
声
が
上
が

っ
た
。

調
査
チl
ム
の
桜
井
な
お

み
さ
ん
(
引
)
は
「
乳
が
ん
や

子
宮
が
ん
は
術
後
2
年
間
は

毎
月
、
3
年
目
か
ら
は
3
カ

月
に
1
回
の
治
療
が
必
要

で
、
女
性
の
就
職
は
よ
り
厳

し
い
。
治
療
を
受
け
な
が
ち

働
け
る
よ
う
、
柔
軟
な
勤
務

体
制
の
導
入
が
必
要
だ
」
と

話
し
て
い
る
。【足

立
旬
子】

明石
釦日
!!I涙
{E 草

創有
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患
者
関
連

髪が抜けた頭を気にせずにJmlタオル帽子。 岩手ホスピスの会

ごしたい一。 抗がん剤なと、の治 (J 11守田裕司代表) が初めて開

療の副作用で、髪が彼けたがん患・いた購習会に参加し、作り方を

者らの精神的な苦痛を和らげる 教えてもらった。

髪
少
な
く
て
も
カ
バ
ー

タ
オ
ル
帽
子
は
肌
触
り
で
、
人
目
を
気
に
す
る
こ

が
よ
く
汗
を
吸
収
し
、
か
と
な
く
安
心
で
き
る
。

フ

ぷ
り
心
地
が
快
適。
す
っ
ェ
l

ス
タ
オ
ル
一
枚
で
、

ぽ
り
と
頭
を
包
み
込
む
の
一
時
間
ほ
ど
で
完
成
す

る
。

タ
オ
ル
の
代
わ
り
に

ガ
ー
ゼ
も
可。
ポ
イ
ン
ト

は
頭
頂
部
と
側
面
を
縫
い

合
わ
せ
る
と
こ
ろ。
ま
ん

、
F 

べ
ん
な
く
ギ
ャ
ザ
ー
を
寄

せ
て
縫
う。

開
会
に
よ
る
と
、
か
つ

ら
は
安
い
物
で
は
な
く
病

室
で
は
暑
く
て
蒸
れ
る
ほ

か
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
を

始
め
る
と
二
、
三
日
で
髪

が
後
け
落
ち
る
た
め
、
か 参

加。
脱
毛
に
悩
む
が
ん

患
者
ら
の
た
め
に
、
周
囲

が
で
き
る
支
え
の
一
つ
と

し
て
タ
オ
ル
帽
子
を
普
及

さ
せ
た
い
と
企
画
し
た
。

同
会
の
吉
島
美
樹
子
事

務
局
長
は
自
身
も
治
療
中

に
髪
が
抜
け
落
ち
た。
「私

の
心
に
寄
り
添
お
う
と
し

て
く
れ
た
周
囲
の
支
え
が

一
番
う
れ
し
か
っ
た
。

自

分
の
た
め
に
何
か
を
し
て

く
れ
る
思
い
が
患
者
の
支

汗
吸
収
蒸
れ
ず

縫合い 頭頂部
わと
せ側

要点 面の

タオルとガーゼで手作りした帽子

つ
ら
の
購
入
が
間
に
合
わ

な
い
と
い
う。

参
加
し
た
盛
岡
市
青
山

四
丁
目
の
大
崎
澄
子
さ
ん

(
臼
)
は「病
気
の
治
療
で

髪
が
抜
け
た
ば
か
り。
人

の
視
線
が
気
に
な
る
の

で
、
こ
う
い
う
帽
子
が
欲

し
か
っ
た
」
と
出
来
上
が

っ
た
ば
か
り
の
帽
子
を
う

れ
し
そ
う
に
か
ぶ
っ
た
。

講
習
会
は
盛
岡
市
若
園

町
の
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
約三
十
人
が

え
に
な
る
」
と
話
す。

手
芸
が
得
意
な
主
婦
の

参
加
が
多
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
「今
、
直
接
が
ん

に
直
面
し
て
な
い
人
も
知

っ
て
お
く
こ
と
で
い
つ
か

誰
か
を
、
そ
し
て
自
分
を

助
け
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
思
い
を
込
め
る。

開
会
は
タ
オ
ル
帽
子
作

り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
る。
問
い
合
わ

せ
は
同
会
(0
9
0

・
2

6
0
4

・
7
9
1
8

)へ。
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患
者
関
連

紙
そ
百
枚
ぞ
繕V'

型
す
舗
聞
広
れ
を
ゴ

て
は
は

α

そ
欄
羽

つ
A
B

。
，
川
府
批

市
恥
品
ル
ぬ
民
一
汎
潤

N
U

~
A裁部
u
u
tよ，
U
含

2

て
し
劃
J
る
る
を

を
せ
返
頂
る
な
せ
代

ル
わ
り
頭
す
に
わ
い

オ
合
折
ま
意
総
合
鑓

タ
に
の

α
用
れ
い
の

わ
(
布
の
折
り
山
)

L
r
'
'
'
B
a
e
-
-
a
F
 

5
4
5

『5
‘
=

L
-
3
-

一
一

A
-
F
ト
L
n
n
=
一

C
{

師
「
」
←

5
-

9
E
 

9.5 

① 

② __ ｷ C2枚とBをギャザーを
fでノ c っけながら返し継いで

白包囲

白とピンクのしま模様のフ工ースタオルで記
者が作ったタオル帽子。 手伝ってもらいなが
ら完成した帽子はかわいらしい仕上がり

! 残りのCを@に緩う。
' Cを 1 1<，fφに折り込んで 、
i ②の樋い目を覆う
; ように結う。

CI) c 

a坦
体
験
記

大
き
さ
の
調
節
簡
単
に

作
り
方
を
伝
え
た
い
ち
く
。

と
、
自
分
で
も
作
っ
て
み
出
来
上
が
っ
た
参
加
者

た
。
②
で
ギ
ャ
ザ
ー
を
縫
は
「少
し
き
つ
い
な」
「髪

い
終
わ
っ
て
気
が
付
い
が
な
け
れ
ば
ち
ょ
う
ど
い

た
。

し
ま
っ
た。

三
枚
合
い
か
も
」
と
帽
子
を
か
ぶ

わ
せ
て
繕
っ
て
い
た
は
ず
る
。

頭
の
大
き
さ
に
合
わ

が
、
途
中
か
ら
二
枚
し
か
せ
、
型
紙
の
サ
イ
ズ
を
調

縫
い
合
わ
さ
れ
て
い
な
か
節
で
き
る
の
も
タ
オ
ル
帽

っ
た。

子
の
い
い
と
こ
ろ。
私
は

周
り
に
手
伝
っ
て
も
ら
タ
オ
ル
で
作
っ
た
が
、
ガ

い
な
が
ら
気
を
取
り
直
しl
ゼ
は
薄
く
て
タ
オ
ル
よ

て
や
り
直
し。
三
枚
し
つ
り
楢
い
や
す
い
よ
う
だ。

か
り
繕
っ
て
い
る
こ
と
を
出
来
上
が
っ
た
帽
子
を

確
認
し
な
が
ら
ち
く
ち
く
社
内
で
か
ぶ
り
な
が
ら
思

(4J _ 
~ c c 

〆ぷ・ー 圃. !'追い \ : Aを 1 1<，fφに折り、③の
と=全さ が同予付1'\ : すそに鑓う。
Ii A 礼-三一---..l

C 

っ
た。
タ
オ
ル
帽
子
の
作

り
方
が
普
及
す
る
こ
と

で
、
必
要
と
し
て
い
る
患

者
や
周
囲
の
人
の
役
に
立

っ
て
ほ
し
い。
ま
ず
は
タ

オ
ル
帽
子
の
存
在
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

(煤
孫

杏
子
)

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
0
8

年
6

月
げ
日
(
火
)

! ④を裏返す。Aのすそを
! 1Y中に折り返し、④の
. :鑓い邑を陽すように
償って完成。車返した後
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患
者
関
連

5台要霞α〉有之宮~角率三肖してご

「
今
さ
ら
聞
け
な
い
」
と
題守

し
た
コ
ー
ナ
ー
は
患
者
本
位
の一

視
点
に
立
つ
。
創
刊
号
で
は
検

査
で
使
う
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断一

層
撮
影
法
(
C
T
)と
磁
気
共
F

鳴
画
像
(
M
R
I
)の
遣
い
を


分
か
り
ゃ
す
く
解
説
し
て
い

一

る
。

-

A
4
判
出
町
で
1

万
部
発
一

行
。
同
大
医
学
部
付
属
病
院
の

ほ
か
、
都
内
の
病
院
、
歯
科
医一

院
な
ど
に
置
い
て
も
ら
う
。
発』

行
貸
用
約桁
万
円
は
、
健
康
食
一

品
会
社
や
製
薬
会
社
か
ら
の
協一

貨
で
ま
か
な
う
予
定
だ
。
年
3

-

5

4

回
発
行
し
、
読
者
か
ら
の一

質
問
も
受
け
付
け
、
双
方
向
の

情
報
交
換
を
し
た
い
と
い
う
。一

取
材
・

編
集
の
過
程
で
は
、

医
学
科
や
歯
学
部
な
ど
他
の
尊

攻
に
い
る
学
生
た
ち
と
の
交
流一

も
生
ま
れ
た。
メ
ン
バ
ー
の
田
一

川
晴
菜
さ
ん
(
引
)
は
「
活
動
を一

週
じ
て
、
私
た
ち
自
身
も
他
の


職
種
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き一

た
。

将
来
、
一緒
に
医
療
を
改
F

草
す
る
カ
に
な
れ
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

患
者
向
け
無
料
情
報
紙

病
院
で
の
待
ち
時
間
に
気
軽
に
読
ん
で
|
|
。

東
京
医
科
歯
科
大
(
文
京
区
)
の
看
護
学
生
ら
が

来
月
、
患
者
向
け
の
フ
リ
l

ペ
ー
パ
ー

(
無
料
情

報
紙
)
「
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ッ
プ
ス
」
を
創
刊
す
る
。

医
療
の
専
門
家
と
患
者
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
を
目
指

す
学
生
た
ち
は
「
患
者
さ
ん
が
治
療
に
前
向
き
な

気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
紙
面
を
作
り
た
い
」
と

張
り
切
っ
て
い
る
。
(
小
林
篤
子
)

の
意
義
を
諮
る
。

今
年
2

月
、
病
棟
実
習
で
受

け
持
っ
た
入
院
患
者
か
ら
手
術

前
の
不
安
を
打
ち
明
け
ら
れ

た
。
学
生
の
自
分
に
出
来
る
こ

と
は
な
い
か
と
考
え
た
と
こ

ろ
、
フ
リ
l

ペ
ー

パ
ー
を
思
い

つ
い
た
と
い
う
。
ク
ラ
ス
の
仲

間
ロ
人
と
と
も
に
今
年4
月
、

製
作
委
員
会
を
発
足
さ
せ
た。

創
刊
号
で
は
、
歯
磨
き
の
大

切
さ
や
認
知
症
の
基
礎
知
識
と

い
っ
た
特
集
を
組
ん
だ
。
「
治

療
に
前
向
き
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
、
つ
ら
い
闘
病
生
活

を
乗
り
越
え
た
元
患
者
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
も
掲
載
す
る
。

医
科
歯
科
大
生
ら
来
月
創
刊

「
医
師
や
看
護
師
に
細
か
い

こ
と
を
質
問
出
来
ず
、
悩
ん
で

い
る
人
は
多
い
ん
で
す
」
。
中

心
メ
ン
バ
ー
の
同
大
医
学
部
看

護
学
専
攻3
年
生
松
田
協
子
さ

ん
(
幻
)
は
、
フ
リ
l

ペ
ー
パ
ー

医療フリーペーパー 「メディカル
チップス」 創刊のための準備をす
る東京医科歯科大学のメンパーら

読

売
〔
東
京
)・朝
刊

2
0
0
8

年
6

月

M
日

(
火
)

病歴・検査値一目で

1私のカルテ j 配布

宝
塚
市
医
師
会

兵
庫
県
宝
塚
市
医
師
会

は
、
自
分
の
病
歴
や
検
査

値
な
ど
を
密
き
込
ん
で
持

ち
歩
け
る
手
帳
「
私
の
カ

ル
テ
」
の
配
布
を
年
内
に

も
始
め
る
。
患
者
は
自
ら

の
治
療
内
容
を
理
解
す
る

助
け
に
し
、
医
師
は
他
の

医
療
機
関
の
受
診
内
容
を

知
っ
て
効
率
的
な
治
療
に

つ
な
げ
る
の
が
狙
い
。
処

方
薬
を
記
入
す
る
「
お
薬

手
帳
」
な
ど
は
各
地
で
普

及
が
進
む
が
、
日
本
医
師

会
は
「
患
者
自
身
が
治
療

情
報
を
持
ち
歩
く
取
り
組

.

み
は
聞
い
た
こ
と
が
な

-
い
」
と
い
い
、
医
療
機
関

一
の
連
携
で
地
域
医
療
の
底

-
上
げ
を
図
る
試
み
と
し
て

.

注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

「
私
の
カ
ル
テ
」
に
は
、

担
当
医
師
名
マ
病
名
マ
治

療
方
針
マ
患
者
へ
の
コ
メ

ン
ト
マ
連
携
医
療
機
関
へ

の
コ
メ
ン
ト
マ
主
な
検
査

値
ー
ー
な
ど
を
必
要
に
応

じ
、
医
師
に
笛
き
込
ん
で

も
ら
う
。
医
師
に
記
入
の

負
担
が
か
か
る
が
、
市
医

師
会
の
原
田
義
昭
副
会
長

は
「
情
報
を
積
極
的
に
知

ら
せ
る
と
と
で
、
透
明
性

の
高
い
治
療
の
提
供
に
も

つ
な
が
る
」
と
期
待
を
寄

せ
る
。

カ
ル
テ
の
普
及
は
、
市

医
師
会
が
設
立
し
た
「
宝

塚
医
療
連
携
委
員
会
」
が

担
当
し
、
協
力
病
院
か
ら

患
者
に
配
っ
て
も
ら
う
。

た
だ
、
医
師
会
や
委
員
会

に
強
制
力
は
な
く
、
記
入

に
協
力
す
る
か
否
か
は
各

医
師
や
医
療
機
関
の
判

断
。

ど
と
ま
で
浸
透
す
る

か
は
未
知
数
だ
が
、
原
田

副
会
長
は
「
検
査
の
重
複

を
避
け
ら
れ
る
な
ど
患
者

と
医
者
の
双
方
に
メ
リッ

ト
は
多
い
。
広
が
れ
ば
市

全
体
の
医
療
レ
ベ
ル
が
よ

が
る
」
と
期
待
す
る
。

【山
田
奈
緒】
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日

(
大
阪
)・
夕
刊

2
0
0
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年
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月

ロ
日

(
金
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有
無
な
ど
を
記
す
よ
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。
中
に
入
れ

る
も
の
と
し
て
は
、
洗
面

器
、
歯
ブ
ラ
シ
、
せ
つ
け

急
に
塁
思
惑
く
な
っ
た
、
救
急
車
を
、
そ
し
て
突
黙
の
入
院
|
。
そ
ん
な
い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
ん
、
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

下
着
、
保
険
証
の
コ
ピ

1
、

つ
も
の
に
「
安
心
箱
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
お
隣

・

白
老
で
は
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
登
別
市
病
院
の
診
察
カl
ド
の
コ

内
で
は
主
婦
二
人
が
自
主
的
に
広
め
る
活
動
を
始
め
た
ば
か
り
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う

H

壁
H
が
あ
る

ピ
l

ま
た
は
雷
可
メ
モ
な

も
の
の
、
時
に
命
に
か
か
わ
る
問
題
で
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
道
に
説
明
会
を
聞
き
な
が
り
理
解

ど
。
何
を
入
れ
る
か
は
個

を
求
め
て
い
る
。
(
野
崎
己
代
治
)
々
人
で
判
断
す
る
と
い
い

普
及
活
動
に
乗
り
出
し
せ
も
行
っ
て
い
る
が
、
「
年
り
出
す
こ
と
に
し
た
。
時
に
慌
て
て
し
ま
う
の
が
よ
う
だ
。

た
の
は
鷲
別
町
に
住
む
飯
々
一
人
事
り
し
も
描
唱
え
、
実
は
弘
削
、
松
平
さ
ん
現
実
だ
。
ベ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
病

山
利
賀
子
さ
ん
(
五
一
)
と
松
救
急
車
が
必
要
な
時
な
の
所
に
、
家
内
が
倒
れ
た
そ
こ
で
二
人
は
白
老
の
歴
な
ど
が
分
か
れ
ば
、
救

平
孝
子
さ
ん
害
)
。
二
人
ど
、
ど
う
す
る
ん
だ
ろ
うF
I

・
e

・
E
E
，

.
E
h

・
E
E
'
'

は
読
み
聞
か
せ
の
「
お
は
か
」
と
考
え
た
時
、
完
付凶
L
川
町

E
k
s
-
A
E
s
h

ヤ
ミ
・

な
し
り
ぼ
ん
」
の
メ
ン
パ
し
て
取
組
ん
で
い
る
白

三
回
目

H
J
3

日
h
v
ご
￡

l

で
、
小
、
中
学
校
で
図
老
の
例
を
知
っ
た
。
す
ぐ

二
・

-
H
I
-
-
J
i
l
-
-
‘

1
1
l
J
H

奮
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
に
現
物
を
取
り
寄
せ
た

，
R
H
e
H
M
M『V
』
『
富
島L
E
E
-
-
4
d
唱
・
B
}

‘
司a
F
圃
冒

E
h
4
F
A

同
E
4』
、
=
・
，
，

b
h

・

て
い
る
ほ
か
、
老
人
ク
ラ
が
、
「
す
ご
く
い
い
こ
と
」、-
E
.‘
互
且
，
p
'
』V
一
‘
h
M
U

】
/
、
可

と
一

、

A

剣
画

4
5
A
T
三
日
〈

ー
と
近
く
の
お
じい
さ
ん
例
を
参
考
に
独
自
に
ア
レ
急
融
員
が
駆
け
付
け
た
時

が
救
い
を
求
め
て
きたこ
ン
ジ
し
た
安
心
箱
を
考
え
の
措
置
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

と
が
あ
る
。
病
院
か
ら
何
た
。
箱
は
ぬ
れ
で
も
い
い
り
、
ひ
い
て
は
命
が
救
わ

か
あ
っ
た
時
に
預
か
っ
て
よ
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

い
る
書
類
が
あ
る
は
ず
だ
で
、
持
ち
運
び
を
考
え
衣
る

。
助
け
に
入
っ
た
人
の

が
、
ど
こ
に
い
っ
た
か
分
装
箱
の
半
分
く
ら
い
の
大
目
に

付
く
よ
う
、
安
心
箱

か
ら
な
い
。
結
局
奥
さ
ん
き
さ
。
必
要
な
事
項
を
雷
は
押
入
な
ど
に
し
ま
わ
な

は
そ
の
後
亡
く
な
っ
て
し
き
込
む
紙
を
入
れ
て
お
く
い
で
、
分
か
り
ゃ
す
い
場

ま
っ
た
が
「
(
脅
類
を
)
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
紙
に
所
に
置
く
こ
と
も
大
事

探
し
て
い
る
よ
り
、
手
の
は
本
人
の
氏
名
、
生
年
月
だ
。
登
別
市
消
防
本
部
で

一
つ
で
も
握
っ
て
、
『
母
目
、
電
話
番
号
、
血
液
型
、
も
「
病
歴
や
通
院
先
な
ど

さ
ん
頑
張
れ
よ
』
と
一
冨
つ
消
防
、
警
察
の
番
号
の
ほ
が
分
か
れ
ば
応
急
処
置
な

て
や
っ
た
方
が
良
か
っ
た
か
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
、
ど
も
早
く
な
る
」
と
歓
迎

の
で
は
」
と
の
思
い
を
強
主
治
医
、
家
族
の
連
絡
先
、
す
る
。

く
し
た
。
一
人
警
り
し
は
町
内
会
賞
、
民
生
委
員
、
二
人
は
今
年
一
月

h
g

も
ち
ろ
ん
、
夫
婦
で
住
ん
ぺ
l

ス
メ
ー
カ
ー
の
装
着
活
動
を
始
め
、
驚
別
の
老

で
い
て
も
、
い
ざ
と
い
う
の
有
無
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
ク
ラ
ブ
で
説
明
。
=
一
十

安
心
箱
の
普
及
務
呼
び
掛
け
る

飯
山
さ
ん
(
右
)
と
松
平
さ
ん

|病歴情報や保険証コピーなど保管 I
患
者
関
連

「どこでも行きます」連絡呼び掛け
傭
ほ
ど
が
出
た
、
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
ニ
カ
所
で
説
明

会
を
聞
い
て
い
る
が
、
普

及
活
動
は
緒
に
就
い
た
ば

か
り
だ
。
飯
山
さ
ん
は
「
も

ち
ろ
ん
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
も
あ
り
、
強
制
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
一
人
事
り
し
で
不
安

を
抱
え
な
が
ら
暮
ら
す

人
、
二
人
で
住
ん
で
い
て

も
こ
う
い
う
形
で
安
心
が

確
保
で
き
れ
ば
」
と
願
う
。

白
老
で
は
先
進
地
を
視

察
し
た
主
婦
ら
が
活
動
を

始
め
、
今
で
は
町
ぐ
る
み

で
の
取
り
組
み
に
広
が
っ

た
。
「
何
か
あ
っ
た
時
、

戸
惑
う
人
も
多
い
が
、
普

段
準
備
し
て
お
け
ば
病
院

に
そ
の
ま
ま
持
っ
て
い
け

る
。
喜
ば
れ
て
い
ま
す
」

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り

組
む
同
町
の
堀
川
紀
代
さ

ん
。
登
別
で
は
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
だ
が
、
二
人

は
「
希
望
が
あ
れ
ば
ど
こ

に
で
も
う
か
が
い
ま
す
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。
連

絡
先
は
市
の
社
会
福
祉
グ

ル
ー
プ
社
会
福
祉
担
当

(
笥
話回
局1
9
1
1

番
)

へ
。

室
蘭
民
報

・
朝
刊

2
0
0
8

年
5

月
幻
自
(
火
)



患
者
関
連

聖トマス大

冶R
間
協
加
研
究
所
を
来
春
開
設

事
卜
マ
ス
大
(
尼
崎
市
)
が
来
春
、
家
族
と
の
死
別
な
ど
で
探
い
悲
し
み
に
暮
れ
る

人
を
ケ
ア
す
る
尊
門
職
を
養
成
す
る
「
日
本
グ
リ

l

フ
ケ
ア
研
究
晋
を
設
立
す
る
。

同
大
に
よ
る
と

、

グ
リI
フ
ケ
ア
を
怒
っ
研
究
所
は
全
国
で
初
め
て
。
尼
崎

J
R
脱
線

事
故
の
遺
族
か
ら
も
設
立
が
茨
め
る
声
が
上
が
っ
て
お
り
、

J

R
西
日
本
が
設
立
や
運

営
に
資
金
協
力
す
る
。
(
中
島
摩
子
)

同
大
は
脱
線
事
故
現
場
か

ら
約
一
キ
ロ
に
あ
り
、
昨
年
秋

か
ら
遺
族
ら
に
グ
リ
1

フ
ケ

ア
の
公
開
講
座
を
開
い
て
き

た
。
医
療
従
事
者
や
心
理
学

者
ら
で
つ
く
る
「
日
本
ス
ピ

リ
デ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会
」
が

認
定
す
る
グ
リ
l

フ
ケ
ア・

衰
え
答
『
ペ

| エキスパート患者会 |

ロT
E
Vシ』
患
者

糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
、
治
り
に
く
い
慢
性
疾
患
に

か
か
っ
た
患
者
を
、
「
ベ
テ
ラ
ン
」
の
患
者
が
支
え
る

A
Rが
広
島
に
あ
る
。

そ
の
名
は
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
患
者

会
」
。
な
り
た
て
の
患
者
の
悩
み
相
談
に
の
っ
た
り
、

食
事
制
限
に
つ
い
て
助
言
を
し
た
り

。

自
己
管
還
の
で

き
る
患
者
を
増
や
す
の
が
目
的
だ
。

医
療
者
に
患
者
の

気
持
ち
を
わ
か
っ
て
も
ら
お
う
と
、
7

月
に
は
初
め
て

と
な
る
講
演
会
も
実
現
し
た

。

(
辻
外
記
子
)

を

n
-

グ
リ
l

フ
ケ
ア
グ

目

リ
1

フ
(
悲
嘆
)
は
、

災
害
や
事
故
、
病
気
な
ど
で

大
切
な
人
を
失
っ
た
後
、
遺

族
が
体
験
す
る
複
雑
な
ω
理

状
態
。
人
間
の
自
然
な
感
情

と
さ
れ
る
が
、
近
年
、
病
的

な
状
態
に
陥
り
、
専
門
家
の

受
診
を
受
け
る
人
が
掴
加
。

核
家
族
化
な
ど
で
孤
立
し
た

影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ケ
ア
で
は
話
を
聞
き
感
情
を

外
に
出
し
て
も
ら
う
の
が

宅
近
年
、
医
療
機
関
や
教

育
機
関
な
ど
で
ケ
ア
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る

。

ワ
1

カ
ー
を
養
成
し
、
病
院
属
す
る
。
名
省
所
長
に
は
聖

や
福
祉
施
設
な
ど
へ
人
材
を
路
加
国
際
病
院
理
事
長
の
日

送
り
出
す
。
野
原
霞
萌
さ
ん
が
内
定
、
公

第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
開
講
座
を
受
げ
持
つ
予
定
と

る
同
大
客
員
教
授
の
高
木
慶
い
う
。

ま
え
(
七
一
γ
命
学
U

が
定
員
は
約
五
十
人
で
走

所
長
を
務
め
、

哲
学
や山理
社
会
人
向
げ
。
基礎
コ
1

ス

学
、
宗
教
学
な
ど
の
専
門
家
、
マ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
コ

l

約
十
人
が
研
究
員
と
し
て
所
ス
マ
尊
門
職
養
成
コ

l

ス

ぅ
。

l

人
じ
ゃ
な
い
。

守
る
か

ら
」
と
言
っ
た。

そ
の
後
、
大
学
病
院
で
患
者
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
し
て
い
た

看
護
師
で
、
広
島
大
大
学
院
保
健

学
看
護
開
発
耕
学
講
座
の
森
山
美

知
子
教
疫
に
出
会
っ
た
。

自
己
管
理
の
重
要
性
と
難
し
さ

を
痛
感
し
て
い
た
森
山
さ
ん
は
、

医
療
者
に
言
わ
れ
た
ま
ま
に
す
る

の
で
は
な
く
、
患
者
同
士
が
励
ま

し
合
い
、
納
得
で
き
る
揚
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
。

向
井
さ
ん

自
身
は
、
支
え
て
く
れ
る
人
の
言

葉
で
前
向
き
に
も
な
れ
る
と
実
感

し
て
い
た。

自
分
も
他
の
患
者
の

相
談
に
乗
り
、
病
を
受
け
入
れ
乗

り
越
え
る
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
い

い
、
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い

た
向
井
さ
ん
と
森
山
さ
ん
に
眠
闘

病
の
一
種
の
難
病
で
腎
臓
を
患
う

小
林
由
紀
子
さ
ん
(
幻
)
リ
広
島
市

南
区
H

が
加
わ
っ
た
昨
年4
月
、

エ
キ
ス
パ
ー
ト
患
者
会
が
ス
タ
ー

ト
し
た

。

84 

(
各
一
年
)
で
計
三
年
学
ぶ

。

ほ
か
に
一
般
向
け
の
公
開
講

座
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

も
予
定
し
て
い
る
。
算
委

集
は
十
一
月
か
ら
。

高
木
さ
ん
は
「
悲
し
み
ゃ

苦
し
み
に
あ
る
人
に
共
感

し
、
と
も
に
歩
め
る
社
会
を

築
き
た
い
。
グ
リ
l

フ
ケ
ア

を
広
め
、
命
が
軽
ん
じ
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
現
代
社
会
に

一
石
を
投
じ
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

神
戸
新
聞
・

朝
刊

2
0

0
8

年
9

月
刊
は日
(
金
)

看
護
師
の
植
野
干
冬
さ
ん
は
「
傷

つ
げ
る
の
で
は
、
と
怖
く
て
患
者

さ
ん
に
話
し
か
け
ら
れ
な
い
こ
と

も
あ
っ
た。

で
も
考
え
す
ぎ
ず
、

そ
ば
に
寄
っ
て
声
を
か
け
れ
ば
い

い
と
気
づ
い
た
」
。

会
の
事
務
局
を
研
究
室
に
置
き

支
援
す
る
森
山
さ
ん
は
「
治
療
を

ど
う
生
活
に
適
応
し
て
い
く
か
、

医
療
者
が
教
え
る
に
は
限
界
が
あ

る
。

理
解
で
き
ず
、
自
己
流
で
失

敗
し
て
あ
き
ら
め
て
い
た
患
者
も

先
輩
患
者
の
助
言
を
受
げ
、
晴
れ

や
か
な
表
情
に
な
る
。

病
気
が
重



納
得
が
出
来
る
場
を

「
来
週
に
も
左
足
を
切断し
な

一H
は
旧
年3
月
、
当
時
住
ん
で
い

い
と
命
が
危
な
い
」

一た
他
県
の
病
院
で
検
査
を
受
け
、

向
井
一
彦
さ
ん
(
灯
)
H広
島
市

一医
師
の
言
葉
に
耳
を
疑
っ
た
。
合

エ
キ
ス
パ
ー
ト

患
者
会

ホ
l

ム
ペ
ー

ジ
は

(
Z
G
H
\
\
『5
E
0

・

E
可
S
E
ヨ
白
i
=
-R
・匂
\
巾M
8
2
e
c。

腎
臓
病
や
猪
尿
病
の
や

さ
し
い
解
説
や
腎
臓
病
の
人
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
、
体
験
鎖
、

障
害
者
手
帳
の
申
請
法
な
ど
を
紹
介
す
る

。

質
問
や
相
談
は
広
大
霞
キ

ャ
ン
パ
ス
保
健
学
制
刷
機
で
毎
週
水
曜
午
後

4

時
か
ら
開
く
例
会
(
目
、

羽
田
は
休
み
)
や
、
話
(
0
8
2・
5
8
1

・

0
1
7
5
)へ。

患
者
関
連

看護師らを前に病気の体験を話す小林由紀子
さん (中央)=広島市安芸区の安芸市民病院

併
症
を
併
発
し
た2
型
積
尿
病
と

診
断
さ
れ
た。

そ
の
何
年
も
前
か
ら
、
会
社
の

健
康
診
断
で
血
糠
値
が
高
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
た
。

「
ひ
ょ
っ
と
し

て
糖
尿
病
?
ま
さ
か
お
れ
が
」

と
放
っ
て
お
い
た

。

実
家
の
あ
る
広
島
に
戻
り
、
即

入
院
し
た。
足
を
切
断
後
、
目
ま

で
見
え
に
く
く
な
っ
た
。

死
の
う
と
思
っ
た。
病
院
で

泣
き
明
か
し
た
朝
、
看
護
師
が
声

を
か
け
て
く
れ
た。

「
み
ん
な
つ

い
て
る
。

安
心
し
て
治
療
し
よ

う
。

甘
え
て
も
泣
い
て
も
い
い
か

ら
」入

退
院
を
重
ね
閃
年
7

月
か
ら

透
析
を
始
め
る
こ
と
に
。

一
度
始

め
れ
ば
一生
続
く。
社
会
か
ら
締

め
出
さ
れ
る
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ

た
。

そ
の
時
医
師
は
「
大
変
だ
け

ど
、
新
た
な
人
生
の
出
発
と
恩
お

異
な
る
病
気
の

患
者
会
が
連
携

ア
レ
ル
ギ
ー
や
が
ん
、
リ
ウ
マ

チ
な
ど
異
な
る
病
の
患
者
会
が
連

携
し
、
医
療
政
策
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
動
き
も
あ
る

。

今
年7
月
、
叩
団
体
で
組
織
す

る
「
患
者
の
声
を
医
療
政
策
に
反

映
さ
せ
る
あ
り
方
協
議
会
」
(
事

務
局
・

墓
尽
代
表
世
話
人
H

長

看
護
師
ら
前
に
講
演

「病
気
は
怖
い
し
嫌
い
で
す
。

で
も
病
を
知
ろ
う
、
理
解
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
」

闘
病
歴
四
年
の
小
林
さ
ん
は
安

芸
市
民
病
院
(
広
島
市
安
芸
区
)

で
7

月
日
目
、
看
護
師
や
栄
養

士
、
医
師
ら
加
入
ほ
ど
を
前
に
初

め
て
講
演
し
た。

「た
ん
ぱ
く
質
や
塩
分
が
少
な

い
献
立
の
レ
シ
ピ
を
密
き
た
め
て

い
る
」
と
打
ち
明
け
る
と
、
看
護

師
や
栄
養
士
が
「
見
た
い
。

私
に

も
見
せ
て
」
と
言
っ
た
。

「
医
療

者
が
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と
に

興
味
を
示
し
て
く
れ
、
自
分
が
役

に
立
つ
ん
だ
と
う
れ
し
か
っ
た

。

も
っ
と
で
き
る
か
も
」。

伸
間
意

識
と
共
に
、
意
欲
も
わ
い
て
き

谷
川
三
枝
子
・

日
本
リ
ウ
マ
チ
友

の
会
会
長
)
が
設
立
し
た
。

会
の
目
標
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患

者
会
の
情
報
を
共
有
し
て
患
者
の

回
線
に
立
っ
た
医
療
政
策
の
実
現

を
め
ざ
す
こ
と。
医
療
費
が
抑
制

さ
れ
、
入
手
不
足
が
進
む
医
療
現

場
で
、
患
者
や
家
族
が
何
を
望

み
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
け

ば
い
い
の
か
、
自
ら
勉
強
し
て
行

動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
事
と
い
う

思
い
を
共
有
し
て
い
る
。

医
療
に
携
わ
る
人
た
ち
に
は
患

者
へ
の
正
し
い
情
報
や
資
斜
の
提

供
に
加
え
、
興
味
を
持
っ
て
援
し

て
ほ
し
い。

病
に
向
き
合
う
力
に

つ
な
が
る
か
ら。

さ
ら
に
続
け
た。

「
医
師
は
神

様
で
な
く
、
看
護
師
は
天
使
で
は

な
く
、
患
者
は
特
別
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん。
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割

が
あ
り
、
互
い
の
声
に
応
え
よ
う

と
す
る
の
が
治
療
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か。
習
い
事
の
け
い
こ
で
初

心
者
が
経
験
者
に
習
う
よ
う
、
経

験
を
積
ん
だ
患
者
の
活
用
も
考
え

て
も
ら
え
れ
ば
」

こ
の
講
演
は
、
安
芸
市
民
病
院

の
看
護
師
ら
が
「
患
者
の
立
場
に

立
っ
た
援
し
方
を
息
者
か
ら
学
び

た
い
」
と
開
い
た。

講
演
の
後
、

メ
ー
ル
な
ど
で
医
療
政
策
関
連

の
情
報
を
配
信
、
勉
強
会
を
開
く

ほ
か
、
政
府
審
議
会
な
ど
に
患
者

会
代
表
者
が
委
員
と
し
て
出
席
で

き
る
よ
う
、
各
患
者
会
に
助
言
な

ど
も
し
て
い
く
予
定
と
い
う

。

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
る

。

詳
細
は
ホl
ム
ペ
1

ジ
(
Z
G
H\

〉
宅
当
者・円
)
忠
一
角

川口
伝|

〈
。
一8

・
」

ミ
ヨ
品
目
宮
『-z
g
c
へ。

症
化
し
働
け
な
く
な
っ
て
も
、
他

の
患
者
の
役
に
立
つ
こ
と
が
生
き

が
い
に
つ
な
が
る。

も
っ
と
患
者

の
カ
を
理
解
し
て
ほ
し
い」
と
話

し
て
い
る。

患
者
と
医
療
者

相
互
に
信
頼
を

闘
病
体
験
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

そ
の
も
の
。

時
に
誤
解
や
偏
見
を

受
け
る
た
め
、
実
名
で
活
動
す
る

に
は
勇
気
ぷ
炉
泊

。

伝
え
た
い
と

い
う
思
い
が
陽
踏
を
上
回
っ
て
こ

そ
で
き
る。
患
者
会
と
い
っ
た
組

織
や
、
森
山
教
授
の
よ
う
な
支
え

手
が
い
れ
ば
活
動
は
続
き
、
発
展

す
る。
エ
キ
ス
パ
ー
ト

患
者
会

は
、
医
療
者
に
患
者
の
声
を
聴
い

て
も
ら
い
、
相
互
理
解
を
深
め
る

と
い
う
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み

出
し
た。
患
者
と
医
療
者
が
信
頼

で
き
る
医
療
の
実
現
に
向
け
大
き

な
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

。

朝

日

(広
島
)
・

朝
刊

2
0
0

8

年
8

月
刊
は日
{
火
)
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患
者
関
連

家族の負担減らす
情
報
交
換
の
場
に
も

" ! 

ョ緒
3 を

合支
<> ~え
主語る

県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー-ζ

ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
(
南
風
原

町
)
向
か
い
に
六
月
一
日
、
病
気

と
闘
う
子
ど
も
に
付
き
源
う
家
族

の
た
め
の
滞
在
施
設
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
ハ
ウ
ス
「
が
じ
ゅ
ま
る
の
家
」

が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
病
院
か
ら
遠

く
離
れ
た
ゃ
ん
ば
る
や
離
島
の

人
々
、
夏
休
み
中
の
観
光
客
な

ど
、
す
で
に
延
べ
五
百
人
以
上
が

利
用
。
子
ど
も
の
病
気
や
け
が
の

ほ
か
、
未
熟
児
を
出
産
し
た
母
親

な
ど
状
祝
は
さ
ま
ざ
ま
だ
だ
。
オ

ー

プ
ン
か
ら
二
カ
月
が
過
ぎ
た
ハ

ウ
ス
を
取
材
し
た
。

(
儀
間
多
美
子
)

昼
の
聞
は
ひ
っ
そ
り
静
か
な

が
じ
ゅ
ま
る
の
家
に
、
人
々
の

声
が
轡
き
だ
す
の
は
夕
方
。
約

二
百
M
先
の
同
セ
ン
タ
ー
で
子

ど
も
ら
に
付
き
添
っ
て
い
た
家

l 離島から I 

族
が
、
ぼ
ち
ぼ
ち
帰
っ
て
く
る

ζ
ろ
か
ら
だ

午
後
六
時
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
足
取
り
で
病
院
か
ら
戻
っ

て
き
た
の
は
、
宮
古
島
市
に
住

む
石
嶺
和
歌
子
さ
ん
(
釘
)
。

五
月
下
旬
、
同
セ
ン
タ
ー
で
千

ザ
に
満
た
な
い
未
熟
児
を
出

産
し
た
。
一
足
先
に
退
院
し
た

石
嶺
さ
ん
は
、
保
育
器
の
中
の

小
さ
な
わ
が
子
に
お
っ
ぱ
い

を
あ
げ
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
初

日
か
ら
ハ
ワ
ス
に
宿
泊
し
て い

る
。

朝
九
時
に
病
院
へ
向
か
い
、

夕
方
、
決
溜
物
を
持
っ
て
戻

る
。
「
授
乳
は
三
時
間
と
と
。

昼
も
時
閣
を
見
つ
け
て
ハ
ウ
ス

で
横
に
な
っ
て
い
る
。
周
り
を

気
に
せ
ず
体
を
休
め
るζ
と

が
で
き
る
の
で
、
お
っ
ぽ
い
も

出
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
と
思

・
つ
」

入
院
は
出
産
の
三
週
間
肉

付
き
添
っ
た
夫
は
近
く
の
親
せ

き
の
世
話
に
な
っ
た
。
出
産

後
、
夫
は
島
に
帰
っ
た
が
、
石

嶺
さ
ん
は
宿
泊
場
所
に
困
っ

た
。
「
二
カ
月
、
し
か
も
授
乳

で
三
時
間C
と
に
起
き
れ
ば
、 迷

惑
を
か
け
る
。
ホ
テ
ル
を
利

用
す
る
余
裕
も
な
い
し
」
。
心

配
し
て
い
た
ら
、
病
院
に
ハ
ウ

ス
を
紹
介
さ
れ
た
。

部
屋
は
四
人
部
屋
で
最
初
の

一
人
は
一
泊
千
百
五
十
円
、
追

加
は
一
人
三
百
円
と
低
料
金

な
の
で
、
二
重
亙
活
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
。
夫
も
毎
週
末
、

宮
古
か
ら
様
子
を
見
に
来
て

泊
ま
っ
て
い
く
。
共
用
の
キ
ッ

チ
ン
で
は、
他
の家
族
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り

「
未
熟
児
出
産
の
経
験
者
か

ら
話
が
聞
け
、
心
強
か
っ
た
」
。

娘
も
二
千
三
百
句
ま
で
育
ち
、

近
く
退
院
だ
。
「
ζ
こ
が
な
け

曲
以
膜
の
手
術
を
し
、
夏
休
み
中
は
「
が
じ
申
ま
る
の

家
」
で
過
ご
す
南
銀
佳
君
と
母
親
の
典
代
さ
ん

H

県

立
南
部
医
療
セ
ン
タ
ー・
ζ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

病
気
や
け
が
の
子
ど
も
に
付
き

添
う
家
族
の
滞
在
施
殴
「
が
じ

申
ま
る
の
家
」H
南
風
原
町

れ
ば
、
と
つ
な
っ
て
い
た
か
」

と
ほ
っ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し

た
。•• フ

ァ
ミ
リ
ー
ハ
ウ
ス
は
現

在
、

全
国
に
百
二
十
五
カ
所
。

「
が
じ
ゅ
ま
る
の
家
」
で
は
本

島
北
部
や
離
島
の
ほ
か
、
県
外

か
ら
の
観
光
客
や
救
急
患
者
も

受
け
入
れ
て
い
る
。
同
セ
ン
タ

ー
で
白
血
病
と
闘
う
病
児
が
外

出
許
可
を
得
た
際
も
、
ハ
ワ
ス

に
宿
泊
。
病
室
を
離
れ
、
伸
び

伸
び
過
と
し
た
と
い
う
。

ハ
ウ
ス
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
森
江

奈
美
子
さ
ん
は
「
基
本
は
予
約

制
で
、
宿
泊
期
間
は
一
週
司

だ
が
事
故
な
ど
で
急
患
が
飛
び

込
む
邸
も
あ
り
、
予
怨
で
き
な

い
。
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て

い
る
」
と
話
す
。

部
屋
は
和
室
六
、
洋
室
四
の

十
室
。
各
部
屋
に
は
テ
レ
ビ
や

ト
イ
レ
が
あ
り
、
共
用
部
分
に

キ
ッ
チ
ン
や
洗
濯
・
乾
燥
機
、

パ
ソ
コ
ン
の
ほ
か
、
障
害
者
や

乳
児
ら
が
入
浴
で
き
る
浴
場
、

談
話
室
や
プ
レ
イ
ル
l

ム
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

平
均
利
用
は
六
室
だ
が
、
満

室
の
日
も
多
い
。
プ
レ
イ
ル
ー

ム
に
は
本
や
お
も
ち
ゃ
、
オ
ル

ガ
ン
な
ど
も
あ
り
、
病
児
や
そ

の
家
族
が
集
ま
れ
ば
、
病
気
を

忘
れ
て
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き

86 

も
生
ま
れ
る
。

•• 同
セ
ン
タ
ー
で
先
月
、
右
の

鼓
膜
の
手
術
を
受
け
た
奄
美
の

与
論
小
三
年
の
南
銀
佳
肴
夏

休
み
中
続
く
通
院
の
聞
は
同
ハ

ウ
ス
に
滞
在
予
定
弓
付
き
添

う
母
親
の
典
代
さ
ん
に
銀
佳
君

の
兄
も
同
行
。
銀
佳
君
と
一
緒

に
遊
ん
だ
り
、
典
代
さ
ん
を
手

伝
っ
た
り
と
頼
も
し
い
助
っ
人

と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
、
問
じ
庄
状
で
左
耳
を

手
術
し
た
際
は、
神
縄
市
の
福

祉
施
設
の
宿
泊
所
を
利
用
し
、

母
親
の
典
代
さ
ん
の
車
で
毎

日
、
病
院
ま
で
通
っ
た
。
典
代

さ
ん
は
「
沖
縄
市
の
施
設
に
も

感
謝
し
て
い
る
が
、
今
年
は
病

院
が
近
く
な
っ
た
分、
ガ
ソ
リ

ン
代
や
高
速
料
金
な
ど
本
当
に

助
か
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

手
術
前
に
、
ハ
ワ
ス
を
見
学

し
た
銀
佳
君
は
携
併
で
写
真
を

帰
り
、
ぬ
に
い
る
お
父
さ
ん
に

送
っ
た
と
い
う
。
「
広
い
し
、

き
れ
い
。
お
母
さ
ん
も
お
兄
ち

ゃ
ん
も
一
緒
だ
し
」
と
に
っ
こ

り
し
た
。
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縄
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しの運営支え休みな
患
者
関
連

キ
ッ
チ
ン
に
は
流
し
ゃ
冷
蔵

庫
、
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
が
完
備

さ
れ
、
前
の
利
用
者
が
霞
い
て

い
っ
た
調
味
料
や
食
材
に
は

「
ど
う
ぞ
と
自
由
に
」
の
張
り

紙
も
。
義
母
が
忙
し
い
と
き

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

が
娘
の
者
ひ
相
手
に
な
っ
て
く

れ
る
。
「
同
じ
境
遇
の
利
用
者

ゃ
、
ス
タ
ッ
フ
の
心
遣
い
に
助

け
ら
れ
て
ま
す
」
と
横
田
さ

ん
。

福
祉
事
業
団
が
N
P
O

法
人

「ζ
ど
も
医
療
支
援
わ
ら
び
の

会
」
に
運
営
を
委
託
し
て
い

る
。ス

タ
ッ
フ
は
常
勤
の
ハ
ウ
ス

マ
ネ
ジ
ャ
ー
森
江
奈
美
子
さ
ん

と
、

夜
間
・

土
日
の
非
常
勤
職

員
八
人
。
二
十
四
時
間
、
三
百

六
十
五
日
休
み
な
し
の
運
営
を

支
え
る
に
は、

ボ
ヨ
ン
テ
ィ
ア

が
頼
り
だ
。

責
任
者
の
森
江
さ
ん
は
受
け

付
け
や
予
約
の
管
理
利
用
者

の
対
応
、
経
理
な
ど
の
業
務
が

中
心
。
サ
ポ
ー
ト
す
る
芯
フ
ン

テ
ィ
ア
は
部
屋
や
風
呂
場
、
キ

ッ
チ
ン
な
ど
の
清
掃
が
主
な
仕

事
だ
。

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

者
は
二
十
六
人
だ
が
定
期
的
に

感
謝
の
言
葉
が
励
み

ョ緒
5 “を

j 支
く三 E え
rij る

七
月
、
妊
娠
中
期
で
破
水
し
た

女
性
が
、
県
立
南
部
医
療
セ
ン
タ

ー
・

ζ
ど
も
医
療
セン
タ
ー
(
南

風
原
町
)
に
へ
リ
搬
送
さ
れ
た
。

鹿
児
島
県
に
住
む
夫
の
横
田
明
さ

ん
M

仮
名H
は
、

委
に
付
き
係
っ

た
後
、
夕
方
、
フ
ごD
l

ハ
ワ

ス
に
戻
っ
た
。
不
安
の
中、自
動

ド
ア
の
向ζ
う
に
二
歳
の
娘
の
笑

顔
を
見
つ
け
、
顔
を
ほ
と
ろ
ば
せ

た
。
「の
む
ち
ゃ
ん
、
た
だ
い
ま

l

」
。
横
田
さ
ん
は
妻
の
母
親
、

娘
と
三
人
で
約
一
週
間
、
が
じ
ゅ

ま
る
の
家
に
滞
在
。
部
屋
に
荷
物

を
置
き
、
共
用
の
キ
ッ
チ
ン
で
義

母
が
作
っ
て
く
れ
た
夕
飯
を
囲
ん

で
一
息
つ
い
た
。
「
洗
濯
も
無
料

な
の
で
助
か
る
し
、
何
よ
り
み
ん

な
一
緒
に
い
ら
れ
る
の
が
う
れ
し

い
」
と
話
す
。

ボランティアスタッフ 目•• 同
ハ
ウ
ス
は
神
縄
電
力
が
建

設
し
県
に
寄
贈
、
県
保
健
医
療

ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
感
衡
の
言
葉
に
笑
顔
を
見
せ
る
(
左
か
ら
)
玉
城

よ
し
子
さ
ん
、
田
頭
妙
子
さ
ん
H

南
風
原
町
・

が
じ
吻
ま
る
の
家

来
る
の
は
三
人
で
月
、
火
、
木

の
二
|
四
時
間
と
活
動
も
ま
ち

ま
ち
。
一
部
屋
の
清
掃は
約
一

時
間
か
か
り、

予
約
が
迫
れ
ば

慌
て
るζ
と
も
多
い
。
ボ
-
フ
ン

テ
ィ
ア
の
玉
城
よ
し
子
さ
ん

(
臼
)
は
「
次
の
方
が
気
持
ち

よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
黙
々
と

掃
除
し
て
ま
す
」
と
笑
う
。

質
の
高
い
支
援
を
目
指
せ

ば
、

細
か
な
仕
事
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
病
院
芯
フ
ン
テ
ィ
ア
も

兼
ね
る
田
頭
妙
子
さ
ん
(
旬
)

は
「
ハ
ワ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
、
ガ

ジ
ュ
マ
ル
の
木
も
ま
だ
な
い

し
、
庭
の
整
備
や
季
節
の
飾
り

付
け
な
と
や
り
た
いζ
と
は
多

ぃ
。
で
も
ま
だ
入
手
が
足
り
な

く
て
」
。

•• 同
ハ
ウ
ス
は
当
初
、
白
血
病

や
心
臓
病
な
ど
で
長
期
入
院
が

必
要
な
病
児
の
家
族
を
想
定

し
、
建
設
さ
れ
た
。
だ
が
実
際

は
、
周
産
期
の
患
者
や
観
光
に

来
て
事
故
に
あ
っ
た
子
ど
も
な

ど
利
用
状
況
は
多
岐
に
わ
た

る
。親

や
配
偶
者
の
付
き
添
い
の

た
め
の
宿
泊
希
望
一
も
多
い
が
、

森
江
さ
ん
は
「
あ
く
ま
で
も
、

こ
ど
も
病
院
の
施
設
。
困
っ
て

い
る
の
は
同
じ
だ
と
思
う
が
、

今
の
と
ζ
ろ
お
断
り
し
て
い

広い共用キッチンで家族で夕食を囲み、 一息

る
」
と
理
解
を
求
め
る
。

病
児
を
抱
え
る
家
族
と
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
距
離
感
も
重
莞

月
に
一
度
は
会
議
を
聞
き
、
利

用
者
と
の
援
し
方
な
ど
、
よ
り

よ
い
支
援
を
模
索
し
て
い
る
。

「ζ
ち
ら
か
ら
無
理
に
聞
き

出
す
ζ
と
は
な
い
が
、
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
う
ち
に
、
病
状
や

不
安
を
打
ち
明
け
て
く
れ
る
家

族
も
い
る
」
と
田
頭
さ
ん
。
そ

ん
な
と
き
は
、
耳
を
傾
け
て
話

し
相
手
に
も
な
っ
て
い
る
。

子
ど
も
が
病
院
に
担
ぎ
、
会
志

れ
、
ハ
ワ
ス
を
利
用
し
た
母
親

が
外
国
人
だ
っ
たζと
も
あ
っ

た
。
玉
城
さ
ん
、
田
頭
さ
ん
は

「ζ
れ
か
ら
は
観
光
立
県
と
し

て
、

英
語
も
勉
強
し
な
い
と

ね
」
と
顔
を
見
合
わ
せ
る
。
各

部
屋
に
置
か
れ
て
い
る
ノ
!
ト

に
は
利
用
者
の
感
謝
の
一
言
笑も

つ
づ
ら
れ
、
ス
タ
ッ
フ
の
大
き

な
励
み
に
も
な
っ
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
フ

Z
D
l

ハ
ウ
ス
「
が
じ
ゅ
ま

る
の
家
」
。
大
き
く
育
つ
に
は
、

ま
だ
多
く
の
力
が
必
要
だ
。

(
儀
間
多
美
子
)
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縄
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医
療
費
・
保
険

m
w年度
目
億
円
減
っ
た
が

厚
生
労
働
省
は
二
十
八

日
、
ニ
O
O
六
年
度
に
医
療

機
関
に
支
払
わ
れ
た
医
療
貨

の
総
額
(
国
民
医
療
費
)
が

前
の
年
度
に
比
べ
十
三
億
円

減
り
、三
十
三
兆
一
千
二
百

七
十
六
億
円
に
な
っ
た
と
発

表
し
た
。
四
年
ぷ
り
に
減
少

し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て

過
去
鼠
高
水
準
で
高
止
ま
り

し
て
い
る
。O
六
年
度
は
診

療
報
酬
引
き
下
げ
や
医
療
制

度
改
革
で
医
療
費
抑
制
を
目

指
し
た
が
、
急
速
な
高
齢
化

に
よ
る
医
療
費
の
膨
張
圧
力国民医療費
なお高止まり

去
厳
高
。
年
齢
層
別
で
は
、
ん
な
ど
が
一
一

・

五
%
、
呼
己
負
担
も
引
き
上
げ
ら
れ

六
十
五
歳
未
満
の
平
均
が
十
吸
器
系
疾
患
が
八

・

五
%
で
た
。

五
万
八
千
二
百
円
だ
っ
た
の
続
い
た
。
だ
が
実
際
の
医
療
費
の
推

に
対
し
、六
十
五
歳
以
上
は
O
六
年
度
は
医療
費
抑
制
移
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
医

六
十
四
万
三
千
六
百円
で
約
を
目
的
に
し
た
政
策
が
大
き
療
の
高
度
化
を
背
景
に
高
止

四
倍
。
国
民
医療
費
に
占
め
く
動
い
た
年
だ
っ
た
。
医
療
ま
り
。

O
六
年
度の
国
民
医

る
六
十
五
歳
以
上
の
比
率
は
貨
の
単
価
で
あ
る
勢
媛
報
酬
療
費
は
ニ
十
年
前
の
約
二
倍

五
一
・

七
%
と
前
の
年
度
を
が
過
去
最
大
の
三
・
二
八
%
だ
。

O
七
年
度
も
慨
算
段
階

0
・

七
向
上
回
り
、
過
去
最
引
き
下
げ
ら
れ
、
産
料
や
小
で
三
十
三
兆
四
千
億
円
と
前

高
に
な
っ
た
。
児
救
急
な
ど
を
除
く
医
療
機
の
年
度
に
比
べ
て
一
兆
円
増

国
民
医
療
費
か
ら
歯
糾
診
関
の
報
酬
は
低
下
し
た
。
え
て
過
去
愚
高
を
更
新
し
て

線
医
療
費
や
薬
局
調
剤
費
な
並
行
し
て
曹
諾
し
た
医
療
お
り
、

今
後
も増
加
が
続
き

ど
を
除
い
た
一
般
診
療
医
療
制
度
改
革
で
は
、
七
十
歳
以
そ
う
だ
。

費
は
二
十
五
兆四
百
六
十
八
上
で
現
役
並
み
所
得
の
あ
る

は
強
く
、
抑
制
効
果
は
限
ら
関
に
支
払
わ
れ
た
一
年
間
の
な
ど
の
費
用
は
除
く

。
億

円
。
傷
病
別
に
み
る
と
、
人
の
病
院
窓
口
で
の
自
己

れ
た
格
好
だ。
医

療
費
の
総
額。
診療
費
や
国
民
一
人
あ
た
り
の
医
療
脳
綬
塞(こ
う
そ
く)
や
心
負担
が
二
割
か
ら
=
一
割
に
上

国
民
医
療
費
は
病
気
や
け
調
剤
費
な
ど
を
含
む
が
、
健
貨
は
二
十
五
万
九
千
三
百
円
筋
梗
塞
な
ど
循
環
器
系
の
疾
が
る
な
ど
患
者
負
担
が
楢
唱
え

が
の
治
療
の
た
め
に
医
療
機
康
診
断
や
分
娩
(
ぷ
ん
べ
ん
)
で
、
前
の
年
度
と
同
じ
で
過
患
が
二
三
%
で
ト
ッ
プ
。
が
た
ほ
か
、
高
額
医
療
費
の
自

6 

5 

国民医療費と対国民所得比率
%l10 

8 

7 

35 r兆円

年断層別の国民医療貨
0-14歳

65臓以上
51.7 

内d
レ
b
1
3

司
3
4
4
Jロ
'

抑
制
策
の
効
果
、
限
定
的

聞

嗣
園
E島3
E忌5・
1Eヨ
町司

医療費

厚
労
省
方
針

病
院
淘
汰
促
す

厚
生
労
働
省
は
、1
日
当
た
り
の
医
療
費
が
定
額
の
D
P
C
(
入
院
賞
包
括

払
い
)
病
院
に
、
収
入
を
保
証
す
る
自
的
で

m限
定
し
て
い
る
「
調
整
係
数
」
を
、

ω
年
度
か
ら
段
階
的
に
廃
止
す
る
。
代
わ
り
に
地
域
の
開
業
医
と
連
携
し
、
退

院
患
者
の
ケ
ア
を
引
き
受
り
て
も
ら
う
な
ど
の
役
割
分
担
を
進
め
て
、
入
院
日

数
を
短
く
し
た
病
院
が
増
収
と
な
る
新
係
数
を
つ
く
る

。

病
院
の
再
編
・
酷
恥

を
進
め
、
医
療
費
削
減
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
だ
。
【吉
田
瞥
志】

D
P
C

は
1

日
当
た
り

の
医
療
費
を
定
額
と
し
、

患
者
に
必
要
以
上
の
注
射

や
検
査
を
し
て
も
病
院
の

収
入
が
増
え
な
い
よ
う
に

す
る
制
度
。
医
療
費
削
減 入

院
費
包
括
払
い

{D
P
C

)

「
同

病
気
の
種
類
ご
と
に
、
1

日
当
た
り
の
入

「
掴
院
医
療
費
が
決
ま
っ
て
い
る
制
度
。
従
来
は

治
療
行
為
が
増
え
れ
ば
医
療
費
も
高
く
な
る
出
来
高

制
が
基
本
だ
っ
た
が
、
過
剰
診
療
を
防
ぐ
た
め
凶
年
、

国
立
病
院
な
ど
位
病
院
で
先
行
導
入
さ
れ
た
。
入
院

が
長
く
な
れ
ば1
日
の
単
価
は
安
く
な
る
。

単
価
に

入
院
回
数
を
か
け
、
出
来
高
払
い
の
手
術
代
な
ど
を

加
え
た
も
の
が
総
入
院
賞
と
な
る
。

の
た
め
回
年
に
始
ま
り
、一合
む
)
し
て
い
る
。

全
国
約9
0
0
0

病
院
の

一
た
だ
、
収
入
が
前
年
度

凶
物
に
当
た
る1
4
2
8

一を
下
回
ら
な
い
よ
う
報
酬

病
院
が
導
入
(
準
備
中
も一を
さ
じ
加
減
す
る
調
整
係 数

が
病
院
ご
と
に
鮫
定
さ

れ
て
い
る
。
初
年
度
に
D

P
C

を
取
り
入
れ
た
病
院

は
、
羽
入
前
よ
り
平
均
3

物
収
入
が
増
え
た
。
鯛
盤

係
数
の
お
か
げ
で
増
収
と

な
っ
て
い
る
病
院
も
多

く
、
厚
労
相
の
諮
問
機
関
、

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
で
も
「
国
民
の
理
解
を

得
ち
れ
な
い
」
と
の
指
摘

が
出
た
と
と
か
ら
廃
止
に

踏
み
切
る
と
と
に
し
た
。

し
か
し
、
一
気
に
廃
止

日
本
経
済
新
聞
・朝
刊

2
8
8

年
8

月
お
日
(
会

す
れ
ば
「
多
く
の
病
院
が

つ
ぶ
れ
る
」
(
厚
労
省
幹

部
)
た
め
、
新
し
い
評
価

に
基
づ
く
係
数
を
般
け

る
。
「
地
域
で
の
機
能
分

化
と
連
携
」
に
積
極
的
な

病
院
は
収
入
が
轡
ぇ
、
消

極
的
な
病
院
は
淘
汰
さ
れ

る
よ
う
促
す
。

毎

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
初
日
(
土
)
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地
方
に
合
わ
ぬ
改
革

陸軍置圃

-

1

高
齢
者
の
多
い
農
村
地
域
で
医

療
を
担
っ
て
き
た
経
験
を
も
と
に
、

「長
寿
で
あ
り
な
が
ら
医
療
費
を
低
く

抑
え
ら
れ
る
『
長
野
モ
デ
ル
』
H

キ
ー

ワ
ー

ド
H

が
崩
媛
し
つ
つ
あ
る
」
と
醤

告
さ
れ
て
い
ま
す。

「長
寿
と
低
医
療
費
が
両
立
し
て
き

た
の
は
、
公
立
の
医
療
機
関
(
国
保
) 長

純
一
川
上
村
診
療
所
長
に
聞
く

や
公
的
病
院
(
厚
生
速
・

日
赤
)
を
引

っ
張
っ
て
き
た
志
の
高
い
先
人
た
ち

が
、
不
採
算
は
覚
悟
の
う
え
で
、
医
療

に
と
ど
ま
ら
ず
保
健・福
祉
に
取
り
組

ん
で
き
た
結
果
だ
。
し
か
し
近
年
、
こ

れ
ら
の
成
果
が
国
の
進
め
る
医
療
制
度

改
議
に
よ
っ
て
破
四
損
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
恐
れ
て
い
る
」

-
激
減
し
た
在
宅
死
率

ー
l

国
の
改
革
の
ど
こ
が
問
題
で
す

ヵ
。

「
制
度
改
革
は
都
会
を
想
定
し
て
お

り
、
医
療
燐
関
の
少
な
い
地
方
に
は
そ

も
そ
も
合
わ
な
い。
そ
の
典
型
的
な
も

の
が
、
地
域
医
療
や
在
宅
医
療
は
診
療

所
(
開
業
医
)
に
任
せ
、
病
院
は
治
療

医
療
費

・
保
険

に
専
念
す
れ
ば
い
い
と
い
う
『
医
療
の

機
能
分
け
』
の
考
え
方
だ
」

「自
宅
で
最
期
を
迎
え
る
人
の
割
合

が
高
い
県
ほ
ど
医
療
費
が
低
い
と
の
分

析
を
路
ま
え
、
国
は
在
宅
死
を
増
や
そ

う
と
考
え
た。
そ
こ
で
在
宅
医
療
は
診

療
所
に
担
当
さ
せ
よ
う
と
、
診
療
報
酬

の
体
系
を
変
え
て
誘
導
し
た

。

病
院
が

在
宅
医
療
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
報
酬

は
診
療
所
の
半
分
以
下
に
し
か
な
ら

ず
、
採
算
に
合
わ
な
い
」

「
と
こ
ろ
が
在
宅
死
率
は
増
え
る
ど

こ
ろ
か
、
全
国
で
減
っ
て
い
る

。

長
野

県
は
例
年
に
全
国
一
の
m
M・
4
%
(全

国
平
均m
・
9

%
)
だ
っ
た
が
、
凶
年

に
は
日
・

7
%
(同
ロ
・2
%
)
と
激

減
し
た
」

ちょう ・ じゅんいち 1966年、東京生
まれ、関西育ち。 鐙村 ・ 途上国でも必要
とされる人材になりたいと考え、 信州大
医学部へ。 在学中にへき地医療 ・ 社会医
学に関心を持ち、 「農村医学J のパイオ

ニアである佐久総合病院の放若月俊一名
省総長に学ぶため、同病院の研修医に。

専門は地域医療 ・ 在宅ケア。 同病院の派
遣で、今春から国保川上村診療所に 3年
ぶり 2 度目の勤務。 日本家庭医療学会理
事。

との大切さ地域で老い死ぬこ

長
野
モ
デ
ル

畏
野
県
の
平
均
寿
命
(
侃
年
)
は
、
男
性
が
怜
-
M
歳

四
回
悶
司
J

(全
国
鴻
・

問
団
歳
)
で
都
道
府
県
別
で
全
国

1

位
、
女
性
は

属
別
刷

函
館
山
・

川
崎
歳
(
同
筋
・

布
歳
)
で5
位
。
一
方
、
侃
年
度
の
一

人
あ
た
り
の
老
人
医
療
費
は
釘
万
3

千
円
(
同
位
万1
千
円
)
と
最
も
低

い
。
民
間
ベ1
ス
で
の
保
健
予
防
活
動
の
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
た
め
と
も
言

わ
れ
る。

医
療
費
の
抑
制
策
を
進
め
て
い
る
厚
生
労
働
省
は
、
長
野
の
医
療

費
の
低
さ
を
「
お
手
本
」
と
し
て
全
国
に
広
め
よ
う
と
し
た
経
緯
も
あ
る

。

-
先
駆
性
が
逆
に
不
利

ー

ー
な
ぜ
で
し
ょ
う
か。

「
医
療
費
抑
制
政
策
で
締
め
付
け
ら

れ
、

織
能
低
下
と
経
営
悪
化
が
進
ん
で

い
る
病
院
カ
、
採
算
の
合
わ
な
い
在
宅

医
療
の
支
援
ま
で
は
で
き
な
く
な
っ
た

の
が
原
因
、
と
考
え
て
い
る

。

佐
久
地

域
で
は
、
佐
久
総
合
病
院
が
在
宅
医
療

を
な
ん
と
か
支
え
て
お
り
、
在
宅
死
率

の
低
下
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」

「
医
療
の
機
能
分
け
と
い
う
国
の
方

針
の
も
と
で
は
、
医
療
も
福
祉
も
と
い

う
包
括
的
な
活
動
を
し
て
き
た
長
野
の

先
駆
性
が
、
逆
に
不
利
に
な
っ
て
し
ま

う
。

病
院
が
地
域
の
包
括
的
な
ケ
ア
の

中
心
に
な
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
そ
の

機
能
を
評
価
し
、
在
宅
医
療
の
診
療
報

酬
を
診
療
所
と
同
等
以
上
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
」

|
|
川
上
村
診
療
所
に
は
2

度
目
の

勤
務
で
す
ね。
医
療
を
通
じ
て
見
え
て

く
る
地
域
社
会
の
問
題
点
も
提
起
さ
れ

て
い
ま
す。

「
医
療
や
福
祉
が
充
実
す
る
中
で
、

老
い
や
死
が
地
域
か
ら
無
く
な
っ
て
き

た
こ
と
が
互
助
、
共
助
の
地
犠
社
会
を

弱
ら
せ
た
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か

。

病
院
で
死
ぬ
人
の
数
が
自
宅
で
死
ぬ
人

を
上
回
っ
た
の
は
、
た
か
だ
か
叩
年
ほ

ど
前
の
こ
と
だ。
そ
れ
ま
で
は
地
域
で

老
い
、
死
ん
でい
っ
た。

私
は
臨
終
に

立
ち
会
っ
た
際
、
家
族
や
近
所
の
人
た

ち
を
前
に
、
地
域
で
最
期
ま
で
暮
ら
せ

た
こ
と
が
い
か
に
幸
せ
で
あ
っ
た
か
を

努
め
て
話
し
て
い
る
」

「
前
回
卯
年
に
村
第一附
に
赴
任
し

た
時
は
、
農
村
の
実
情
に
合
わ
な
い
介

護
保
険
制
度
の
開
始
を
翌
年
に
控
え
て

い
た
。

地
織
で
老
い
て
死
ん
で
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
、
訪
問
看
護
と
在

宅
ケ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
結
果
、
在
宅

死
率
は3
、

4

割
に
上
が
っ
た
。

特
に

が
ん
の
在
宅
死
率
は
5

割
に
な
っ
た
」

|
|
地
方
で
は
、
都
市
に
比
べ
て
医

師
不
足
も
深
刻
で
す
。

「
農
村
に
は
、
医
療
に
と
ど
ま
ら
ず

現
代
社
会
お
抱
え
る
問
題
が
凝
縮
し
て

い
る
。

『
医
療
を
通
じ
農
村
地
域
社
会

を
よ
く
す
る
』
と
い
う
の
が
、
農
村
医

療
の
先
駆
者
だ
っ
た
若
月
俊
一
氏
の
考

え
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
継
承
す
る
伸
聞

を
増
や
し
た
い。

国
は
医
師
数
を
増
や

す
方
向
に
方
針
を
転
換
し
た
が
、
患
者

や
地
繊
の
た
め
を
思
う
志
の
高
い
医
療

者
を
養
成
し
な
げ
れ
ば
、
地
方

・

農
村

の
医
師
不
足
は
解
消
し
な
い
と
思
う

」

(聞
き
手・
伊
東大
治
)

朝

日

(
畏
野
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
7

月
四
日
(
日
)
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づ
け
た。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
現
在
は
医
た
り
の
医
師
数
が
O
E
C
D

平
均

凶
年
末
の
日
本
の
医
師
数
は
幻
師
国
家
試
験
の
合
格
者
は
毎
年

7

並
み
に
届
く
と
推
計
し
て
い
る

。

万
8

千
人。

提
言
で
は
、
日
本
の
6
0
0
5
7
7
0
0

人
。
死
亡
な
医
師
養
成
数
を
め
ぐ
っ
て
は
、

医
師
数
が
人
口
干
人
あ
た
り
2

・

ど
を
除
き
、
医
師
数
は
毎
年
3
5

摩
労
省
が6
月
に
ま
と
め
た
「
ピ

l

人
(
M
W
年
)
と
、
米
国
の
2

・
4
0
0
1
4

千
人
程
度
増
え
て
い
ジ
ョ
ン
」
で
医
師
総
数
の
不
足
を

人
や
ド
イ
ツ
の3
・
5

人
よ
り
少
る

。

検
討
会
委
員
の
試
算
で
は
、
認
め
、
抑
制
策
を
転
換
。

厚
労
、

厚
生
労
働
省
の
「
安
心
と
希
望
成
数
に
つ
い
て
「
将
来
的
に
翼
付
言
を
ま
と
め
た

。

病
院
動
務
医
の
な
く
、
こ
れ
を
経
済
協
力
開
発
機
医
学
部
定
員
を
今
後
日
年
間
毎
年
文
部
糾
学
一
向
省
で
来
年
度
か
ら
医

の
医
療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン
具
体
化
検
の
医
学
部
定
員
(
約

7
8
0
0

人
)
過
重
労
働
の
改
善
や
高
齢
化
で
糟
構(
O
E
C
D
)加
盟
国
平
均
の34
0
0

人
ず
つ
増
員
し
、
叩
年
後
学
部
定
員
を
過
去
最
大
の

8
3
0

討
会
」
(
座
長
H

高
久
史
麿・
自
治
の

1

・
5

倍
の1
万
2

千
人
程
度
え
続
け
る
医
療
ニ
l

ズ
に
対
応
す

・
1

人
ま
で
、
引
き
上
げ
る
必
要
に
総
定
員
を1
万
2

千
人
ま
で
増
0

人
程
度
ま
で
増
や
す
こ
と
で
合

医
税
大
学
長
)
は
幻
目
、
医
師
の
養
ま
で
増
や
す
べ
き
だ
」
と
す
る
提
る
た
め
、
大
幅
増
が
必
要
と
結
論
が
あ
る
と
し
た

。

や
し
た
場
合
、
初
年
後
に
千
人
あ
意
し
て
い
る
。

(
立
松
真
文
)

れ
た
が
、
尉
源
論
議
は
そ
れ
以
上
が
あ
る
。

日
本
医
師
会
の
中
川
俊
た
要
望
書
を
ま
と
め
た

。

福
田
首

は
深
ま
ら
な
か
っ
た
。

男
常
任
理
事
は
幻
臼
の
記
者
会
見
相
、
舛
添
厚
労
相
、
鈴
木
文
税
相

医
療
界
に
も
冷
や
や
か
な
見
方
で「増
や
せ
ば
い
い
と
い
う
表
面
あ
て
に
送
付
す
る
と
い
う

。

1
1
1
1
1

1
1
1
1
1
1
1

的
な
議
論。

固
と
し
て
必
要
な
尉
要
望
書
は
「
単
に
定
員
の
み
を

を
を
げ
分
取

入
当
上
り

の

源
を
責
任
を
も
っ
て
確
保
す
る
こ
増
や
す
だ
け
で
は
教
育
の
質
が
低

導
手
ち
振
民
と
が
大
前
提
な
の
に
、
そ
れ
が
な
下
す
る
だ
げ
で
な
く
、
教
員
の
疲

剰
接
立
て
住

術
直
の
じ
る
い
」
と
批
判

。

厚
労
省
は
「
目
標
弊
に
も
つ
な
が
る
」
と
指
摘

。

学

子
授
に
会
応
守
数
値
と
は
い
え
、
数
字
が
公
に
な
生

1

人
あ
た
り1
千
万
円
の
運
営

努
聞
附
乱
脈
る
意
義
は
大
き
い
こ
医
政
局
幹
交
付
金
の
配
分
や
学
生
却
人
あ
た

提
価
の
す
検
症
医
部
)
と
す
る
が
、
施
策
を
ど
う
実
り
ロ
人
の
教
員
を
増
や
す
こ
と
な

釦抑
制
賭
川
担
蹴
号
て
い
く
か
は
白
紙
だ

。

ど
を
求
め
て
い
る。

会
見
し
た
嘉

射
術
診
を
つ
者
ど
(
立
松
真
文
、
林
敦
彦
)
山
孝
正

・

山
形
大
医
学
部
長
は

議
問
糟
旅
団
鵬
「
定
員
増
に
見
合
う
「
解
剖
な
ど
基
礎
医
学
系
の
教
員

体
医
不
や
り
に
成
抑
や
経
費
が
不
足
す
る
の
は
明
ら
か

具
な
師
間
あ
外
育
の

教
員
や
経
費
増
を
」
で
、
現
地
調
達
で
や
れ
と
い
う
政

話
准
鍔
最
劃

国
立
大
医
学
部
が
要
望
書
府
の
方
針
に
は
限
界
が
あ
る
」
と

ジ
め
な
度
庭
医
譲
受
援
医
師
不
足
対
策
と
し
て
政
府
が
批
判
し
た

。

信
蜘
側
暗
雲
忌
一
手
医
学
部
の
定
員
増
の
方
針
に

確
を
や
研
医
医
れ
ン
み
つ
い
て
、
「
国
立
大
学
医
学
部
長

関
…
樹
酬
…
謀
…
脂
綿
一
山
口
明
会
議
」
は
幻
自
、
定
員
増
に
見
合

.

.

.

.

.

.

.

 

っ
た
教
員
や
経
費
増
な
ど
を
求
め

医
療
行
政医

学
部
定
員
日
倍
に

労
省
検
討
会
医
師
の
大
幅
増
員
提
言

勤
務
医
負
担
緩
和
ヘ
提
言

厚
労
省
検
討
会
増
員
の
財
源
課
題

厚
生
労
働
省
の
医
療
確
保
ビ
ジ

ョ
ン
具
体
化
検
討
会
が
幻
目
、
現

行
の
医
師
養
成
数
を1
・
5

倍
に

増
や
す
こ
と
を
提
=
自
国
し
た

。

検
討

会
で
は
、
勤
務
医
の
過
酷
な
勤
務

環
境
の
改
醤
を
求
め
る
声
が
相
次

ぎ
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
規
模
の
数

値
目
標
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

舛
添
厚
労
相
は
提
言
の
実
現
に

向
げ
、
「
予
算
編
成
や
政
策
作
り

に
反
映
さ
せ
た
い
」
と
意
欲
を
示

し
た
。

し
か
し
、
巨
額
の
尉
源
が

必
要
な
だ
切
に
課
題
は
多
い

。

提
言
は
、
養
成
数
の
ほ
か
、
チ

医
師
、
特
に
病
院
勤
務
医

の
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な

り
、
全
国
各
地
で
病
院
の
閉

鎖
や
一
部
診
療
糾
の
休
止
が

相
次
い
で
い
る。
こ
れ
に
対

し
政
府
は
や
っ
と
重
い
腰
を

ー
ム
医
療
や
救
急・地
域
医
療
の

支
援
な
ど
五
つ
の
分
野
に
分
け

て
、
実
現
す
べ
き
課
題
が
盛
り
込

ま
れ
たH
表
参
照。
養
成
数
を
め

ぐ
る
議
論
は
、
こ
れ
ま
で
増
員
が

必
要
と
い
う
認
識
で
一
致
し
て
い

た
が
、
ど
こ
ま
で
増
や
す
か
に
つ

い
て
は
、
最
後
ま
で
意
見
が
分
か

れ
た
。

委
員
か
ら
は
「
増
や
す
の
は
簡

単
で
も
減
ら
す
の
は
容
易
で
は
な

い
」
な
ど
の
意
見
も
出
た
が
、
最

後
は
「
勤
務
医
の
過
重
労
働
の
緩

和
や
患
者
の
安
全
の
た
め
に
は
大

幅
増
が
不
可
欠
」
と
い
う
意
見
が 大

勢
を
占
め
た
。

今
後
、
勤
務
医
の
労
働
実
態
、

女
性
医
師
の
増
加
、
患
者
の
診
療

動
向
な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
た

う
え
で
、
厚
労
省
に
改
め
て
医
学

部
教
育
や
地
域
医
療
に
支
障
が

で
な
い
よ
う
、
具
体
的
な
医
師

数
を
積
み
上
げ
る
よ
う
に
求
め

た
た
だ
、
こ
れ
だ
け
の
婚
員
実
現

は
容
易
で
は
な
い
。

会
合
で
は
、

委
員
の
一
人
か
ら
は
医
学
部
定
員

を
1

・
5

倍
に
し
た
場
合
、
「
同
銀

大
2
4
0
0

億
円
程
度
が
新
た
に

必
要
と
な
る
」
と
の
試
算
も
出
さ

る
。

こ
れ
を
受
け
全
国
の
医

税
大
学
は
二O
O
九
年
度
に

合
計
で
七
百
人
以
上
の
定
員

増
加
を
文
部
糾
学
省
に
申
し

込
ん
だ。

一
・五
倍
増
に
向

け
順
調
な
滑
り
出
し
の
よ
う

医
学
部
の
定
員
を
日
倍
に

い
る
産
料
や
救
急
の
医
師
へ

の
手
当
支
給
な
ど
を
柱
と
す

る
中
間
報
告
骨
子
を
ま
と
め 四

年
時
点
)
に
よ
る
と
、
日

本
の
人
口
千
人
当
た
り
医
師

数
は
二
人
。
三
人
以
上
が
珍

が低下

に
、
国
立
大
学
医
学
部
長
会

議
が
「医
学
部
定
員
増
に
関

す
る
問
題
点
に
つ
い
て」と

い
う
要
望
書
を
ま
と
め
た
。

「定
員
を
増
や
し
て
、
予
算

が
増
え
な
け
れ
ば
、
医
学
教 員

増
一人
当
た
り
一
千
万
円

の
予
算
配
分、
定
員
増
二
十

人
当
た
り
十
二
人
の
教
員
増

を
訴
え
て
い
る。

文
税
省
は
来
年
度
に
つ
い

て
は
定
員
補
に
伴
う一定
の

朝

日

{
東
京
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月

お
日

(木
)

も
っ
と
費
用
を
か
け
る
こ
と

が
可
能
だ
と
も
い
え
る。
そ

う
は
言
っ
て
も
、
天
か
ら
カ

ネ
は
降
っ
て
こ
な
い
。
財
源

確
保
の
議
論
を
阜
急
に
始
め

る
必
要
が
あ
る。

m 



上
げ
医
師
養
成
人
数
の
増
加

を
打
ち
出
し
た。

こ
れ
で
中

長
期
的
に
は
問
題
解
決
か
と

い
う
と
実
は
そ
う
で
は
な

い
。

財
源
が
定
か
で
な
い
の

だ
。厚

生
労
働
省
の「安
心
と

希
望
の
医
療
確
保
ビ
ジ
ョ
ン

具
体
化
に
関
す
る
検
討
会」

は
八
月
二
十
七
日
、
医学
部

の
定
員
増
加
や
、
疲
弊
し
て

@
6
m
m
G
 

ミ
ス
一
ア
リl

た
。

現
在
約
七
千
八
百
人
の

医
学
部
定
員
は
、
将
来
的
に

一
・
五
倍
に
増
や
す
こ
と
を

目
標
に
す
る
と
い
う
。

経
済
協
力
開
発
機
械(
O

E
C
D
)
の
統
計
(
ニ0
0

し
く
な
い
O
E
C
D

加
盟
国

の
中
で
は
少
な
い
部
類
だ
。

定
員
を
一・
五
倍
に
す
る
こ

と
で
中
長
期
的
にO
E
C
D

諸
国
の
平
均
並
み
を
狙
-
っ

。

こ
の
中
間
報
告
に
先
立

ち
、
政
府
は
六
月
末
に
ま
と

め
た
「経
済
財
政
改
革
の
基

本
方
針
(
骨
太
の
方
針二O

O
八
)
」
に
も
医
学
部
の
定

員
増
加
を
盛
り
込
ん
で
い

育
の
質
が
低
下
す
る
だ
け」
予
算
精
を
要
求
す
る
と
い

と
強
調。
具
体
的
に
は
、
定
う。
た
だ
再
来
年
以
降
も
財

源
の
裏
付
け
が
で
き
た
わ
け

で
は
全
く
な
い
二
部
に
ご

・

五
倍
も
必
要
な
の
か」と

の
声
も
出
始
め
て
い
る
。

園
内
総
生
麓
(G
D
P

)

に
占
め
る
医
療
費
の
比率

も
、
教
育
拘
置
の
比
率
も
日
本

は
O
E
C
D

諸
国
の
中
で
は

低
い。
経
済
力
か
ら
す
る
と

に
も
見
え
る。

と
こ
ろ
が
同
じ二
十
七
日

財源なければ質
o E C DI者間の
GDPに対す芯
医療費の比寧

(単位 %) 

厚
生
労
働
省
は
お
目
、
平
成
引
年
度
予
算
の
れ
た
場
合
に
は
削
減
額
が
圧
縮
さ
れ
る
可
能
性

概
算
要
求
の
内
容
を
公
表
し
た
。
一
般
会
計
総
・
が
あ
り
、
予
算
編
成
線
程
で
引
き
続
き
検
討
す

額
は
却
年
度
予
算
比
で82
9
2

億
円
(
3
・

'
る
と
し
た
。

7
%
)
婚
の
辺
兆9
5
1
5

億
円
を
要
求
す
る
・

一
方
、
政
府
が7
月
に
ま
と
め
た
社
会
保
障

ほ
か
、
軍
要
政
策
に
予
算
を
重
点
配
分
す
る
に
関
す
る
「

5

つ
の
安
心
プ
ラ
ン
」
を
実
現
す

「
重
要
課
題
推
進
枠
」
で
、
医
師
不
足
対
策
な
・
る
た
め
に
約
3
9
0
0

億
円
を
要
求
す
る
。
内

ど
1
8
6
0

億
円
を
計
上
し
た
。
訳
は
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に

1
0
7
3

億
円

高
齢
化
で
8
7
0
0

億
円
の
自
然
増
が
見
込
(
却
年
度
7
7
8

億
円
)
、
医
療
体
制
強
化
に

ま
れ
る
年
金・
医
療
な
ど
社
会
保
障
由
貿
は
、
自
・
1

1
1
9

億
円
(
同6
3
9

億
円
〉
、
子
育
て

然
婚
を2
2
0
0

億
円
削
減
す
る
概
算
要
求
基e
支
援
に1
2
6
2

億
円
(
同9
3
2

億
円
〉
、

準
を
反
映
し
て6
3
8
9

億
円
増
に
抑
制
、3

非
正
規
雇
用
の
安
定
雇
用
化
対
策
と
し
て
4
4

・
1
%
増
の
引
兆4
0
8
5

億
円
と
し
た
。
社

2

億
円
(
同3
3

1

億
円
)
な
ど
と
な
っ
て
い

会
保
障
費
は
新
た
な
税
制
上
の
措
置
が
確
保
さ

・

る
。

厚
生
労
働
省
は
お
目
、
新
た

な
医
師
不
足
対
策
と
し
て
、
救

急
医
や
産
科
医
、
眠
時
に
派
遣

さ
れ
る
医
師
の
所
得
を
、
直
接

支
援
す
る
仕
組
み
の
具
体
案
を

ま
と
め
た
。
医
療
犠
関
の
給
与

規
定
に
「
救
急
勤
務
医
手
当
」

や
「
が
舵
手
当
」
を
創
設
し
て

も
ら
い
、
こ
れ
ら
の
手
当
の
財

源
を
固
と
都
道
府
県
な
ど
が
補

助
す
る
形
と
す
る
。
平
成
引
年

度
の
実
施
を
目
指
し
、
関
連
経

費
m
m億
円
を
平
成
幻
年
度
の
概

算
要
求
に
盛
り
込
ん
だ
。

医
師
へ
の
直
接
的
な
財
政
支

援
策
は
、
政
府
が7
月
末
に
ま

と
め
た
「
5

つ
の
安
心
プ
ラ

ン
」
の
目
玉
施
策
の
一
つ
。
医

師
不
足
対
策
は
こ
れ
ま
で
、
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
が
一
般
的

で
、
医
療
機
関
へ
の
収
入
が
増

え
て
も
勤
務
医
ら
の
処
遇
改
善

に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
は
不
透

明
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
手
当

医
療
行
政

米 国 15.3 

フランス 11. 1 

ドイツ 10.7 

カナダ 9.8 
スウェーデン 9.1 

デンマーク 9.1 
イタ リ ア 8.9 

英 国 8.3 
日 本 8.0 

事申 国 6.0 

僻地に手当救急勤務、分娩、

(主主)OECDヘルス
データ2007より

と
い
う
形
で
医
師
の
所
得
を
直

接
支
援
す
る
こ
と
に
し
た
。

救
急
医
に
つ
い
て
は
、
特
に

過
酷
な
夜
間
・
休
日
を
担
当
す

る
勤
務
医
に
手
厚
く
支
援
す
る

た
め
、
宿
日
直
手
当
や
超
過
勤

務
手
当
と
は
別
に
救
急
勤
務
医

手
当
を
新
設
。
夜
間1
回
最
大

1

万
8
6
5
9

円
、
休
日
昼
間

最
大
1

万
3
5
7
0

円
を
支
給

す
る
。
ま
た
、
産
科
医
に
は
分

娩
手
当
と
し
て
、
分
娩
を
1

回

扱
う
ご
と
に
最
大1
万
円
を
支

給
す
る
。
こ
れ
ら
の
手
当
の
財

源
は
、
国
が3
分
の
ー

を
補
助

し
、

残
り
3

分
の
2

を
都
道
府

県
と
市
町
村
、
ま
た
は
医
療
機

関
が
負
担
す
る
。

僻
地
医
療
を
担
当
す
る
医
師

に
つ
い
て
は
、
通
勤
交
通
貨
を

補
助
す
る
形
で
支
援
す
る
。
医

師
が
僻
地
に
居
住
す
る
場
合

は
、
週
末
帰
宅
ゃ
、
医
師
の
子

供
が
市
街
地
の
学
校
に
通
う
た

め
の
突
通
貨
も
支
援
対
象
に
含

め
る
。
僻
地
の
医
療
横
関1
カ

所
あ
た
り
年
間
最
大1
3

1

万

医師確保ヘ直接支給
「だ
れ
も
が
安
心
で
き
る

質
の
高
い
医
療」
を
求
め
る

の
な
ら
ば
、
政
府
の
中
で
予

算
の
使
い
道
を
大
胆
に
見
直

す
だ
け
で
なく
、
国
民
に
も

相
応
の
負
担
の
覚
悟
が
求
め

ら
れ
そ
う
だ。

(
編
集
委
員山
口
聡)

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
0
8

年
9

月
8

日
{
月
)

3
0
0
0

円
を
支
給
。
国
の
補

助
率
は
対
象
が
民
間
医
療
繊
関

の
場
合
は3
分
の
1

、
公
的
医

療
機
関
の
場
合
は
3

分
の
2

で
、
残
り
は
医
療
機
関
側
が
負

担
す
る
。

一
方
、
都
道
府
県
ご
と
の

「
地
域
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
参
加
す
る
医
療
機
関
か

ら
僻
地
に
派
遣
さ
れ
る
医
師
に

対
し
て
は
、1
日
の
派
遣
に
つ

き
最
大1
万
円
の
派
遣
手
当
を

支
給
す
る
。
財
源
は
国
と
都
道

府
県
で
折
半
す
る
。

厚
労
省
は
、
こ
れ
ら
手
当
の

関
連
経
費
と
し
て
、
救
急
勤
務

医
手
当
初
億9
0
0
0

万
円
、

分
娩
手
当
初
億
7
7
0
0

万

円
、
僻
地
医
療
へ
の
手
当
同
僚

7
0
0
0

万
円
を
概
算
要
求
で

計
上
し
て
い
る
。

産

経
(
東
京
)・朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
幻
日
(
水
)

91 



医
療
行
政

改らどん底か国

「
外
来
半
年
待
ち
」
大
幅
に
改
善

英
国
は
医
療
費
の
上
昇
を抑え

た
結
果
、
叩
年
代
前
半
に
は
国
民

の
不
満
が
高ま
り
社
会
問題
に
な

っ
た
。
外
来
患
者
な
ら
診
察
ま
で

半
年
間
待
ち
、
入
院
患
者
な
ら
2

年
間
待
ち
が
当
た
り
問
「
け
が

で
救
急
搬
送
さ
れ
た
ら
治
療
ま
で

一
時期
は
医
療
崩
媛
に
直
面
し

た
英
国
が
、
いま
再
建
を
果
た
し

つ
つ
あ
る
。

英国は
こう変わった

-病院外来の~察lま(かかりつけ医の紹介かS)
13週間以内に .... 

.入院待ちは26週間以内に

・救急患者は4時間以内に診察

(億~>)

J~∞o 
ω0 

55 12∞ 
み l

01 殴 ωω õ5 06 07 
'0 

(英国保健省報告による。 Hン=お5円)

由民保健ザーピス
(NHS)病院

2

日
間
も
待
た
さ
れ
た
」
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。

し
か
し
、
計
年
に
就
任
し
た
労

働
党
の
ブレ
ア
前
首
相
の
医
療
改

革
で
状
祝
は
変
わ
っ
た
。
「
外
来

は
臼
週
間
以
内
、
入
院
患
者
は
部

週
間
以
内
」
と
い
う
待
ち
期
間
の

ブレア政権麗生
T 

.t~:':l'ドで迎ば
れて来たけど、
待合室で、もう
48時間也1身た
されてるわ...

印
(
万
人
)
初
ぬ

m
m

・
長
期
間
待
ち
の
患
者
数
の
推
移

ム-アスシ本

香

川
別
.

懇

年
初

q
d

牢
A
F

・
政
府
か
5
N
H
S

へ
の
開

年
間
支
出
の
推
移

書

I 術が必 '11と 11われた
のに、 F約1;t2 ff.先まで
1f，(れないらしい
大丈夫たろうか・-

。

目
標
を
示
し
て
改
革
。
お
週
末
満

の
入
院
待
ち
は
ま
だ
印
万
人
い
る

と
は
い
え
、
回
年
段
階
で
目
標
は

ほ
ぼ
達
成
し
たH
図
。

英
国
に
暮
ら
し
て
初
年
に
な
る

日
本
人
女
性(
ω
)は
昨
年
秋
、ロ

ン
ド
ン
大
学
病
院
で
乳
が
ん
手
術

を
受
け
た
。
抗
が
ん
剤
や
放
射
線

の
通
院
治
療
が
今
も
続
く
。

日
本
と
遭
っ
て
治
療
費
の
自
己

∞ 

手
術
・
入
院
移ど

が
必
圃
置忽
回
開

鈎

かかりつけ医
(GPm.所

98 97 96 95 

クラフィッフ西森万希子 I The ... 曲川 Shlm凶n

負
担
は
一
切
な
い
。3
泊
4

日
の

入
院
中
、
か
か
っ
た
の
は
枕
元
に

あ
る
テ
レ
ビ
の
コ
イ
ン
代
だ
げ
。

抗
が
ん
剤
の
影
響
で
髪
が
荻
げ
る

と
、
カ
ツ
ラ
も
支
給
さ
れ
た
。

保
健
省
の
国
民
保健サ
ー
ビ
ス

(
NH
S
)
の
制
度
に
よ
っ
て
、

N
H
S
病
院
で
は
自
己
負
担
金
な

し
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る
。
同
大

学
病
院
もN
H
S

病
院
の
一
つ
。

両
親
か
ら
は
日

本
で
の
手
術を
勧

め
ら
れ
た
が
経
済
事
情
も
あ
り
、

英
国
で
治
療を
受
け
た
。

住
民
は
ま
ず
、
近
所
の
総
合
医

(
G
P
)を
か
か
り
つ
け
医
と
し
て

登
録
す
る
。
病
院
で
診
察
や
治
療

を
受
け
る
に
は
、
救
急
を
除
け
ば

G
P
の
診
察
を
受
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
。G
P

が
必
要
性
を
判
断

し
た
う
え
で
病
院
に
紹
介
す
る
。

こ
の
女
性
も
、
乳
房
に
し
こ
り

を
感
じ
た
と
き
、
ま
ず
、
自
宅
か

ら
徒
歩5
分
ほ
ど
のG
P
診
療
所

を
訪
れ
た
。
問
診
や
触
診
の
後
、

「
す
ぐ
に
検
査
が
必
要
」
と
病
院

を
紹
介
さ
れ
た
。3
日
後
に
連
絡

が
あ
り
、1
週
間
後
の
受
診
が
決

ま
っ
た
。
検
査
で
病
院
を
数
回
訪

れ
、
1

カ
月
後
に
「
手
術
が
望
ま

し
い
」
と
診
断。
手
術
予
約
に
空

き
が
で
て6
日
後
に
入
院
し
た
。

長
い
待
ち
期
間
を
覚
悟
し
て
い

た
女
性
は
「
惣
像
以
上
に
ス
ム
ー

ズ
だ
っ
た
」
と
話
す
。
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特
央

生へ
-・・・・応置I~眠aì・

税
投
入
倍
増
、
施
設
や
医
師
数
拡
充

入
院
待
ち
が
改
普
で
き
た
の

は
、
ブ
レ
ア
政
権
が
政
治
主
導

で
、
病
院
施
設
の
鉱
大
や
医
療
従

事
者
の
増
員
を
図
っ
た
か
ら
だ
。

N
H
S
は
∞
年
、
叩
年
ま
で
に

1
0
0
の
病
院
と
7
干
の
病
床
を

新
般
ず
る
計
画
を
岨
掲
げ
、
各
地
で

病
院
建
て
替
え
が
進
む
。

部
年
に
8
・

1
万
人
だ
っ
た
常

勤
医
師
は
、
加
年
に
はu・
9

万

人
に
増
え
た
。
診
療
耕
長
ク
ラ
ス

の
医
師
の
平
均
年
収
は
回
年
、
回

年
よ
り
約3
割
多
い
孔
万
剛
、
J
(約

2
2
5
0
万
円
)
に
上
が
っ
た
。

増
え
た
医
師
は
、
東
欧
や
ア
ジ

ア
な
ど
か
ら
来
た
人
も
多
い
。
だ

が
、
園
内
の
医
学
部
率
業
生
も
ω

年
代
の
年
約3
平
人
か
ら
最
近
の

病
院
の
質
・
成
績
第
三
者
が
公
表

評
価
す
る
第
三
者
犠
関
「
保
健
医

僚
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。

ま
ず
政
府
が
、
病
院
が
達
成
す

べ
き
目
標
を
般
考
委
員
会
は
、

目
標
の
達
成
度
や
経
営
状
視
を
調

べ
て
4
段
階
で
評
価
。
治
療
に
か

か
る
入
院
回
数
や
治
療
成
績
な
ど

も
、
病
院
別
に
毎
年
公
表
す
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
。

単
に
医
療
費
を
上
げ
た
だ
け
で

は
な
い
。

英
政
府
はω
年
、
病
院
ご
と
に

医
療
の
質
や
患
者
満
足
度
な
ど
を

医
療
行
政

病
院
に
自
ら
の
実
力
や
評
価
を

認
識
さ
せ
、
レ
ベ
ル
向
上
に
努
力

さ
せ
る
目
的
が
あ
る
。
患
者
が
病

院
を
選
ぶ
手
立
て
に
も
な
る
。

「
制
度
の
違
う
日
本
と
比
較
す

る
の
は
難
し
い
が
、
改
革
の
成
果

を
客
観
的
な
指
標
で
評
価
し
、
国

民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
公
表
す

る
仕
組
み
は
参
考
に
な
る
」
と
日

6

千
人
へ
と
、
着
実
に
増
え
た
。

尉
源
の
多
く
は
税
金
だ
。
政
府

か
ら
N
H
S
へ
の
支
出
は
、
凶
年

に
約
4
0
0
億
附
シ
(
8
・
2

兆

円
)
だ
っ
た
が
、
開
年
は
約
7
8

0

億
吟
(
m兆
円
)
と
ほ
ぼ
倍

増
。
好
景
気
で
∞
年
以
降
、
経
済

成
長
が
続
き
、
医
療
費
増
を
下
支

え
し
た
。
N
H
S
予
算
の
1
割
以

上
を
支
え
る
国
民
保
険
制
桝
の
税
率

も
上
げ
た
。
月
収
叩
万
円
程
度
の

本
福
祉
大
の
近
藤
克
則
教
授
(
医

療
経
済
・

政
策
)
は
話
す
。

凶
年
に
設
立
さ
れ
た
国
立
愚
適

医
療
研
究
所
は
、
税
学
的
な
根
拠

に
も
と
づ
き
治
療
指
針
を
作
成
す

る
。
病
気
別
だ
け
で
も
、
が
ん
や

騎
尿
病
な
ど
回
余
り
。

薬
や
治
療
法
の
有
効
性
を
み
る

だ
け
で
な
く
、
費
用
も
評
価
し
て

い
る
の
が
特
徴
だ
。
例
え
ば
新
規

抗
が
ん
剤
な
ら
、
患
者
を
1
年
延

命
ず
る
の
に
か
か
る
費
用
を
計

あ
し
た
を
考
え
る

会
社
員
だ
と
収
入
の
日
%
だ
っ
た

保
険
料
が
日
%
に
な
っ
た
。

総
医
療
費
は
計
年
、
国
内
総
生

産
(
GD
P

)
比
6

・

8
%
で
、

日
本
よ
り
0・
2
げ
低
か
っ
た
。

だ
が
例
年
は
、
逆
に
日
本
を
0
・

1
げ
上
回
る
8
・
1%だ
。

医
療
荒
廃
の
背
景
に
あ
っ
た
病

院
運
営
に
も
メ
ス
が
入
っ
た

。

す
べ
て
が
国
立
だ
っ
たNH
S

病
院
は
、
叩
年
に
地
場
ご
と
の
独

嘉
付
政
法
人
に
分
割
さ
れ
た
。
病

院
聞
の
競
争
を
促
す
た
め
だ
。

ブ
レ
ア
政
権
は
さ
ら
に
法
人
へ

の
権
限
委
譲
を
広
げ
た
。
経
営
状

算
。
推
奨
す
る
か
ど
う
か
の
判
断

材
料
に
す
る
。

指
針
に
は
、
標
準
治
療
か
ら
大

き
く
外
れ
た
質
の
低
い
医
療
を
排

除
す
る
意
味
が
あ
る
。
費
用
対
効

果
が
測
ら
れ
る
こ
と
で
治
療
の
選

択
肢
が
狭
ま
っ
て
い
る
、
と
の
批

判
は
あ
る
が
、
政
府
が
効
率
的
な

医
療
費
の
使
わ
れ
方
を
重
視
し
て

い
る
表
れ
で
も
あ
る
。

日
本
で
は
い
ま
、
医
療
危
緩
を

的
年
代
の
英
国
に
重
ね
合
わ
せ
、

態
が
い
い
と
、
独
自
に
資
金
調
達

や
不
動
産
運
営
な
ど
が
で
き
る
新

法
人
に
格
上
げ
す
る
制
度
を
開

始
。
治
療
実
績
に
よ
り
、
診
療
報

酬
が
増
え
る
仕
組
み
も
作
っ
た

。

全
国
で
約
1
7
0
あ
る
総
合
病

院
法
人
の
う
ち
新
法
人
は
印
(
町

年
)
。
そ
の
一
つ
、
ロ
ン
ド
ン
大

学
病
院
は
侃
年
、
4
億
附
シ
(
約
8

2
0
億
円
)
を
投
じ
た
新
病
院
を

開
い
た
。
マ
イ
ケ
ル・
フ
ォ
ス
タ

ー
副
事
務
総
長
は
「
多
く
の
患
者

を
獲
得
す
る
た
め
、
企
業
の
よ
う

な
経
営
戦
略
を
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
」
と
話
す
。

同
様
に
医
療
費
増
に
転
じ
る
べ
き

だ
、
と
い
う
意
見
が
医
療
関
係
者

を
中
心
に
広
が
っ
て
い
る
。

だ
が
今
の
ま
ま
の
日
本
の
医
療

の
あ
り
方
で
、
国
民
は
負
担
増
に

納
得
で
き
る
の
か
。
本
当
に
必
要

な
部
分
に
医
療
費
を
行
き
渡
ら
せ

る
に
は
、
同
時
に
無
駄
も
省
く
努

力
も
必
要
だ
。
改
革
の
実
行
に

は
、
政
府
に
説
明
能
力
と
責
任
が

求
め
ら
れ
る
。
(
行
方
史
郎
)

朝

日

{
東
京
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
6

月
8

日
(
日
)
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医
薬
品

が
ん
の
化
学
療
法
が
普
及
し
、
病
院
の
外
来
で

抗
が
ん
薬
の
投
与
を
受
け
な
が
ら
日
常
生
活
を
送

る
人
も
鳩
え
て
き
た
。

そ
れ
に
伴
い、
病
院
で
の

抗
が
ん
薬
の
取
り
扱
い
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

。

毒
性
が
あ
る
た
め
、
日
常
的
に
調
剤
す
る
医
療
関

係
者
が
、
微
量
で
も
浴
び
続
け
る
と
危
な
い
か
ら

だ
マ
流
産
や
不
妊
も

い
細
胞
ほ
ど
ダ
メ
ー
ジ
が
大

き
い
た
め、
が
ん
細
胞
の
増

殖
が
抑
え
ら
れ
る
。

正
常
な
細
胞
で
も
、
白
血

球
な
ど
血
液
細
胞
や
ま
髪
、

口
や
胃
腸
の
粘
膜
な
ど
の
細

抗
が
ん
薬
は
毒
性
を
持

ち
、

投
与
す
る
と
、

が
ん
細

砲
に
も
正
常
な
細
胞
に
も
同

じ
よ
う
に
届
く
。

増
殖
の
速

壁震設警も車襲警事奪三
胞
は
増
殖
が
速
い
。

こ
の
た

め
抗
が
ん
薬
で
ダ
メ
ー
ジ
を

受
げ
や
す
く
、
影
響
が
副
作

用
と
し
て
現
れ
る
。

抗
が
ん
薬
を
調
剤
す
る

際
、
濃
い
薬
液
が
入
っ
た
瓶

の
ふ
た
に
注
射
針
を
刺
し
て

薬
を
吸
い
出
す
。

こ
の
と
き
、

薬
が
針
の
先
か
ら
飛
量
る

こ
と
が
あ
る。
揮
発
性
の
薬

だ
と
、
気
化
し
て
漏
れ
た
薬

を
吸
い
込
む
こ
と
も
あ
る

。

野
駅
や
白
血
病
、
流
産
や

を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(指
針
)
を
作
っ
た。
一
一O

O
四
年
に
は
米
国
立
労
働
安

全
衛
生
研
究
所
が
、
抗
が
ん

薬
を
扱
う
医
療
従
事
者
は
重

い
障
害
を
負
う
可
能
性
が
あ

る
と
す
る
警
告
を
出
し
た

。

日
本
で
も
一
九
九
一
年
、

医
療
機
関
で
働
く
薬
剤
師
が

つ
く
る
「日
本
病
院
薬
剤
師

会
」
(日
病
薬)
が
取
り
扱

い
の
指
針
を
発
表
。

そ
れ
で

も
、
看
護
師
や
医
師
が
病
棟

な
ど
で
素
手
で
抗
が
ん
薬
を

扱
う
状
況
が
続
い
た
。

日
病
薬
は
新
た
な
指
針
の

域
」
設
置
や
、
薬
の
拡
散
を

防
ぎ
戸
外
に
排
気
す
る
安
全

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
使
用
、
長

袖
の
使
い
捨
て
ガ
ウ
ン
に
帽

子
、
マ
ス
ク
、
二
重
の
手
袋
、

保
護
メ
ガ
ネ
を
着
用
す
る
こ

と
な
ど
を
勧
め
て
い
る

。

日
病
薬
の
堀
内
棺
也
会
長

に
よ
る
と
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
薬
剤
師
の
関
心
は
高
ま

っ
て
い
る
が
、
問
題
そ
の
も

の
を
知
ら
な
い
医
療
関
係
者

が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
い
う

。

安
全
確
保
の
徹
底
に
は
別

の
課
題
も
あ
る。
「米
国
で

は
す
べ
て
の
抗
が
ん
薬
に
つ

い
て
、
安
全
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

と
、
ガ
ス
漏
れ
や
飛
散
を
防

ぐ

『閉
鎖
系』
の
器
具
を
併

用
す
る。
こ
の
器
具
は
一
組

検
出
。
調
剤
し
な
い
看
護
師
約
二
千
円
で
保
険
適
用
も
な

か
ら
も
検
出
さ
れ
、
汚
染
の
い

。

白
本
で
使
う
病
院
は
少

広
が
り
を
ベ
〆
か
が
わ
せ
た

。

な
く
、
使
っ
て
い
て
も
揮
発

今
年
五
月
、
日
病
薬
は
抗
性
の
高
い
薬
に
限
っ
て
い
る

が
ん
薬
の
取
り
扱
い
に
闘
す
の
が
実
情
で
す

」
と
堀
内
会

る
新
し
い
指
針
を
発
表
し
長
は
話
し
て
い
る

。

た
。
そ
の
中
で
、

ま
ず
、
妊

〈
共
同
通
信
〉

娠
中
や
授
乳
期
の
女
性
は
抗

が
ん
薬
の
調
剤
を
す
る
べ
き

で
は
な
い
と
規
定
し
た
。

さ
ら
に
専
用
の
「
管
理
区

は
特
に
高
か
っ
た
。

マ
認
識
ま
だ
ま
だ

薬
剤
師
や
医
師
、

看
護
師

ら
計
四
十
一
人
の
2
2

一十

三
人
の
尿
か
ら
抗
が
ん
薬
を

新
た
な
指
針
で
注
意
促
す

不
妊
、
出
産
し
た
子
供
の
低

体
重
や
先
天
性
異
常
:
・

。

敵

米
で
は
一
九
七0年
代
後
半

か
ら、

抗
が
ん
薬
を
扱
う
看

護
師
ら
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
出
て
い
る
}
ト
と
が
報
告
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

マ
全
施
設
で
汚
染

そ
れ
を
受
け
、
欧
米
諸
国

は
抗
が
ん
薬
の
取
り
扱
い
方

策
定
に
向
け
、二O
O
六
年

か
ら
O
七
年
に
か
げ
、
大
学

病
院
や
が
ん
専
門
病
院
な
ど

六
つ
の
施
設
で
抗
が
ん
薬
の

汚
染
実
態
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
全
施
設
で
汚

染
が
見
つ
か
っ
た
。

病
棟
で

薬
の
調
製
に
使
三
口
の
下
の

床
や
、
病
棟
や
薬
剤
部
で
調

剤
に
使
う
「
安
全
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
」
の
表
面
の
汚
染
濃
度

ôl 佐
~I 賀
守|新
~I 聞
き|劉
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一寸

命
の
十
楽

野
村
恵
子
医
師
の
投
薬
を
受
け
る
森
下
哉
美
さ
ん
(
右
)

。

枕
元
に
は

知
人
か
ら
贈
ら
れ
た
人
形
が
飾
ら
れ
て
い
る
H

熊
本
市
の
熊
本
大
医
学

部
付
属
病
院

医
薬
品

L-

間

メ入
口

つ

た
よ

「
命
の
薬
」
が
間
に
合
っ
た
。
北
京
五
輪
に
伴
う
郵
便
の
規
制
で
輸
入
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
治
療
薬
が
、
駐
日

中
国
大
使
館
の
仲
介
で
中
国
か
ら
届
い
た
。
ウ
イ
ル
ス
性
難
病
の
亙
急
性
硬
佑
性
会
脳
炎

(
S
S
P
E
)で
熊
本
大

医
学
部
付
属
病
院
に
入
院
す
る
森
下
部
品
(
さ
ん
(
幻
)
へ
の
注
射
も

4
日
朝
に
再
開
。
母
親
の
時
さ
ん
(
印
)
は
「
中
国

大
使
館
や
い
ろ
ん
な
人
の
励
ま
し
に
支
え
ら
れ
た
」
と
感
謝
し
て
い
る
。
(
阿
部
峻
介
)

難
病
女
性
の
も
と
に
届
い
た
「
リ
パ
ビ
リ
ン
」

母や担当医ら感謝
7

月
羽
田
、
主
治
医
の
野
村
恵

子
・

医
学
部
発
達
小
児
耕
助
教

(
姐
)
か
ら
京
さ
ん
に
「
中
国
大
使

館
か
ら
繋
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
は
信

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。S
S
P
E

の

治
療
薬
リ
パ
ピ
リ
ン
の
投
与
は
2

1
4

週
間
お
き
。6
月
末
に
輸
入

で
き
な
い
と
わ
か
り
、7
月
日
目

に
手
持
ち
の
康
後
の
薬
を
注
射

し
、
8

月
4

日
が
投
薬
期
限
。
薬

が
な
い
と
、
筋
肉
の
異
常
な
緊
張

や
呼
吸
が
不
安
定
に
な
る
恐
れ
が

あ
っ
た
。

祖
母
ヨ
シ
エ
さ
ん
(
布
)

と
「
薬
が
入
ら
ん
か
っ
た
ら
ど
ぎ

ゃ
ん
し
よ
う
か
」
「
縁
が
な
か
っ

た
と
あ
き
ら
め
る
」
と
覚
悟
し
た

ば
か
り
だ
っ
た
。

7

月
羽
田
、
父
和
博
さ
ん
(
日
)

と
野
村
医
師
の
3

人
で
福
岡
市

の
中
国
総
領
事
館
を
訪
ね
た
。

応
援
室
に
リ
パ
ビ
リ
ン2
千
本

入
り
の
箱
が
届
い
て
い
た
。
3

人

は
領
事
に
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
何
度
も
お
辞
儀
し

た
。同

夜
、
薬
の
箱
を
持
っ
て
病
棟

に
着
く
と
、
ナl
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
看
護
師
ら
が
拍
手
し
た
。
京

さ
ん
は
病
室
に
飛
び
込
み
、
裁
実

さ
ん
に
「
よ
か
っ
た
ね
、
か
な
ち

ゃ
ん
」
と
抱
き
つ
い
た
。

哉
美
さ
ん
の
危
蝿
聞
は
、
朝
日
新

聞
や
熊
本
朝
日
放
送(
K
A
B
)
、

テ
レ
ビ
朝
白
が
報
道
。
友
人
や
見

ず
知
ら
ず
の
人
か
ら
、
電
話
や
メ

ー
ル
で
励
ま
し
ゃ
「
薬
の
運
搬
を

手
伝
い
た
い
」
な
ど
の
申
し
出
が

相
次
い
だ。
閉
じ
症
状
の
子
を
持

つ
親
か
ら
「
お
互
い
が
ん
ば
り
ま

し
よ
う
」
と
激
励
も
あ
っ
た
。

中

国
大
使
館
が
特
別
に
薬
を
取
り
寄

せ
た
の
も
、
報
道
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
と
い
う
。

4

日
朝
。
野
村
医
師
は
「
ま
た

治
療
が
始
ま
る
よ
」
と
声
を
か

け
、
リ
パ
ビ
リ
ン
を
哉
巽
さ
ん
の

額
に
注
射
し
た。
京
さ
ん
は
励
ま

し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
こ
う
伝
え

た
い
、
と
い
う。
「
毎
日
が
不
安

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

重
荷
が
消
え
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

朝

日
(
熊
本
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
5

日
(
火
)
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医
薬
品多発性骨髄腫の患者の希望をつなぐ薬となる。 í過

ちは繰り返さない」と、関係者の思いは一致する
が、安全管理の実効性確保が最大の課題だ。

40年以上前に一度は医療現場から消えたサリドマ
イドの「復活」が18日、ほぽ確実となった。服用し
た妊婦から生まれた多くの赤ちゃんに重大な障害

をもたらした忌まわしい薬が、 他に治療法がない

サリドマイド再販売へ i 
サ
リ
ド
マ
イ
ド
は
多
発
性

骨
髄
腫
治
療
薬
と
して米
国

な
ど
で
承
認
が
相
次
ぎ
、
国

内
で
も
医
師
の
個
人
輸
入
に

よ
っ
て
既
に
患
者
ヘ
使
わ
れ

て
い
る
実
態
が
あ
る
。

輸
入
量
増
加

厚
生
労
働
省
の
集
計
で

は
、
輸
入
量
は
ニOO
二
年

学
会
)
はO
四
年
、
サリ
ド

マ
イ
ド
適
正
使
用
の
た
め
の

指
針
を
作
成、

医
師
に
学
会

へ
の
患
者
登
録
を
求
め
、

国

も
同
様
の
シ
ス
テ
ム
導
入
を

目
指
し
た
が
稼
働
し
て
い
な

い
。
安
全
へ
の
配
慮
な
し
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
サ
リ

ド
マ
イ
ド
を
販
売
す
る
、
悪

質
な
業
者
も
い
る
と
の
指
摘

日
間

度
に
約
四
十
四
万
錠
(
カ
プ

セ
ル
剤
を
含
む
)
だ
っ
た
が
、

♀
ハ
年
度
は
約
五
十
九
万
錠

に
増
加
。
日
本
骨
髄
腫
患
者

の
会
に
よ
る
と
、
国
内
患
者

約
一
万
四
千
人
。2
り
、
干

人
近
く
が
サ
リ
ド
マ
イ
ド
で

治
療
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
半
面
、
厚
労
省
研
究

班
が
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
処
方

し
た
医
師
を
対
象
にO
二
年

に
実
施
し
た
調
査
で

、

患
者

に
妊
娠
の
可
能
性
を
確
認
し

て
い
な
い
な
ど
、
最
も
基
本

的
な
薬
害
防
止
策
を
怠
っ
て

い
た
例
が
一
割
前
後
あ
る
こ

と
が
判
明
。

こ
れ
を
受
け
て
日
本
臨
床

血
液
学
会
(
現・
日
本
血
液

ど

も
。
こ

れ
に
は
被
害
者
団
体

「
い
し
ず
え
」
の
佐
藤
嗣
道

理
事
長
も
「
承
認
さ
れて
き

ち
ん
と
管
理
す
る
の
が
望
ま

し
い
」
と
言
う
。

確
認
作
業

サ
リ
ド
マ
イ
ド
に
は
、
細

胞
の
噌
殖
を
抑
え
、
血
管
が

新
た
に
で
き
る
の
を
止
め
る

な
ど
の
作
用
が
あ
る
。
そ
れ

が
骨
髄
腫
細
胞
の
増
殖
を
抑

え
る
一
方
、
妊
婦
が
服
用
す

る
と
胎
児
の
成
長
が
妨
げ
ら

れ
、
死
産
や
手
足
が
短
い
な

ど
の
障
害
を
起
こ
す
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

承
認
申
請
し
た
藤
本
製
薬

が
、
米
国
の
シ
ス
テ
ム
を
参 考

に
作
成
し
た
安
全
管
理
策
教
育
ビ
デ
オ
を
見
た
上
で

、

の
最
大
の
目
的
は
、
薬
と
胎
理
解
度
テ
ス
ト
に
会
問
正
解

児
の
接
触
を
避
け
る
こ
と
し
な
い
と
登
録
で
き
な
い
。

だ
。
登
録
後
も
、
定
め
ら
れ
た

治
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
法
で
避
妊
し
た
か
、
妊
娠

患
者
は
同
社
の
セ
ン
タ
ー
に
可
能
な
女
性
の
場
合
は
妊
娠

資
録
が
必
要
。
サ
リ
ド
マ
イ
検
査
の
結
果
な
ど
を
、
毎
回

ド
は
精
液
中
に
も
移
行
す
る
の
診
察
時
や
薬
の
調
剤
前

た
め
、
男
女
を
間
わ
ず
薬
害
に
、
医
師
と
薬
剤
師
か
ら
繰

の
歴
史
や
避
妊
法
に
関
す
る
り
返
し
確
認
さ
れ
る
。

厚労省の検置寸会を前に、 サリドマイド被審者の餐
員の女性 (右) と癒す 「日本骨髄g(患者の会」 の

堀之内みどり代表 (友) =18日、東京 ・ 績が関

過ち繰り返さぬ仕組み課題
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「
『
サ
リ
ド
マ
イ
ド
の
副
安
全
管
理
策
は
、
昨
年
七

作
用
被
害
は
ど
の
よ
う
な
も
月
か
ら
国
や
学
会
の
ほ
か
被

の
で
す
か
?
』
な
ど
と
毎
回
答
者
ら
も
加
わ
っ
て
藤
本
製

聞
く
の
は
ば
か
ば
か
し
い
」
。
薬
と
討
議
を
続
け
、
実
施
の

確
認
作
業
が
あ
ま
り
に
煩
雑
テ
ス
ト
も
し
た

。

導
入
後
は

だ
と
、
逆
に
守
ら
れ
な
い
懸
半
年
に
一
回
以
上
、
患
者
全

念
も
あ
る
と
し
て
、
被
害
者
負
に
順
守
状
況
を
聞
き
取

側
か
ら
も
苦
言
が
出
て
、
一
り
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
被

部
は
修
正
さ
れ
た
。
害
者
、
骨
髄
腫
専
門
医
と
患

者
、
国
の
関
係
者
ら
が
加
わ

患
者
の
た
め

た
第
三
者
機
関
が
内
容
を

「
患
者
の
安
全
を
担
保
す
評
価
し
、
同
社
に
改
善
点
を

る
仕
組
み
で
な
け
れ
ば
」
。

勧
告
す
る
と
い
う
。

厚
労
省
の
有
識
者
検
討
会
厚
労
省
は
「
関
係
者
の
多

で
、
い
し
ず
え
の
増
山
ゆ
か
大
な
苦
労
の
中
で
こ
こ
ま
で

り
常
務
理
事
は
こ
う
強
調
来
た
。
い
か
に
患
者
か
ら
正

し
、
日
本
骨
髄
趨
患
者
の
確
な
情
報
を
聞
き
出
し
、
ょ

会
の
上
申
恭
子
副
代
表
も
り
良
い
仕
組
み
に
改
善
し
て

「
患
者
の
た
め
と
い
う
思
い
い
け
る
か

。

運
用
し
な
が
ら

の
根
っ
こ
は
同
じ
だ
」
と
応
実
効
性
を
高
め
て
い
く
必
要

じ
た
。
が
あ
る
」
と
し
て
い
る

。

一
一
水
際
れ
本
置
厚
重
床
た
時
一
認
方
。
寸
」

一
一
の
実
さ
藤
位
、
が
臨
れ
施
承
貧
臨

一一劃
一

一

長
を
討
)
て
う
と
の
遅
実
を
楠
明石
一

一
…E
局
ド
検
た
し
よ
こ
後
が
、
出
の
師
一
時
一

一
問者
務

イ
に
れ
と
る
る
販
施
し
提
へ

，
t

t
剛
一

一
…与
事
マ
ら
さ
件
れ
す
市
開
か
の
児宗
一

…
…関繍
ド
さ
承
条
さ
与
の
胸
生
画
胎

…
…

石
一

「
る
会

リ
後
了
認
用
関
て
験
を
計
、

…
…お
一

あ
ン
サ
今
回
承
運
て
い
試
訓
験
た

…
…{ーι
一

任
ス

は
今
、
と
つ
つ
の
教
実
ま
。

一
E

E

一
括
か
(
を
ん
持
に
様
の
た

o
い

一
一耳
一

1

パ
の
う
、
策
ち
を
性
問
サ
し
だ
し

出
で
叶
一

菖
ズ
士
ど
が
理
き
任
効
、
ツ
載
き
ほ

中
百
一

労
プ
援か
る
管
、
貸
有
で
レ
記
ベ
て
…
一石
一

ン
弁
る
な
全
で
が
の
事
イ
を
す
し

t
コ
一

オ
美
す
に
安
上
省
薬
大
限
と

一不
一
一高
一

審
寿
認
と
の
た
働

。も
期
件
問

一
一
心
一

義
真
承
こ
薬
け
労
だ
験
や
条
も

…
一Fい
』

口

に
る
製
付
生
要
試
期
の
策

一
一



医
薬
品

ニュースがわからん!

サリドマイドを治療薬と認めるの?

血
液
が
ん
に
効
く
可
能
性
が
あ
り
、
条
件
付
き
で

コ
ブ
ク
郎
深
刻
な
薬
害
を
引

き
起
こ
し
た
サ
リ
ド
マ
イ
ド
を
、

が
ん
の
治
療
薬
と
し
て
承
認
す
る

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
手
続
き
が

進
ん
で
い
る
ん
だ
っ
て
?

A

薬
の
有
効
性
や
安
全
性
が

あ
る
か
ど
う
か
を
審
議
す
る
厚
生

労
働
省
の
「
薬
事・食
品
衛
生
審

議
会
」
の
部
会
が
条
件
付
き
で

ザリドマイド関連年表

「
承
認
し
て
差
し
支
え
な
い
」
と

の
結
論
を
ま
と
め
た
ん
だ
。

コ
ど
ん
な
薬
害
だ
っ
た
の
?

A

サ
リ
ド
マ
イ
ド
は
、
圏
内

で
は
回
年
に
催
眠
鎮
静
剤
と
し

て
発
売
さ
れ
た
。
つ
わ
り
に
悩

む
妊
婦
が
服
用
し
た
と
こ
ろ
、
死

産
し
た
り
、
生
ま
れ
た
子
ど
も
に

重
い
障
害
が
出
た
り
す
る
被
害

が
相
次
い
だ
。

叩
年
代
を
中
心

に
圏
内
だ
け
で
千
人
(
推
定
)

の
薬
害
被
害
者
を
出
し
た
と
い
わ

れ
る。

当
時
、
製
薬
会
社
や
厚
生

省
が
被
害
情
報
を
把
撞
し
な
が
ら

有
効
な
措
置
を
取
ら
な
か
っ
た
こ

と
も
判
明
し
、
大
問
題
に
な
っ

た
。

コ

そ
ん
な
薬
を
な
ぜ
、
い
ま

57 旧西独で催眠鎮静剤として販売さ
年 れ、欧州に普及

58 圏内でサリドマイド剤が販売開始

61 旧西独のレンツ博士が妊婦のサリドマ
イド使用と新生児障害との関連を指摘

62 サリドマイド販売中止

63 固と大日本製薬(当時)を相手に損
害賠償請求訴訟を提訴

74 全国訴訟原告団と、回、大日本製薬と
の聞で和解成立

97 患者団体「日本骨髄腫患者の会jが
活動スタート

98 米食品医薬品局地tハンセン病に伴う
結節性紅斑の治療薬として認可。
同時に管理システムを導入

06 藤本製薬が承認申請

08 厚労省の薬事・食品衛生審議会の
部会が条件つきで承認 (8月)

承
認
し
よ
う
と
す
る
の
?

A

血
液
が
ん
の
一
つ
「
多
発

性
骨髄
腹
」
の
治
療
薬
と
し
て
効

果
が
あ
る
と
、
患
者
団
体
か
ら
期

待
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

こ
の
病

気
は
骨
髄
の
中
で
が
ん
細
胞
が
増

え
る
病
気
で
、
全
身
の
骨
が
折
れ

や
す
く
、
貧
血
、
多
臓
機
障
害
な

ど
様
々
な
合
併
症
を
引
き
起
こ

す
。
圏
内
に
は
、l
万
数
干
人
の

患
者
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

サ
リ
ド
マ
イ
ド
は
、
が
ん
細

胞
の
増
殖
に
必
要
な
信
号
を
抑
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と推
測
さ

れ
る
が
、
詳
し
い
メ
カ
ニ
ズ
ム
は

ま
だ
わ
か
っ
て
い
な
い
ん
だ
。

コ
現
在
は
使
わ
れ
て
い
な
い

の
か
な
。

A

い
や
医
師
が
緊
急
措
置
と

し
て
個
人
で
輸
入
し
て
、
患
者
に

使
う
ケl
ス
は
急
増
し
て
い
る

。

患
者
団
体
「
日
本
骨
髄
腫
患
者
の

会
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
輸
入

量
か
ら
年
間80
0
5

干
人
が
使

用
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る

。

薬

代
は1
年
で1
0
0

万
円
を
趨
え

る
と
も
言
わ
れ
る
が
、
保
険
が
適

用
さ
れ
な
い
た
め
、
患
者
の
負
担

は
重
い
。
そ
の
上
、
個
人
輸
入
だ

と
、
安
全
管
理
が
ず
さ
ん
に
な
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
ん
だ
。

コ

だ
か
ら
、
承
認
に
向
け
た

条
件
が
つ
い
て
い
る
ん
だ
ね

。

A

そ
う
。
部
会
で
も
、
安
全

対
策
の適
正
な
実
施
や
患
者
へ
の

文
書
で
の
説
明
や
同
意
の
取
り
付

け
な
ど
が
承
認
の
条
件
と
され

た
。

最
終
的
に
承
認
す
る
か
ど
う

か
は
、
上
部
組
織
に
あ
た
る
分
割
明

会
の
議
論
を
経て厚
労
相
に
答申

さ
れ
る
が
、
薬
害
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
も
、
安
全
管
理
の
徹
底

が
必
要
だ
。

(
林
教
彦
)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2

0
0

8

年
9

月

お
臼
(
火
)
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医
療
業
界

バイオ医療
技術実用化

開
発
力
成
長
の
カ
ギ

買
収
や
産
学
連
携
も
重
要
に

社名 取り組み状況

武工業田薬品 結使請腸中う抗。・ 体米直腸バ医薬がイんをオ治承企認業療をに申
貿収

アス薬ァラ 業昨年を買12収候月補にし米、抗バ体拡イオ医充企薬ス製
の開発 品を

第一ニ共 骨中う粗抗体し医ょ薬う症な治ど療を開に使発

エーザイ がんの治療に使米う抗体
医オ薬企業を開を発買収中。 バイ

協和発酵 が薬核ん治療に使治療う抗体医
酸や感医薬染症を に使う

開発中

持田製薬 移植細時胞の拒性絶医反薬応を抑
える を開発
中

アルブラ 士音養角膜を開発中
スト

J-TE 培養皮膚培を実養用角膜化、培
C 養発軟中骨や を開

最先端バイオ技術
実用化への取り組み

招いてしまったのか。 再生はでき
るのか。 医療経済学者の川淵孝ー
さんと一緒に考えてみました。

記者・清水

国
医
療
の
再
生
は
可
能
か
?

孝幸

清
水
最
大
の
問
題
は
や

は
り
医
師
不
定
で
す
ね
。

川
淵
そ
も
そ
も
医
師
が

日
本
に
何
人
い
る
か
、
基
本

的
な
デ
ー

タ
が
な
い
か
ら
分

か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。

二
つ
の
統
計
調
査
が
あ
り

ま
す
。

一
つ
は
医
者
が
国
家

試
験
に
受
か
っ
た
時
に
届
け

出
た
数。
約
二
七
・

八
万
人

で
す。

二
つ
目
は
、
医
療
機

関
の
経
営
者
が
医
師
を
雇
用孝ーさん

最
先
端
の
バ
イ
オ
技
術
が

医
薬
・

医
療
関
連
企
業
の
競

争
力
を
大
き
く
左
右
し
始
め

た
。

独
創
的
な
技
術
を
押
さ

え
れ
ば
企
業
規
模
に
か
か
わ

ら
ず
、
成
長
が
持
続
で
き
る

か
ら
だ。

そ
れ
だ
け
に
新
技

術
を
巡
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
を
対
象
と
し
た
貿
収
戦
略

や
産
学
連
世
間
も
重
要
に
な

る
。製

薬
世
界
最
大
手
の
米
フ

ァ
イ
ザー
の
こ
O
O
八
年
の

研
究
開
発
費
は
最
大
で
七
十

六
億
ド
ル
(
約
八
千
四
百
億

円
)。
武
田
薬
品
工
業
、
ア
ス テ

ラ
ス
製
薬
、
第
一三共
の

日
本
の
大
手
三
社
合
わ
せ
た

金
額
に
匹
敵
す
る。
従
来
の

化
合
物
か
ら
作
る
医
薬
品
で

は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
新
薬

候
補
物
質
を
持
ち
、
そ
れ
を

解
析
す
る
要
員
を
抱
え
て
い

る
か
が
カ
ギ
を
握
る
た
め
、

資
金
力
が
勝
敗
を
分
け
た
。

発
展
途
上
段
階
に
あ
る
バ

イ
オ
医
療
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
医
療
機
闘
が
採
用
し
て
い

る
よ
う
な
大
型
薬
は
ま
だ
な

い
。

有
望
な
新
薬
を
開
発
で

き
れ
ば
、
そ
の
分
野
で
一
気

に
世
界
ト
ッ
プ
に
立
つ
こ
と

も
で
き
る。
武
田
薬
品
や
エ

ー
ザ
イ
が
米
バ
イ
オ
企
業
の

買
収
に
多
額
の
資
金
を
投
じ

る
の
は
こ
の
た
め
だ。

大
学
な
ど
と
の
連
携
も
欠

か
せ
な
い。
大
阪
大
学
が
重

い
心
臓
病
患
者
に
再
生
医
療

を
施
し
、
回
復
さ
せ
て
い
る

。

東
京
理
制
大
学
の
チl
ム
は

遺
伝
子
操
作
技
術
を
使
っ
て

効
き
目
を
百
倍
高
め
た
抗
体

医
薬
を
作
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る。

京
都
大
学
の
山
中
伸
弥
教

授
が
作
製
し
たi
p
S

細
胞

を
企
業
が
活
用
す
る
動
き
も

や
産
婦
人
科
に
予
算
を
回
し
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
の
か

で
き
ま
し
た
が
、
う
ま
く
い
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す

。

っ
て
い
ま
せ
ん。
こ
ん
な
に
清

水

老
人
医
療
費
の
財

原
因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

川
淵
市
場
に
任
せ
た
ら
ば
ら
ま
い
て
も
砂
漠
に
水
を
顕
は
ど
う
し
ま
す
か

。

す
。

失
敗
す
る
か
ら
政
府
が
存
在
ま
く
よ
う
な
も
の
で
す

。

川
淵

民
主
党
が
職
業
と

川
測
な
ぜ
、
急
に
医
者
す
る
の
で
す
。

こ
れ
が
医
療
か
年
齢
に
関
係
な
く
、
医
療

が
足
り
な
く
な
っ
た
の
か。

行
政
省
で
す
が
、
国
が

E
E
J
E
E
保
険
制
度
を
一
元
化
す
る
と

二
つ
の
説
が
あ
り
ま
す
。

一
完
全
な
情
報
を
持
っ
て
い
る
言
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ぞ

つ
は
、
二O
O
四
年
度
か
ら
こ
と
が
前
提
で
す
。

清
水

七
十
五
歳
以
上
を
究
極
の
国
民
皆
保
険

。

本
当

始
め
た
臨
床
研
修
制
度
で
お
で
も
、
厚
労
省
は
本
当
に
対
象
に
し
た
後
期
高
齢
者
医
に
で
き
る
な
ら
、
七
十
五
歳

か
し
く
な
っ
た
と
い
う
も
情
報
を
持
っ
て
い
る
の
か。

療
制
度
は
ど
う
で
す
か
。

で
線
を
引
く
必
要
は
な
い
。

の
。

も
う
一
つ
は
、
一
九
九
い
ま
医
師
が
伺
人
働
い
て
い
川
淵
年
金
か
ら
天
引
き
実
は
隷
固
と
台
湾
は
政
治

七
年
の
閣
議
決
定
で
医
師
過
る
か
も
分
か
ら
な
い
の
に
と
い
う
枠
組
み
に
し
た
以
の
リ

ー

ダ
ー

シ
ッ
プ
で
一
元

剰
を
宣
言
し
た
と
こ
ろ
に
、
「
安
心
プ
ラ
ン
」
な
ん
て
言
上
、
そ
も
そ
も
年
金
が
も
っ
化
を
や
っ
た
ん
で
す
よ

。

本

問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
説
で
う
か
ら
、
ま
す
ま
す
不
安
に
の
か
ど
う
か

。

約
六
万
六
千
気
に
な
れ
ば
、
や
れ
る
こ
と
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出
て
い
る。
タ
カ
ラ
バ
イ
オ

は
i
p
S

細
胞
研
究
部
門
を

設
置
し
、
新
し
い
医
療
技
術

の
実
用
化
や
遺
伝
子
療
法
の

改
良
に
着
手
し
た。

今
後
、
日
本
が
生
ん
だ
画

期
的
な
研
究
成
果
を
事
業
化

に
結
び
つ
け
る
た
め
に
も
、

知
財
管
理
の
強
化
や
迅
速
な

許
認
可
と
い
っ
た
環
境
の
整

備
も
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0

8

年
8

月

幻
自

(
土
}

マ
ク
ロ
で
な
く
ミ
ク
ロ
で
見

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

医
師
不
足
も
国
単
位
で
な

く
、
地
域
や
病
院
の
単
位
で

考
え
て
工
夫
す
れ
ば
解
決
で

き
ま
す。

清
水

医
療
の
再
生
へ
策

は
あ
り
ま
す
か。

川
淵
例
え
ば
、
日
本
人

の
三
分
の
一
が
い
ま
、
が
ん

で
死
ん
で
い
る
け
ど
、
将
来

ど
の
く
ら
い
ま
で
減
ら
す
と

か
数
値
目
標
を
疾
患
別
に
設

け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

デ
ー
タ
を
積
み
上
げ
、
あ



医師不足や救急患者のたらい回
し、評判の悪い後期高齢者医療制
度など、日本の医療制度への不安
が高まっています。 どうして 「医
療崩峻」 と呼ばれるような事態を

し
て
い
る
数
で
、
二
九
・
三

万
人
と
一
・

五
万
人
も
多

い
。

伺
人
い
る
か
分
か
ら
な

い
の
だ
か
ら
、
適
切
な
対
策

が
打
て
な
い
。

実
際
、
厚
生
労
働
省
の
研

究
班
は
九
千
人
足
り
な
い

が
、
十
五
年
後
に
は
三0
・

五
万
人
で
均
衡
す
る
と
言

ぃ
、
別
の
研
究
者
は
十
二
万

十
七
万
人
足
り
な
い
と
い

う
具
合
で
す。

清
水
医
師
不
足
は
臨
床

研
修
制
度H
図
@
参
照U
が

JII測医療経済学者

す
。

私
は
そ
れ
ぞ
れ
一
理
あ

る
と
思
い
ま
す。

清
水
い
ず
れ
に
せ
よ
厚

生
行
政
の
ミ
ス
で
す
ね
。

質
ル
}

な
り
ま
す。

清
水
政
府
は
先
月
末
、

「
五
つ
の
安
心
プ
ラ
ン
」
U

図
②
参
照H
を
発
表。
医
師

負
円
の
基
礎
年
金
し
か
も
ら
っ

て
い
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

る
中
で
、
医
療
保
険
料
と
介

護
保
険
桝
を
引
け
る
の
か
。

手
証
明
し
て
い
ま
す
。

清
水
医
続
失
政
は
ど
う

す
れ
ば
止
め
ら
れ
ま
す
か
。

川
測
根
本
的
な
原
因
は

厚
労
省
が
基
礎
的
な
データ

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
で

す
。

だ
か
ら
、
予
算
を
取
る

た
め
の
作
文
は
密
け
て
も
、

中
身
は
ピ
ン
ボ
ケ。

僕
は
医
療
の「見
え
る
化
」

し
か
な
い
と
思
い
ま
す。
ど

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
天
ん
な
地
域
で
、
ど
ん
な
医
療

引
き
に
し
た
が
ゆ
え
に
、
保
機
闘
が
、
ど
ん
な
医
療
を
提

険
料
を
上
げ
に
く
く
な
っ
た
供
し
て
い
る
か
見
え
る
よ
う

こ
と
。

そ
の
分
、
給
付
を
制
に
す
る。
医
療
は
す
ご
く
地

限
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
域
特
性
が
あ
り
、
地
域
に
よ

お
年
寄
り
は
今
ま
で
の
よ
う
っ
て
寂
適
の
医
療
は
違
う

。

担
の

「
見
え
る
化
」
を

か
わ
ぶ
ち
・
こ
う
い
ち
1

9
5
9

一
総
研
主
席
研
究
員
な
ど
を
経
て
、
現
在
、

年
富
山
県
生
ま
れ。
一
橋
大
商
学
部
一
重
尽
医
科
歯
科
大
大
学
院
教
授

。
専
門

卒
。
米
シ
カ
ゴ
大
経
営
大
学
院
修
士
課
一
は
医
療
経
済
学
、
医
療
政
策
、
医
業
経

程
修
了
(M
B
A
)。

民
間
病
院
、
企
一
営
。
蓄
積
に「日
本
の
医
療
が
危
な

業
勤
務
後
、
日
本
福
祉
大
教
捜
や
臼
医
一
い
」
「
医
療
再
生
は
可
能
か
」
な
ど

。

社
説
・
意
見

不
足
解
消
に
向
け
、
産
科
な

ど
の
医
師
へ
の
手
当
支
給
を

打
ち
出
し
ま
し
た。

川
淵
二

O
O
六
年
度
に

も
癒
養
病
床
の
診
癒
報
酬
を

下
げ
て
、
そ
の
分
、
小
児
科

- 救急医療や産科、へき地惨療所の動務~への手当
支1ft制度の創段

・庭料・小児科などの女性医師の厳積を紡ぎ、復耳躍を
支IIするため、院内保育や子育て欄鮫の充実

・医師養成数を抑制していた従来の方針を改め、
必要な医師が硲保できるよう、新たな医師養成の
あり方について、 2008年度中に結泌をまとめる

・ 勤務涯が長時間働かなくても清むよう、短時間正規雇用
や交代動務制などを導入する医療償問を財政支鍾

医師に基本的な惨措置能力を身につけてもらおうと、

2004年度から海入原則として国家総駿合俗後の2
年間に内科、外科、被急部門、小児科、産婦人科、精
神科など必修科を願書長に回り、カを.う
従来は出身大学での研修か通例だったが、この制

度の導入後、定例の多い鉱市吉Eの民間病院を研修
先に選ぶ医師が泊加研修医を信保しづらくなった大
学病院かt~方の公立病院などに派遣していた医師を
引き渇げる動きか相次ぎ、地方の医師不足が加速す
る一因となった

る
べ
き
医
療
の
姿
を
示
し
、

そ
れ
に
か
か
る
医
療
費
を
推

計
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
国

民
に
、
こ
の
く
ら
い
医
墳
の

質
を
上
げ
る
に
は
、
こ
の
く

ら
い
カ
ネ
が
か
か
る
。
だ
か

ら
、
こ
れ
だ
け
負
担
し
て
ほ

し
い
と
説
明
で
き
ま
す
。

国
民
が
い
ま
不
安
に
思
っ

て
い
る
の
は
、
一
体
、
医
痕

に
あ
と
い
く
ら
払
え
ば
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で

す
。

た
だ
足
り
な
い
、
足
り

な
い
で
は
、
国
民
は
右
往
左

往
す
る
だ
け
で
す
。

清
水
政
治
の
役
割
は。

川
淵
官
僚
を
の
せ
て
、

い
ま
話
し
た
よ
う
な
政
策
を

実
現
さ
せ
る
の
が
政
治
家
の

仕
事
で
す。
医
療
保
険
の
一

元
化
も
本
気
な
ら
工
程
表
を

示
す
べ
き
で
す
。
一
九
六
一

年
に
国
民
皆
保
険
を
つ
く
っ

た
時
の
政
権
も
、
で
き
る
の

か
と
思
わ
れ
て
い
た
の
に
、

や
る
ん
だ
と
い
う
意
思
を
示

し
た
。

そ
れ
が
政
治
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。

中
日
新
聞
・
夕
刊

2
0
0
8

年
8

月
刊
日
(
火
)
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県
病
院
局
は
こ
の
ほ
ど
、
昨
年
度
に
県
立

4

病
院

で
起
き
た
医
療
事
故
と
、
実
害
や
治
療
の
必
要
が
な

か
っ
た
も
の
の
医
療
従
事
者
が
危
な
い
と
感
じ
た

「
ヒ
ヤ
リ・
ハ
ッ
ト
事
例
」
の
件
数
を
公
表
し
た
。

医
療
事
故
が7
4
4

件
、
ヒ
ヤ
リ・
ハ
ッ
ト
事
例
は

2
8
1
2

件
で
、
計3
5
5
6

件
に
な
る。
公
表
を

始
め
た
侃
年
度
分
か
ら
相
加
傾
向
に
あ
る

。

公
表
の
対
象
と
な
る
県
立
4

病

院
は
、

心
臓
血
管
、
が
ん
、
精
神

医
療
、
小
児
医
療
の
各
セ
ン
タ

ー
。

手
術
や
処
中
だ
け
で
な

く
、
医
療
に
か
か
わ
る
場
所
で
起

き
た
す
べ
て
の
事
故
や
事
例
を
含

〈メ
モ
〉
県
は
、
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
事
例
を
、

患
者
へ
の
影
響
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
、
o

と
1

の

2

段
階
、
医
療
事
故
を2
5
5
(
3、
4

は
そ
れ

ぞ
れ
a

と
b

に
分
類
)
の6
段
階
に
分
け
て
い

る
。

内
容
は
次
の
通
り。

O
H

医
薬
品
・

器
具
の
不
具
合
な
ど
失
敗
が
あ

っ
た
が
患
者
に
影
響
が
な
か
っ
た
マ
1

H

患
者
に

影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
あ
る
が
実
害
は
な
い
マ

2

H

観
察
強
他
や
検
査
を
し
た
が
処
置
は
し
な
か

っ
た
マ
3
a
H

消
毒
、
鎮
痛
剤
投
与
な
ど
簡
単
な

処
置
を
し
たマ
3
b
H

人
工
呼
吸
鰭
の
装
着
や
手

術
な
ど
手
厚
い
処
置
を
し
たマ4
H

永
続
的
な
障

害
や
後
遺
症
が
残
っ
たマ5
H

死
亡

町
年
度
は
、0
が
3
8
8

件
、
ー
が2
4
2
4

件
、2
が
6
4
5

件
、
3
a

が
河
件
、3
b

は
却

件
、
5

が
1

件
。

4

は
な
か
っ
た
。

昨
年
度
問
件

、、

「
ヒ
ヤ
リ
・ハ
ッ
ト
」
加
件

ん
で
い
る。

「
さ
さ
い
な
こ
と
も

積
極
的
に
報
告
す
る
」
と
い
う
方

針
を
と
っ
て
お
り
、
何
年
度
は

3

3
9
8

件
だ
っ
た。

町
年
度
に
起
き
た
事
故
の
う

ち
、
県
の
ラ
ン
ク
で
最
も
重
い
レ

ベ
ル
5

に
分
類
さ
れ
た1
件
は
、

入
院
患
者
が
病
室
で
自
殺
し
た
事

故
だ
っ
た。
病
院
側
は
「退
院
後

の
生
活
の
不
安
が
要
因
に
な
っ
た

可
能
性
が
あ
る
」
と
推
定
し
、

「
不
安
感
の
強
い
患
者
の
場
合

は
、
訴
え
を
よ
く
聴
き
、
看
護
室

に
近
い
部
屋
に
移
し
、
巡
回
を
強

化
す
る
」
と
い
う
対
応
策
を
打
ち

出
し
た。

次
い
で
、
レ
ベ
ル3b
が
却
件

あ
っ
た
。

「
腹
水
を
と
る
た
め
に

第
五
っ
た
使
い
捨
て
費
を

腹
腔
内
に
残
し
た
」
と
い
う
事
故

で
は
、
「使
い
捨
て
物
品
も
点
検

リ
ス
ト
に
入
れ
、
開
腹
時
は
医
師

と
看
護
師
が
一
緒
に
物
品
の
回
収

確
認
を
行
う
」
と
い
う
対
策
を
決

め
た
。

手
術
中
や
処
置
中
以
外
で
も
、

「
患
者
が1
人
で
ス
リ
ッ
パ
で
ト

イ
レ
に
行
っ
た
際
、
転
倒
し
て
足

を
骨
折
し
た
」
と
い
う
事
故
が
あ

っ
た。こ

う
し
た
事
故
や
事
例
を
公
表

す
る
こ
と
で
、
医
療
現
場
に
潜
む

様
々
な
危
険
を
知
り
、
防
止
す
る

の
が
ね
ら
い。

各
病
院
で
は
毎

月
、
医
療
安
全
管
理
委
員
会
を
聞

き
、
現
場
か
ら
報
告
さ
れ
た
事
故

.

事
例
の
分
析
や
再
発
防
止
策
を

検
討
し
て
い
る
と
い
う
。

開
年
度
に
は
、
看
護
師
が
医
療

機
様
の
使
い
方
を
知
ら
ず
、
誤
っ

た
使
い
方
を
し
た
例
が
あ
っ
た

。

防
止
策
を
考
え
た
結
果
、
臨
床
工

学
技
士
が
定
期
的
に
院
内
で
織
録

の
使
い
方
の
講
習
を
行
う
よ
う
に

し
た
。県

病
院
局
に
よ
る
と
、
事
故
・

事
例
を
レ
ベ
ル
別
に
分
類
し
て
報

告
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
医
療

従
事
者
も
、
患
者
が
死
亡
し
た

り
、
異
変
が
起
き
た
り
し
た
揚
合

は
群
し
く
検
証
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

そ
の
結
果
、
個
々
の
治
療
に

伴
う
危
険
性
に
つ
い
て
、
患
者
や

家
族
に
対
し
て
も
、
具
体
的
な
説

明
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。

朝

日

(
群
馬
}・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
お
日

(
月
)
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医療事故

圃圃圃圃圃・・

酸
化
炭
を
誤
投
与

福
岡
・
八
女

公
立
病
院

2

患
者
死
亡
「
関
係
薄
い
」

福
岡
県
八
女
市
の
公
立一企
業
長
)
は
釘
目
、
患
者一酸
素
と
誤
っ
て
二
酸
化
炭

八
女
総
合
病
院
(
吉
田
博一2
人
の
緊
急
手
術
の
際
、一索
を
吸
入
さ
せ
、2
人
はdr 

医
療
安
全
管
理

そ
の
後
死
亡
し
た
と
発
表

し
た
。
病
院
は
こ
の
医
療

事
故
を
受
け
て
対
策
委
員

会
を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
医
師
法
に
基
づ
い
て

県
笹
八
女
署
に
死
亡
の
経

緯
を
届
け
た
。
病
院
側
は

酸
素
の
ボ
ン
ベ
(
左
)
と
二
酸

化
炭
紫
の
ボ
ン
ベ
を
時
へ
な
が

h
h
tミス
の
状
況
に
つ
い
て
説
明

す
る
平
山
鎌
司
事
務
部
長
(
左
)

圭
昌
博
企
業
長H
福
岡
県
八

女
市
の
公
立
八
女
総
合
病
院
で

幻
日
午
後4
時
お
分
、
徳
野
仁

子
撮
臨
時

「
二
酸
化
炭
素
の
吸
入
は

ご
く
短
時
間
で
、
死
亡
と

の
関
係
性
は
薄
い
」
と
し

て
い
る
。

病
院
に
よ
る
と
、M
日

午
前
3

時
回
分
ご
ろ
、
大

腸
が
ん
で
入
院
中
に
危
篤

状
態
に
な
っ
た
叩
代
男
性

患
者
を
手
術
室
に
運
ん

だ
。
そ
の
際
、
手
術
室
内

の
移
動
時
に
使
う
専
用
の

酸
素
ボ
ン
ベ
が
空
に
な
っ

て
い
る
と
と
を
確
認
。
加

代
の
女
性
看
護
師
が
誤
っ

て
持
っ
て
き
た
二
酸
化
炭

素
の
ボ
ン
べ
を
つ
な
ぎ
、

入
り
口
か
ち
手
術
台
ま
で

の
約
加M
を
二
酸
化
炭
素

を
吸
入
さ
せ
な
が
ち
運
ん

だ
。
当
時
、
周
囲
に
は
と

の
看
護
師
を
含
め3
人
の

ス
タ
ッ
フ
が
い
た
が
、
ミ

ス
に
気
付
か
な
か
っ
た
と

い
う
。

さ
ら
に
、
同
日
午
後
6

時
ご
ろ
、
転
倒
し
て
頭
を

打
ち
、
鍛
送
さ
れ
て
き
た

重
傷
の
加
代
男
性
患
者
を

手
術
を
す
る
際
も
、
誤
っ

て
と
の
二
酸
化
炭
素
ボ
ン

ベ
を
取
り
付
け
、
手
術
室

内
の
入
り
口
と
手
術
台
の

聞
を
運
ん
だ
と
い
う
。

叩
代
男
性
は
手
術
前

に
、
加
代
男
性
は
翌
お
日

に
死
亡
し
た
。

病
院
に
よ
る
と
、
ボ
ン

ベ
は
両
方
と
も
長
さ
約
叩

吋
で
同
じ
大
き
さ
だ
が
、

酸
素
は
黒
色
、
二
酸
化
炭

素
は
緑
色
と
色
分
け
さ
れ

て
い
た
。
病
院
側
は
「
緊

急
事
態
で
焦
っ
て
取
り

違
え
た
の
だ
ろ
う
。

本

来
気
付
く
べ
き
だ
が
、

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
」
と
釈
明
し
て
い

る
。

ボ
ン
ベ
の
取
り
違
え

は
、
手
術
室
担
当
の
看
護

師
長
が
羽
田
に
、
手
術
室

内
に
あ
っ
た
二
酸
化
炭
素

ボ
ン
ベ
に
、
酸
素
を
調
節

す
る
た
め
の
流
量
計
が
取

り
付
け
ろ
れ
て
い
た
と
と

か
ら
気
付
い
て
発
覚
し

た
。病

院
側
は
、
二
酸
化
炭

素
ボ
ン
ベ
に
、
酸
素
を

送
る
た
め
の
流
量
計
を

接
続
で
き
な
い
よ
う
口

径
を
変
え
る
な
ど
の
対
策

を
行
う
と
と
に
し
て
い

る
。2

人
の
遺
族
に
は
、
吉

田
企
業
長
ち
が
説
明
し
て

謝
罪
し
た
と
い
う
。

【丸
山
宗
一
郎】

毎

日
(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
お
日
(
木)
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注
射M分
後

本
紙
が
県
に

情
報
公
開
請
求

経
過
明
ら
か
に

同・.. 
~‘・・同

多色EF

~巴
扱霊

青
森
市
の
あ
お
も
り
協
立
病
院
で

7

月
、
不
整

脈
で
入
院
中
の
叩
代
男
性
が
麻
酔
薬
イ
ソ
ゾ

l

ル

を
投
与
後
に
意
識
が
戻
ら
な
く
な
っ
た
医
療
事
故

で
、
当
日
の
詳
細
な
経
過
が
、
朝
日
新
聞
社
の
情

報
公
開
情
求
に
対
し
て
県
が
開
示
し
た
文
曾
で
わ

か
っ
た
。

県が開示した、あおもり協立病院の
報告書

(
西
川
迅
)

.1 1 時42分ごろ起こったこと

-心電図モニターのアラーム鳴る

.患者の心拍数38

. 00は「異常である」と病室へ走った

・ 患者は意識消失、全身チアノーゼ状

態

.大声で呼びかけナースコールで応鐙

呼ぶ

・ 呼吸停止、即時心臓マッサージ開始

.諮め所で全スタ ッフに病室へと指示

.心電図モニターの記録を開始

・ 看護舗が主治医へ院内PHSで連絡

.別の看護師が家族に電話連絡

・ 看護師が患者を高度治療室へ搬送

・ 主治医が気管内帰管、人工呼吸

・ 自己心拍再開徹認

(同病院の報告

文
書
は
、
同
病
院
が
県
医
療
兼

務
課
に
提
出
し
た
「
『
イ
ソ
ゾ

l

ル
際
注
射
事
故
』
の
経
過
報
告

曾
」
。7
月
お
日
付
で
計2
m
1
。

同
日
ま
で
に
、
家
族
へ
の
樹
揮
と

説
明
は4
回
あ
っ
た
と
い
う
。

「
特
定
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
、
一
部
が
国
間
塗
り

さ
れ
た
。
患
者
の
年
齢
や
関
係
者

の
名
前
と
み
ら
れ
る
部
分
の
ほ

か
、
「
入
院
ま
で
の
経
過
」
も
全

4

行
が
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
。

〈
入
院
か
ら
事故
前
固
ま
で
の

経
過
〉
に
よ
る
と
、
主
治
医
ら
は

薬
で
心
拍
の
管
理
は
で
き
な
い
と

判
断
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
治
療
で
あ

る
「
除
細
動
」
を
す
る
こ
と
に
し

た
。
7

月
9

目
、
患
者
と
家
族
に

除
細
動
の
内
容
を
説
明
し
同
意
書

を
得
た
。
翌
日
日
午
後
4

時
ご
ろ

実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
。

報
告
曾
は
事
故
当
日
の
経
過
を

から作成)

望号 3TZ 在意病整 E 主主家事霞む繁華き号き〈皇室芸ヨ主事費午霊

iijii iiifi i!iii 宍 ii;i!iiii;!??i!
尊民正長沼雲史書会話可語表 2372長野雲54?27喜与
え全民55S議設省審255L7言語TS72j 主主 5

堅持古里皇言語毒薬3Fむき同ZZZEF号き義援空襲 栄
季、?25害訴53霊拐容蓄なた腹を在ン霊 養

S315話需品;;語itFiii雪詮ii 夏開
準iFiiiiE童話量pri謀議悼i? をれ

朝

日
{
青
森
}
・

朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
m
目
(
水
)

朝
日
(
神
奈
川
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
初
日
{
土
)
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医療事故

全国273病院

「
医
療故
ゼ
ロ

"--

2 
書岨

厚
労
省
、
報
告
徹
底
を
通
知

医
療
法
に
基
づ
き
大
学

病
院
や
国
立
病
院
機
構
の

病
院
な
ど
に
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
医
療
事
故
報
告

に
つ
い
て
、
制
度
が
始
ま

っ
た
悦
年
叩
月
か
ら
昨
年

3

月
ま
で
の2
年
半
で
、

1

件
の
報
告
も
な
か
っ
た

病
院
が
約2
割
に
上
る
と

と
が
、
財
団
法
人
日
本
医

療
機
能
評
価
機
構
の
ま
と

め
で
分
か
っ
た
。
厚
生
労

働
省
は
病
院
側
が
届
ぴ
出

を
怠
っ
て
い
る
可
能
性
も

あ
る
と
し
て
、1
日
付
で

各
病
院
に
墾
ロ
の
徹
底
を

求
め
る
通
知
を
出
し
た
。

報
告
義
務
が
あ
る
の
は

全
国
2
7
3

病
院
。
医
療

医
療
安
全
管
理

行
為
や
管
理
の
ミ
ス
で
患

者
が
死
亡
・

負
傷
し
た

り
、
そ
の
疑
い
が
あ
る
ケ

ー
ス
な
ど
が
対
象
で
、
予

期
し
な
い
合
併
症
や
入
院

患
者
の
転
倒
な
ど
も
含
ま

れ
る
。
2

年
半
の
届
け
出

件
数
は
、1
5

叩
件
が1

3
4

病
院
、
日s
m
件
が

日
病
院
で
、2
0
0

件
以

上
も
2

病
院
あ
っ
た
。
一

方
で
、
約2
創
の
臼
施
設

は
報
告
が
な
か
っ
た
。
事

故
報
告
は
問
機
構
が
病
院

名
な
ど
を
伏
せ
て
統
計
処

理
し
、
多
発
し
て
い
る
ケ

ー
ス
を
紹
介
し
再
発
防
止

に
役
立
て
る
。
報
告
義
務

違
反
に
罰
則
は
な
い
。

厚
労
省
医
療
安
全
推
進

室
は
「
報
告
す
べ
き
事
例

が
1

件
も
な
い
と
は
考
え

に
く
い
」
と
指
摘
す
る
。

厚
労
省
が
導
入
を
検
討
し

て
い
る
死
因
究
明
の
第
三

者
機
関
「
医
療
安
全
調
査

委
員
会
」
は
、
乙
の
事
故

報
告
と
同
様
の
届
げ
出
方

法
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
「
医
療
機
闘
が
正
し

く
報
告
し
て
く
れ
な
い

と
、
新
制
度
の
信
頼
も
揺

ら
ぐ
」
と
懸
念
し
て
い
る
。

【清
水
健
二】

毎

日

(
東
京
)・
h
y刊

2
0
0
8

年
9

月
3

日
{
水
)

医
療
事
故

医
療
事
故
が
起
き
た
際
、
調
査
委
員

会
を
設
置
し
た
病
院
の
約
三
分
の
こ
は

院
内
の
関
係
者
だ
け
で
調
査
し
て
い
る

こ
と
が
二
日
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
の

調
査
で
分
か
っ
た
。

調
査
方
法
や
患
者

日
弁
連
謁
べ

対
応
に
不
十
分
な
点
も
目
立
っ
た

。

日

弁
連
は
「客
観
的
な
調
査
の
た
め
に
基

準
が
必
要
」
と
し
て
、
外
部
委
員
の
選

考
方
法
な
ど
事
盛
り
込
ん
だ
院
内
事
故

調
査
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
ハ
企
表
し
た

。

調
査
は
今
年
四
月
、
ベ
ッ

ド
数
三
百
床
以
上
の
大
病
院

千
三
十
七
病
院
を
対
象
に
実

施
、
二
百
七
十
五
施
設
(二

六
・
五
%
)
か
ら
回
答
が
あ

っ
た
。

施
設
当
た
り
十
件
程
度
の
調

査
を
行
っ
て
い
た
。

設
置
目
的
(
複
数
回
答
)

で
最
も
多
い
の
は「真
相
究

明
」
で
百
九
十
一
施
設
。

続

い
て
「再
発
防
止」
(
百
八

十
六
施
設
)
、
「患
者
・

家

族
の
納
得」
(
百
四
十二施

設
)
だ
っ
た。

公
平
性
や
透
明
性
の
た
め

に
院
外
の
専
門
家
や
弁
護
士

な
ど
「外
部
委
員
を入
れ
る

べ
き
だ」
と
の
回
答
は
、
百

六
十
八
施
設
で六
割
を
趨
え

た
。

し
か
し
、
設
置
経
験
の

あ
る
施
設
の
う
ち
、
外
部
委

員
を
加
え
た
の
は六
十
六
施

政
(
三
一了
四
%
)
に
と
ど

ま
り
、
三
分
の
こ
はN
身
内
M

の
み
の
調
歪
だっ
た
。

調
査
委
の
殴
置
自
体
を
説

明
し
な
か
っ
た
施
設
も
五
十

身
内
調
査6
割

患者に聞き取り
4割が実施せず

調
査
察
の
設
置
経
験
が
あ

っ
た
の
は
二
百
四
施
設(七

四
二

一%
)
。
過
去
三
年
間

で
実
施
し
た
事
故
鯛
査
件
数

は
千
九
百
三
十六件
に
上
っ

て
お
り
、
単
純
計
算
で
は
一

五
施
設
(二
七
・

O
%
)
あ

っ
た。

患
者
・
家
族
か
ら
聞

き
取
り
調
査
を
し
て
い
な
い

施
叡
も
八
十三
施
設
(
四0

・

七
%
)
あ
り
、
患
者
側
の

疑
問
に
答
え
よ
-
?
と
し
な
い

ケ
I

ス
も
多
かっ
た
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は「
公

正
性
、
透
明
性
な
ど
を
確
保

す
る
た
め
外
部
委
員
を
入
れ

た
院
内
調
査
蚕
員
会
を設

置
す
る
の
が
愚
適」と
し
た

う
え
で
、
外
部
委
員
の
選
考

葛
準
の
ほ
か
、
調
査
項
目
や

分
析
方
法
、
患
者
側
へ
の
対

応
方
法
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ。
日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
m
月
3

日

(金
)
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医
療
安
全
管
理

問
一

r 

救
急
搬
送
の
遅
れ

m
万
円
で
和
解

千
葉
・
流
山
市
と
遺
族

千
葉
県
流
山
市
内
で
オ
ー
ト

バ
イ
事
故
を
起
こ
し
た
男
性
ア

ル
バ
イ
ト
店
員
(
当
時
間
歳
)
が

死
亡
し
た
の
は
、
救
急
搬
送
の

遅
れ
が
一
因
に
な
っ
た
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
、
遺
族
が
岡
市

を
相
手
取
り
、1
2
0
0

万
円

の
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
の

和
解
協
議
が
お
目
、
千
葉
地
裁

松
戸
支
部
(
岡
本
岳
裁
判
長
)

で
あ
り
、
市
側
が
「
救
急
搬
送 が

速
や
か
に
行
わ
れ
な
か
っ

た
」
と
認
め
て1
0
0

万
円
を

支
払
う
こ
と
で
和
解
が
成
立
し

た
。
総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、

救
急
搬
送
の
遅
れ
を
巡
る
訴
訟

で
自
治
体
が
和
解
に
応
じ
た
ケ

ー
ス
は
珍
し
い
と
い
う。

訴
状
に
よ
る
と
、
男
性
は2

0
0
3

年
1

月
6

日
午
前1
時

円
分
ご
ろ
、
市
道
で
転
倒
、
出

血
性
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で
約7
時

間
後
に
死
亡
し
た
。
救
急
隊
は

午
前
1

時
四
分
に
現
場
に
到
着

し
た
が
、
病
院
へ
の
搬
送
開
始

は
、
母
親
(
柑
)
が
到
着
し
た
後

患
者
同
意
と
ら
ず
手
術

豊
橋
市
民
病
院
刷
万
円
賠
償
ヘ

大
腸
の
ポ
リl
プ
の
切
除
手
術

の
際
、
患
者
か
ら
手
術
の
同
意
曾

の
署
名
を
得
て
い
な
か
っ
た
な
ど

と
し
て
、
豊
橋
市
民
病
院
は
却

日
、
岡
市
内
の
男
性
患
者
(
白
)
に

5
0
0

万
円
の
損
害
賠
償
金
を
支

払
う
と
発
表
し
た。
市
議
会9
月

定
例
会
の
議
決
を
経
て
正
式
な
和

解
手
続
き
に
入
る
と
い
う
。

同
市
民
病
院
に
よ
る
と
、
男
性

は
昨
年3
月
、
大
腸
に
で
き
た
三

つ
の
ポ
リi
プ
を
切
除
す
る
手
術

を
受
砂
た
。
翌
日
、
腹
痛
を
訴

え
、
市
民
病
院
で
検
査
し
た
と
こ

ろ
、
遅
発
性
の
合
併
症
に
よ
り
、

手
術
し
た3
カ
所
の
う
ち1
カ
所

で
穴
が
開K
快
腸
穿
孔
と
診
断
さ

れ
、
人
工
紅
門
を
取
り
付
け
る
緊

急
手
術
を
受
け
た
。

男
性
は
同7
月
に
人
工
区
門
を

取
り
除
く
手
術
を
受
け
、
そ
の
後

退
院
し
た
が
、
食
欲
不
振
な
ど
の の

午
前
2

時
叩
分。
け
が
の
確

認
に
問
分
を
要
し
た
と
し
て

も
、
引
分
遅
れ
た
と
し
て
い
る
。

市
側
は
「
男
性
は
飲
酒
運
転

の
可
能
性
が
あ
り
、
病
院
側
の

引
き
受
け
が
難
し
く
な
る
恐
れ

が
あ
っ
た
の
で
、
家
族
の
到
着

を
待
っ
た
」
と
主
張
し
て
い
た

が
、
地
裁
が
和
解
を
勧
告
し
て

い
た
。

ポ冨
引売
2 東
品|き

剖朝

心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害(
P

T
S
D
)を
訴
え
、
同
病
院
の
神

経
税
に
通
院
し
て
い
る
と
い
う

。

男
性
は
昨
年
四
月
、
「
医
療
ミ

ス
」
と
市
民
病
院
を
訪
れ
説
明
や

慰
謝
料
な
ど
を
求
め
た
。

県
弁
護

士
会
紛
争
解
決
セ
ン
タ
ー
の
伸
介

で
、
今
年8
月
、
市
民
病
院
か
ら
男

性
に
損
害
賠
償5
0
0

万
円
を
支

払
う
こ
と
で
和
解
し
た
と
い
う

。

ホ石
引H
A き
剖朝

医療ミス 4捌万円賠償
患者に手足障害県立厚生病院

点
滴
後
に
障
害

和
解
金
支
払
い

大
阪
・
八
尾
市
立
病
院

県
立
厚
生
病
院
(
倉
吉
市
東

昭
和
町
)
は2
日
、
医
療
ミ
ス

で
手
足
に
障
害
が
残
っ
た
北
栄

町
の
患
者
に
慰
謝
料
や
医
療
貨

な
ど
計
約45
0
0

万
円
を
損
害

賠
償
と
し
て
支
払
う
と
発
表
し

た
。

前
回
迫
郎
院
長
は
「
患
者
や

家
族
に
多
大
な
苦
し
み
を
与
え
て

申
し
訳
な
い
」
と
会
見
で
謝
罪
し

同
院
は
何
年3
月
に
首
の
椎
間

概
ヘ
ル
ニ
ア
で
手
足
の
し
び
れ
な

ど
を
訴
え
た
患
者
に
ヘ
ル
ニ
ア
の

一
部
を
取
り
除
く
手
術
を

2

回
し

た
が
、
手
術
後
に
脊
髄
が
腫
れ
た

月
に
女
性
側
と
和
解
し
解
決
金

6

8
0
0

万
円
を
支
払
っ
た
、
と
発

表
し
た
。
病
院
に
よ
る
と
、
叩
年

2

月
に
胃
が
ん
手
術
を
し
た
女
性

が
退
院
後
、
食
事
を
と
れ
な
く
な

っ
て
同4
月
に
再
び
入
院

。

栄
養

失
調
の
状
態
に
な
っ
た
た
め
病
院

は
同
5

月
末
か
ら
高
カ
ロ
リ
ー
輸

液
の
点
滴
を
始
め
た

。

し
か
し5

日
後
に
女
性
の
意
識
レ
ベ
ル
が
低

下
し
、
高
次
脳
機
能
障
害
と
診
断

大
阪
府
八
尾
市
は
8

目
、
市
立

病
院
に
入
院
中
の
女
性
患
者
(
訂
)

が
何
年
、
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
点

滴
を
し
た
後
、
血
糖
値
の
適
切
な

管
理
を
怠
っ
た
た
め
高
次
脳
機
能

障
害
な
ど
に
な
っ
た
と
し
て
、

8

ll 

104 

影
響
で
両
手
足
に
ま
ひ
が
生
じ

た
。

一
時
は
手
術
に
よ
る
合
併
症

と
み
て
リ
ハ
ビ
リ
を
腕
け
た
が
、

回
復
の
見
込
み
が
少
な
い
こ
と
か

ら
手
術
に
つ
い
て
再
調
査
し
、
手

術
に
何
ら
か
の
ミ
ス
が
あ
っ
た
と

し
て
賠
償
金
を
支
払
う
こ
と
で
患

者
と
和
解
し
た
と
い
う

。

賠
償
金

は
、
県
議
会
の
議
決
を
へ
て
同
院

が
契
約
し
て
い
る
民
間
医
療
保
険

会
社
か
ら
支
払
わ
れ
る

。

τfii 
gE 
gE 

Hi 

さ
れ
、
右
足
が
壊
死
し
て
切
断
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
田

代
の
男
性
舛
耕
医
は
女
性
の
血
糖

値
を
測
定
す
る
の
を
忘
れ
、
か
な

り
の
高
血
糖
状
態
に
な
っ
た
こ
と

に
気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う

。

(
北
村
哲
朗
)

明石

与 R
55 
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三室病院
研修医死亡

三
郷
町
三
宅
の
県
立
三
室
病

院
で
平
成
十
六
年
一
月
、
同
病

院
研
修
医
(
当
時
二
十
六
歳
)

が
研
修
中
に
心
室
細
動
を
苑
症

し
死
亡
し
た
草
案
に
つ
い
て
遺

族
が
起
こ
し
た
損
轡
賠
償
を
求

め
る
裁
判
で
、
県
が
八
千
三
百

万
円
を
支
払
う
こ
と
で
和
解
す

る
こ
と
に
な
り
十
一
日
、
発
表

し
た
。
九
月
定
例
県
臨
師
会
に
提

築
す
る
。
県
医
療
管
理
謀
は
「
長

時
間
に
わ
た
り
過
擾
な
負
担
が

あ
っ
たv
p
ほ
認
め
、
和
解
に

応
じ
る
」
と
し
て
い
る
。

亡
く
な
っ
た
研
修
医
は
、
平

成
十
五
年
四
月
か
ら
三
室
病
院

で
研
修
し
て
い
た
。
土
ハ
年
一

月
八
日
午
前
中
に
病
院
で
の
研

修
後
、
(
前
日
か
ら
)
熱
が
あ

る
た
め
診
察
を
受
け
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
と
診
断
さ
れ
、
敷
地
内

に
あ
る
宿
舎
に
午
後一時
三
十

分
ご
ろ
帰
宅
。
向
日
午
後
五
時

訟

一

訴

一

療

一

医

/医
療
安
全
管
理

し
て
健
康診
断
の
実
施
や
検
宣

を
勧
め
る
な
ど
の
燥
の
対
応
が

お
お
む
ね
評
価
さ
れ
た
内
容
。

県
は
安
全
配
慮
義
務
の
贋
行
が

不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
織

し
和
解
に
応
じ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
県
で
は、

今
後
再
発
防
止

策
と
し
て
指
導
医
が
月
一
回
研

修
医
と
面
談
し
、
心
身
の
管
理

に
努
め
る
よ
う
に
し
た
と
い

う
。
ま
た
、
同
病
院
で
は
研
修

医
に
対
し
月
八
十
時
間
を
超
え

た
時
間
外
の
拘
束
は
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
同
病
院
の
橋

本
俊
雄
院
長
は
「
熱
心
な
前
途

あ
る
研
修
医
だ
っ
た
。
残
念
で

申
し
訳
な
い
気
持
ち
」
と
話
し

て
い
る
。

医
師
の
過
失
を
認
め

卯
万
円
支
払
い
命
令

医
療
過
誤
訴
訟
で
地
裁

新
生
児
が
仮
死
状
態
だ
っ
た
の

は
出
産
時
に
適
切
な
措
置
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
な
ど
と
し
て
、

板
野
郡
の
女
性
が
北
島
町
の
産
婦

人
税
医
に
慰
謝
料
約
5
4
4
2

万

円
を
求
め
た
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

の
判
決
が
ロ
目
、
徳
島
地
裁
で
あ

り
、
黒
野
功
久
裁
判
長
は
、
整
ロ

の
過
失
を
一
部
認
め
て
叩
万
円
の

支
払
い
を
命
じ
た
。

訴
え
に
よ
る
と
、
女
性
は
凶
年

日
月
、
出
産
時
に
逆
子
と
み
ら
れ

た
の
に
、
医
思
議
誘
発
剤
の

投
与
を
続
け
た
た
め
、
へ
そ
の
緒

が
圧
迫
さ
れ
た。
帝
王
切
開
を
し

た
が
仮
死
状
態
で
生
ま
れ
、
約


年
後
に
死
亡
。
さ
ら
に
、
手
術
時

に
母
体
内
に
タ
オ
ル
が
残
っ
て
い

た
と
さ
れ
る
。

判
決
で
は
、
実
際
は
逆
子
で
は

な
く
、
分
娩
誘
発
剤
の
使
用
や
帝

王
切
開
を
選
択
し
た
こ
と
に
過
失

は
な
い
と
し
、
タ
オ
ル
を
置
き
忘

れ
た
過
失
を
認
め
た
。

県
、
過
重
負
担
認
め
る

四
十
分
ご
ろ
、
宿
舎
で
心
室
細

動
を
発
症
レ
緊
急
入
院
。
翌
日、

同
病
院
で
亡
く
な
っ
た
と
い

う
。研

修
医
の
時
間
外
の
拘
束
時

間
は
十
五
年
十
月
か
ら
十
二
月

ま
で
の
三
カ
月
平
均
で
百
十
四

時
間
。
十
月
は
多
く
百
三
十
九

時
間
だ
っ
た
。
ほ
か
に
当
直
勤

務
が
月
三
回
(
八
1

十
六
時
間
)

あ
っ
た
。

研
修
医
の
両
親
は
、
長
時
聞

か
つ
精
神
的
緊
張
の
高
い
過
重

労
働
が
死
因
の
心
室
細
動
に
歪

ら
し
め
た
と
し
て
、
平
成
十
八

年
五
月
十
九
日
に
奈
良
地
裁
に

損
害
賠
償
請
求
を
提
訴
。
同
年

十
二
月
に
は、
公
務
員
の
労
災

認
定
で
あ
る
公
務
災
害
に
認
定

さ
れ
た
。
今
年
七
月
、
奈
良
地

裁
か
ら
和
解
案
と
し
て
八
千
三

百
万
円
が
提
雪
己
れ
だ

和
解
案
は
、
安
全
配
慮
に
関 奈

良
新
聞
・
関

2
0
0
8

年
9

月
刊
は
目
(
金
)

朝

日
{
徳
島
}
・

朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
市
日
(
之
)

県
立
広
島
病
院
の

ミ
ス
で
男
性
死
亡

側
万円
賠
償
へ

県
立
広
島
病
院
(
広
島
市
南

区
)
で
昨
年1
月
、
広
島
市
内

の
刊
歳
代
の
男
性
患
者
が
気
管

を
切
開
す
る
手
術
を
受
け
た

際
、
血
管
を
傷
つ
け
ら
れ
、
大

量
出
血
し
て
死
亡
す
る
医
療
事

故
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
県
と
病
院
は
ミ
ス
を

認
め
、
遺
族
に
対
し
て
約
2
8

0
0

万
円
を
賠
償
す
る
。

県
に
よ
る
と、
男
性
医
師
が、

別
の
手
術
を
受
け
た
男
性
の
術

後
処
置
と
し
て
人
工
呼
吸
器
を

取
り
つ
げ
る
手
術
を
実施。
医

師
は
気
管
を
切
開
し
て
人
工
呼

吸
器
の
管
を
気
管
に
通
そ
-
?
と

し
た
が
外
れ
、
一
再
び
通
す
際
に

気
管
近
く
の
血
管
を
傷
付
け

た
。
県
と
病
院
は
遺
族
に
謝
罪

し
、
損
害
賠
償
を
支
払
う
こ
と

で
合
意
し
た
と
い
う
。

大
演
紘
三
院
長
は
「
懸
命
の

医
療
を
尽
く
し
た
が
、
残
念
だ
。

今
後
は
確
認
作
業
の
徹
底
な

ど
、
再
発
防
止
策
の
強
化
に
努

め
る
」
と
し
て
い
る
。

売
{
広
島
了
間
一

2
0
0
8

年
9

月
日
同
日
(
日
)

読
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医
療
安
全
管
理

一一大
野
病
院
事
件

産科医療見直す契機に

無
罪
判
決
か
ら
1

週
間

医
療
界
が
注
目
し
た
福
島
県
立
大
野
病
院
事
件
の
無
罪
判

決
か
ら
一
週
間
が
過
キ
注
ん

。

患
者
の
権
利
に
基
づ
く
医
療
改

善
を
掲
げ
るN
P
O

法
人
「患
者
の
た
め
の
医
療
ネ
ッ
ト」

の
会
員
と
し
て
医
療
事
故
問
題
に
も
携
わ
る
粂
和
彦

・
熊
本

大
准
教
授
(医
師
)
に
、
同
事
件
の
影
響
や
今
後
の
課
題
を

聞
い
た
。
(

田
端
美
務
)

粂
・
熊
大
准
教
授
に
聞
く

ー

複
数
の
医
学
会
が
、
今
回

の
無
罪
判
決
を「妥
当
な
判
決」

と
み
て
い
ま
す。
判
決
を
ど
う

受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

「基
本
的
に
妥
当
な
判
決
だ
。

医
療
と
い
う
の
は
百
点
と
容
点

だ
け
で
は
な
く
、
零
点
か
ら
百

点
ま
で
あ
る
も
の
だ
。

説
明
の

仕
方
が
惑
い
、
手
術
が
長
く
か

か
っ
た
、
出
血
が
多
か
っ
た
場

合
な
ど
が
減
点
の
対
象
。

万
人

が
み
て
も
絶
対
、
不
合
絡
と
い

う
ラ
イ
ン
が
あ
る
と
し
た
ら
、

消
毒
液
を
間
違
っ
て
点
滴
し
た

り
、
患
者
を
取
り
違
え
て
手
術

す
る
よ
う
な
ケ
!
ス
で
は
な
い

か
。

こ
れ
は
誰
が
採
点
し
て
も

三
十
点
以
下
の
医
療
で
、
刑
事 罰

に
間
わ
れ
で
も
彊
付
法
で
は

仕
方
が
な
い。
今
回
の
事
件
は
、

出
血
が
多
く
患
者
が
亡
く
な
っ

て
い
る
以
上
、
減
点
の
部
分
も

あ
っ
た
と
思
う。
し
か
し
、
明

ら
か
に
ミ
ス
を
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
三
十
点
以
下
の
医
療
で

は
な
い
」

ー

通
常
の
医
療
行
為
の
延
長

で
医
師
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と

で
、
リ
ス
ク
の
高
い
患
者
に
対

す
る
「萎
縮
医
療
」
が
進
み
、

産
税
医
不
足
に
拍
車
を
か
け
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「逮
捕
さ
れ
た
医
師
は気
の

毒
だ
が
、
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
ば

か
り
で
は
な
い。
医
療
界
が自

分
た
ち
に
対
す
る
不
信
の
目

第

「 者調
志の
萎 相
事 談
声 援
議 関
重 必
人要
き

ゃ
、
全
国
の
産
税
医
療
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
考

え
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た」

「今
回
の
事
件
の
産
税
医
は
、

『
一
人
医
長』
と
し
て
一
人
で

診
療
を
行
っ
て
き
た。
福
島
医

大
は
事
件
を
機
に
一
部
関
連
病

院
で
の
診
療
を
中
止
し
、
多
く

の
関
連
病
院
を一人
か
ら
二
人

体
制
に
し
た。
そ
の
結
果
、
一

部
の
地
域
で
は
確
か
に
不
便

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ

れ
を
H

医
療
崩
懐H
と
み
な
す

こ
と
も
で
当
」
る
。

し
か
し
逆
に
、

医
師
一
人
の
危
な
い
と
こ
ろ

が
減
り
、
集
約
化
が
進
み
、
よ

り
質
の
高
い
安
全
な
医
療
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
面
も
あ

る
」

厚
生
労
働
省
が
九
月
の
臨

時
国
会
で
、
医
療
死
亡
事
故
の

原
因
究
明
に当
た
る
中
立
機
関

と
し
て
「医
療
安
全
調
査
委
員

会
(
仮
称
)
」
の
設
置
法
案
を

/ 〈
〉福
島
県
立大
野
病

…

ぶ
院
事
件

福
島
県
大
熊

一
町
の
県
立
大
野
病
院
で

…

ザA
2
0
0
4

年
、
帝
王
切

e

l

開
で
出
産
し
た
女
性
が

.
F
L
F
死
亡。
子
ど
も
は
助
か

…
っ
た。

県
の
調
査
委
員
会
が
医

療
過
誤
を
認
め
る
報
告
書
を
公

表
、
こ
れ
が
捜
査
の
端
緒
に
な

.

っ
た。

県
警
は
、
出
血
多
量
な

提
出
す
る
予
定
で
す
。

「蚕
員
会
は
早
急
に
設
置
す

べ
き
だ。
患
者
・

遺
族
側
が
医

療
に
何
ら
か
の
疑
問
を
持
っ
て

い
た
場
合
、
民
事
で
も
刑
事
で

も
な
い
第
三
者
機
関
に
相
談
で

き
る
仕
組
み
は
必
要。
医
療
事

故
の
場
合
、
い
っ
た
ん
医
療
に

向
げ
ら
れ
た
不
信
の
目
は
雪
だ

る
ま
式
に
大
き
く
な
る
傾
向
が

あ
る
。

医
師
側
も
第三
者
の
自

が
入
る
こ
と
で
肩
の
荷
が
下
り

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い 。くめ・かずひこ 東大医

学部卒。 同大医学部助手、米

国留学などを経て2002年から

熊本大発生医学研究センター
准教授、 「患者のための医療

ネット」 会員。 分子生物学者

・ 医師としての活動の傍ら、
医師と患者の関係について講

演なども行っている。 46歳。

ど
に
よ
り
死
亡
さ
せ
た
と
し

て
、
業
務
上
過
失
致
死
な
ど
の

疑
い
で
執
万
し
た
産
婦
人
制
医

を
逮
憤
レ
た。
8

月
初
日
あ
っ

た
判
決
公
判
で
、
福
島
地
裁
は

「療
準
的
な
医
療
措
置
で
過
失

は
な
か
っ
た」
と
し
て
無
罪
判

決
(求
刑
禁
固1
年
、
罰
金
叩

万
円
)
を
言
い
渡
し
た。

か
」「原

因
が
分
か
ら
な
い
ま
ま

亡
く
な
る
ケl
ス
は
医
療
現
場

で
多
々
起
き
て
い
る。
委
員
会

が
設
置
さ
れ
れ
ば
、
ど
こ
ま
で

届
げ
出
を
す
べ
き
か
大
混
乱
に

な
る
と
思
う
が
、
当
面
は
運
用

面
で
対
応
し
、
良
い
も
の
に
育

て
る
べ
き
だ」

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月
明
日
日
{
会

106 



安
全
か
利
便
か

医療安全一般

-
|
判
決
に
つ
い
て
、
率
直
な
感
想
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

産
婦
人
判
明
の
処
置
と
し
て
か
な
り
判
断

が
難
し
い
ケ1
ス
で
、
同
じ
症
例
を
前
に

し
た
ら
私
で
も
迷
う
だ
ろ
う
。

医
感
知
付
為
の
来
に
患
者
が
亡
く
な
っ
た

時
、
遺
族
は
「
も
っ
と
い
い
医
療
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
か
」
「
死
は
避
け
ら
れ
な

か
っ
た
の
か
」
と
考
え
る
。

身
内
が
不
幸

な
結
果
に
な
れ
ば
も
っ
と
も
な
考
え
で

す
。
だ
が
、
医
療
が
い
く
ら
高
度
他
・
復

雑
化
し
で
も
「
人H医
師
」
が
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
る
。
日
本
で
は
産
税
医

1

人
体
制
で
も
病
院
と
名
乗
り
、
ハ
イ
リ

ス
ク
の
お
産
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
現

実
に
、
問
題
の
根
本
が
あ
る
。

|
|
産
税
施
設
の
規
模
が
問
題
な
の
で

す
ね。欧

米
で
は
、
病
院
に
産
税
医
・
麻
酔
税

医
・

小
児
税
医
が
常
時
複
数
お
り
、
-
B

に
十
数
件
の
針
慨
を
扱
う
。
分
娩
は
震

で
、
妊
婦
健
診
は
近
く
の
診
療
所
で
、
と

い
う
分
業
も
で
き
て
い
る
。
日
本
で
は
人

医
療
安
全
管
理

「医師=人」 できることには限り

国
民
議
論
を

程度が問題患者にリスク告知
努
力
し
て
、
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
時

に
、
国
家
に
処
罰
さ
れ
る
の
は
、
医
師
と

し
て
悲
し
い
も
の
が
あ
る
。

と
り
わ
け
、
日
本
で
は
、
シ
ス
テ
ム
エ

ラ
ー
を
個
人
の
責
任
に
帰
す
る
傾
向
が
あ

る
。
一
つ
の
医
費
付
為
に
つ
い
て
、
医
師

個
人
を
起
訴
し
て
も
、
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー

の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、

専
門
教
育
を
受
け
た
人
材
を
み
す
み
す
失

う
結
果
に
な
る
こ
と
に
気
づ
い
て
ほ
し

も
う
一
つ
は
、
調
査
蚕
員
会
の
審
査
官

に
、
事
故
の
「
原
因
を
特
定
」
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か

か
る
こ
と
で
す
。
医
療
に
は
原
因
不
明
が

つ
き
も
の
。
と
り
わ
け
、
人
の
身
体
と
い

う
複
雑
な
機
管
を
扱
う
医
療
に
は
、
原
因

が
特
定
で
き
な
い
こ
と
が
多
い

。

同
じ
出

血
量
で
死
ぬ
人
も
い
れ
ば
助
か
る
人
も
お

り
、
薬
が
効
く
人
も
効
か
な
い
人
も
い

る
。

す
べ
て
の
結
果
に
原
因
が
特
定
で
き

る
、
と
考
え
る
の
は
人
間
の
お
ご
り
で

す
。

「
運
命
」
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い

力
に
我
々
は
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

念
頭
に
お
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

-
1

不
十
分
な
情
報
パ
禽
が
医
療
不
信

の
も
と
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

私
が
医
者
に
な
っ
て
か
ら
お
年

。

こ
の

間
に
情
報
公
開
や
患
者
へ
の
説
明
は
大
き

く
進
ん
だ。
医
学
生
の
こ
ろ
、
「
が
ん
と

は
言
う
な
」
「
患
者
が
不
安
に
な
る
か
ら

手
術
の
危
険
性
は
あ
ま
り
言
う
な
」
と
教

育
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
隔
世
の
感 が

あ
る。

た
だ
、
ど
の
程
度
の
リ
ス
ク
ま
で
告
げ

る
の
が
適
当
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
で

し
ょ
う
。

輸
血
が
原
因
で
廠
染
症
に
か
か

る
確
率
は
、
日
本
で
人
が
突
事
故
で

1

年
間
に
死
ぬ
確
率
よ
り
、
は
る
か
に
小
さ

い
。

そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
医

師
は
説
明
を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
?

患
者
の
み
な
さ
ん
は
説
明
を
望
む
で
し
ょ

う
か
?

日
本
の
母
体
死
亡
は1
年
に
印5
閃

人
。
年1
1
0

万
件
の
出
産
数
で
割
る

と
、
お
産
で
死
ぬ
確
率
は
お
よ
そ

2

万
分

の
l

で
す
。
で
も
、
妊
娠
が
判
明
し
た
女

性
に
「
お
め
で
と
う
。
と
こ
ろ
で
叩
カ
月

後
に
、2
万
分
の1
の
確
率
で
あ
な
た
は

死
に
ま
す
」
と
い
う
医
者
は
い
な
い
。
リ

ス
ク
を
す
べ
て
告
知
し
て
お
か
な
い
と
、

刑
事
訴
追
を
免
れ
な
い
と
い
う
不
寛
容
な

時
代
に
は
、
こ
ん
な
極
端
な
話
も
笑
い
憶

で
は
な
く
な
る。

医
療
体
制
は
患
者
が
決
め
る
も
の
だ
と

思
う。
ど
ん
な
体
制
を
混
む
の
か
、
も
っ

と
議
論
を
し
て
ほ
し
い
。

国
民
が
決
め
た

体
制
に
、
医
師
は
従
う
の
み
だ
。
た
だ
、

医
療
者
の
一
人
と
し
て
、
安
全
性
よ
り
利

便
性
を
と
っ
た
結
果
、
自
の
前
の
患
者
を

助
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
は
本
意
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
だ
け
は
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い。

靭

日

(
大
阪
)
・
夕
刊

福
島
県
立
大
野
病
院
で
、
帝
王
切
開
の
手
術
で
大
出
血
を
招
い
て
産
婦
を
死
亡
さ
せ
た
と
し
て
逮
捕
、
起

訴
さ
れ
た
医
師
に
8

月
、
福
島
地
裁
は
無
罪
の
判
決
を
出
し
た

。

検
察
が
控
訴
を
断
念
し
て
無
罪
は
破
定
し

た
。
私
た
ち
は
、
医
療
に
ど
こ
ま
で
「
確
実
」
を
求
め
ら
れ
る
の
か

。

大
阪
大
学
医
学
部
の
木
村
正
教
授

(
産
婦
人
税
学
)
と
考
え
て
み
た
。

(
阿
久
沢
悦
子
)

口
数
万
人
の
市
町
ご
と
に
少
数
の
産
税
医

か
ら
な
る
病
院
が
あ
り
、
分
娩
も
健
診
も

担
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
進
国
で
は
例

外
的
で
す。

小
さ
な
病
院
で
は
分
娩
数
が
少
な
い
た

め
、
備
え
も
薄
い。
産
婦
や
そ
の
家
族
が

「
も
っ
と
い
い
処
置
が
あ
っ
た
の
で
は
」

と
感
じ
る
ケl
ス
を
減
ら
し
た
い
な
ら
、

分
娩
施
般
の
集
約
他
が
急
務
だ

。

万
が
一

に
備
え
た
安
全
か
、
近
く
に
病
院
が
あ
る

便
利
さ
か
、
そ
ろ
そ
ろ
国
民
的
な
議
論
が

必
要
で
し
ょ
う
。

-
1

医
療
事
故
調
査
委
員
会
の
般
置
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
ま
す
か

。

心
配
な
こ
と
が
二
つ
あ
る
。

一
つ
は
調
査
内
容
が
瞥
祭
や
検
察
に
も

流
れ
、
医
療
者
が
刑
事
罰
の
対
象
に
な
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
。

人
に
は
「
ナ
チ
ユ

ラ
ル
・

コ
l

ス
(
自
然
死
)
」
が
あ
る

。

そ
の
時
期
を
少
し
で
も
先
延
ば
し
に
し
よ

う
と
す
る
の
が
医
学
で
あ
り
、
医
師
で

す
。

医
学
が
発
達
し
て
い
な
い
時
代
な
ら

死
を
免
れ
な
い
よ
う
な
事
例
を
救
お
う
と

2
0
0
8

年
9

月
6

日
(
土
}
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医
療
安
全
管
理

一一福島媒立大野病院事件で、 逮捕 ・ 起訴された産婦人科医師に無罪判決が言い

渡された。故意や明白なミスのない医療行為で刑事責任を間われた同事件に、

医療界は大きな衝撃を受けた。医師の裁量とは何か、事件は医療現場にどんな
影響を与えたのか一。広島大の河野議員医学部長 (55) に聞いた。(上杉智己)

広島大・河野修興医学部長に聞く

過
酷
な
環
境
改
善
必
要

危
険
の
な
い
医
療
な
い

|記者の目|
警察が異例の強制捜査 ・ 逮捕

に踏み切った大野病院事件。背

震には遺族感情があったとされ

る。遺族は「なぜ亡くなったの
かJ と、真相解明を何より望ん
だ。手術中に家族が命を落とせ

ば、 「なぜJ を厳しく問うのは
当然だ。

医師不足で過酷な労働環境に

「なぜ」に応える努力を
あるのは理解できる。しかしだ
からといって、 真実を知りたい
遺族感情をないがしろにはでき
ないはずだ。 rなぜJ に応える
医療側の努力は十分か。医療ミ

スを疑う遺族に対し、 納得い
く情報開示を果たしているか。

医療側の改善努力がなければ

「安心できる医療J は成り立た
ない。

ー
無
罪
の
判
決
を
ど
う
受

け
と
め
ま
す
か
。

無
罪
は
当
然
だ
。
日
本
の

妊
産
婦
死
亡
率
は
約
五
人

(
出
産
十
万
件
当
た
り
〉
と
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
並
ぶ
世
界

で
殿
も
低
い
水
準
ま
で
進
歩

し
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て、

お
産
が
絶
対
に
安
全
で
は
な

い
。
現
場
で
は
予
期
で
き
な

い
、
予
想
外
の
事
態
が
起
こ

「適切な医療を保障する制度の情築
こそ必要」と伝す河野医学部畏

る
。
遺
族
の
償
り
は
理
解
で

き
る
が
、
予
期
で
き
な
い
状

態
で
結
果
が
悪
か
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
法
律
に
触
れ
る
の

で
は
医
師
は
や
っ
て
い
け
な

い
。
危
険
の
な
い
医
療
は
な

'hv ー
裁
判
は
、
医
師
が
「
は

く
離
」
を
続
け
た
判
断
の
是

非
が
焦
点
。
医
師
の
裁
量
を

ど
う
考
え
ま
す
か
。

医
師
は
ケ
l

ス
・

パ
イ
・

ケ
l

ス
で
医
療
行
為
を
選
択

す
る
。
患
者
の
容
体
、
医
師

の
要
員

、

ナ
1

ス
の
協
力
態

勢
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
差

の
中

、

さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を

迫
ら
れ
て
い
る
。
医
療
行
為

は
患
者
の
依
頼
を
受
け
た
医

師
が
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
「
畑
中

委
任
契
約
」
で
あ
り
、
(
結

果
ま
で
保
証
す
る
)
「
請
負

契
約
」
で
は
な
い
。
結
果
を

問
う
こ
と
自
体
、
ず
れ
て
い

る
。-

事
件
の
医
療
現
場
へ
の

影
響
は
。

医
師
は
明
る
い
医
療
の
未

来
が
見
え
な
く
な
り
、
ど
ん

ど
ん
病
院
房
離
れ
て
い
る
。

産
科
は
影
響
を
計
り
難
い
ほ

ど
深
刻
で、
も
し
有
罪
判
決

な
ら
摘
明
滅
し
て
い
た
だ
ろ

う
。
産
科
だ
げ
で
は
な
い
。

ク
リ
ッ
ク
民

大
野
病
院商
事
件
福
島
県

立
大
野
病
院
で
2
0
0
4

年
、
帝
王
切
開
で
出
産
し
た

女
性
が
手
術
中
に
死
亡
。
県

響
が
凶
年
、
子
宮
に
癒
着
し

た
胎
鍛
を
は
が
す
「
は
く
離
」

を
無
理
に
続
け
大
量
出
血
で

死
亡
さ
せ
た
と
し
て
、
業
務

救
急
な
ど
命
を
主
ふ
る
診

療
科
は
新
し
い
医
師
が
入
っ

て
こ
な
く
な
り
、
危
機
的
状

況
だ
。
今
後
十
年
は
椙
当
悪

化
す
る
だ
ろ
う
。
広
島
県
で

も
産
科
は
激
減
。
医
師
の
集

約
化
を
し
て
も
ま
か
な
い
き

れ
ず
限
界
だ
。

ー
遺
族
は
真
相
究
明
と
再

発
防
止
を
強
く
求
め
ま
し

た
。
医
療
へ
の
不
信
感
に
は

ど
っ
応
え
ま
す
か
。

現
状
で
は
状
況
の
許
す
範

囲
内
で
医
師
が
十
分
に
説
明

を
果
た
す
し
か
な
い
が
、
本

来
は
検
視
官
制
度
の
よ
う
な

仕
組
み
を
設
け
る
べ
き
だ
ろ

う
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
「
コ
ロ
ナ
l

」
と
呼

ば
れ
る
検
視
官
制
度
が
進
ん

で
い
る
。
現
在
圏
内
で
設
置

が
検
討
さ
れ
て
い
る
第
三
者

組
織
に
つ
い
て
は、
省
庁
主

導
で
は
な
く
医
療
者
と
国
民

が
主
体
と
な
り、
反
論
や
再

調
査
の
機
会
な
ど
公
正
さ
を

上
過
失
致
死
な
ど
の
疑
い
で

執
刀
医
師
を
逮
捕
し
た
。
関

連
学
会
の
抗
議
声
明
が
相
次

ぎ
、
第
三
者
の
立
場
で
医
療

死
亡
事
放
を
究
明
す
る
国
の

新
組
織
が
検
討
さ
れ
る
き
っ

か
け
に
も
な
っ
た
。
福
島
地

裁
は
初
日
、
「
標
準
的
な
措

鐙
で
過
失
は
な
か
っ
た
」
と

無
罪
判
決
を
出
し
た
。
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担
保
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き

だ
。
専
門
家
の
意
見
を
尊
重

す
る
姿
勢
も
大
事
だ
。

ー
医
療
の
行
方
を
ど
う
み

て
い
ま
す
か
。

今
回
の
よ
う
な
不
幸
な
出

来
事
を
E
う
減
ら
す
か
。
大

野
病
院
は
産
科
一
人
医
長
と

い
う
過
酷
な
状
混
で
、
そ
も

そ
も
無
理
が
あ
っ
た
。
医
師

数
と
報
酬
を
僧
や
し
、
労
働

環
境
を
改
蓄
す
べ
き
だ
。
国

の
医
療
・

社
会
保
隊
費
は
今

の
二
・

五
倍
は
必
要
。
き
ち

ん
と
し
た
医
療
制
度
を
構
築

し
な
げ
れ
ば
、
困
る
の
は
医

療
の
本
来
の
受
益
者
の
国
民

だ
。õ l 中

~ I 国
管|新
芸|聞
日 l ・
~，回

答 I ~í 



医
療
事
故
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
本
格
他
し
て
い
る
。
下
仁
田

町
出
身
の
歯
耕
医
師
平
柳
利
明
さ
ん
(
臼
)
は
、
凹
年
に
東
京
女
子
医
制
大

病
院
の
医
療
事
故
で
娘
を
失
っ
た
こ
と
を
機
に
、
患
者
と
医
師
の
両
方
の

視
点
か
ら
医
療
事
故
を
見
つ
め
、
患
者
や
そ
の
家
族
の
支
援
に
あ
た
っ
て

い
る
。

高
崎
市
の
医
師
佐
藤
仁
さ
ん
(
口
)
に
話
を
聞
い
た
先
週
に
引
き
続

き
、
福
島
県
立
大
野
病
院
で
帝
王
切
開
手
術
を
受
廿
た
女
性
が
亡
く
な
っ

た
事
故
を
め
ぐ
る
受
け
止
め
方
を
平
柳
さ
ん
に
語
っ
て
も
ら
っ
た

。

助
け
ら
れ
る

|大野病院判決|

可
能
性

検
証
を
し
て
ほ
し

ー

l

大
野
病
院
の
医
療
事
故
で

医
師
の
無
罪
が
確
定
し
ま
し
た

。

ど
ん
な
お
気
持
ち
で
す
か

。

「
証
拠
か
ら
判
断
す
る
限
り
、

無
罪
は
当
然
だ

。

た
だ
し
、
個
人

の
責
任
が
立
証
で
き
な
か
っ
た
だ け

で
、
落
ち
度
は
あ
っ
た
。

医
療

界
は
、
こ
の
事
故
で
ど
う
す
れ
ば

助
け
ら
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ

医療安全一般

東
京
女
子
医
科
大
病
院
事
件
高
崎
市
の
平
柳

司
羽

明
香
さ
ん
(
当
時
四
)
が
但
年
、
心

Z
H

想
臓
手
術
を
受
け
た
3

臼
後
に
死
亡
し

た
。

曲
面
視
庁
は
手
術
を
し
た
医
師
と
カ
ル
テ
改
ざ

ん
を
指
示
し
た
医
師
の
2

人
を
逮
捕。
カ
ル
テ
改

ざ
ん
を
指
示
し
た
医
師
は
執
行
猶
予
判
決
が
確
定

し
、
-
年6
カ
月
の
業
務
停
止
処
分
を
受
げ
た

。

も
う
1

人
は
一
容
で
無
罪
と
な
り
、
検
察
側
が
控

訴
し
、
現
在
も
係
争
中
。

厚
生
労
働
省
な
ど
は
閃

年
、
カ
ル
テ
改
ざ
ん
に
か
ら
む
診
療
報
酬
の
不
正

請
求
の
疑
い
で
同
病
院
を
監
査

。

有
罪
と
な
っ
た

医
療
安
全
管
理

しミ

た
の
か
を
検
証
し
て
ほ
し
い
」

「
無
罪
だ
か
ら
と
い
っ
て
医
療

へ
の
信
頼
は
回
復
し
な
い
。
医
療

界
が
裁
判
で
医
師
側
ば
か
り
に
肩

入
れ
し
た
の
は
、
信
頼
回
復
に
マ

イ
ナ
ス
だ
っ
た
と
思
う
。
医
療
事

故
の
裁
判
で
患
者
側
の
証
人
に
な

っ
た
医
師
を
裏
切
り
者
呼
ば
わ
り

す
る
手
合
い
が
ま
だ
い
る
」

|

|
医
師
へ
の
信
頼
が
損
な
わ

れ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

「
本
当
の
姿
が
見
え
て
き
た
だ

け
だ。
教
師
か
ら
『
聖
職』
の
イ

メ
ー
ジ
が
は
が
れ
落
ち
た
の
と
変

わ
ら
な
い。

医
師
も
普
通
の
技
術

者
だ
と
思
っ
た
方
が
良
い
か
も
し

れ
な
い
」

ー
獲
界
に
は
都
合
の
悪
い

こ
と
を
隠
蔽
す
る
体
質
が
あ
る
と

指
摘
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

「
そ
こ
は
、
劇
的
な
変
伯
を
遂

医
師
の
保
険
医
登
録
を
取
り
消
し
、
病
院
を
戒
告

処
分
に
し
た。

同
病
院
の
医
療
事
故
調
査
検
討
委
員
会
旧
年

の
事
件
を
受
げ
、
医
療
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
考
え
る

他
の
患
者
の
家
族
ら
が
凶
年
に
連
絡
会
を
結
成

。

死
亡
し
た
り
障
害
が
残
っ
た
り
し
た

8

件
に
つ
い

て
病
院
に
調
査
を
求
め
た
。

病
院
は
旧
年
、
患
者

の
家
族
も
加
え
た
医
療
事
故
調
査
検
討
委
員
会
を

発
足
さ
せ
て8
件
を
検
証
し
、
昨
年
ま
で
に
す
べ

て
一
示
談
が
成
立
し
た

。

げ
た
と
思
う
。
昔
は
事
故
が
な
い

の
が
当
然
で
、
事
故
対
応
な
ど
考

え
な
か
っ
た。

隠
蔽
も
カ
ル
テ
の

改
ざ
ん
も
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た

。

今
は
隠
す
と
損
だ
と
い
う
環
境
が

で
き
て
き
た。

東
京
女
子
医
大
で

は
カ
ル
テ
の
改
ざ
ん
を
理
由
に
、

医
師
が
保
険
屋
義
を
取
り
消
さ

れ
た

。

事
故
は
ゼ
ロ
に
で
き
な

い
。

こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
に
は
医

師
が
正
直
な
こ
と
が
大
事
だ
」

|
|
医
療
安
全
調
査
委
員
会

(
仮
称
)
の
熔
想
に
つ
い
て

。

「
実
現
す
る
か
ど
う
か
、
医
療

側
の
良
心
が
試
さ
れ
て
い
る
。

強

制
力
は
必
ず
持
っ
て
ほ
し
い
。

特

に
、
医
師
を
聴
取
す
る
強
制
力

を
。

調
査
に
協
力
し
た
人
は
、
し

な
い
人
よ
り
処
分
を
軽
く
す
る
と

い
い
と
思
う。

ち
ゃ
ん
と
調
査
し

て
行
政
処
分
を
下
す
仕
組
み
が
で

き
れ
ば
、
瞥
察
が
動
く
必
要
も
な

く
な
る
だ
ろ
う
」

ー
ー
墓
尽
女
子
医
大
で
は
患
者

参
加
型
の
事
故
調
査
の
仕
組
み
が

で
き
ま
し
た。

「
病
院
が
自
ら
の
欠
点
を
発
見

で
き
る
と
こ
ろ
が
良
い
。

院
長
の

権
限
が
強
ま
る
し
、
教
訓
を
全
税

で
共
有
で
き
る
。

た
だ
、
運
用
は

楽
で
は
な
い
し
費
用
も
か
か
る

。

患
者
側
も
大
変
で
、
ま
ず
多
く

の
類
似
事
例
を
調
べ
、
病
院
に

納
得
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ

た
」「

私
は
医
師
と
患
者
双
方
の
考

え
が
分
か
る
か
ら
伸
介
役
に
な
っ

た
が
、
特
に
、
重
度
の
障
害
が
残

っ
た
患
者
の
た
め
に
は
医
師
側
と

妥
協
す
る
ま
い
と
思
っ
た

。

一
方

で
、
医
師
側
の
事
情
も
分
か
る

。

落
と
し
ど
こ
ろ
を
探
る
作
業
は
し

ん
ど
か
っ
た
」

|
|
こ
う
し
た
取
り
組
み
で
十

分
で
し
ょ
う
か
。

「
往
診
先
で
患
者
と
茶
飲
み
話

が
で
き
る
医
師
は
、
医
事
紛
争
と

無
縁
だ。
ト
ラ
ブ
ル
は
感
情
的
な

問
題
で
起
き
る
こ
と
が
多
く
、
患

者
へ
の
援
し
方
一
つ
で
解
決
し
た

り
こ
じ
れ
た
り
す
る
」

「医
師
は
告
類
の
記
入
な
ど
雑

用
が
多
す
ぎ
る
。

も
っ
と
本
来
の

仕
事
に
専
念
し
、
じ
っ
く
り
診
察

で
き
る
よ
う
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
患
者
も
、
自
分
で
信
頼
で

き
る
医
師
を
探
す
努
力
が
必
要

だ
」
(
聞
き
手
・
関
沢
貨
子
)

朝

日
{
群
馬
)
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
引
日
(
日
)
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一一福
島
県
立
大
野
病
院
で
帝
王
切
開
手
術
を
受
げ
た
女
性
が
亡
く
な
っ
た
事
故
で
、

業
務
上
過
失
致
死
罪
な
ど
に
問
わ
れ
た
産
婦
人
税
医
の
無
罪
が

4

日
に
確
定
し
た
。

患
者
や
慈
の
取
り
違
え
と
い
っ
た
ミ
ス
や
明
ら
か
な
技

量
不
足
で
は
な
く
、
医
師
の

判
断
に
捜
査
当
局
が
麟
み
込
み
、
身
柄
ま
で
拘
束
し
た
こ
と
は
医
療
界
に
衝
撃
を
与

え
、
産
税
磁
れ
を
加
速
さ
せ
る
一
因
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
事
訟
や
無
罪
判
決

の
影
響
を
県
内
の
医
療
関
係
者
は
ど
う
見
る
の
か

。

高
崎
市
の
佐
藤
病
院
院
長
で
、

日
本
産
婦
人
税
医
会
県
支
部
長
の
佐
藤
仁
医
師
(
礼
)
に
聞
い
た
。

き
な
く
な
る
」

「
国
の
釆
熟
な
医
療
制
度
も
背

景
に
あ
る
。
医
療
側
に
ミ
ス
が
な

く
て
も
不
幸
な
結
果
は
起
こ
り
う

る
が
、
そ
の
揚
合
、
患
者
側
は
補

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

|
|
脳
性
ま
ひ
に
は
無
過
失
補

償
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た

。

「
よ
う
や
く
一
歩
が
踏
み
出
さ

れ
た
。
理
想
は
も
っ
と
対
象
を
広

げ
る
べ
き
だ
が
、
い
き
な
り
は
灘

し
い
。

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
事
だ
」

医
療
の
限
界
認
識
を

調
査
委
構
想
に
賛
成

|
|
事
故
を
ど
う
受
け
止
め
ま

し
た
か
。

「
医
療
行
為
を
施
し
た
結
果
、

残
念
な
寧
態
に
な
れ
ば
医
師
は
カ

ル
テ
を
見
返
し
、
ほ
か
に
方
法
は な

か
っ
た
か
考
え
、
反
省
す
る

。

今
回
の
事
紋
は
、
福
島
県
が
医
師

に
ミ
ス
が
あ
っ
た
と
す
る
報
告
曾

を
作
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な っ

て
、
捜
査
が
始
ま
っ
た
が
、
い

っ
た
ん
刑
事
事
俳
に
な
る
と
、
カ

ル
テ
を
は
じ
め
押
収
さ
れ
た
捜
査

資
燃
は
公
表
さ
れ
ず
、
反
省
も
で

箔
島
県
立
大
野
病
院
の
医
療
事
故
似
年U

2
2

月
、
女
性
(
当
時
却
)
が
帝
王
切
開

回
目
U
G

で
出
産
し
た
後
、
癒
着
レ
た
胎
盤
そ

子
宮
か
ら
は
が
す
処
置
中
に
大
量
出
血
し
、
死
亡

し
た
。
外
部
の
専
門
家
に
よ
る
県
の
事
故
調
査
委

員
会
が
執
刀
医
の
誤
り
を
認
め
る
報
告
書
を
作

り
、

県
畿
は
閃
年2
月
に
医
師
を
逮
捕
。

今
年8

月
、
福
島
地
裁
が
無
罪
判
決
を
言
い
渡
し
、
検
察

は
控
訴
を
断
念
し
た
。
遺
族
が
補
償
を
受
げ
ら
れ

る
よ
う
、
県
は
墾
口
曹
で
過
失
を
認
め
た
と
の
指

摘
も
あ
る
が
、
県
は
「
当
時
の
担
当
者
が
い
な
い

の
で
分
か
ら
な
い
」
と
話
す

。

無
過
失
補
償
医
師
の
過
失
の
有
無
を
問
わ

ず
、
出
産
時
の
事
故
で
室
い
脳
性
ま
ひ
に
な
っ
た

子
に
約3
千
万
円
そ
補
償
す
る
こ
と
が
7

月
に
決

ま
っ
た
。
来
年
1

月
以
降
に
生
ま
れ
る
子
が
対
象

。

医
療
安
全
調
査
委
員
会
(
仮
称
)
医
療
事
故

で
患
者
が
死
亡
し
た
時
に
原
因
を
兜
明
す
る
た

め
、
医
師
や
法
律
家
、
患
者
団
体
の
代
表
ら
で
つ

く
る
医
療
版
「
事
故
調
査
委
員
会
」
を
指
す
。
設

置
を
求
め
る
声
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
厚
生
労
働

省
が
法
案
の
提
出
を
目
指
し
て
い
る

。

|
|
大
野
病
院
の
件
が
県
内
の

星
雲
療
に
与
え
た
影
響
戸

「
産
婦
人
税
医
全
体
が
萎
縮

し
、
少
し
で
も
危
険
な
お
産
は
大

き
な
病
院
に
回
す
傾
向
が
出
て
い

る
。

大
野
病
院
の
事
故
の
後
、

東

京
の
大
学
病
院
で
同
様
に
妊
婦
が

亡
く
な
っ
た
が
、
大
勢
の
医
者
が

い
る
病
院
だ
と
、
仕
方
な
い
と
恩

わ
れ
る
の
か
、
問
題
に
な
ら
な

い
。

私
も
そ
う
だ
が
、
多
少
危
険

な
お
産
で
も
自
分
で
何
と
か
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
医
師
が
『
な
ぜ

も
っ
と
大
き
な
病
院
に
運
ば
な
か

っ
た
の
か
』
と
非
難
さ
れ
る
こ
と

を
恐
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の

結
果
、
大
き
な
病
院
が
あ
っ
ぷ
あ

っ
ぷ
し
て
い
る
」

-
|
無
罪
判
決
で
状
回
は
変
わ

り
ま
す
か。

「
影
響
が
解
消
さ
れ
る
方
向
に

は
進
ま
な
い
だ
ろ
う
」

ー
ー
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
?

「
医
療
に
も
限
界
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
皆
が
認
識
し
て
ほ
し

い
。

医
師
は
人
間
と
し
て
で
き
る

だ
け
の
誠
意
そ
尽
く
し
て
患
者
を

治
そ
う
と
す
る
が
、
神
様
で
は
な

い
。

日
本
の
新
生
児
死
亡
率
は
世

界
で
最
も
低
い
水
準
で
、
妊
産
婦

の
死
亡
も
少
な
い
。

だ
か
ら
お
産

で
亡
く
な
る
な
ん
て
お
か
し
い
と

思
わ
れ
て
い
る。
帝
王
切
開
は
安

全
だ
と
い
う
誤
解
も
あ
る
。
だ
が
、

毎
年
印i
m
人
の
妊
産
婦
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
ゼ
ロ
に
は
で
き
な ぃ

。

原
因
を
追
及
す
る
の
は
い
い

が
、
結
果
に
責
任
を
取
れ
と
い
う

風
潮
が
行
き
過
ぎ
る
と
医
療
は
萎

縮
す
る
し、
医
学
も
進
歩
し
な
い
」

|
|
医
師
へ
の
視
線
は
近
年
、

急
速
に
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す

。

「
確
か
に
、
ど
こ
の
世
界
に
も

惑
い
人
聞
は
い
て
、
医
師
も
例
外

で
は
な
い
。
そ
こ
は
罰
し
な
い
と

い
け
な
い。

だ
が
今
は
だ
い
ぶ
自

浄
作
用
が
働
く
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
う
。

問
題
を
隠
さ
な

く
な
っ
た
」

「
医
師
と
愚
潜
め
意
識
の
ず
れ

か
ら
、
患
者
に
隠
蔽
と
と
ら
れ
る

こ
と
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

患
者
が
リ
ス
ク
を
承
知
で
治
療
を

受
け
て
も
、
惑
い
結
果
に
な
っ
た

時
に
家
族
や
親
族
が
納
得
せ
ず
、

本
人
も
そ
の
意
見
に
概
さ
れ
て
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
事
例
も
あ
る
」

|
|
第
三
者
が
医
療
事
故
を
調

べ
る
医
療
安
全
調
査
委
員
会
の
構

想
に
は
賛
成
で
す
か
。

「
も
ち
ろ
ん
。
著
し
い
逸
脱
が
あ

る
場
合
に
嘗
察
へ
通
知
す
る
と
い

う
部
分
に
反
対
す
る
医
師
も
い
る

が
、
私
は
賛
成
だ
。
医
師
が
第
三
者

と
し
て
委
員
会
に
加
わ
り
閉
じ
医

師
を
調
べ
る
こ
と
に
不
信
感
を
抱

く
人
も
い
る
が
、
調
べ
る
立
場
に

な
れ
ば
私
的
な
意
見
を
言
う
人
は

い
な
い
」
(
聞
き
手
・
測
沢
貴
子
)
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リ
ス
ク
説
明

妊
婦
に
戸
惑
い

今
月
却
日
に
福
島
地
裁
で
無
罪
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
福
島
県
立
大
野
病
院

事
件
由
。
医
師
の
刑
事
責
任
が
問
わ
れ
た
こ
の
事
件
以
来
、
産
科
医
が
「
お
産

の
リ
ス
ク
」
を
妊
婦
に
詳
し
く
説
明
す
る
よ
う
に
な
り
、
妊
婦
に
戸
惑
い
が
広

が
っ
て
い
る
。
医
師
と
妊
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

論
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

昨
年
秋
に
出
産
し
た
新
潟
市
に
住

む
主
婦
(泊
)は
、
出
産
に
備
え
て
受

け
た
産
院
の
母
親
学
級
で
、
妊
婦
や

赤
ち
ゃ
ん
が
お
産
で
死
亡
し
た
実
例

を
説
明
さ
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な

い
。
「
怖
く
な
っ
て
し
ま
い
、
妊
娠

の
喜
び
が
吹
き
飛
ん
だ
」
と
振
り
返

る
。
出
産
場
所
を
産
院
か
ら
総
合
病

院
に
変
え
た
が
、
妊
娠
中
は
、
少
し

の
変
化
に
一
喜

一
憂
し
、
不
安
な
毎

日
を
過
ご
し
た
と
い
う
。

事
件
以
来
、
産
科
医
の
意
識
が
変

わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
お
産
の
リ
ス

ク
を
事
前
に
よ
く
説
明
し
て
お
か
な

い
と
、
責
任
を
問
わ
れ
る
危
険
性
が

医
療
安
全
管
理

より重要に医師との関係
あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
。
首
都
圏
の
大
学
病
院
の
産
科
医

は
「必
要
以
上
に
不
安
を
あ
お
る
よ

う
な
話
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
」
と
話
す
。

こ
れ
に
対
し
、
「
参
加
型
マ
タ
ニ

テ
イ
ク
ラ
ス
B
O
O
K
」
な
ど
の
著

者
で
産
前
教
育
に
詳
し
い
戸
田
律
子

さ
ん
は
「妊
娠
中
は
た
だ
で
さ
え
不

安
を
感
じ
や
す
い
の
だ
か
ら
、
妊
婦

を
怖
が
ら
せ
る
の
は
避
け
て
欲
し

い
」
と
訴
え
る
。
「
大
量
出
血
や
合

併
症
な
ど
、
事
前
に
は
わ
か
ら
な
い

こ
と
ま
で
心
配
を
す
る
必
要
は
な

い
。
の
ん
び
り
過
ヨ
す
方
が
、
母
体

に
も
胎
児
に
も
い
い
」
。
妊
婦
が
、

医
師
の
説
明
で
不
安
に
な
っ
た
場
合

は
、
助
産
師
や
妊
婦
仲
間
、
出
産
経

験
者
に
相
談
す
る
よ
う
助
言
す
る
。

昭
和
大
医
学
部
産
婦
人
科
学
教
室

の
問
弁
崇
教
授
も
、
ハ
イ
リ
ス
ク
の

妊
婦
で
も
「
医
師
は
死
亡
の
可
能
性

ゃ
、
子
宮
を
摘
出
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
っ
た
リ
ス
ク
説
明
は
避
け
た

方
が
良
い」
と
強
調
す
る
。
「そ
の

代
わ
り
、
担
当
医
が
妊
婦
の
状
況
を

理
解
し
、
正
し
く
判
断
し
て
い
る
と

お産を担えた妊婦へのリスク鋭明
を丁寧にするようになったと言う
渡辺医師。 rわか υやすく税明す
れば不安は和らぐはず」と話す(東
京都足立区の勝楽常病院で)

罰
福
島
県
立
大
野
病
院事
件
2
0
0
4

年
ロ
月
、
福
島
県
立
大
野
病
院

E

で
、
南
王
切
開
手
術
を
受
け
た
女
性
(当
時
四
歳
)
が失
血
弔
問
年
2

月
に
業
務
上
過
失
致
死
な
ど
の
容
疑
で
、
執
万
し
た
産
婦
人
科
医
が
逮
捕
さ

れ
た
。
福
島
地
裁
は
今
月
却
目
、
「
過
失
は
認
め
"
つ
れ
な
い
」
と
し
て
医
師
に

無
罪
を
言
い
渡
し
た。
大
量
出
血
の
可
能
性
が
あ
る
特
異
な
例
で
は
あ
っ
た

が
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、
お
産
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
の
譲
論
が
高
ま
っ
た

。

い
う
こ
と
を
、
カ
ル
テ
に
残
し
て
お

く
と
い
い
」
と
話
す
。

リ
ス
ク
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
で

「納
得
し
て
安
心
し
て
お
産
に
臨
め

た
」
と
い
う
女
性
も
い
る
。

8

月
引
目
、
東
京
都
内
の
病
院
で

長
女
の
自
動
ち
ゃ
ん
を
帝
王
切
開
で

出
産
し
た
筒
井
裕
美
さ
ん(お
)
は
、

出
産
前
に
、
帝
王
切
開
を
す
る
理
由
、

そ
の
場
合
の
リ
ス
ク
や
他
の
病
院
へ

の
搬
送
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て
、

医
師
か
ら1
時
間
近
く
か
け
て
説
明

を
受
け
た
。
夫
も
一
緒
に
聞
い
た
。

長
男
(
2歳
8

か
月
)
を
別
の
病

院
で
出
産
し
た
際
も
帝
王
切
開
だ
っ

た
が
、
事
前
の
説
明
は
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
と
い
う
。
筒
井
さ
ん
の
出
産

を
担
当
し
た
渡
辺
昇
一
一
医
師
は
、
大

野
病
院
事
件
以
降
、
出
産
を
控
え
た

妊
婦
へ
の
説
明
に
時
間
を
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
リ
ス
ク
説

明
は
今
後
も
必
要」
と
話
す
。

イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

(
医師
の
十
分
な
説
明
と
患
者
の
同

意
)
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
確
か
だ
。

日
本
誕
生
学
協
会
代
表
理
事
の
大

業
ナ
ナ
コ
さ
ん
は
、
医
師
に
対
し
て

「
妊
婦
と
共
有
で
き
る
言
葉
で
説
明

を
」
と
注
文
す
る。
「
医
療
用
語
は

と
か
く
難
解
。
妊
婦
に
は
わ
か
ら
な

い
だ
ろ
う
か
ら
と
医
師
は
説
明
せ

ず
、
妊
婦
は
説
明
さ
れ
な
い
か
ら
医

師
に
お
任
せー
ー

と
い
う
こ
と
に
な

る
。

不
幸
な
結
果
に
な
っ
た
時
に
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
問
題
に
な
る
」
と

指
摘
す
る。
妊
婦
と
家
族
に
対
し
て

は
「も
っ
と
勉
強
を
」
と
促
し
、
「事

件
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
ぉ

産
教
育
が
進
む
と
い
い」
と
話
す
。

読

売
(
歯
車
京
}
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月

ω
日
(
土
)
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一
一

高裁判決法

拘
JiR 

愛
知
県
一
富
市
内
の
病
院
に
入

院
し
て
い
た
女
性
(
当
時
鈎
)
が
、

不
必
要
に
体
を
拘
束
さ
れ
て
普
痛

を
受
け
た
と
し
て
、
病
院
を
相
手

取
り6
0
0

万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
た
訴
訟
の
控
訴
審
判
決
が

5

日
、
名
古
屋
高
裁
で
あ
っ
た
。
西

島
幸
大
裁
判
長
は
、
拘
束
は
正
当

だ
っ
た
と
し
た
一
審・名
古
屋
地

裁
一
宮
支
部
判
決
を
変
更
。
病
院

側
に
叩
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
、

原
告
側
逆
転
勝
訴
判
決
を
言
い
渡

し
た
。

ーーー"1

島当#

α〉

同

じ昌
【国
PE司司
E~n 

-・圃圃

名
古
屋
高
裁

切
迫
性
な
く
違
法

訴
え
て
い
た
の
は
、
岐
阜
県
大

垣
市
の
故・
吉
田
貞
子
さ
んH
訴

訟
は
遺
族
が
承
継
。

判
決
に
よ
る
と
、
強
い
腰
痛
な

ど
の
た
め
「
一
宮
西
病
院
」
に
入

院
し
て
い
た
吉
田
さ
ん
は
凶
年
日

月
四
日
深
夜
、
必
要
も
な
い
の
に

看
護
師
に
ミ
ト
ン
(
抑
制
具
)
を

使
っ
て
拘
束
さ
れ
た
。
ミ
ト
ン
を

外
そ
う
と
し
て
抵
抗
し
た
際
に
傷

を
負
っ
た
。

判
決
は
ま
ず
、
旧
厚
生
省
令
で

明
確
な
禁
止
規
定
が
あ
る
介
護
施

般
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
機
関
で

.圃.

ーーーー

あ
っ
て
も
「
同
意
を
得
ず
に
患
者

を
拘
束
し
て
そ
の
身
体
的
自
由
を

奪
う
こ
と
は
原
則
と
し
て
違
法

だ
」
と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
、
①

患
者
へ
の
危
険
が
迫
っ
て
い
る
切

迫
性
②
ほ
か
に
手
段
が
な
い
非
代

替
性
③
長
く
継
続
し
な
い
一
時
性

の
3

要
件
に
照
ら
し
て
判
断
す
べ

き
だ
と
述
べ
た
。

こ
の
結
果
、
吉
田
さ
ん
に
つ
い

て
は
「
ミ
ト
ン
に
よ
る
抑
制
を

行
わ
な
け
れ
ば
転
倒
、
転
落
に

よ
る
軍
大
な
傷
害
を
負
う
危
険

性
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
認
定

し
た
。

当
日
の
患
者
数
に
つ
い
て
も
、

一
審
段
階
で
は
、
看
護
師
3

人
に

対
し
て
患
者
数
は
姐
人
と
さ
れ

て
い
た
が
、
新
た
な
証
拠
調
べ
の

結
果
、
幻
人
で
重
症
患
者
も
い
な

か
っ
た
と
認
定
。
「
看
護
師
が
し

ば
ら
く
付
き
添
っ
て
落
ち
着
か
せ

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
指
摘
し
、

今
回
の
ケl
ス
に
つ
い
て
は
「
切

迫
性
や
非
代
替
性
が
あ
る
と
豚

め
ら
れ
ず
、
違
法
だ
」
と
結
論
づ

7

た
。

吉
田
さ
ん
は
何
度
も
看
護
師
を

呼
ぶ
ナl
ス
コ
ー
ル
を
鋼
押
し
、
お

む
つ
の
交
換
を
要
求
し
た
り
、
車

い
す
で
移
動
し
よ
う
と
し
た
り
し

た
。

病
院
側
は
、
吉
田
さ
ん
が
せ

ん
妄
(
意
識
混
濁
)
状
態
で
転
落

の
恐
れ
が
あ
り
拘
束
が
必
要
だ
っ

た
と
主
張
。
加
年
9

月
の
一
審
判

決
は
、
病
院
側
の
こ
う
し
た
主
張

を
認
め
、
拘
束
は
緊
急
避
難
の
た

め
で
正
当
だ
っ
た
と
し
て
爾
求
を

棄
却
し
て
い
た。

原
告
側
代
週
人
の
副
島
津
明
弁

護
士
は
「
介
護
保
険
施
般
で
は
原

則
禁
止
と
さ
れ
る
身
体
拘
束
が
、

医
療
現
場
で
も
同
僚
に
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
こ
と

は
画
期
問
治
療
上
の
必
要
性
や

安
全
確
保
な
ど
の
名
目
で
、
患
者

を
安
易
に
縛
っ
て
き
た
一
般
病
院

に
醤
鑓
を
鳴
ら
す
も
の
」
と
高
く

評
価
す
る
。

控
訴
審
判
決
は
、
母
が
受
け
た

拘
束
は
木
悩
要
だ
っ
た
と
し
、
お

む
つ
で
の
凱
池
を
強
い
た
こ
と
も

適
切
で
は
な
か
っ
た
と
の
判
断
を

示
し
た
。
「
賠
償
額
は
関
係
あ
り
ま

せ
ん。
判
決
が
今
後
、
一
人
で
も
多

く
の
人
に
役
立
て
ば
、
そ
れ
で
満

足
で
す
」
。
宙
開
木
さ
ん
は
、

8

自
に

あ
る
母
の
三
回
忌
で
は
、
最
高
の

報
告
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る

。

112 

原
告
「
画
期
的
な
判
断
」

朝

日

(
大
阪
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
6

日
(
土
)

で
幅
広
く
患
者
を
受
け
入
れ
る

。

だ
が
、
急
患
や
手
術
時
に
は
病
院

の
独
自
の
指
針
で
、
体
を
縛
っ
た

り
薬
を
使
っ
た
り
す
る
。
た
だ

し
、
事
前
に
必
ず
家
族
の
承
諾
を

得
る
な
ど
の
運
用
は
厳
格
に
し
て

い
る
。

患
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
認
知

症
も
増
え
る
中
、
「
拘
束
は
増
え
つ

つ
あ
る
」
と
明
か
す
。
例
え
ば
、
ベ
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患者の拘束違

病
院
で
あ
っ
て
も
、
同
意
を
得
な
い
拘
束

は
違
法
|
|
。
身
体
拘
束
を
め
ぐ
る
5

日
の

名
古
屋
高
裁
判
決
は
こ
ん
な
判
断
を
示
し

た
。
母
の
遺
志
を
継
い
だ
家
族
と
、
問
題
に

取
り
組
ん
で
き
た
医
師
や
弁
護
士
ら
か
ら
は

「
画
期
的
な
判
断
」
と
の
声
が
上
が
る
。
一

方
で
医
療
現
場
は
、
患
者
の
自
由
と
安
全
の

は
ざ
ま
で
揺
れ
た。

当
時
の
状
況
を
説
明
す
る
長
女
の
栗
木
満
里
子
さ
ん

(
左
)
と
長
男
の
吉
田
端
亮
さ
んM5
H

午
後
、
名
古

屋
市
中
区
、
竹
谷
俊
之
娠
影

看
護
師
3

人
に
患
者
引
人
↓
釘
人

掬
束
の
根
拠
崩
れ
る

患
者
の
意
思
に
反
し
た
病
院
で

の
身
体
拘
束
は
違
法
だ
と
星
ロ
側

の
逆
転
勝
訴
と
し
た
5

日
の
名
古

屋
高
裁
の
判
決
は
、
「
や
む
を
え

な
か
っ
た
」
と
し
て
き
た
病
院
側

の
根
拠
を
否
定
し
た
。
実
際
の
宕 護

師1
人
当
た
り
の
患
者
数
は
、

一
容
認
定
よ
り
少
な
か
っ
た
と
指

埼
「
切
迫
性
や
非
代
替
性
は
な

か
っ
た
」
と
当
時
の
拘
束
を
違
法

と
断
じ
た。

「
拘
束
は
正
当
」
と
し
た
名
古

医
療
安
全
管
理

「
体
を
縛
ら
れ
た
母
の
苦
し
み

を
証
明
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
」
。
判
決
後
、
故
・

吉
田
貞
子

さ
ん
の
長
男
磐
さ
ん
(
倒

)
H岐

阜
県
大
垣
市H
と
と
も
に
記
者
会

見
に
臨
ん
だ
貞
子
さ
ん
の
長
女
栗

木
満
塁
子
さ
ん
(
白
)
H愛
知
県
稲

沢
市
川
は
こ
う
話
し
た
。

貞
子
さ
ん
は
当
初
、
身
体
を
拘

束
さ
れ
た
こ
と
を
家
族
に
も
話
そ

う
と
し
な
か
っ
た
。
貞
子
さ
ん
が

実
際
に
看
護
師
ら
か
ら
体
を
拘
束

さ
れ
た3
日
後
、
別
の
看
護
師
か

ら
貞
子
さ
ん
へ
の
身
体
拘
束
を
耳

打
ち
さ
れ
た
栗
木
さ
ん
は
、
何
を

さ
れ
た
の
か
、
本
当
の
こ
と
を
母

に
強
く
聞
き
出
そ
う
と
し
た
。
す

る
と
、
「
ひ
ど
い
こ
と
を
す
る
」
「
恥

ず
か
し
い
」
。
気
丈
な
性
格
の
母

が
、
声
を
上
げ
て
泣
い
て
い
た
。

腰
痛
で
横
向
き
に
し
か
寝
ら
れ

な
い
の
に
仰
向
げ
で
ベ
ッ
ド
に
縛

ら
れ
た
。
自
分
で
ト
イ
レ
に
行
げ

屋
地
裁
一
宮
支
部
の
判
決
を
磁
し

た
ポ
イ
ン
ト
は
、
当
日
の
入
院
患

者
数
だ
っ
た
。
一
容
は
看
護
師

3

人
に
対
し
患
者
狙
人
だ
っ
た
と
認

定
。
し
か
し
、
控
訴
審
は
新
た
な

証
拠
調
べ
で
一
示
さ
れ
た
診
療
日
誌

で
、
患
者
は
訂
人
で
、
重
症
患
者

も
い
な
か
っ
た
と
し
た
。

一
容
は
、
看
護
師
の
負
担
が
大

き
い
こ
と
を
理
由
に
「
看
護
師
が

常
時
付
き
添
い
を
す
る
こ
と
は
困 る

の
に
お
む
つ
を
無
理
や
り
着
げ

ら
れ
た
。
手
に
は
、
ミ
ト
ン
を
外

そ
う
と
し
て
付
い
た
傷
が
残
っ
て 今

回
、
名
古
屋
高
裁
が
示
し
た

判
断
に
つ
い
て
、
原
告
側
代
理
人

の
副
島
洋
明
弁
護
士
は
「
介
護
保 ッ

ド
か
ら
看
護
師
を
病
室
に
呼
ぶ

ナ
1

ス
コ
ー
ル
を
鳴
ら
さ
ず
に
入

院
患
者
に1
人
で
ト
イ
レ
に
行
か

医
療
現
場
は
「
影
響
あ
る
」

い
た
。
「
剖
歳
に
も
な
る
母
に
い
っ

た
い
何
を
す
る
の
か
」

。

怒
り
で
体

が
震
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

一
審
判
決
を
目
前
に
し
た
凶
年

9

月
、
母
は
亡
く
な
っ
た
。
「
(
一

容
の
)
判
決
文
は
、
母
を
認
知
症

の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
。
む
し
ろ

母
に
聞
か
せ
な
く
て
良
か
っ
た
」

。

控
訴
を
あ
き
ら
め
よ
う
と
も
考
え

た
が
、
身
体
拘
束
問
題
に
取
り
組

む
吉
岡
充
医
師
ら
と
出
会
い
、
羽

人
の
弁
護
団
も
で
き
た。「
貞
子

さ
ん
の
よ
う
に
苦
し
ん
で
い
る
人

が
、
た
く
さ
ん
い
る
ん
で
す
」
。

そ
う
説
得
さ
れ
、
も
う
一
度
法
廷

に
臨
む
こ
と
を
決
め
た
。

嫌
だ
っ
た
」
と
指
摘
し
、
拘
束
以

外
に
転
倒
や
転
落
を
防
ぐ
手
段
は

な
く
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
認

定
し
て
い
た。
控
訴
審
は
看
護
師

の
休
憩
時
間
を
ず
ら
す
こ
と
も
可

能
だ
っ
た
と
指
摘
し
た
上
で
、

「
付
き
添
っ
て
安
心
さ
せ
る
と
い

う
対
応
が
不
可
能
だ
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
」
と
し
た
。

ま
た
、
星
回
の
故
・
吉
田
貞
子

さ
ん
(
入
院
当
時
加
)
を
拘
束

険
施
設
で
は
原
則
禁
止
と
さ
れ
る

身
体
拘
束
が
、
医
療
現
場
で
も
同

僚
に
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
明
確

に
さ
れ
た
こ
と
は
薗
期
的
。

治
療

上
の
必
要
性
や
安
全
確
保
な
ど
の

名
目
で
、
患
者
を
安
易
に
縛
っ
て

き
た
一
般
病
院
に
笹
鎗
を
鳴
ら
す

も
の
」
と
高
く
評
価
す
る
。

一
方
、
愛
知
県
の
三
河
地
方
に

あ
る
総
合
病
院
の
看
護
部
長
(
日
)

は
、
介
護
施
股
と
同
様
、
医
療
現
場

も
身
体
の
拘
束
を
原
則
禁
止
と
認

め
た
判
決
に
「
確
か
に
我
々
の
認

識
が
遅
れ
て
い
た
部
分
は
あ
り
、

影
響
は
あ
る
で
し
ょ
う
」
と
諮
る

。

勤
務
先
は
救
急
か
ら
認
知
症
ま

す
る
直
接
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ

た
せ
ん
妄
(
意
識
混
濁
)
状
態
が

悪
化
し
た
原
因
に
つ
い
て
、
①
入

院
直
後
か
ら
投
与
さ
れ
て
い
た
睡

眠
薬
は
過
剰
投
与
の
疑
い
が
あ

り
、
そ
の
投
与
を
中
止
し
た
こ
と

拡
よ
る
不
眠
②
本
来
は
自
力
で
概

池
で
き
る
の
に
、
お
む
つ
を
強
い

ら
れ
た
こ
と
へ
の
ス
ト
レ
ス
、
と

診
療
・

看
護
上
の
ミ
ス
を
指
摘
し れ

て
転
倒・
骨
折
し
た
場
合
は
病

院
側
の
ミ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う

。

患
者
の
安
全
確
保
が
叫
ば
れ
る

一
方
、
今
の
医
療
繊
関
に
は

l

人

の
患
者
に
つ
き
っ
き
り
で
ケ
ア
で

き
る
環
境
に
は
な
い
。

点
滴
を
引

き
抜
か
れ
な
い
よ
う
に
布
で
覆
い

隠
し
た
り
、
排
尿
記
録
に
基
づ
く

ト
イ
レ
誘
獲
で
オ
ム
ツ
を
着
け
る

の
を
避
け
た
り
、
ベ
ッ
ド
回
り
に

セ
ン
サ
ー
を
装
備
し
て
転
倒
を
防

い
だ
り。
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
『
な

る
べ
く
縛
ら
な
い
工
夫』を
し
続

け
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
」

結
果
と
し
て
招
い
た
せ
ん
妄
な

の
に
、
身
体
拘
束
し
た
病
院
側
の

対
応
は
「
切
迫
性
や
非
代
替
性
は

な
く
、
緊
急
避
難
行
為
と
し
て
例

外
的
に
許
さ
れ
る
場
合
に
該
当
す

る
事
情
も
認
め
ら
れ
ず
、
違
法

だ
」
と
結
論
づ
け
た
。

朝

日
{
愛
知
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
6

日
(
土
)
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一一1 t:ItJ歳女性病院ベッドに縛られ・・・ I説社
「
尊
厳
」拘
束
で
き
ぬ

μ

政

一
度
は
や
め
よ
う
と
思
っ
た
裁
判
だ
っ
た

。

愛
知
県
一
宮
市
内
の
病
院
で
入
院
中
に
ベ
ッ
ド
に
縛

ら
れ
た
吉
田
貞
子
さ
ん
、
当
時
(
八O
)
Hが
損
害
賠
償
を
求
め
た
訴
訟
。

名
古
屋
高
裁
は
五
日
、
吉
田

さ
ん
側
に
逆
転
勝
訴
を言い
渡
し
た。
「
全
国
で
三
万
五
千
人
以
上」
と
も
試
算
さ
れ
る
同
じ
境
遇

の
人
。々

亡
く
な
っ
た
貞
子
さ
ん
か
ら
訴
訟
を
受
け
継
い
だ
長
男
と
長
女
が
、
画
期
的
な
判
決
を
引

き
出
し
た。
「
不
必
要
な
拘
束
は
虐
待」で
あ
る
と。

腰
痛
で
入
院
し
た
貞
子
さ
ん
が
師
は
ミ
ト
ン
と
呼
ば
れ
る
手
袋
状
み
で
横
向
き
に
し
か
眠
れ
な
い
貞

拘
束
さ
れ
た
の
は
二O
O
三
年
+
の
抑
制
具
に
貞
子
さ
ん
の
両
手
を
子
さ
ん
が
、
あ
お
む
け
に
縛

η
J付

一
月
十
六
日。
「ト
イ
レ
ぐ
ら
い
、
押
し
込
み
、
ベ
ッ
ド
に
固
定
し
た

。

け
ら
れ
て
い
た
事
実
を
知
っ
た
。

自
分
で
行
け
る」
と
嫌
が
る
貞
子
三
日
後
、
別
の
看
護
師
が
長
女
沈
黙
し
て
い
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、

さ
ん
に
、
看
護
師
は
強
制
的
に
お
の
栗
木
満
里
子
さ
ん
(

六
るに
「お
貞
子
さ
ん
は
「そ
ん
な
恥
ず
か
し

む
つ
を
は
か
せ
た。
頒
繁
に
お
む
母
さ
ん
が
縛
ら
れ
た
こ
と
、
ご
存
い
こ
と
言
え
る
か
」
と
声
を
荒
ら

つ
の
交
換
手
}
求
め
た
た
め
、
看
護
じ
で
す
か
」
と
耳
打
ち
し
た

。

痛
げ
、
泣
き
始
め
た。
「
母
は
車
い

身
体
を
縛
る

本
人
の
同
意
な
し
に
患
者
を
縛
る
の
は
、

病
院
と
い
え
ど
も
や
は
り
違
法
|
|

。

名
古

屋
高
畿
が
今
月5目
、
判
決
を
出
し
た
。

愛
知
県
一
富
市
の
病
院
に
入
院
し
て
い
た

女
性
患
者
が
、
必
要
も
な
い
の
に
体
を
拘
束

さ
れ
た
と
し
て
、
病
院
を
相
手
取
っ
て
損
害

賠
償
を
求
め
た
控
訴
審
判
決
は
明
快
だ
っ

た
。
高
裁
は
病
院
に
初
万
円
の
支
払
い
を
命

じ
、
原
告
側
が
逆
転
で
勝
訴
し
た

。

判
決
に
よ
る
と
、
事
件
が
起
き
た
の
は
凶

年
日
月
の
夜
の
こ
と
だ
。
圧
迫
骨
折
で
入
院

し
た
当
時
閉
歳
の
患
者
が
、
看
護
師
に
ひ
も

の
付
い
た
ミ
ト
ン
(
手
袋
)
で
左
右
の
手
を

す
で
も
帽
子
や
ひ
ざ
掛
け
で
お
し

ゃ
れ
を
し
て
い
た
。

お
む
つ
に
も

抵
抗
が
あ
っ
た
と
思
う
」

「絶
対
勝
て
る
」
と
臨
ん
だ
裁

判
。

一
審
判
決
直
前
のO
六
年
九

月
、
貞
子
さ
ん
が他
界
し
た。
判

決
は
訴
え
を
こ
と
ご
と
く
退
け

「必
要
な
拘
束
だ
っ
た」と
結
論

づ
け
た。
「
こ
ん
な
結
果
な
ら
、

母
さ
ん
は
聞
か
ず
に
済
ん
で
よ
か

っ
た
」
。
満
里
子
さ
ん
た
ち
は
失

望
し
た
。
弁
護
士
ら
か
ら
説
得
さ

れ
、
母
の
悔
し
さ
を
晴
ら
し
た
い

と
の
思
い
と
「拘
束
に
泣
き
寝
入

り
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
を
社

会
に
訴
え
な
け
れ
ば
」
と
の
使
命

感
で
控
訴
を
決
断
し
た
。

不
安
を
抱
え
た
中
で
の
控
訴

逆転勝訴 遺跡訴え、社会に広がる」

原
則
禁
止
を
広
げ
る
に
は

患
者
は
看
護
師
を
呼
ぶ
ナ
1

ス
コ
ー
ル
を

何
度
も
押
し
て
、
汚
れ
て
い
な
い
お
む
つ
の

交
換
を
要
求
し
た
り
、
車
い
す
で
看
護
師
詰

め
所
に
来
た
り
し
た。
患
者
の
意
識
が
混
濁

し
、
転
ぶ
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
拘
束
が
必
要

だ
っ
た
と
い
う
の
が
病
院
側
の
言
い
分
だ

。

一
審
判
決
は
病
院
側
の
主
張
を
認
め
て
霊
口

の
請
求
を
退
け
た。

た
し
か
に
、
病
院
は
介
護
施
般
と
ち
が
っ

て
命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
患
者
も
少
な
く
な

い
。
人
工
呼
吸
鰭
や
点
滴
を
患
者
が
は
ず
し

て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
防
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
。

入
居
者
を
拘
束
す
る
こ
と
が
旧
厚 ら

し
て
判
断
す
べ
き
だ
、
と
高
裁
は
指
摘
し

た
。
①患
者
に
切
迫
し
た
危
険
が
迫
っ
て
い

る
②
ほ
か
に
手
だ
て
が
な
い③
長
く
は
続
げ

ず
一
時
句
こ
の
三
つ
で
あ
る。

こ
の
判
断
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、

病
院
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

。

訴
え
を
起
こ
し
た
患
者
は
こ
れ
ら
の
条
件

に
当
て
は
ま
ら
な
か
っ
た。自
分
で
ト
イ
レ

に
行
け
る
患
者
に
は
、
お
む
つ
で
は
な
く
ト

イ
レ
に
付
き
添
い
、
看
護
師
が
寄
り
添
っ
て

不
満
や
不
安
に
耳
を
傾
け
れ
ば
患
者
も
落
ち

一け
た
の
で
は
な
い
か。

介
護
施
設
で
は
縛
ら
な
い
介
護
が
少
し
ず

審
。

判
決
は
「や
む
を
得
な
い
拘

束
」
と
す
る
病
院
の
主
張
を
否
定

し

「患
者
の
拘
束
は
原
則
違
法
」

と
明
快
に
述
べ
た。
七
日
に
行
わ

れ
た
貞
子
さ
ん
の
三
回
忌
。

満
里

子
さ
ん
と
長
男
の
吉
田
端
亮
さ
ん

(
六
巴は
、
手
を
合
わ
せ
て
遺
影
に

報
告
し
た。
「
今
は
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る。
私
た
ち
の
訴
え
か

ら
、
人
間
の
尊
厳
を
守
る
動
き
が

広
が
っ
た
ん
だ
よ
」

(社
会
部
・

北
島
忠
輔)

中
日
新
聞
・
朝

刊

2
0

0
8

年
9

月
M
日

(日
}

慮
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

「
老
人
に
自
由
と
誇
り
と
安
ら
ぎ
を
」
と

福
岡
県
の
叩
病
院
が
抑
制
廃
止
福
岡
宣
言
を

し
た
の
は
叩
年
前
だ
。
中
心
に
な
っ
た
有
吉

病
院
で
は
、
お
む
つ
を
や
め
て
患
者
を
ト
イ

レ
に
誘
導
し
、
鼻
か
ら
の
栄
養
補
給
を
や
め

て
口
か
ら
食
べ
て
も
ら
う
努
力
を
し
た
。
生

活
の
賓
が
上
が
る
と
、
愈
者
の
「
問
題
行

動
」
が
滅
り
、
縛
る
必
要
が
な
く
な
っ
た

。

入
手
が
か
か
る
こ
の
試
み
は
、
残
念
な
が

ら
広
が
ら
な
い
。

医
療
費
の
抑
制
が
続
く
な

か
で
病
院
の
持
ち
出
し
が
増
え
る
か
ら
だ

。

必
要
な
入
手
が
稽
保
で
き
な
け
れ
ば
患
者
は

守
れ
な
い。
高
裁
判
決
が
突
き
つ
け
た
の

は
、
日
本
の
貧
し
い
医
療
の
現
実
だ

。
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そ
れ
ぞ
れ
覆
わ
れ
、
ひ
も
で
ベ
ッ
ド
の
さ
く

に
固
定
さ
れ
た
。
腰
が
痛
く
て
上
を
向
い
て

寝
ら
れ
な
い
患
者
は
ミ
ト
ン
を
は
ず
そ
う
と

も
が
き
、
手
と
暦
に
軽
い
け
が
を
し
た
。

生
省
令
で
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
介

護
施
設
と
同
列
に
は
鍛
え
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
拘
束
が
必
要
か
ど
う
か
は
介
護

の
世
界
で
使
わ
れ
て
い
る
三
つ
の
条
件
に
照 つ

進
ん
で
い
る
。
病
院
で
も
安
易
な
拘
束
が

ま
か
り
通
っ
て
い
な
い
か
、
見
直
し
て
ほ
し

い
。
病
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が
さ
ら
に
苦
し

い
自
に
あ
う
こ
と
が
な
い
よ
う
最
大
限
の
配

虚
偽
の
死
因放

5 
年

埼
玉
医
大
、
訂
正
せ
ず

指
導
医
は
依
願
退
職
し
た
。

回
年
9

月
、
埼
玉
県
世
帯
は
事
故

当
時
の
耳
鼻
咽
喉
税
教
授
、
指
導

医
、
主
治
医
、
研
修
医
を
業
務
上

過
失
致
死
容
疑
で
、
研
修
医
以
外

の
3

人
を
死
亡
診
断
世
間
に
う
そ
の

記
載
を
し
た
虚
偽
診
断
書
作
成
・

問
団
行
使
容
疑
で
、
さ
い
た
ま
地
検

に
轡
類
送
検。
1

カ
月
後
、
地
検

は
教
授
、
指
導
医
、
主
治
医
の
3

人
を
業
務
上
過
失
致
死
罪
で
起
訴

し
た
が
、
虚
偽
記
載
に
つ
い
て
は

不
起
訴
処
分
と
し
た
。

さ
い
た
ま
検
察
審
査
会
が
教
授

の
不
起
訴
を
「
不
当
」
と
す
る
議

決
を
し
た
も
の
の
、
地
検
は
最
終

的
に
起
訴
し
な
か
っ
た。
し
か

し
、
不
起
訴
が
決
ま
っ
た
直
後
の

凶
年8
月
、
古
館
さ
ん
宅
に
、
友

褒
さ
ん
の
本
籍
地
で
あ
る
横
浜
市

医
療
過
誤
で
亡
く
な
っ
た
女
子

高
生
の
死
亡
診
断
曾
に
密
か
れ
た

虚
偽
の
死
因
が
、5
年
間
も
直
さ

れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

埼

玉
医
大
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
(
埼

玉
県
川
越
市
)
で
抗
が
ん
剤
の
過

剰
投
与
の
ミ
ス
が
原
因
で
亡
く
な

っ
た
古
館
友
理
さ
ん
(
当
時
凶
)

の
死
亡
診
断
曾
の
訂
正
を
求
め
る

法
務
局
の
要
請
を
、
遺
族
が
病
院

側
へ
伝
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

対
応
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。

∞
年
9

月
、
高
校2
年
生
だ
っ

た
友
理
さ
ん
日
間
県
鴻
巣
市H

は
、
あ
ご
に
で
き
た
滑
膜
肉
腫
と

い
う
が
ん
治
療
の
た
め
埼
玉
医
大

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
入
院
し
、

抗
が
ん
剤
の
投
与
を
受
け
た

。

と

こ
ろ
が
、
耳
鼻
咽
眠
税
の
主
治
医

の
ミ
ス
で
、
週1
固
と
決
め
ら
れ

一一
医
療
安
全
管
理

て
い
た
薬
を7
日
連
続
で
投
与
さ

れ
、
日
月7
日
に
亡
く
な
っ
た
。

当
日
、
両
親
の
文
章
さ
ん
(
団
)
、

恵
美
子
さ
ん
(
臼
)
は
、
主
治
医
が

曾
い
た
死
亡
診
断
値
目
を
渡
さ
れ

た
。
死
因
は
多
臓
鰭
不
全
で
、
死

因
の
種
類
は
「
病
死
及
び
自
然

死
」
だ
っ
た。

そ
の
夜
、
セ
ン
タ
ー
所
長
、
耳

鼻
咽
喉
和
教
授
ら
が
古
館
さ
ん
宅

を
訪
れ
、
投
薬
ミ
ス
を
告
げ
、

「
病
理
解
剖
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と

申
し
出
た
。
文
章
さ
ん
は
「
ミ
ス

が
開
制
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と

断
り
、
雛
祭
に
連
絡
。

防
衛
医
大

で
司
法
解
剖
さ
れ
、
死
因
は
「
抗

が
ん
剤
過
剰
投
与
に
よ
る
多
臓
器

不
全
」
と
さ
れ
た
。

主
治
医
は
同
年
春
れ
に
懲
戒
免

職
と
な
り
、
耳
鼻
咽
喉
和
教
授
と

死
亡
診
断
書
医
師
、
歯
税
医

自
問

師
に
作
成・
交
付
の

宮
町
民
喫
匂
義
務
が
あ
る
。
遺
族

が
住
所
地
の
市
区
町
村
に
死
亡
屈

を
提
出
し
た
後
、
本
籍
地
の
自
治

体
に
送
ら
れ
る。

戸
籍
に
死
亡
時

刻
と
死
亡
地
が
記
載
さ
れ
る
と
、

そ
の
翌
年
か
ら
幻
年
問
、
本
籍
地

を
管
稽
す
る
法
務
局
が
診
断
曾
を

保
管
す
る。

の
横
浜
地
方
法
務
局
長
か
ら
通
知

曾
が
届
い
た。

そ
れ
に
は
、
検
察
庁
が
、
死
亡

診
断
曾
の
記
載
が
虚
偽
で
あ
る
こ

と
を
法
務
局
に
連
絡
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
、
「
虚
偽
記
載
の
あ
る
診

断
書
を
保
管
す
る
の
は
相
当
で
は

な
い
。
正
し
い
死
亡
診
断
容
を
病

院
か
ら
取
り
寄
せ
て
提
出
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
と
普
か
れ
て
い
た

。

文
章
さ
ん
は
凶
年
四
月
に
病
院

を
訪
ね
、
法
務
局
か
ら
の
要
請
内

容
を
伝
え
た
。
文
章
さ
ん
は
そ
の

後
数
回
に
わ
た
っ
て
病
院
に
問
い

合
わ
せ
た
が
、
今
も
死
亡
診
断
欝

は
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。

裁
判
で
は3
人
の
有
罪
が
確
定

し
て
い
る。

埼
玉
医
大
広
報
室
に

よ
る
と
、
当
時
の
大
学
の
顧
問
弁

護
士
と
相
醸
し
、「訂
正
は
診
断

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
沼
田
(日
)

を
曾
い
た
医
師
で
な
け
れ
ば
で

き
な
い
と
判
断
し
、
主
治
医
の
弁

護
士
に
連
絡
し
た
」
と
説
明
。
た

だ
、
主
治
医
の
刑
事
事
件
の
弁
護

士
に
、
朝
日
新
聞
社
が
尋
ね
た
と

こ
ろ
、
「
(
連
絡
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
)
記
憶
が
定
か
で
は
な
い
」

と
話
し
た
。

医
師
法
却
条
は
自
ら
診
察
し
な

い
で
診
断
曹
を
交
付
す
る
こ
と
を

禁
じ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
医

事
課
に
よ
る
と
、
診
断
轡
を
曾
い

た
担
当
医
と
一
緒
に
治
療
に
か
か

わ
っ
た
医
師
が
い
れ
ば
、
そ
の
医

師
が
曾
き
直
し
て
も
構
わ
な
い
と

い
う
。

同
線
の
担
当
者
は
「
担
当

医
が
辞
め
て
い
る
と
し
て
も
、
病

院
の
責
任
で
医
師
と
連
絡
を
取
っ

て
曾
き
直
し
、
遺
族
に
渡
す
の
が

筋
で
は
な
い
か
」
と
話
し
た
。

文
章
さ
ん
は
「
診
断
曾
の
釘
正

す
ら
行
え
な
い
よ
う
で
医
師
の
養

成
機
関
の
資
絡
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
話
し
て
い
る
。

(
編
集
委
員・出
向
雅
彦
)

朝

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
0
8

年
9

月
明
白
日
(
月
)
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行政の取り組み

CT+捜査で 3 割特定
司
法
解
剖
し
な
く
て
も
遺

体
の
C
T

F
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
撮
影
装
置
)
画
像

と
、
警
察
の
捜
査
結
果
を
あ

わ
せ
て
診
断
す
れ
ば
、
三
割

の
遺
体
に
つ
い
て
死
因
を
特

定
で
き
る
と
す
る
研
究
結
果

を
、
千
葉
大
大
学
院
の
岩

瀬
博
太
郎
教
授
F
法
医
学

が
二
卜
臼
ま
で
に
ま
と
め

た
調
査
し
た
遺
体
は
四
百
体

に
よ
り
、
交
通
事
故
な
ど
で

致
命
傷
を
負
っ
た
遺
体
に
つ

い
て
は
八
割
以
上
、
死
因
を

特
定
で
き
、
解
剖
に
迫
る
好

結
果
が
出
た
。
大
規
模
災
害

な
ど
死
者
が
多
数
出
る
と
司

法
解
剖
が
間
に
合
わ
な
い
ケ

ー
ス
が
多
く
、C
T
利
用
の

効
果
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

調
査
は
二O
O
六
年
一
月

か
ら
今
年
五
月
に
か
け
て
実

施
。
警
察
か
ら
司
法
解
剖
を

依
頼
さ
れ
、
岩
瀬
教
授
の
法

医
学
教
室
に
運
び
込
ま
れ
た

事
件、
事
故
の
被
害
者
四
百

三
十
七
体
をC
T
ス
キ
ャ
ン
た
し
て
お
り
、
残
り
の
七
劃

し
て
画
像
を
解
析、
死
因
を
を
ど
う
扱
う
か
が
問
題
。
響

判
断
し
た
後
、
解
剖
を
行
い
祭
の
捜
査
結
果
と
医
学
的
診

比
較
し
た
。
断
を
総
合
し
て
死
因
を
究
明

ま
ず
、
腐
敗
が
進
ん
だ
り
す
る
制
度
づ
く
り
が
急
務

白
骨
化
し
て
解
剖
し
て
も
死
だ
」
と
話
し
て
い
る
。

民
主
因
を
判
断
で
き
な
い
ケ
ー
ス

同
店

主

C
T
撮
っ
て
お
く
べ
き

止
札
や
、

死
亡
状
況
が
明
ら
かf

持
叫
交
通
事
故
死
の
遺
体
計
九
十
池
田
典
昭
九
州
大
大
学
院

齢
も
五
体
を
除
外
。
残
り
三
百
四
教
授
法
医
学
の
話
四

比
十
二
体
を
比
較
し
た
と
こ
百
体
以
上
も
の
遺
体
を
比
較

ム
}
ろ
、

n
・
9

%
に
当
た
る
九
調
査
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で

川
リ

十
九
体
で
、C
T

解
析
と
警
に
な
く
、
信
頼
性
の
あ
る
デ

U
H
察
の
検
視
に
よ
る
結
果
が
、
ー

タ
だ
。
小
児
虐
待
し
た
遺

伝
月

解
剖
所
見
と
一
致
し
た
。
族
が
解
剖
を
拒
む
ケ

l

ス
な

院

交
通
事
故
な
ど
で
致
命
傷
ど
が
あ
る
の
で
、
警
察
が
死

浮
を
負
っ
た
三
十
一
体
に
限
る
体
を
解
剖
す
る
か
し
な
い
か

げ
と
、
C
T
画
像
で
は
回
・
9
を
判
断
す
る
前
に
、
C
T
画

息
札
%
の
二
十
六
体
で
死
因
を
特
像
を
撮
っ
て
お
く
べ
き
だ
。

千
定
。
あ
る
ケl
ス
で
は
、
頭
薬
物
中
毒
な
どC
T
画
像
で

蓋
(ず
が
いJ
骨
に
大
き
く
は
分
か
ら
な
い
点
も
あ
る
た

ひ
び
が
入
っ
て
死
亡
し
た
こ
め
、
解
剖
所
見
と
比
較
し
な

と
が
、
画
像
か
ら
一
目
で
分
が
ら
活
用
す
る
必
要
が
あ

か
っ
た
。
る
。

〈共
同
通
信

〉

岩
瀬
教
授
は
「
白
黒
の
C

T
画
像
で
は
出
血
の
有
無
が

分
か
ら
ず
、
他
殺
体
を
病
死

と
勘
違
い
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
C
T
は
あ
く
ま
で

解
剖
の
補
助
的
な
役
割
を
果

高
知
新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
9

月
幻
自
(
日
)

異
状
死
解
剖「5

年
で
倍
増」

死
因
究
明
改
革
衆
院
委

、

あ
す
法
相
に
提言

異
状
死
の
解
剖
率
の
低
さ
な

ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
死
因

究
明
制
度
に
つ
い
て
、
衆
院
法

務
委
員
会
の
超
党
派
議
員
聞
が

制
度
改
革
を
求
め
る
提
言
を
ま

と
め
、
お
臼
に
保
岡
法
相
に
提

出
す
る
。
異
状
死
の
解
剖
率
を

5

年
後
に2
倍
の
却
%
(
年
間

3

万
件
)
と
な
る
よ
う
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
や
、
新
制
度
創

設
を
検
討
す
る
審
議
会
の
早
期

設
置
を
盛
り
込
ん
だ
。

提
言
は
下
村
博
文・
法
務
委

員
長
(
自
民
)
と
与
野
党
鑑
頭

理
事
ら5
人
連
名
と
な
っ
て
い

る
。
死
因
究
明
制
度
の
役
割
に

つ
い
て
、
「
犯
罪
見
逃
し
を
防

ぐ
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
健
康

と
安
全
の
確
保
、
事
故
の
再
発

防
止
な
ど
ま
で
幅
広
い
」
と
強

調
。
事
件
性
の
有
無
で
所
管
官

庁
が
異
な
る
な
ど
の
現
付
制
度

に
対
し
、
死
因
不
明
の
全
死
者

に
つ
い
て
、
解
剖
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
断
層
撮
影
法
(
C
T
)、

薬
毒
物
検
査
な
ど
が
体
系
的
に

行
わ
れ
る
制
度
を
新
設
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
た
。

欧
米
の
多
く
が
叩
%
以
上
と

い
う
異
状
死
解
剖
率
に
対
し
、

ま
ず
現
状
を
倍
増
す
る
目
標
を

掲
げ
、
①
法
医
学
の
専
門
教
育

を
受
け
た
刑
事
調
査
官
(
検
視

官
)
の
増
員
と
瞥
察
官
の
検
視

能
力
の
向
上
⑨
大
学
の
法
医
学

教
室
の
予
算
確
保
と
専
門
家
の

育
成
ー
ー
な
ど
早
急
な
現
行
制

度
の
運
用
見
直
し
を
提
案
。
並

行
し
て
抜
本
改
革
の
検
討
を
求

め
て
い
る
。

法
務
委
員
会
は5
月
か
ら
委

員
長
主
催
で
全
委
員
を
対
象
に

し
た
勉
強
会
を
聞
く
な
ど
異
例

の
対
応
で
提
言
を
ま
と
め
た
。

政
府
は
昨
年
ロ
月
に
法
務
、
厚

生
労
働
な
ど4
省
庁
で
改
革
の

た
め
の
検
討
会
議
を
設
け
た

が
、
作
業
は
進
ん
で
い
な
い
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
0
8

年
8

月
幻
臼
(
水
)
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管
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MRIで死因解明CT、

厚
労
省
首
都
圏
で
試
験
実
施

厚
生
労
働
省
は二
十
七

日
ま
で
に
、
医
療
事故
死

が
疑
わ
れ
る
患
者
を
対
象

に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断

層
撮
影
装
置
(
C
T
)や

磁
気
共
鳴
画
像
装
置(
M

R
I
)
を
遺
体
の
画
像
分

析
に
転
用
し
て
死
因
を
解

明
す
る
方
法
を
、
今
秋
か

ら
首
都
圏
の
大
学
病
院
な

ど
で
試
験
的
に
実
施
す
る

こ
と
を
決
め
た。

「
死
亡
時
画
像
病
理
診

断
」
(
A
i
)と
呼
ば
れ
、

同
省
研
究
班
が
二O
一O

年
三
月
ま
で
に
結
果
を
集

医
療
恵故
死
が疑
わ
れ
る
遺
体
の
画
像
診
断
に用
い

る
C
T
の
画
面H

凶
年5
月
、
千
葉
市
の
千
葉
大
病
院

約
。

有
用
性
を
確
認
し
た

上
で
、
国
が
創
設
を
目
指

す
医
療
版
の
事
故
調
「
医

療
安
全
調
査
委
員
会
」
の

調
査
に
導
入
す
る
方
針
。

死
因
究
明
の
最
有
力
手

段
は
解
制
だ
が
、
病
理
医

や
法
医
の
不
足
、
遺
体
を

傷
つ
け
た
く
な
い
と
い
う

遺
族
の
抵
抗
感
な
ど
で
、

圏
内
で
の
実
施
率
は
わ
ず

か
2
%
台
。

厚
労
省
は
「
画
像
診
断

で
医
療
ミ
ス
の
疑
い
が
あ

る
か
ど
う
か
見
当
が
付
防

ば
、
遺
族
か
ら
解
剖
の
同

意
も
得
や
す
く
な
り
、
効

G
 

A
--

死
亡
時
画
像
病
理診
断

(
A
u
t
o
p
s
y
-
I
m
 

a
g
i
n
g
)の略。
患
者
の

死
亡
後
、
遺
体
を
C
T

や
M

R
I

で
撮
影
し
、
死
因
を
採

る
方
法。
短
時
間
に
多
く
の

定
例
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
か
、
解
剖
が
必
要
な
体

ズ
ー
ム

率
的
な
調
査
が
可
能
に
な

る
」
(
医
療
安
全
推
進
室
)

と
期
待
し
て
い
る。

研
究
班
の
計
画
で
は
、

試
験
実
施
は
東
大
病
院

(
東
京
都
)
、
千
葉
大
病

院
(
千
葉
市
)
な
ど
七
カ

所
で
行
う。

こ
の
う
ち
東
大
病
院
で

は
車
両
搭
載
型
の
移
動
式

C
T

を
十
一
月
か
ら
一
、

二
カ
月
間
レ
ン
タ
ル。
都

内
の
他
の
病
院
で
亡
く
な

っ
た
患
者
の
遺
体
を
対
象

に
、
画
像
診
断
で
死
因
を

推
定
し
た
後
、
病
理
解
剖

を
行
う。

そ
の
上
で
①
画
像
診
断

と
解
剖
結
果
は
一
致
し
て

い
る
か
②
死
因
に
つ
い
て

の
部
位
を
あ
ら
か
じ
め
絞
り

込
む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

正
確
、
迅
速
な
死
因
解
明
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

2
0
0
4

年
に
A
i
学

会
が
発
足
。
日
本
医
師
会
も

今
年
3

月
、A
i
活
用
に
関

す
る
検
討
委
員
会
の
中
間
報

告
を
ま
と
め
る
な
ど
、
医
療

現
場
で
の
実
用
化
に
向
け
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。

遺
族
の
理
解
は
深
ま
っ
た

か
ー
な
ど
を
放
射
線
科

医
、
臨
床
医
ら
が
事
担
」

と
に
検
証
す
る。

千
葉
大
病
院
や
筑
波
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
病
院

(
茨
城
県
つ
く
ば
市
)
で

は
既
に
、
病
気
で
死
亡
し

た
患
者
ら
を
対
象
にA
-ー

を
本
格
導
入
し
て
お
り
、

C
T

や
M
R
I
を
専
門
的

に
扱
う
放
射
線
科
医
か
ら

の
症
例
報
告
を
求
め
、
遺

体
を
解
析
す
る
際
の
手
順

や
留
意
点
を
確
認
す
る
。

遺
体
の
画
像
解
析
にC

T
や
M
R
I
を
転
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
①
保

険
適
用
外
の
た
め
医
療
機

関
や
遺
族
が
経
費
を
負
担

す
る
必
要
が
あ
る
②
医
療

現
場
に
遺
体
を
持
ち
込
む

こ
と
を
め
ぐ
り
、
患
者
ら

の
反
発
が
予
想
さ
れ
る
ー

な
ど
の
理
由
で
、
普
及
が

進
ん
で
い
な
い。〈共

同
通
信
〉

南
日
本

新
聞
・
朝
刊

2
0
0
8

年
8

月

m
日
(
木
)
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病院の取り組み

医
療
安
全
管
理

主主
お
薬
手
帳

県
内
薬
局
で
配
布

病
院
な
ど
で
処
方
さ
れ
た
薬
の
名
前
や
量
、
使
い
方

を
継
続
し
て
記
録
す
る
「
お
薬
手
帳
」
が
県
内
の
業
局

な
ど
で
配
布
さ
れ
、
薬
剤
師
が
調
剤
の
た
び
に
書
き
込

む
こ
と
で
患
者
の
薬
の
重
複
投
与
を
防
い
だ
り
、
飲
み

合
わ
せ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。
高

齢
者
を
中
心
に
徐
々
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
が
、
二

O

O
七
年
九
月
に
県
薬
剤
師
会
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
手
帳
を
「
利
用
し
て
い
る
」
と
回
答
し

た
の
は
五
割
強
。
投
薬
指
導
を
す
る
薬
剤
師
ら
は
「
効

率
の
良
い
治
療
の
た
め
に
も
一
冊
に
ま
と
め
て
携
帯
し

て
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

「
お
凝
手
帳
」
は
、
薬
局

で
調
剤
し
て
も
ら
っ
た
際
な

ど
に
配
布
さ
れ
る
縦
十
五

号
、
横
十
句
ほ
ど
の
小
さ
な

手
帳
。
薬
局
ご
と
に
作
成
さ

れ
、
配
布
は
無
制
判
。

患
者
が
手
帳
を
提
示
す
る

と
、
薬
剤
師
が
処
方
し
た
薬

の
名
前
や
分
量
、
使
い
方
な

ど
を
記
録
し
、
さ
ら
に
患
者

手
帳
を
み
な
が
ら
説
明
を
す

る
篠
原
さ
んH
水
戸
市
河
和

田
町

本
人
が
飲
ん
だ
市
販
薬
の
名

前
や
副
作
用
、
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
を
記
入
し
て
お
く
こ
と

で
飲
み
合
わ
せ
を
チ
ェ
ッ
ク

で
煮
る
。

県
薬
剤
師
会
がO
七
年
九

月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
、

県
内
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
来

場
者
四
千
七
百
十
九
人
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
お
薬
手
帳
を

携
帯
レ
、
「
利
用
し
て
い

る
」
と
回
答
レ
た
の
は
M
・

5
%
。
持
っ
て
い
る
が
「
利

用
し
て
い
な
い
」
と
い
う
人

が
幻
%
い
た
。

水
戸
市
向
和
田
町
の
フ
ロ

ー
ラ
薬
局
(
篠
原
久
仁
子
代

表
)
は
一
九
九
九
年
に
開
局

し
、
服
薬
指
導
に
お
薬
手
帳

を
活
用
し
て
き
た
。

代
表
で
薬
剤
師
の
篠
原
さ

ん
は
、
薬
に
関
す
る
イ
ン
フ

ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
(
十

分
な
説
明
と
同
意
)
の
一
環

と
レ
て
手
帳
を
位
置
づ
げ
、

「
医
師
か
ら
開
一
否
己
れ
た
医

療
記
録
を
患
者
さ
ん
本
人
が

持
つ
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」

と
話
す
。

開
業
局
は
利
用
者
全
体
の

約
六
割
、
慢
性
疾
患
の
あ
る 患

者
の
約
八
割
が
手
帳
を
持

参
す
る
。
開
局
か
ら
通
う
水

戸
市
の
女
員
五
七
)
は

、
七
月

末
に
薬
が
新
し
く
変
わ
り
、

篠
原
さ
ん
に
薬
の
飲
み
合
わ

せ
な
ど
を
確
事
レ
て
も
ら
っ

た
一
人
。
「
処
方
さ
れ
る
業

房
き
ち
ん
と
理
解
し
て
か
ら

服
用
す
る
よ
う
に
し
て
い

る
」
と
い
う
。

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
七

・

十
五
歳
の
後
期
高
齢
者
の
手

帳
の
活
用
が
盛
り
、
香
抗
、

複
数
の
医
療
機
関
に
通
院
す

る
後
期
高
齢
者
の
重
復
投
与

を
防
ぐ
た
め
、
医
療
機
関
に

受
診
す
る
際
に
手
帳
の
提
示

が
必
要
と
な
っ
た
。

篠
原
さ
ん
は
「
手
帳
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
関
係

者
が
患
者
の
治
療
や
投
薬
に

闘
す
る
内
容
を
共
有
で
き

る
」
と
し
て
お
り
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
、
個
人
で
一
冊

に
ま
と
め
た
手
帳
の
携
帯
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

(
滝
山
亙
紀
)

茨
械
新
聞
・
調

2
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)
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病院の取り組み

医'
療
安
全
管
理

自治医大が新設、運用開始

担
当
は
元
航
空
管
制
官

産
業
界
の
安
全
策
を
応
用

医
療
事
故
の
防
止
や
安
全
で
効
率
的
な
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的
に
、
自
治
医
大
は
救
命
処
置

訓
練
用
の
人
形
や
訓
練
の
様
子
を
ビ
デ
オ
撮
影
で
き
る
行
動
観
察
室
を
備
え
た
「
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
本
年
度
か
ら
医
学
部
に
新
設
、
学
生
や
付
属
病
院
の
職
員
を
対
象
に
運
用

を
始
め
た。

セ
ン
タ
ー
言
、
語
審
制
官
な
ど
の
経
票
持
つ
酵
掛
か
眠

・同
医
大
護
雇

療
安
全
学
)。
向
野
教
授
は
「
産
業
界
の
安
会
苅
策
を
医
療
現
場
に
応
用
し
、
医
療
従
事
者
の
意
識
改

革
や
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
る
。
産
業
界
の
安
全
の
専
門
家
を
ト
ッ
プ
に
し

た
震
の
セ
ン
タ
ー
農
を
持
つ
医
大
は
、
査
で
初
め
て
と
い
う
。
(
紫
雲
)

「
医
療
事
故
は
シ
ス
テ
ム
の
問
題
」
と
訴
え
る
自
治
医
大
の
河
野
絢

太
郎
教
授。
本
年
度
か
ら
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を
開
始
し
た

同
セ
ン
タ
ー
は
自
治
医一る
。
し
た
。

大
差
議
七
階
に
新
設
。
一
河
野
教
授
は
運
輸
省
航
一
「
医
療
の
世
界
は
ま
っ

救
命
処
置
や
心
肺
襲
回
、

一空
局
東
京
航
空
交
通
管
制

一た
く
の
素
人
」
と
一
言
う
向

中
露
巌
確
保
な
ど
を
訓
蔀
(
当
時
)
の
管
制
空

一野
教
授
は
、
付
属
病
院
医

練
で
き
る
マ
ネ
キ
ン
人
形
一し
て
十二
年
間
勤
務。
在

一宙
開
安
全
対
策
部
に
も
籍
を

(
模
擬
患
者
型
シ
ミ
ュ
レ

一職
中
に
経
験
し
た「
ニ
ア
一
置
き
一
年
間
に
わ
た
り
院

l

タ
l

)
を
常
置
し
た
訓
一
ミ
ス
」
か
ら
人
間
の
エ
ラ
一
内
を
視
察
。
医
療
現
場
が

練
室
を
三
室
設
け
た
ほ一l
防
止
を
目
的
に
心
理
学一「人
が
ミ
ス
を
犯
す
こ
と

か
、
訓
練
の
様
子
を
観
察
一
を
学
び
、
東
京
電
力
に
入
一
を
前
提
に
し
た
窃
故
防
止

し
た
り
、
ビ
デ
オ
撮
影
で

一社
後
は
原
子
力
発
電
の
安一シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て

き
る
行
動
観
察
室
を
設
一
全
対
策
に
携
わ
っ
て
き

一い
な
い
」
こ
と
を
あ
ら
た

置
。
撮
影
さ
れ
た
訓
練
映

一た
。
「
こ
れ
ま
で
の
経
験一め
て
認
識
し
、
航
空
や
原

像
な
ど
を
ベl
ス
に
、
間

一と
知
識
を
医
療
現
場
へ
」
一
子力
業
界
で
導
入
さ
れ
て

題
点
や
課
題
を
話
し
合
う

一と
医
大
側
か
ら
要
請
さ一い
る
訓
練
用
シ
ミ
ュ
レ
!

個
別
指
導
室
も
設
げ
て
い

一れ
、
二
O
O
七
年
度
着
任一タ
設
置
の
必
要
性
を
確
信

し
た
と
い
う。

向
野
教
授
は
「
他
病
院

の
医
療
事
故
を
見
て
も
、

医
療
現
場
は
ヒ
ュ
ー
マ
ン

エ
ラl
の
防
止
策
を
個
人

の
注
意
に
頼
り
、
医
療
シ

ス
テ
ム
の
問
題
と
し
て
あ

ま
り
考
え
て
こ
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か。
エ
ラ
l

防
止
の
管
理
を
強
化
し
つ

つ
、
安
全
で
効
率
的
な
シ

ス
テ
ム
を
再
設
計
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

付
属
病
院
医
療
安
会
菊

策
部
の戸時
一
伊
川
耐
部
長

は
「
例
え
ば
薬
剤
管
理
の

手
順
の
順
守
に
つ
い
て

も
、
河
野
教
授
か
ら
徹
底

し
て
原
則
は
守
る
と
い
う

点
か
ら
指
導
さ
れ
現
場
の

方
向
性
も
ぶ
れ
な
く
な
っ

た
。

内
部
で
は
気
付
か
な

か
っ
た
安
全
策
を
学
ん
で

い
き
た
い
」
と
し
て
い
る

。

下
野
新
聞

・
畑
一

2
0
0
8

年
8

月
ゆ
日
(
火
}
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